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一　
女
 め
 神
 がみ

 さまから、さずかった
子
 こ

 ども









　
今
 いま

 から五百
数
 すう
 十
 じゅう
 年
 ねん

 の
昔
 むかし

 、
室
 むろ
 町
 まち
 時
 じ
 代
 だい

 。

　
室
 むろ
 町
 まち
 幕
 ばく
 府
 ふ

 の
支
 し
 配
 はい

 のもと、
日
 にっ
 本
 ぽん

 はいくつもの
小
 ちい

 さな
領
 りょう
 地
 ち

 に
分
 わ

 かれ、それぞれを
殿
 との

 さまが
治
 おさ

 めていた。

　そんなころの、
本
 ほん
 当
 とう

 にあったかもしれないし、
夢
 ゆめ
 物
 もの
 語
 がたり

 だったのかもしれない、
話
 はなし

 。





　
（＊１）

 
武蔵
 むさし

 の
（＊２）

 
豊
 と
 嶋
 しまの
 郡
 こおり
 大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 でのこと。

　
犬
 いぬ
 塚
 づか
 番
 ばん
 作
 さく

 と
手
 た
 束
 つか
 夫
 ふ
 妻
 さい

 には、
子
 こ

 どもがなかった。
結
 けっ
 婚
 こん

 してから十四、五
年
 ねん

 がすぎ、これまで
男
 おとこ

 の
子
 こ

 が三
人
 にん
 生
 う

 まれたのだが、みんな
体
 からだ

 が
弱
 よわ

 く、
赤
 あか

 んぼうのうちに、
死
 し

 んでしまった。

　ある
日
 ひ

 、
手
 た
 束
 つか

 が
番
 ばん
 作
 さく

 に
言
 い

 った。

「もうわたしも、三十
歳
 さい

 をだいぶすぎました。このままでは
子
 こ

 どもをさずからないまま、
歳
 とし

 をとってしまいます。
滝
 たき
 野
 の
 川
 がわ

 のほとりにまつられた
（＊３）

 
弁
 べん
 財
 ざい
 天
 てん

 さまにいのれば
願
 ねが

 いがかなうと、
教
 おし

 えてくださる
人
 ひと

 がいたので、お
参
 まい

 りに
行
 い

 こうかと
思
 おも

 います。」

　
滝
 たき
 野
 の
 川
 がわ

 は、
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 からすこしはなれたところを
流
 なが

 れる、
大
 おお

 きな
川
 かわ

 だ。

　
番
 ばん
 作
 さく

 も
賛
 さん
 成
 せい

 したので、それから
毎
 まい
 日
 にち

 、
手
 た
 束
 つか

 は
滝
 たき
 野
 の
 川
 がわ

 の
弁
 べん
 財
 ざい
 天
 てん

 のお
堂
 どう

 に、お
参
 まい

 りをした。

　しかし、ちっとも
子
 こ

 どもをさずからない。それでも、
手
 た
 束
 つか

 はあきらめずに、
一
 いち
 日
 にち

 も
欠
 か

 かさず
通
 かよ

 いつづけ、三
年
 ねん

 めに
入
 はい

 った
秋
 あき

 の
終
 お

 わり。

　いくらか
東
 ひがし

 の
空
 そら

 が
明
 あか

 るくなりはじめた
早
 そう
 朝
 ちょう

 、もうすぐ
夜
 よ
 明
 あ

 けだろうと
思
 おも

 い、いつものように
手
 た
 束
 つか

 はお
参
 まい

 りに
行
 い

 った。

　ところが、「どうか、
元
 げん
 気
 き

 な
子
 こ

 どもをおさずけください。」とお
参
 まい

 りをすませ、
帰
 かえ

 り
道
 みち

 になっても、ちっとも
日
 ひ

 が
昇
 のぼ

 ってこない。

「なんだか、こわいわ。」

　
日
 ひ

 も
月
 つき

 も
星
 ほし

 もない、うすむらさき
色
 いろ

 の
明
 あか

 るい
空
 そら

 の
下
 した

 、
手
 た
 束
 つか

 が
家
 いえ
 路
 じ

 を
急
 いそ

 いでいると、そばの
田
 た

 んぼのあぜみちから、
草
 くさ

 をかきわけて、
子
 こ
 犬
 いぬ

 がよちよちと
出
 で

 てきた。
子
 こ
 犬
 いぬ

 は
手
 た
 束
 つか

 の
足
 あし

 にまとわりついて、しっぽをふる。

「まあ、かわいらしいこと。」

　
手
 た
 束
 つか

 は、
思
 おも

 わず
子
 こ
 犬
 いぬ

 をだきあげた。
上
 うえ

 から
見
 み

 ると
真
 ま

 っ
黒
 くろ

 だけれど、だきあげてみたら、お
腹
 なか

 や
足
 あし

 の
先
 さき

 は
白
 しろ

 い、おすの
子
 こ
 犬
 いぬ

 だ。

　
子
 こ
 犬
 いぬ

 はつぶらなひとみで、じっと
手
 た
 束
 つか

 を
見
 み

 つめている。
毛
 け

 はよごれていて、どうやら
捨
 す

 てられたらしい。

「こんなにかわいい
子
 こ
 犬
 いぬ

 を
捨
 す

 てる
人
 ひと

 がいるなんて。わたしが
飼
 か

 おうかしら。」

　
飼
 か

 おう、と
決
 き

 めたそのとき。

　
南
 みなみ

 の
空
 そら

 に、こいむらさき
色
 いろ

 の
雲
 くも

 がむくむくとわきおこり、その
中
 なか

 から、
白
 しろ

 い
光
 ひかり

 がさしてきた。

「どうして、あんな
方
 ほう
 角
 がく

 から？」

　ふしぎに
思
 おも

 って、
手
 た
 束
 つか

 が
空
 そら

 をあおぐと、
光
 ひかり

 の
中
 なか

 から、
美
 うつく

 しい
女
 め
 神
 がみ

 さまがあらわれた。
女
 め
 神
 がみ

 さまは、
子
 こ
 牛
 うし

 ほどもある
大
 おお

 きな
犬
 いぬ

 の
背
 せ

 に
乗
 の

 って
空
 そら

 をかけてくる。その
犬
 いぬ

 の
白
 しろ

 い
体
 からだ

 には八つの
黒
 くろ

 いぶちがある。

　おどろいて、
腰
 こし

 をぬかした
手
 た
 束
 つか

 の
頭
 ず
 上
 じょう

 に、
犬
 いぬ

 と
女
 め
 神
 がみ

 さまが
降
 お

 りてきた。
女
 め
 神
 がみ

 さまはほほえみ、
白
 しろ

 い
小
 ちい

 さな
光
 ひかり

 を、
手
 た
 束
 つか

 にそっと
投
 な

 げてよこした。

　
子
 こ
 犬
 いぬ

 をだいていた
手
 た
 束
 つか

 は、あわてて
子
 こ
 犬
 いぬ

 を
下
 お

 ろし、
両
 りょう
 手
 て

 をのばした。けれど、まにあわずにつかみそこね、
白
 しろ

 い
光
 ひかり

 は
地
 じ
 面
 めん

 に
落
 お

 ちて、ころころっと、
子
 こ
 犬
 いぬ

 のそばに
転
 ころ

 がった。

「いけないっ。」

　さがしたけれど、もう、
白
 しろ

 い
光
 ひかり

 はどこにも
見
 み

 えなかった。

　
天
 てん

 をあおぐと、
女
 め
 神
 がみ

 さまのすがたは
消
 き

 え、あたりはいつのまにか、
朝
 あさ

 の
太
 たい
 陽
 よう

 に
照
 て

 らされていた。

「
今
 いま

 の、ふしぎなできごとは……なんだったのかしら……。」

　ねぼけていて、
夢
 ゆめ

 でも
見
 み

 たのかも、と
手
 た
 束
 つか

 は
子
 こ
 犬
 いぬ

 をだきあげて、
家
 いえ

 に
帰
 かえ

 った。

　このできごとを、
手
 た
 束
 つか

 は
番
 ばん
 作
 さく

 に
話
 はな

 した。

「あれは、
弁
 べん
 財
 ざい
 天
 てん

 さまだったのかしら。でも、お
堂
 どう

 にまつられた
像
 ぞう

 とは、まるでちがうおすがただったわ。
弁
 べん
 財
 ざい
 天
 てん

 さまは
異
 い
 国
 こく

 の
衣
 ころも

 だけれど、
女
 め
 神
 がみ

 さまは、この
国
 くに

 のお
姫
 ひめ

 さまみたいな
着
 き
 物
 もの

 だった……。」

「どの
女
 め
 神
 がみ

 さまでもいいじゃないか。きっと、おれたち
夫
 ふう
 婦
 ふ

 に、
何
 なに

 かをさずけてくださったんだ。それにしても、かわいい
子
 こ
 犬
 いぬ

 だな。もちろん、いいぞ。うちで
飼
 か

 おう。」

　
子
 こ
 犬
 いぬ

 は、
立
 た

 つと、
黒
 くろ

 い四
本
 ほん

 の
足
 あし

 の、
先
 さき

 だけが
白
 しろ

 くて
目
 め
 立
 だ

 つので、
四
 よ
 白
 しろ

 ……よしろう、と
名
 な

 づけられた。

　それからまもなく、
手
 た
 束
 つか

 は、お
腹
 なか

 に
赤
 あか

 ちゃんができたことに
気
 き

 がついた。
女
 め
 神
 がみ

 さまがさずけてくださったのは、
願
 ねが

 っていた
子
 こ

 どもだったのだ。

　
翌
 よく
 年
 ねん

 の
秋
 あき

 の
初
 はじ

 め、
男
 おとこ

 の
子
 こ

 が
生
 う

 まれた。
女
 め
 神
 がみ

 さまのさずけた
子
 こ

 どもだからか、とてもきれいな、かわいらしい
顔
 かお
 立
 だ

 ちをしていた。

「ありがとうございます、
女
 め
 神
 がみ

 さま。けれど、わたしは三
人
 にん

 もの
子
 こ

 を、
赤
 あか

 ちゃんのうちに
死
 し

 なせてしまいました。どうか、わたしの
命
 いのち

 にかえましても、この
子
 こ

 がじょうぶで、ちゃんと
大
 おお

 きく
育
 そだ

 つように、お
願
 ねが

 いいたします。」

　その
男
 おとこ

 の
子
 こ

 は「
信
 し
 乃
 の

 」と
名
 な

 づけられ、すくすくと
元
 げん
 気
 き

 いっぱいに
育
 そだ

 った。
犬
 いぬ

 のよしろうとも
仲
 なか

 よしだった。





　よしろうは、かしこくて
体
 からだ

 の
大
 おお

 きい、よい
番
 ばん
 犬
 けん

 になった。いつも
信
 し
 乃
 の

 といっしょにいた。そして、かわいらしくて
女
 おんな

 の
子
 こ

 みたいだと、いじめられる
信
 し
 乃
 の

 を、
村
 むら

 の
子
 こ

 どもたちから
守
 まも

 ってくれた。

　ところで、
番
 ばん
 作
 さく

 の
姉
 あね

 、
亀
 かめ
 篠
 ざさ

 の
夫
 おっと

 は、
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 の
村
 むら
 長
 おさ

 だったが、ものすごくよくばりで、
負
 ま

 けずぎらいな
人
 ひと

 だった。ほしいものは、なんでも
手
 て

 に
入
 い

 れないと
気
 き

 がすまない。

　
村
 むら

 でいちばんりっぱな
番
 ばん
 犬
 けん

 のよしろうをほしがり、
番
 ばん
 作
 さく

 からもらおうとした。
番
 ばん
 作
 さく

 にことわられると、ぬすもうとして、よしろうにかみつかれてしまった。

「よしろうなんて、たいした
犬
 いぬ

 じゃないわい。もっと、いい
犬
 いぬ

 を
飼
 か

 ってやる。」

　けれど、いくらさがして
飼
 か

 っても、
弱
 よわ
 虫
 むし

 で、あやしい
人
 ひと

 を
見
 み

 てもおびえてかくれてしまう
犬
 いぬ

 や、
食
 た

 べものをもらうと、だれにでもしっぽをふってついていってしまう
犬
 いぬ

 などで、ろくな
犬
 いぬ

 がいない。

　くやしくて、
村
 むら
 長
 おさ

 はこんなことを
言
 い

 いだした。

「ふん、
犬
 いぬ

 なんて、ばかな
生
 い

 きものだ。
猫
 ねこ

 のほうがかしこいから、
猫
 ねこ

 を
飼
 か

 おう。」

　それで、きじとらの
毛
 け

 をしたおす
猫
 ねこ

 を
飼
 か

 い、きじろう、と
名
 な

 づけてかわいがっていた。

「よしよし、きじろうは、
犬
 いぬ

 よりもかしこい、
犬
 いぬ

 よりもかわいい。」





　それから
数
 すう
 年
 ねん

 がたち、
信
 し
 乃
 の

 が九
歳
 さい

 になった
秋
 あき

 の
終
 お

 わり、
手
 た
 束
 つか

 が
急
 きゅう

 に
病
 びょう
 気
 き

 になった。

「
母
 かあ

 さん、
母
 かあ

 さん。」と
泣
 な

 く
信
 し
 乃
 の

 に、
手
 た
 束
 つか

 はこう
言
 い

 った。

「
泣
 な

 かないで、
信
 し
 乃
 の

 。わたしは、
自
 じ
 分
 ぶん

 の
命
 いのち

 にかえても、あなたが
死
 し

 なないようにと、
女
 め
 神
 がみ

 さまにお
願
 ねが

 いしたの。あなたは九
歳
 さい

 にまで
育
 そだ

 ったし、とても
体
 からだ

 がじょうぶで、
村
 むら

 のほかの
子
 こ

 どもより、
背
 せ

 も
高
 たか

 い。お
願
 ねが

 いを
聞
 き

 いてもらったから、わたしの
命
 いのち

 をさしださなければならないときが
来
 き

 たのよ。」

「
女
 め
 神
 がみ

 さま？」

「そう。あなたとよしろうは、
女
 め
 神
 がみ

 さまからいただいたの。」

　
手
 た
 束
 つか

 は、よしろうを
拾
 ひろ

 ったときのことを、
話
 はな

 してくれた。ふしぎな
白
 しろ

 い
光
 ひかり

 を、
犬
 いぬ

 に
乗
 の

 った
女
 め
 神
 がみ

 さまから、いただいたことを。

「
父
 とう

 さんや、よしろうと、
強
 つよ

 く
生
 い

 きていってね。
約
 やく
 束
 そく

 よ。」

　
信
 し
 乃
 の

 は、
手
 た
 束
 つか

 の
分
 ぶん

 まで、がんばって
元
 げん
 気
 き

 に
生
 い

 きていくと、
約
 やく
 束
 そく

 した。それは、
手
 た
 束
 つか

 に
生
 い

 きながらえてほしい
一
 いっ
 心
 しん

 からの、
約
 やく
 束
 そく

 だった。

　けれど……
手
 た
 束
 つか

 は、
満
 まん
 足
 ぞく

 した
顔
 かお

 で、
息
 いき

 をひきとったのだ。





　
母
 はは

 を
亡
 な

 くした
信
 し
 乃
 の

 が十一
歳
 さい

 の
春
 はる

 、
番
 ばん
 作
 さく

 も
重
 おも

 い
病
 びょう
 気
 き

 になってしまった。

　ある
晩
 ばん

 、
番
 ばん
 作
 さく

 は、
病
 やまい

 でふせるまくらもとへ、
信
 し
 乃
 の

 をよびよせた。

「
信
 し
 乃
 の

 、おまえにだいじな
話
 はなし

 がある。」

　
番
 ばん
 作
 さく

 は、
信
 し
 乃
 の

 にほうちょう
代
 が

 わりの
短
 たん
 刀
 とう

 を
持
 も

 ってこさせると、えいやっ、と
力
 ちから

 をふりしぼって
天
 てん
 井
 じょう

 へ
投
 な

 げつけた。

　
天
 てん
 井
 じょう

 からは、一
本
 ぽん

 の
竹
 たけ
 筒
 づつ

 がつるしてあった。
信
 し
 乃
 の

 が
生
 う

 まれるまえからあったらしい。

　つるしたなわが
切
 き

 れ、
竹
 たけ
 筒
 づつ

 が
番
 ばん
 作
 さく

 の
胸
 むな
 元
 もと

 へ
落
 お

 ちてきた。それを
受
 う

 けとめ、
番
 ばん
 作
 さく

 は、
竹
 たけ
 筒
 づつ

 をさかさにした。

　
中
 なか

 からは、ひとふりの
刀
 かたな

 が
出
 で

 てきた。とくにきれいでもりっぱでもない、ありふれた
刀
 かたな

 だ。

「これは、おれが
若
 わか

 いころ、
戦
 いくさ

 に
出
 で

 たとき、
足
 あし
 利
 かが

 の
城
 しろ

 の
先
 せん
 代
 だい

 の
殿
 との

 さまから、おあずかりしたものだ。それは
負
 ま

 け
戦
 いくさ

 で、
混
 こん
 乱
 らん

 の
中
 なか

 、
先
 せん
 代
 だい

 の
殿
 との

 さまは、たまたまそばにいて、
殿
 との

 さまの
命
 いのち

 を
守
 まも

 ったおれを
信
 しん

 じて、
家
 か
 宝
 ほう

 のこの
刀
 かたな

 をあずけてくれた。

『この
刀
 かたな

 にはふしぎな
力
 ちから

 があり、ぬすもうと、ねらっている
者
 もの

 がたくさんいる。この
混
 こん
 乱
 らん

 では、わたしは
生
 い

 きて
帰
 かえ

 れないだろう。

　おまえがこの
刀
 かたな

 を
守
 まも

 り、いつか、
城
 しろ

 に
残
 のこ

 したおさない
息
 むす
 子
 こ

 が、りっぱな
領
 りょう
 主
 しゅ

 になったとき、
返
 かえ

 しに
来
 き

 てほしい。』

　そうおっしゃったのだ。
今
 いま

 、
足
 あし
 利
 かが

 の
城
 しろ

 は、ご
子
 し
 息
 そく

 の
殿
 との

 がついでおられる。おれはこれを
返
 かえ

 したかったが……かくしておくほか、なかった。」

「
父
 とう

 さん、どうして？　ただの
古
 ふる

 い
刀
 かたな

 じゃないか。」

「その
刀
 かたな

 を、ぬいてみればわかる。
台
 だい
 所
 どころ

 に
行
 い

 って、やってみろ。」

　
刀
 かたな

 をわたされたので、
台
 だい
 所
 どころ

 へ
行
 い

 き、
信
 し
 乃
 の

 がそっとぬいてみると……、「わっ、
水
 みず

 が！」

　
刀
 かたな

 の
刃
 は

 から、
水
 みず

 がたらたらとしたたってきたのだ。
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「
父
 とう

 さん……これ、ぬれてる！　びしょぬれだ。
天
 てん
 井
 じょう

 にあったのに……
雨
 あま

 もりかなあ。」

　
番
 ばん
 作
 さく

 はかすかに
笑
 わら

 った。

「
宝
 ほう
 刀
 とう
 村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 。
刃
 は

 から
雨
 あめ

 のように
水
 みず

 がふきだすので、そうよばれている。ふりまわせばふりまわすほど、
水
 みず

 が
増
 ふ

 えて、じゃあじゃあと
滝
 たき

 みたいになる。」

「うわあ……。」

　
信
 し
 乃
 の

 は
手
 て

 をぬらしながら、
水
 みず

 が
出
 で

 てくる
刀
 かたな

 を
見
 み

 ていた。

「さあ、しまっておくんだ。だいじなあずかり
物
 もの

 だからな。」

「うん。」

　
信
 し
 乃
 の

 は
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 の
刃
 は

 をさやにおさめて、
番
 ばん
 作
 さく

 に
返
 かえ

 した。

「いいか、
信
 し
 乃
 の

 、一
度
 ど

 しか
言
 い

 わないから、よく
聞
 き

 くんだ。

　ふしぎな
力
 ちから

 をもつこの
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 は、とても
強
 つよ

 く、
一
 ひと
 度
 たび
 敵
 てき

 にむかってぬかれると、
勝
 かっ
 手
 て

 におどって、ふつうの
刀
 かたな

 には
負
 ま

 けない
戦
 たたか

 いをする。ただし、
刀
 かたな

 をまともに
使
 つか

 えない、
弱
 よわ

 い
者
 もの

 が
持
 も

 ってもだめだ。
刀
 かたな

 の
力
 ちから

 を
使
 つか

 いこなせる
強
 つよ

 い
剣
 けん
 士
 し

 がふるうときに、
力
 ちから

 がときはなたれる。

　だから、たとえ
刀
 かたな

 を
使
 つか

 うのが
得
 とく
 意
 い

 でも、
悪
 わる

 い
心
 こころ

 をもった
者
 もの

 の
手
 て

 にわたれば、たくさんの
人
 ひと

 が
傷
 きず

 つけられてしまう。そのようなおそろしいもの……おれはこれを、
早
 はや

 く
足
 あし
 利
 かが

 の
城
 しろ

 にとどけたかった。

　だが、
戦
 いくさ

 のあと、この
村
 むら

 に
帰
 かえ

 ってきたとき、
姉
 ねえ

 さんと、おれが
村
 むら

 にいなかったあいだに
姉
 ねえ

 さんが
結
 けっ
 婚
 こん

 した
相
 あい
 手
 て

 ──つまり
村
 むら
 長
 おさ

 に、うっかり、
刀
 かたな

 のことを
話
 はな

 してしまったんだ。
姉
 ねえ

 さんが、あんな
意
 い
 地
 じ
 悪
 わる

 でよくの
深
 ふか

 い
男
 おとこ

 と
結
 けっ
 婚
 こん

 しているとは、
知
 し

 らなかったんだよ。

　まさか、おやじ──おまえのおじいちゃんを
病
 びょう
 気
 き

 に
追
 お

 いやって、
村
 むら
 長
 おさ

 の
地
 ち
 位
 い

 をうばいとり、いばりくさるとは。

　よくばりの
村
 むら
 長
 おさ

 は、この
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をほしがり、あの
手
 て

 この
手
 て

 で、うばおうとした。だからおれは、
今
 いま
 見
 み

 たとおり、かくしたというわけだ。

　
足
 あし
 利
 かが

 の
城
 しろ

 に
返
 かえ

 すため、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
持
 も

 って
村
 むら

 を
出
 で

 たら、
村
 むら
 長
 おさ

 が
強
 つよ

 い
侍
 さむらい

 をやとって、おれをおそわせるかもしれないと
思
 おも

 うと、おれは、
返
 かえ

 しに
行
 い

 く
勇
 ゆう
 気
 き

 が
出
 で

 なかった。
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 の
力
 ちから

 を
使
 つか

 いこなせる
自
 じ
 信
 しん

 もなかったのだ。

　
信
 し
 乃
 の

 、おれはもうすぐ、
死
 し

 ぬ。おまえは、この
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
村
 むら
 長
 おさ

 から
守
 まも

 り、
大人
 おとな

 になったら、かならず
足
 あし
 利
 かが

 の
城
 しろ

 へ
返
 かえ

 してくれ。おまえは
強
 つよ

 くなって、この
刀
 かたな

 を
使
 つか

 えるようになれ。ぜったいに
村
 むら
 長
 おさ

 に
負
 ま

 けるな。」

「……はい、
父
 とう

 さん……
強
 つよ

 くなるよ。
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
使
 つか

 いこなし、うばわれないように
守
 まも

 ると、
約
 やく
 束
 そく

 する。……でも、
父
 とう

 さん、
死
 し

 なないで。」

　
信
 し
 乃
 の

 は、
番
 ばん
 作
 さく

 のやせおとろえ、ごつごつした
手
 て

 をにぎった。

「……おまえを、ひとりに……したくなかった……せめて、
信
 しん

 じあえる
仲
 なか
 間
 ま

 や
友
 とも

 だちが、いてくれたら……。」

　それきり、
番
 ばん
 作
 さく

 はぐったりして、
次
 つぎ

 の
朝
 あさ

 、
息
 いき

 をひきとった。

「
父
 とう

 さんっ、
父
 とう

 さんっ、いやだあっ。」

　
泣
 な

 きさけぶ
信
 し
 乃
 の

 は、ひとりぼっちになってしまった。よしろうが
顔
 かお

 をなめて、なぐさめてくれる。
信
 し
 乃
 の

 はよしろうにだきついて、わんわん
泣
 な

 いた。

「どうしたんだね、
信
 し
 乃
 の

 ？」

　
信
 し
 乃
 の

 の
泣
 な

 き
声
 ごえ

 を
聞
 き

 きつけたのか、ひとりの
村
 むら
 人
 びと

 が
戸
 と
 口
 ぐち

 から
顔
 かお

 をのぞかせた。

「
糠
 ぬか
 助
 すけ

 おじさん……
父
 とう

 さんがっ。」

　
糠
 ぬか
 助
 すけ

 という
村
 むら
 人
 びと

 は、すがりつく
信
 し
 乃
 の

 をだきしめた。

「……ああ、わしがおまえの、
父
 ちち
 親
 おや

 になれたら……よかったのに……。おじさんには、そんな
力
 ちから

 はないが……いつも、
近
 ちか

 くにいるからな。」

　やがて、
糠
 ぬか
 助
 すけ

 に
知
 し

 らされて、
信
 し
 乃
 の

 の
家
 いえ

 にやってきた
村
 むら
 長
 おさ

 が、にやにやしてこう
言
 い

 う。

「かわいそうに、まだ
子
 こ

 どもなのに、ひとりぼっちになっちまって。よしよし、うちの
子
 こ

 になれ。わしと
女
 にょう
 房
 ぼう

 がかわいがってやるからな。
番
 ばん
 作
 さく

 の
葬
 そう
 式
 しき

 も、わしが
坊
 ぼう

 さんをよんで、とりおこなってやるぞ。」





　しかし、
葬
 そう
 式
 しき

 のすぐあと。

　
猫
 ねこ

 のきじろうが、
村
 むら
 長
 おさ

 の
家
 いえ

 の
大
 たい
 切
 せつ

 な
書
 しょ
 類
 るい

 を
持
 も

 ちだし、いたずらしてやぶこうとしているのを、
家
 いえ

 のへいの
外
 そと

 を
通
 とお

 りかかった
信
 し
 乃
 の

 とよしろうが、
見
 み

 つけた。

　かしこいよしろうは、それが
大
 たい
 切
 せつ

 なものと、わかったようだ。きじろうを
止
 と

 めようと、「わんっ。」とほえて、
走
 はし

 りよった。

　きじろうはおどろいて、よしろうに
飛
 と

 びかかってきた。なので、よしろうが、きじろうを
追
 お

 いはらう。けれど、
書
 しょ
 類
 るい

 はもう、びりびりにやぶかれてしまっていた。

　そこへ、さわぎを
聞
 き

 きつけた
村
 むら
 長
 おさ

 が、やってきた。

「
大
 たい
 切
 せつ

 な
書
 しょ
 類
 るい

 をやぶいたな！　なんてことをしてくれたんだ、この
大
 おお

 ばか
犬
 いぬ

 め！　
殺
 ころ

 してやる！」

　
刀
 かたな

 をぬいて、よしろうにせまる。

「
待
 ま

 って！　やぶいたのは、きじろうだっ。」

「ふざけるなっ、うそつきめ！」

「でも……っ。」

　
信
 し
 乃
 の

 のさけびは、とどかなかった。
村
 むら
 長
 おさ

 は
刃
 やいば

 を
信
 し
 乃
 の

 へむけた。

「かわいいきじろうが、そんなことをするかっ。」

　
刃
 やいば

 が
光
 ひか

 り、こわくて
信
 し
 乃
 の

 は、
体
 からだ

 がすくんだ。
動
 うご

 けず……うずくまってしまう。

（こわいよ、
助
 たす

 けてっ。）

　とっさに
信
 し
 乃
 の

 をかばって、よしろうが
飛
 と

 びだす──「きゃうんっ」。

　よしろうの
黒
 くろ

 い
毛
 け

 から、
血
 ち

 がほとばしり、ばったりとたおれる。

「よしろう！」

　
信
 し
 乃
 の

 はひっしで、よしろうをかかえて、にげた。





　
自
 じ
 分
 ぶん

 の
家
 いえ

 へにげ
帰
 かえ

 ったけれど、
斬
 き

 られたよしろうは、
今
 いま

 にも
死
 し

 にそうだった。

「よしろう……よしろう……。」

　
信
 し
 乃
 の

 は
泣
 な

 いた。
自
 じ
 分
 ぶん

 が
弱
 よわ

 いばかりに、よしろうが、
傷
 きず

 ついてしまった。

　
強
 つよ

 くなれ、と
言
 い

 った
番
 ばん
 作
 さく

 の
顔
 かお

 が
思
 おも

 いだされる。でも、
村
 むら
 長
 おさ

 が
目
 め

 の
前
 まえ

 で
刀
 かたな

 をぬいたら、こわくて、こわくて、どうにもならなかった。

「
父
 とう

 さん……おれ、
強
 つよ

 くなんて、なれそうにない……。ごめん、
父
 とう

 さん、
母
 かあ

 さん。おれ、よしろうといっしょに、
父
 とう

 さんたちのところへ
行
 い

 く……。」

　
信
 し
 乃
 の

 は
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をとりだした。
切
 き

 れ
味
 あじ

 のいい
刀
 かたな

 のほうが、すっぱりと
死
 し

 ねると
思
 おも

 ったのだ。

　
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 の
刃
 は

 をさやからぬくと、
水
 みず

 がたらたらとしたたった。

「よしろう、
今
 いま

 、
楽
 らく

 にしてあげる。いっしょに、
父
 とう

 さん、
母
 かあ

 さんのところへ
行
 い

 こう。」

　
苦
 くる

 しそうなよしろうが、やさしい
目
 め

 を
上
 あ

 げて、
信
 し
 乃
 の

 を
見
 み

 つめ……
目
 め

 をとじた。

　ところが。

　
弱
 よわ

 い
心
 こころ

 の
信
 し
 乃
 の

 がぬいた
刃
 は

 は、
勝
 かっ
 手
 て

 に
動
 うご

 きだし、よしろうの
首
 くび

 に
斬
 き

 りつけた。

「ああっ！」

　
血
 ち

 とともに、
白
 しろ

 い
光
 ひかり

 が、よしろうから
飛
 と

 びだした。それは、ぱしっ、と
信
 し
 乃
 の

 の
左
 ひだり

 うでのひじの
上
 うえ

 に
当
 あ

 たる。
白
 しろ

 く
光
 ひか

 る、
小
 ちい

 さなかたいものだった。

　
手
 た
 束
 つか

 の
笑
 え
 顔
 がお

 がふいに
思
 おも

 いうかんだ。

　──『わたしは、
自
 じ
 分
 ぶん

 の
命
 いのち

 にかえても、あなたが
死
 し

 なないようにと、
女
 め
 神
 がみ

 さまにお
願
 ねが

 いしたの。』

　それで、
信
 し
 乃
 の

 はわれに
返
 かえ

 った。

「……だめだっ、
死
 し

 んじゃだめなんだ。」

　
信
 し
 乃
 の

 は
急
 いそ

 いで、よしろうをだきおこしたけれど……もう、よしろうは
死
 し

 んでいた。

「なんてことをしちゃったんだ……、うわあああああっ。」

　とりかえしのつかないことをしてしまった。
泣
 な

 きながら、
信
 し
 乃
 の

 は
足
 あし

 もとに
転
 ころ

 がっていた、
白
 しろ

 く
光
 ひか

 るものを、やけになって
投
 な

 げつけた。

　それは、
庭
 にわ
 石
 いし

 に
当
 あ

 たってはねかえり、
信
 し
 乃
 の

 の
着
 き
 物
 もの

 のふところに
飛
 と

 びこむ。すると、まるで、よしろうの
体
 からだ

 みたいに、あたたかかった。

（これ……よしろうの……
命
 いのち

 みたいだ……。）

　
出
 だ

 してみると、
水
 すい
 晶
 しょう

 の
玉
 たま

 だ。
糸
 いと

 が
通
 とお

 せるよう、
小
 ちい

 さな
穴
 あな

 が
開
 あ

 いている。

　
信
 し
 乃
 の

 だけが、
生
 い

 き
残
 のこ

 った。
家
 か
 族
 ぞく

 はみんな、
信
 し
 乃
 の

 が
強
 つよ

 く
生
 い

 きることをのぞんだ。

　──『
強
 つよ

 く
生
 い

 きていってね。
約
 やく
 束
 そく

 よ。』

　──『おまえは
強
 つよ

 くなって、この
刀
 かたな

 を
使
 つか

 えるようになれ。ぜったいに
村
 むら
 長
 おさ

 に
負
 ま

 けるな。』

「
母
 かあ

 さん……
父
 とう

 さん……。」

　
歯
 は

 をくいしばった
信
 し
 乃
 の

 の、
左
 ひだり

 ひじの
上
 うえ

 が
熱
 あつ

 い。そでをめくってみると、そこには、
牡
 ぼ
 丹
 たん

 の
花
 はな

 みたいな
形
 かたち

 の、
赤
 あか

 いあざができていた。

（これ……
強
 つよ

 く
生
 い

 きていくという
約
 やく
 束
 そく

 の
印
 しるし

 なのかも。）

「
強
 つよ

 くなる。
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 にみとめられ、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
守
 まも

 れるくらいに、
強
 つよ

 くなる。」

　そう
思
 おも

 うほどに、
玉
 たま

 はあたたかく、
白
 しろ

 くあわく
光
 ひか

 った。





　
信
 し
 乃
 の

 は、
村
 むら
 長
 おさ
 夫
 ふ
 妻
 さい

 にひきとられた。
村
 むら
 長
 おさ

 がなんども、うちの
子
 こ

 になれ、と
言
 い

 ってきたからだ。

　わずかな
荷
 に
 物
 もつ

 を
持
 も

 ち、
竹
 たけ
 筒
 づつ

 にかくした
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
背
 せ
 負
 お

 ってやってきた
信
 し
 乃
 の

 を、
村
 むら
 長
 おさ

 は
庭
 にわ
 先
 さき

 で、
通
 とお

 せんぼした。そして、こう
言
 い

 った。

「さて、
葬
 そう
 式
 しき
 代
 だい

 と、これからおまえが
食
 た

 べる
飯
 めし

 の
代
 だい
 金
 きん

 、はらってもらおうか。」

「え……お
金
 かね

 なんて……
持
 も

 ってないよ……。」

「そんなことは
知
 し

 っている。
番
 ばん
 作
 さく

 は
貧
 びん
 乏
 ぼう

 だったからな。
背
 せ
 中
 なか

 に
背
 せ
 負
 お

 った
竹
 たけ
 筒
 づつ

 、それをくれるだけでいいんだよ。」

　
信
 し
 乃
 の

 は、つきだされた
村
 むら
 長
 おさ

 の
手
 て

 をとっさにふりはらい、
飛
 と

 びすさった。

「だめだ！　
守
 まも

 るって、
父
 とう

 さんと
約
 やく
 束
 そく

 したんだ！」

「ひっひっひ、やはり、それが
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 か。いったい、どこにかくしていたんだ。さあ、よこせ！」

　しつこくつきだされる
村
 むら
 長
 おさ

 の
手
 て

 に、
信
 し
 乃
 の

 は、がぶり、とかみついた。

（
強
 つよ

 く、
強
 つよ

 くならなくちゃ。）

「いててっ。」

「
飯
 めし

 の
代
 だい
 金
 きん

 なら、
代
 か

 わりにはたらくよ。それで、いいだろ。」

「ふん。とりあえず、そうしてやる。ちょっとでもなまけたら、うちの
子
 こ

 じゃなく、
召
 め

 し
使
 つか

 いにしてやる。」

　
信
 し
 乃
 の

 は、
村
 むら
 長
 おさ

 の
家
 いえ

 の、いちばん
暗
 くら

 くて
寒
 さむ

 くてせまい、
物
 もの
 置
 おき
 部
 べ
 屋
 や

 でくらすことになった。
召
 め

 し
使
 つか

 いたちの
住
 す

 んでいる
小
 こ
 屋
 や

 のほうが、ましだった。

　きじろうは、よしろうに
追
 お

 いはらわれて
以
 い
 来
 らい

 、どこかへ
行
 い

 ってしまったようで、すがたを
見
 み

 なくなった。





　
次
 つぎ

 の
日
 ひ

 の
朝
 あさ
 早
 はや

 くから、
信
 し
 乃
 の

 はそうじや
畑
 はたけ
 仕
 し
 事
 ごと

 をして、はたらいた。

　けれど、さっそく、
村
 むら
 長
 おさ

 に
命
 めい
 令
 れい

 された
召
 め

 し
使
 つか

 いや、
村
 むら
 人
 びと

 たちから、
意
 い
 地
 じ
 悪
 わる

 をされることになった。
召
 め

 し
使
 つか

 いは、せっかく
信
 し
 乃
 の

 がそうじしたところをわざとよごし、
村
 むら
 人
 びと

 たちは、
畑
 はたけ

 に
石
 いし

 を
投
 な

 げこんだ。なまけていないのに、なまけたと
告
 つ

 げ
口
 ぐち

 されるのもしょっちゅうだ。

　ひどい、と
村
 むら
 長
 おさ

 にうったえると、「やめてほしかったら、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をわたせ。」と
言
 い

 う。そんなこと、できるはずがない。
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
守
 まも

 るのは、
父
 ちち

 とのだいじな
約
 やく
 束
 そく

 だ。

（
父
 とう

 さん……どうして、
死
 し

 んじゃったんだよ……。
母
 かあ

 さん、
会
 あ

 いたいよ……。）

　
信
 し
 乃
 の

 は、いじめにたえきれなくなり、とうとう、ご
飯
 はん

 も
食
 た

 べず、
部
 へ
 屋
 や

 にこもって、ずっと、ひざをかかえているだけになった。

（やっぱり、
強
 つよ

 くなんてなれない。）

と
思
 おも

 いながら……。





　
何
 なん
 日
 にち

 がすぎたのか……。

「
信
 し
 乃
 の

 さま？　ここにいるんでしょう？」

　とざされた
部
 へ
 屋
 や

 のふすまの
外
 そと

 で、ひそひそとささやく
女
 おんな

 の
子
 こ

 の
声
 こえ

 がした。

「わたし、あなたをいじめに
来
 き

 たんじゃないの。だれも、わたしには
何
 なに

 も
教
 おし

 えてくれなくて、あなたがここにいると、きのう、
初
 はじ

 めて
知
 し

 ったのよ。ねえ、わたし、あなたを
助
 たす

 けたいの。
信
 しん

 じて。」

「…………だれ？」

「
浜
 はま
 路
 じ

 。この
家
 いえ

 の
子
 こ

 。」

「……
知
 し

 らない……あ、でも……
聞
 き

 いたこと、ある……。」

　
村
 むら
 長
 おさ
 夫
 ふ
 妻
 さい

 には
子
 こ

 どもがなく、
信
 し
 乃
 の

 が
生
 う

 まれたのをうらやましがっていたので、あるとき、あずかってくれないか、と
連
 つ

 れられてきたどこかの
赤
 あか

 んぼうを、よろこんでひきとった、と。

　
女
 おんな

 の
子
 こ

 だとは
聞
 き

 いていたけれど、
村
 むら
 長
 おさ
 夫
 ふ
 妻
 さい

 が、
箱
 はこ

 に
入
 い

 れてしまっておくみたいにだいじにしていて、
村
 むら

 の
子
 こ

 どもたちには
近
 ちか

 づけなかった。

「
信
 し
 乃
 の

 さまも、この
家
 いえ

 の
子
 こ

 になったんでしょう？　だったら、
世
 せ
 話
 わ

 をしてくれる
人
 ひと

 が
必
 ひつ
 要
 よう

 だと
思
 おも

 うの。わたし、
義
 か
 母
 あ

 さまにお
願
 ねが

 いして、
世
 せ
 話
 わ
 係
 がかり

 を
連
 つ

 れてきたわ。だから、
出
 で

 てきてちょうだい。」

　
信
 しん

 じられるものか、と
信
 し
 乃
 の

 がだまっていると、また、
女
 おんな

 の
子
 こ

 がささやいた。

「
本
 ほん
 当
 とう

 よ。
子
 こ

 どもなの、その
人
 ひと

 。
大人
 おとな

 は
義
 と
 父
 う

 さまがこわくて
言
 い

 いなりだけど、その
人
 ひと

 はちがう……
子
 こ

 どもは、
大人
 おとな

 とはちがうわ。」

「……
子
 こ

 ども？」

「わたしの、
友
 とも

 だちよ。あなたとも、
友
 とも

 だちになれると
思
 おも

 うの。」

　
友
 とも

 だち……
信
 し
 乃
 の

 には、
友
 とも

 だちがいなかった。

　
考
 かんが

 えてみれば、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をわたさないので、
父
 ちち

 も
母
 はは

 も、
村
 むら
 長
 おさ

 の
命
 めい
 令
 れい

 でいやがらせをされていたはずだ。だから
信
 し
 乃
 の

 も、みんなからそれとなくさけられ、ときにはいじめられていて、
友
 とも

 だちができなかった。

　いつもひとりで
遊
 あそ

 んでいた
信
 し
 乃
 の

 は、みんなでいっしょに
遊
 あそ

 ぶ
村
 むら

 の
子
 こ

 どもたちを、
楽
 たの

 しそうだなと
思
 おも

 いつつ、ふしぎな
気
 き
 持
 も

 ちでながめていたのだ。

「……
友
 とも

 だち……。」

（おれにも、
友
 とも

 だちがいて、いいのか？）

　
立
 た

 ちあがってふすまをすこしだけひらいてみると、がらっ、とふすまが
大
 おお

 きく
開
 あ

 けはなたれ……まぶしい
光
 ひかり

 の
中
 なか

 に、
笑
 え
 顔
 がお

 の
女
 おんな

 の
子
 こ

 が
立
 た

 っていた。
信
 し
 乃
 の

 の
手
 て

 をとり、ひっぱりだす。

「わたし、
浜
 はま
 路
 じ

 よ。あなたの
友
 とも

 だち。」

　とてもきれいな、かがやく
笑
 え
 顔
 がお

 だった。





　
浜
 はま
 路
 じ

 は
信
 し
 乃
 の

 を、
裏
 うら
 庭
 にわ

 へ
連
 つ

 れていった。
大人
 おとな

 に
見
 み

 つからないよう、
注
 ちゅう
 意
 い
 深
 ぶか

 くあちこちをうかがいながら。

「ここにいて。すぐに、
世
 せ
 話
 わ
 係
 がかり

 の
子
 こ

 が
来
 く

 るから。わたしは、あなたがたが
義
 と
 父
 う

 さまに
見
 み

 つからないよう、あっちで
義
 と
 父
 う

 さまのお
話
 はな

 し
相
 あい
 手
 て

 をしてくる。」

　
浜
 はま
 路
 じ

 が、
裏
 うら
 庭
 にわ

 へ
出
 で

 る
板
 いた
 垣
 がき

 のとびらをくぐって、
家
 いえ

 の
中
 なか

 にもどるのと
入
 い

 れかわりに、
大
 おお

 きなたらいをかかえた、
男
 おとこ

 の
子
 こ

 が
出
 で

 てきた。

　
目
 め

 がぱっちりとした、
小
 こ

 がらな
男
 おとこ

 の
子
 こ

 は、にっこりと
笑
 わら

 った。

「
信
 し
 乃
 の

 さん、これからお
世
 せ
 話
 わ

 をさせていただきます、
荘
 そう
 助
 すけ

 といいます。」

　この
男
 おとこ

 の
子
 こ

 のことは、まえから、ときどき
村
 むら

 の
中
 なか

 で
見
 み

 かけて
知
 し

 っていた。どこか
遠
 とお

 くからやってきて、
村
 むら
 長
 おさ

 の
家
 いえ

 で、五
年
 ねん

 まえから
召
 め

 し
使
 つか

 いをしている、
信
 し
 乃
 の

 と
同
 おな

 じくらいの
歳
 とし

 ごろの
子
 こ

 だ。
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「うん……。」

「
浜
 はま
 路
 じ

 お
嬢
 じょう

 さんが、
友
 とも

 だちを
助
 たす

 けてって、お
願
 ねが

 いするので。」

「……きみ……あの
女
 おんな

 の
子
 こ

 の、
友
 とも

 だち？」

「えっ、お
嬢
 じょう

 さんがそう
言
 い

 ったんですか？　……
友
 とも

 だちって……そんなことを
言
 い

 ったら、
村
 むら
 長
 おさ

 さまにきびしくしかられます。お
嬢
 じょう

 さんと、おれじゃ、
身
 み
 分
 ぶん

 がちがいますし。でも、
友
 とも

 だちというのが、その
人
 ひと

 を
心
 しん
 配
 ぱい

 し、その
人
 ひと

 のためになりたい、と
思
 おも

 うことなら、おれは、お
嬢
 じょう

 さんの
友
 とも

 だちです。」

「……そうか……。」

「なんでも、もうしつけてください。いっしょうけんめい、はたらきますので。」

　そう
言
 い

 うと、
荘
 そう
 助
 すけ

 は、
大
 おお

 きなたらいを
地
 じ
 面
 めん

 に
置
 お

 いた。
井
 い
 戸
 ど

 から
水
 みず

 をくんできて、たらいに
水
 みず

 を
入
 い

 れる。

「さあ、
信
 し
 乃
 の

 さん、
体
 からだ

 をあらいましょう。
着
 き
 物
 もの

 をぬいで、こちらに
入
 はい

 ってください。」

「……ああ……あとでいい……。」

「だめですよ。
何
 なん
 日
 にち

 、そうしてすごしてたんです？　ご
飯
 はん

 もめしあがらず。……
元
 げん
 気
 き

 になれなんて、すぐにはむりです、おれも
親
 おや

 を
亡
 な

 くして、ひとりぼっちだから……ちょっとは、わかるつもりです。だから、
信
 し
 乃
 の

 さんのお
役
 やく

 に
立
 た

 てれば、と。」

「おまえ──
荘
 そう
 助
 すけ

 も？」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 はまじめな
顔
 かお

 で
大
 おお

 きくうなずき、

「
食
 しょく
 欲
 よく

 がないのはしかたないですけど、せめて、
体
 からだ

 はきれいにしましょうよ。ほら、
手
 て
 伝
 つだ

 います。」

と、
信
 し
 乃
 の

 の
手
 て

 をひっぱった。

　まだぼんやりしている
信
 し
 乃
 の

 の
着
 き
 物
 もの

 を、
荘
 そう
 助
 すけ

 がむりやりにぬがせる。まず、
左
 ひだり

 のそでからうでをぬくと……「あれ？」。

　
荘
 そう
 助
 すけ

 が
首
 くび

 をかしげた。
信
 し
 乃
 の

 の
左
 ひだり

 のうで、ひじの
上
 うえ

 には、
牡
 ぼ
 丹
 たん

 の
花
 はな

 のような
形
 かたち

 の、
赤
 あか

 いあざがある。

「
信
 し
 乃
 の

 さんにも、
花
 はな

 みたいな
形
 かたち

 のあざがあるんですね。おれにもあるみたいなんです、ここに。
見
 み

 てください。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 が
自
 じ
 分
 ぶん

 の
着
 き
 物
 もの

 の
右
 みぎ

 のえりを
左
 ひだり
 手
 て

 でぐいっとひっぱりながら、
信
 し
 乃
 の

 の
前
 まえ

 に
立
 た

 ち、
後
 うし

 ろをむいた。
今
 こん
 度
 ど

 は
信
 し
 乃
 の

 が「あれ？」と
言
 い

 う
番
 ばん

 だった。

「
本
 ほん
 当
 とう

 だ。
荘
 そう
 助
 すけ

 の
右
 みぎ

 の
肩
 かた

 の
後
 うし

 ろに、おれとそっくりなあざがある。」

「
自
 じ
 分
 ぶん

 じゃ
見
 み

 えないんですけど、
生
 う

 まれつきだそうです。
昔
 むかし

 、まだ
親
 おや

 が
生
 い

 きていたころ、
紙
 かみ

 に
描
 か

 きうつして、
教
 おし

 えてくれたんですが。」

「……そっくりだよ、おれのあざと、
荘
 そう
 助
 すけ

 のあざ。
形
 かたち

 も
大
 おお

 きさも。」

「ふしぎなことも、あるもんですねえ。」

　
感
 かん
 心
 しん

 しながら、
荘
 そう
 助
 すけ

 は
自
 じ
 分
 ぶん

 の
着
 き
 物
 もの

 をなおすと、
信
 し
 乃
 の

 のもう
片
 かた
 方
 ほう

 のそでをぬがせた。

　すると、
着
 き
 物
 もの

 の
前
 まえ

 のあわせめから、ころん、と
玉
 たま

 が、
地
 じ
 面
 めん

 に
転
 ころ

 げ
落
 お

 ちた。

「あ、すみません。」

と、それをなにげなく
拾
 ひろ

 おうとして……
荘
 そう
 助
 すけ

 が、ああっ、と
声
 こえ

 をあげた。
指
 ゆび

 がふれたとたん、
玉
 たま

 がほんのりと
光
 ひか

 ったのだ。

「これ……！　
信
 し
 乃
 の

 さん、どうやってこの
玉
 たま

 を
手
 て

 に
入
 い

 れたんですか？　
教
 おし

 えてください。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 の
顔
 かお

 は、
真
 しん
 剣
 けん

 そのものだった。

「おれが
生
 う

 まれるまえに、
母
 かあ

 さんが、
白
 しろ

 くて
黒
 くろ

 いぶちのある
大
 おお

 きな
犬
 いぬ

 に
乗
 の

 った
女
 め
 神
 がみ

 さまから、
白
 しろ

 い
光
 ひかり

 をもらったと
聞
 き

 いた。その
光
 ひかり

 は、
犬
 いぬ

 のよしろうのそばで
消
 き

 えて……。」

　かすかに
白
 しろ

 く
光
 ひか

 る
玉
 たま

 を
受
 う

 けとり、
信
 し
 乃
 の

 は
手
 て

 のひらで
転
 ころ

 がす。その
光
 ひかり

 は、よしろうの
体
 からだ

 の
中
 なか

 にあった。そして、この
玉
 たま

 になったのだ。

　よしろうは、
信
 し
 乃
 の

 が
弱
 よわ

 かったせいで、
死
 し

 んだ。

「おれ……
母
 かあ

 さんと
父
 とう

 さんを
失
 うしな

 って、
悲
 かな

 しくて、さびしくて……しかも
大人
 おとな

 たちに
意
 い
 地
 じ
 悪
 わる

 をされて、これからどうしたらいいのか、わからなくなって……
玉
 たま

 のことなんて、わすれていた。」

　
玉
 たま

 の
光
 ひかり

 を
見
 み

 ていると、なんだか
心
 こころ

 があたたまり、
気
 き
 持
 も

 ちが
軽
 かる

 くなる
気
 き

 がする。

「
信
 し
 乃
 の

 さん、その
玉
 たま

 を
見
 み

 ていると、
元
 げん
 気
 き

 がわいてきませんか？」

「……ああ。」

「やっぱり。
他
 た
 人
 にん

 なのに、よく
似
 に

 たことがあるものなんですね。これを
見
 み

 てください。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 は、
自
 じ
 分
 ぶん

 のふところに
手
 て

 をつっこみ、
首
 くび

 からひもでさげている、うすよごれたお
守
 まも

 りぶくろをとりだした。
開
 あ

 けると、
白
 しろ

 い
光
 ひかり

 があわくもれる。

「はい。
同
 おな

 じ
玉
 たま

 。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 がすこしだけ
白
 しろ

 く
光
 ひか

 る
玉
 たま

 を、
信
 し
 乃
 の

 のもう
片
 かた
 方
 ほう

 の
手
 て

 にのせた。ふたつの
玉
 たま

 がそろったとたん、
玉
 たま

 はいっそう
白
 しろ

 くかがやいた。

「こんなに
強
 つよ

 く
光
 ひか

 るなんて、
初
 はじ

 めてだ！」

「あっ、
字
 じ

 が……
字
 じ

 が
見
 み

 える！」と、
荘
 そう
 助
 すけ

 が
目
 め

 をみはる。

「
本
 ほん
 当
 とう

 だ。おれの
玉
 たま

 は『
孝
 こう

 』で……
荘
 そう
 助
 すけ

 の
玉
 たま

 は『
義
 ぎ

 』だ。」

　ふたつの
玉
 たま

 を、
今
 こん
 度
 ど

 は
荘
 そう
 助
 すけ

 の
手
 て

 にそろえてのせてみた。
光
 ひかり

 も、あざやかにうかんだ
文
 も
 字
 じ

 も、
消
 き

 えない。

　
感
 かん
 激
 げき

 したようすで、
荘
 そう
 助
 すけ

 は『
孝
 こう

 』の
玉
 たま

 をつまみ、
信
 し
 乃
 の

 の
手
 て

 に
返
 かえ

 した。すると、
文
 も
 字
 じ

 は
消
 き

 えて、
光
 ひかり

 もおさまる。

　
荘
 そう
 助
 すけ

 はだいじそうに
玉
 たま

 をお
守
 まも

 りぶくろにしまい、
信
 し
 乃
 の

 の
手
 て

 を
強
 つよ

 くにぎった。

「
信
 し
 乃
 の

 さんもおれも、ひとりぼっちなんかじゃない、
仲
 なか
 間
 ま

 なんですよ、きっと。」

　ふたりは
見
 み

 つめあった。
荘
 そう
 助
 すけ

 はとてもうれしそうに
笑
 わら

 っている。つられて、ひさしぶりに
信
 し
 乃
 の

 も、
笑
 え
 顔
 がお

 になれた。

「
信
 し
 乃
 の

 さん、おれと
友
 とも

 だち……いや、
親
 しん
 友
 ゆう

 になってください！　おれたち、ぜったいに
気
 き

 が
合
 あ

 うと
思
 おも

 います、そんな
予
 よ
 感
 かん

 がするんです。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 が
力
 ちから
 強
 づよ

 くそう
言
 い

 うと、
本
 ほん
 当
 とう

 にそんな
気
 き

 がしてきて、
信
 し
 乃
 の

 の
胸
 むね

 の
中
 なか

 に、
明
 あ

 かりがともったようだった。
元
 げん
 気
 き

 がわいてくる。

「ありがとう、
荘
 そう
 助
 すけ

 。これからは、
兄
 きょう
 弟
 だい

 よりも、もっと
仲
 なか

 のいい
親
 しん
 友
 ゆう

 になろう。」

「はい！　
信
 し
 乃
 の

 さん。」





　
信
 し
 乃
 の

 の
体
 からだ

 をあらいながら、
荘
 そう
 助
 すけ

 は、
自
 じ
 分
 ぶん

 の
身
 み

 の
上
 うえ

 について
語
 かた

 った。

「……すると、おれのほうがちょっとだけ、
歳
 とし
 上
 うえ

 なんですね。もう
歳
 とし

 は十二になってますし。おれは、
（＊４）

 
伊
 い
 豆
 ず

 で、
生
 う

 まれました。
名
 みょう
 字
 じ

 は
犬
 いぬ
 川
 かわ

 ……
犬
 いぬ
 川
 かわ
 荘
 そう
 助
 すけ

 といいます。

『
義
 ぎ

 』の
玉
 たま

 は、おれが
生
 う

 まれたとき、
家
 いえ

 の
床
 ゆか
 下
 した

 から
庭
 にわ

 へ、とつぜん
転
 ころ

 がりでてきたんだそうです。めずらしいものだと、
親
 おや

 がだいじにしていて、あるとき、おれがさわったら
光
 ひか

 ったので、おれのお
守
 まも

 りになりました。」

　おれの
玉
 たま

 は、と
信
 し
 乃
 の

 は
説
 せつ
 明
 めい

 した。

「さっきも
話
 はな

 したけど、よしろうのそばで
消
 き

 えた
光
 ひかり

 は、よしろうの
体
 からだ

 の
中
 なか

 に
入
 はい

 ってたんだろう。よしろうが
死
 し

 んだとき、この
玉
 たま

 になって
飛
 と

 び
出
 だ

 してきた。」

　
信
 し
 乃
 の

 の
話
 はなし

 に、
荘
 そう
 助
 すけ

 はうなずいた。

「この
玉
 たま

 は、きっと
命
 いのち

 の
玉
 たま

 です。……四
年
 ねん

 まえ、七
歳
 さい

 のとき、
秋
 あき

 におれの
父
 ちち
 親
 おや

 が
亡
 な

 くなり、
冬
 ふゆ

 になって、
母
 はは
 親
 おや

 はおれを
連
 つ

 れて、
（＊５）

 
安
 あ
 房
 わ

 にいる
親
 しん
 戚
 せき

 をたよろうとしました。
母
 はは
 親
 おや

 は
体
 からだ

 が
弱
 よわ

 くて
病
 びょう
 気
 き

 がちでして、
女
 おんな

 ひとりでは、おれを
育
 そだ

 ててくらしていけなかったんです。

　けれど、
旅
 たび

 のとちゅうでひどい
吹雪
 ふぶき

 にあい、この
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 の
村
 むら
 長
 おさ

 さんの
家
 いえ

 の
前
 まえ

 で、とうとう、おれたちはこごえて、たおれてしまったんです。

　いくらよんでも、
声
 こえ

 は
風
 かぜ

 に
消
 け

 され、
真
 ま

 っ
白
 しろ

 になって
何
 なに

 も
見
 み

 えないくらいの
雪
 ゆき

 。だれも
助
 たす

 けに
出
 で

 てきてくれない。すぐに
夜
 よる

 になり、
寒
 さむ

 くて
寒
 さむ

 くて……
母
 はは
 親
 おや

 は、
死
 し

 んでしまいました。

　……
母
 はは
 親
 おや

 はおれをかばい、
全
 ぜん
 身
 しん

 で
守
 まも

 ってくれて……しかもこの
玉
 たま

 があたたかくておれの
命
 いのち

 は
助
 たす

 かりました。
朝
 あさ

 になって
雪
 ゆき

 がやみ、
村
 むら
 長
 おさ

 さんに
見
 み

 つけられたのです。

　でも、おれは、
親
 しん
 戚
 せき

 の
家
 いえ

 がどこにあるか、くわしくは
知
 し

 らなくて、どうしたらいいかわからず……
村
 むら
 長
 おさ

 さんは
親
 しん
 切
 せつ

 にも、
母
 はは
 親
 おや

 の
葬
 そう
 式
 しき

 をしてくれて、おれを
家
 いえ

 に
置
 お

 いてくれたんです、はたらく
代
 か

 わりに。

　まだおさなかったから、ひとりぼっちは
悲
 かな

 しかったけど、そんなときはこの
玉
 たま

 をにぎると、
元
 げん
 気
 き

 が
出
 で

 ました。そして、
今
 いま

 、
仲
 なか
 間
 ま

 ができたんです。こんなうれしいことはありません。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 の
話
 はなし

 に、
信
 し
 乃
 の

 は
心
 こころ

 を
打
 う

 たれた。

「そうだったんだ。おれも、この
玉
 たま

 と、おまえがいれば、
元
 げん
 気
 き

 になれるよ。」

「ふたりで
仲
 なか

 よく
生
 い

 きていきましょうね、
信
 し
 乃
 の

 さん。」

「ああ！」







＊１
武蔵
 むさし

 　
現
 げん
 在
 ざい

 の
埼
 さい
 玉
 たま
 県
 けん

 ・
東
 とう
 京
 きょう
 都
 と

 ・
神
 か
 奈
 な
 川
 がわ
 県
 けん

 の
一
 いち
 部
 ぶ

 。






＊２
豊
 と
 嶋
 しまの
 郡
 こおり
 大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 　
現
 げん
 在
 ざい

 の
東
 とう
 京
 きょう
 都
 と
 文
 ぶん
 京
 きょう
 区
 く
 大
 おお
 塚
 つか

 。






＊３
弁
 べん
 財
 ざい
 天
 てん

 　
弁
 べん
 天
 てん

 ともいわれる。
福
 ふく

 と
財
 ざい
 宝
 ほう

 をもたらす
神
 かみ

 として
信
 しん
 仰
 こう

 されている。






＊４
伊
 い
 豆
 ず

 　
現
 げん
 在
 ざい

 の
静
 しず
 岡
 おか
 県
 けん
 伊
 い
 豆
 ず
 半
 はん
 島
 とう

 。






＊５
安
 あ
 房
 わ

 　
現
 げん
 在
 ざい

 の
千
 ち
 葉
 ば
 県
 けん
 房
 ぼう
 総
 そう
 半
 はん
 島
 とう
 南
 なん
 部
 ぶ

 。








二　
同
 おな

 じ
玉
 たま

 を
持
 も

 つ
親
 しん
 友
 ゆう

 、
信
 し
 乃
 の

 と
荘
 そう
 助
 すけ











　それから、七
年
 ねん

 がすぎた
春
 はる

 。

　
犬
 いぬ
 塚
 づか
 信
 し
 乃
 の

 は十八
歳
 さい

 。
村
 むら

 でだれよりも
背
 せ

 が
高
 たか

 く、
美
 うつく

 しい
顔
 かお
 立
 だ

 ちの、
心
 こころ

 やさしい
青
 せい
 年
 ねん

 に
成
 せい
 長
 ちょう

 していた。

　
犬
 いぬ
 川
 かわ
 荘
 そう
 助
 すけ

 は十九
歳
 さい

 。あいかわらず
小
 こ

 がらだが、
他
 た
 人
 にん
 思
 おも

 いで、
明
 あか

 るく
前
 まえ

 むきなところは
変
 か

 わらない。

　
浜
 はま
 路
 じ

 は十六
歳
 さい

 。とても
愛
 あい

 らしい
娘
 むすめ

 になっている。やさしいと
同
 どう
 時
 じ

 に、まっすぐな
強
 つよ

 い
心
 こころ

 を
秘
 ひ

 めていた。

　
信
 し
 乃
 の

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 は、
毎
 まい
 日
 にち

 、
畑
 はたけ
 仕
 し
 事
 ごと

 に
出
 で

 ては、
早
 はや

 めに
仕
 し
 事
 ごと

 をすませ、
空
 あ

 いた
時
 じ
 間
 かん

 でこっそりと、
滝
 たき
 野
 の
 川
 がわ

 の
河原
 かわら

 に
行
 い

 って、
剣
 けん

 や
格
 かく
 闘
 とう

 のけいこをしていた。

「
強
 つよ

 くなる」──それが、
信
 し
 乃
 の

 と
父
 ちち
 番
 ばん
 作
 さく

 との、だいじな
約
 やく
 束
 そく

 だった。もう、
自
 じ
 分
 ぶん

 の
弱
 よわ

 さのせいで、
大
 たい
 切
 せつ

 なものを
失
 うしな

 いたくなかった。





　よく
晴
 は

 れて
風
 かぜ

 の
強
 つよ

 い、ある
春
 はる

 の
日
 ひ

 の
昼
 ひる

 まえ、
信
 し
 乃
 の

 はたったひとりで、
広
 ひろ

 い
畑
 はたけ

 を
熱
 ねっ
 心
 しん

 にたがやしていた。
背
 せ
 中
 なか

 に、一
本
 ぽん

 の
古
 ふる

 びた
刀
 かたな

 ──
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をくくりつけている。

「
信
 し
 乃
 の

 さまーっ、お
弁
 べん
 当
 とう
 持
 も

 ってきたわ。」

　
畑
 はたけ

 にやってきたのは、きれいな
着
 き
 物
 もの

 を
着
 き

 た
浜
 はま
 路
 じ

 だった。

「ありがとう、
浜
 はま
 路
 じ

 。」

　
信
 し
 乃
 の

 はたがやす
手
 て

 を
止
 と

 めて、
浜
 はま
 路
 じ

 をふりかえる。

「きょうは、うまく
家
 いえ

 からぬけだせたの。はい、お
弁
 べん
 当
 とう

 。」

　
浜
 はま
 路
 じ

 が
竹
 たけ

 の
皮
 かわ

 の
包
 つつ

 みをさしだすと、
信
 し
 乃
 の

 はあたりをすばやく
見
 み
 回
 まわ

 し、
浜
 はま
 路
 じ

 の
手
 て

 をひいて、しげみのかげにかくれた。

「
本
 ほん
 当
 とう

 にありがとう。」

「だれにも
見
 み

 つかってないから、だいじょうぶよ。
安
 あん
 心
 しん

 して
食
 た

 べて。」

「……ああ……
気
 き

 をつかわせて、
悪
 わる

 い。」

　
信
 し
 乃
 の

 は、
浜
 はま
 路
 じ

 とならんで
若
 わか
 草
 くさ

 の
上
 うえ

 にすわると、
包
 つつ

 みをひらいた。

「うまそうだな。いただきます。」

　
大
 おお

 きなおにぎりをほおばる
信
 し
 乃
 の

 を、
浜
 はま
 路
 じ

 はにこにこと
見
 み

 つめている。





[image: ]






「な……んか、いろいろと
入
 はい

 ってるな、これ……たくわんに、
焼
 や

 き
魚
 ざかな

 の
身
 み

 に、
菜
 な

 っ
葉
 ぱ

 のつけものに……はりきって
作
 つく

 ったんだろ。」

　ふふふ、と
笑
 わら

 う
浜
 はま
 路
 じ

 に、
信
 し
 乃
 の

 も
笑
 わら

 う。

「
荘
 そう
 助
 すけ

 はまだ、つかいからもどらない？」

「ええ、
義
 と
 父
 う

 さまから、
遠
 とお

 くへ
行
 い

 かされたみたい。」

「
荘
 そう
 助
 すけ

 にも、
同
 おな

 じように、にぎり
飯
 めし

 をあげてくれる？　おれだけじゃ
悪
 わる

 いから。」

　うなずいた
浜
 はま
 路
 じ

 だったけれど……こまった
顔
 かお

 になる。

「……
信
 し
 乃
 の

 さまに、いちばんおいしい
具
 ぐ

 を
入
 い

 れちゃったの。だって、
信
 し
 乃
 の

 さまに『うまい。』って、
言
 い

 ってもらいたくて。それに
荘
 そう
 助
 すけ

 さん、
信
 し
 乃
 の

 さまと
同
 おな

 じだと、かえってえんりょするの……。」

　
信
 し
 乃
 の

 は
大
 おお

 きく
笑
 わら

 い、
明
 あか

 るく
応
 おう

 じた。

「わかったよ。ああ、
本
 ほん
 当
 とう

 にうまい！」

「よかったあ。
信
 し
 乃
 の

 さま、きのうもまた、
夕
 ゆう

 ご
飯
 はん

 ぬきにされていたでしょ？　
助
 たす

 けられなくて、ごめんなさい。」

「いいんだよ。おれをかばったら、
浜
 はま
 路
 じ

 まで、
村
 むら
 長
 おさ

 やおばさんに、しかられるから。」

「わたしは、かまわない。」

「でも、おれが、いやなんだ。」

　
信
 し
 乃
 の

 が
言
 い

 いきると、
浜
 はま
 路
 じ

 はため
息
 いき

 をついた。

「……いつかわたしたち、ここから
出
 で

 て、だれも
知
 し

 らない
遠
 とお

 くへ
行
 い

 けたらいいのに。そして、わたしは、
信
 し
 乃
 の

 さまのお
嫁
 よめ

 さんにしてもらうの。」

「……いいのに、じゃないよ。
行
 い

 くんだ。だれにも、えんりょしなくていい
場
 ば
 所
 しょ

 へ。
荘
 そう
 助
 すけ

 と三
人
 にん

 で。」

　おにぎりを
食
 た

 べおえ、
信
 し
 乃
 の

 は
浜
 はま
 路
 じ

 を
見
 み

 つめた。

「
強
 つよ

 くなって、おれは、この
背
 せ
 中
 なか

 の
刀
 かたな

 ──
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
持
 も

 ってこの
村
 むら

 から
出
 で

 る。
村
 むら

 を
出
 で

 るため、
早
 はや

 く、だれにおそわれても
負
 ま

 けないくらいになりたい。
二
 は
 十
 た
 歳
 ち

 になったら、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
持
 も

 って
出
 で

 るのを
目
 もく
 標
 ひょう

 にして、けいこにはげもうと
思
 おも

 うんだ。

　
何
 なに
 者
 もの

 からも、
浜
 はま
 路
 じ

 を
守
 まも

 れるくらい
強
 つよ

 くなるんだ。そして、きみをその
地
 ち

 へむかえて、いっしょに、
生
 い

 きていく。」

「ええ、
信
 しん

 じてる。」

　
信
 し
 乃
 の

 は
浜
 はま
 路
 じ

 の
肩
 かた

 をだきよせた──。





「おそくなりました、
信
 し
 乃
 の

 さん。」

　しげみのむこうで
声
 こえ

 がして、あせった
信
 し
 乃
 の

 と
浜
 はま
 路
 じ

 は
体
 からだ

 をはなした。

「ここだよ。」

「あ……っと、
失
 しつ
 礼
 れい

 しました。
浜
 はま
 路
 じ

 お
嬢
 じょう

 さんもいっしょでしたか。」

　のぞかせた
顔
 かお

 を
赤
 あか

 くしたのは、
荘
 そう
 助
 すけ

 だった。

「さ、
荘
 そう
 助
 すけ

 、
畑
 はたけ
 仕
 し
 事
 ごと

 をすませて、きょうも
剣
 けん

 のけいこをしよう。」

「はい、きょうは
負
 ま

 けませんからね。」

「おれもだ。
浜
 はま
 路
 じ

 、おれたちといっしょにしげみを
出
 で

 ると、
村
 むら
 人
 びと

 に
見
 み

 つかるかもしれないから、そっちを
回
 まわ

 って、
見
 み

 つからないように
帰
 かえ

 って。」

「わかったわ。」

　
信
 し
 乃
 の

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 、ふたりが
立
 た

 ちあがり、
道
 どう
 具
 ぐ

 を
手
 て

 にして
畑
 はたけ

 をたがやそうとしたら……。

　せっかくたがやした
畑
 はたけ

 に、
大
 おお

 きめの
石
 いし

 がいくつもほうりこまれていた。

「まただ。しつこいな。」

　ふたりが、
怒
 おこ

 るというよりも、うんざりした
顔
 かお

 でかがみ、
石
 いし

 を
拾
 ひろ

 い
集
 あつ

 めだすと、
小
 こ
 石
 いし

 が
飛
 と

 んできて、
頭
 あたま

 をかすめ、
目
 め

 の
前
 まえ

 で
土
 つち

 がはねる。
小
 こ
 石
 いし

 はもうすこしで、
頭
 あたま

 に
当
 あ

 たるところだった。

「やめろっ。」

　
信
 し
 乃
 の

 が
体
 からだ

 を
起
 お

 こすと、
人
 ひと
 影
 かげ

 がにげていく。ここまでは、いつものことだ。しかし……。

　
畑
 はたけ

 の
土
 つち

 に
肥
 ひ
 料
 りょう

 として
入
 い

 れるため、
集
 あつ

 めておいた
枯
 か

 れ
草
 くさ

 の
山
 やま

 から、けむりが
上
 あ

 がった。

「あっ、やられた！」

「
火
 ひ

 をつけるなんて、ひどい。」

「
風
 かぜ

 が
強
 つよ

 いから、
土
 ど
 手
 て

 の
枯
 か

 れ
草
 くさ

 に
燃
 も

 えうつったら、
火
 か
 事
 じ

 になってしまう。」

　ふたりは
急
 いそ

 いで
火
 ひ

 を
消
 け

 そうと、おけをさがした。しかし、
畑
 はたけ

 のすみに
置
 お

 いておいたはずのおけは……
道
 みち

 のむこうに、
底
 そこ

 をぬかれて、
転
 ころ

 がっていた。

「
水
 みず

 がくめません、
信
 し
 乃
 の

 さんっ。」

　
火
 ひ

 はぼうぼうと
燃
 も

 えあがってくる。

　しかたない……
信
 し
 乃
 の

 は
背
 せ
 中
 なか

 の
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 に
手
 て

 をかけた。もう、この
刀
 かたな

 にふりまわされるほど、
弱
 よわ

 いわけではない。

　
刃
 は

 がぬけないように、つかとつばをぐるぐるしばってあるひもをほどく。さやからぬいた
刃
 は

 が
光
 ひかり

 をあびたとたん、
水
 みず

 がたらたらとしたたり──。

「だめです、
信
 し
 乃
 の

 さん。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 が
信
 し
 乃
 の

 の
手
 て

 を
止
 と

 めた。

「その
刀
 かたな

 の
力
 ちから

 を
見
 み

 せたら、ますますいろんな
人
 ひと

 からねらわれます。……ただでさえ、
村
 むら
 長
 おさ

 さんと、その
言
 い

 いなりの
人
 ひと

 たちに、いやがらせをされているのに。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 は、
帯
 おび

 をとき、ばっと
着
 き
 物
 もの

 をぬいだ。
首
 くび

 から
古
 ふる

 びたお
守
 まも

 りぶくろがひとつ、
肌
 はだ

 にさがっている。

「
着
 き
 物
 もの

 を
小
 お
 川
 がわ

 でびしょぬれにして、
火
 ひ

 にかぶせれば、
消
 き

 えます。」

「よし、おれも！」

　
信
 し
 乃
 の

 も
着
 き
 物
 もの

 をぬいだ。やはり、
首
 くび

 から
古
 ふる

 いお
守
 まも

 りぶくろがひとつ。

　
着
 き
 物
 もの

 をぬらして
走
 はし

 ってくると、
浜
 はま
 路
 じ

 がべつのおけを
両
 りょう
 手
 て

 にさげて、
走
 はし

 ってきた。

「これを
借
 か

 りたわ、
使
 つか

 って！」

　
浜
 はま
 路
 じ

 の
後
 うし

 ろに、ひとりの
村
 むら
 人
 びと

 のすがたが
見
 み

 えた。すぐに
村
 むら
 外
 はず

 れの
家
 いえ

 に
消
 き

 える。

「
糠
 ぬか
 助
 すけ

 おじさん、ありがとう。」

　
信
 し
 乃
 の

 はつぶやくようにお
礼
 れい

 を
言
 い

 った。

「
浜
 はま
 路
 じ

 はあぶないから、
下
 さ

 がって。
家
 いえ

 に
帰
 かえ

 ってて。」





　ようやく、
火
 ひ

 が
消
 き

 えた。

　そこへ、
村
 むら
 人
 びと

 たちが
集
 あつ

 まってくる。

「やいやい、あぶないな、
大
 おお
 火
 か
 事
 じ

 になるところだったじゃないか。」

「
枯
 か

 れ
草
 くさ

 を
灰
 はい

 にして、
肥
 ひ
 料
 りょう

 にするときは、
気
 き

 をつけないとなあ。」

「だれが、
火
 ひ

 をつけたんですか……。」

と、
信
 し
 乃
 の

 がうめくように、たずねる。たしかに、そのままではなく、
灰
 はい

 にして
土
 つち

 に
入
 い

 れるときもあるけれど、きょうはそのつもりはなかった。

「この
畑
 はたけ

 、
石
 いし

 が
多
 おお

 いみたいだけど、うちの
畑
 はたけ

 にほうりなげられちゃ、こまるなあ。」

「
逆
 ぎゃく

 でしょう？　そっちからうちへ、
投
 な

 げてくる。」

「はあ？　この
若
 わか
 造
 ぞう

 、
口
 くち

 ごたえする
気
 き

 か？」

　
信
 し
 乃
 の

 の
胸
 むね

 をつこうとしたので、
信
 し
 乃
 の

 はさっとよけた。

　だまってはいるけれど、
荘
 そう
 助
 すけ

 もにらみ
返
 かえ

 している。

「
若
 わか
 造
 ぞう

 ども、
村
 むら
 長
 おさ

 さんのところで
世
 せ
 話
 わ

 になってるくせに、ちっとも
言
 い

 うことを
聞
 き

 かねえんだからなあ。なまいきだぞ。」

「
村
 むら
 長
 おさ

 さんがおこまりだ。
奥
 おく
 方
 がた

 もおこまりだ、なあ？」

　ふたりはつめよられた。

　きょうこそ、なぐり
返
 かえ

 すべきか……
信
 し
 乃
 の

 はまよっていた。たぶん、けんかになれば、
信
 し
 乃
 の

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 のほうが
強
 つよ

 い。けれど、そうしたら、もっとひどいことが
待
 ま

 っているのではないか……それが、こわかった。

「およしなさい！」

　
走
 はし

 ってきて、
割
 わ

 って
入
 はい

 ったのは、
浜
 はま
 路
 じ

 だった。おけをとどけたあと、
帰
 かえ

 ったのかと
思
 おも

 ったのに、
心
 しん
 配
 ぱい

 で、そっとようすを
見
 み

 ていたようだ。

「
義
 と
 父
 う

 さまと
義
 か
 母
 あ

 さまが、あなたたちにどう
言
 い

 ったのかは、
知
 し

 らないわ。でも、わたしはゆるさない。このこと、おぼえておきますからね。」

　
村
 むら
 人
 びと

 たちはざわめいた。

「お
嬢
 じょう

 さん……。」

「……あんただって、もらわれた
子
 こ

 で、
村
 むら
 長
 おさ

 の
世
 せ
 話
 わ

 になってるくせに……。」

「しっ。でも、お
嬢
 じょう

 さんだけは、
村
 むら
 長
 おさ

 と
奥
 おく
 方
 がた

 が
気
 き

 に
入
 い

 ってるんだから。」

「ちぇっ……。」

　
村
 むら
 人
 びと

 たちは、
浜
 はま
 路
 じ

 ににらまれて、
解
 かい
 散
 さん

 した。

「どう？　わたしにも、あなたたちを
守
 まも

 れたわ。」

　
浜
 はま
 路
 じ

 がほほえんでふりかえるので、
信
 し
 乃
 の

 も
照
 て

 れ
笑
 わら

 いした。

「ありがとう……でも、みんなが
武
 ぶ
 器
 き

 を
持
 も

 ちだしてあぶなくなったら、おれが
守
 まも

 るから。」

「おれもです、お
嬢
 じょう

 さん。」

「ええ、お
願
 ねが

 いね。」

　この
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 で、
信
 し
 乃
 の

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 の
味
 み
 方
 かた

 は、
村
 むら
 長
 おさ
 夫
 ふ
 妻
 さい

 の
養
 よう
 女
 じょ

 の
浜
 はま
 路
 じ

 と、ひとりの
村
 むら
 人
 びと

 ──
糠
 ぬか
 助
 すけ

 の、ふたりだけだった。





　
村
 むら
 人
 びと

 たちからのがれて、
滝
 たき
 野
 の
 川
 がわ

 の
河原
 かわら

 のヨシのかげにかくれ、三
人
 にん

 はしゃがんだ。

「
信
 し
 乃
 の

 さま、
荘
 そう
 助
 すけ

 さん、わたし、こんなものを
作
 つく

 ってみたの。」

　
浜
 はま
 路
 じ

 が
着
 き
 物
 もの

 のたもとからとりだしたのは、
浜
 はま
 路
 じ

 の
（＊１）

 
手
 て
 絡
 がら

 の
布
 ぬの

 で
作
 つく

 った、
小
 ちい

 さなお
守
 まも

 りぶくろだった。

「おふたりがお
守
 まも

 りの
玉
 たま

 を
入
 い

 れているふくろは、ずいぶん
古
 ふる

 くなっていたでしょ？　よかったら、
使
 つか

 って。」

「
浜
 はま
 路
 じ

 、ありがとう！　きれいなふくろだな。」

「ありがとうございます、お
嬢
 じょう

 さん。」

　
信
 し
 乃
 の

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 は、お
守
 まも

 りぶくろをそれぞれ
受
 う

 けとり、ふところから
古
 ふる

 いふくろを
出
 だ

 した。

「
玉
 たま

 を
見
 み

 せて。
文
 も
 字
 じ

 がうかぶところを、また
見
 み

 たいわ。」

「いいよ。」

　
信
 し
 乃
 の

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 がそれぞれの
玉
 たま

 を
手
 て

 のひらにのせると、きらきらと
白
 しろ

 くかがやき、『
孝
 こう

 』『
義
 ぎ

 』の
文
 も
 字
 じ

 がうかぶ。

「すてき。
子
 こ

 どものころよりも、いっそうかがやく
気
 き

 がするわ。」

「ああ。
父
 とう

 さんとの
約
 やく
 束
 そく

 だから、
強
 つよ

 くなるように、けいこをつづけていたら、
光
 ひかり

 が
強
 つよ

 くなったんだ、すこしだけど。」

「おれも、
信
 し
 乃
 の

 さんといっしょに、けいこしていたからでしょうか。」

　三
人
 にん

 は
玉
 たま

 を
見
 み

 つめた。





　ばれないように
浜
 はま
 路
 じ

 が
先
 さき

 に
帰
 かえ

 り、けいこを
終
 お

 えた
信
 し
 乃
 の

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 は
夕
 ゆう
 方
 がた

 になってから、
畑
 はたけ
 仕
 し
 事
 ごと

 の
道
 どう
 具
 ぐ

 をかつぎ、
村
 むら
 長
 おさ

 の
家
 いえ

 にもどる。

「ただいまもどりました。」

　ちょうど
庭
 にわ
 先
 さき

 で、
村
 むら
 長
 おさ

 の
妻
 つま

 で、
信
 し
 乃
 の

 のおばさんの
亀
 かめ
 篠
 ざさ

 とでくわした。

「ちゃんとはたらいてきたんだろうね。なまけたら、
承
 しょう
 知
 ち

 しないよ。さ、
信
 し
 乃
 の

 、せんたくをしてやるから、
着
 き
 物
 もの

 をぬぎな。」

　
信
 し
 乃
 の

 の
帯
 おび

 の
結
 むす

 び
目
 め

 に
手
 て

 をかけるふりをして、おばさんは、
背
 せ
 中
 なか

 の
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をつかもうとする。
信
 し
 乃
 の

 はさっと
体
 からだ

 をひねり、
戸
 と
 口
 ぐち

 の
外
 そと

 かべに
背
 せ
 中
 なか

 をつけた。

「ありがとうございます、おばさん。せんたくはおれと
荘
 そう
 助
 すけ

 でするので、おばさんこそ、その
前
 まえ

 かけ、あらっておくから
貸
 か

 してください。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 に
目
 め

 で
合
 あい
 図
 ず

 すると、
荘
 そう
 助
 すけ

 が
前
 まえ

 かけに
手
 て

 をのばす。

「ふん！　よけいなことしないで。しみが
増
 ふ

 えたらかなわないよ。」

　きょうも、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 に
近
 ちか

 づけなかったおばさんは、さっさと
行
 い

 ってしまった。そう、
毎
 まい
 日
 にち

 、
村
 むら
 長
 おさ

 と
亀
 かめ
 篠
 ざさ

 おばさんは、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をねらいつづけているのだった。

　うばえないから、
毎
 まい
 日
 にち

 、じかに
意
 い
 地
 じ
 悪
 わる

 をしたり、
村
 むら
 人
 びと

 に
命
 めい

 じて、いやがらせをする。したがわないと
自
 じ
 分
 ぶん

 がいじめられると
思
 おも

 う
村
 むら
 人
 びと

 は、
言
 い

 われたとおりにする。
村
 むら

 の
仲
 なか
 間
 ま
 外
 はず

 れにあっても、したがわないのは、
糠
 ぬか
 助
 すけ

 だけだ。

「いいかげん、あきらめてくれないかなあ。」

「あしたは、どんな
手
 て

 でくるんでしょうね。」

「
次
 つぎ

 から
次
 つぎ

 へと、
何
 なに

 をしてくるか、
楽
 たの

 しみだよ。」

　
冗
 じょう
 談
 だん

 めかして、
信
 し
 乃
 の

 は
荘
 そう
 助
 すけ

 に
笑
 わら

 ってみせたが、
本
 ほん
 当
 とう

 はうんざりしていた。けれど、まだ、
村
 むら

 の
外
 そと

 へ
出
 で

 ていく
自
 じ
 信
 しん

 はなかった。

（もっと
強
 つよ

 くならなきゃ。
父
 とう

 さんとの
約
 やく
 束
 そく

 を
守
 まも

 るんだ。）
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手
 て
 絡
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髪
 かみ

 を
結
 むす

 ぶリボン。








三　
信
 し
 乃
 の

 を
大
 たい
 切
 せつ

 に
思
 おも

 ってくれる
人
 ひと











　それからしばらくした、
真
 ま
 夏
 なつ

 のことだった。

「
糠
 ぬか
 助
 すけ

 おじさんが、
病
 びょう
 気
 き

 だって？」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 の
知
 し

 らせに、
信
 し
 乃
 の

 はおどろいた。どうも、このごろ
見
 み

 かけないと
思
 おも

 ったら……。

　
糠
 ぬか
 助
 すけ

 は
村
 むら
 外
 はず

 れにひとりでくらしていて、
川
 かわ

 で
魚
 さかな

 をとるのが
得
 とく
 意
 い

 だ。十
年
 ねん

 くらいまえに、どこからかやってきて、
住
 す

 みついた。

　
村
 むら
 人
 びと

 とはあまり
親
 した

 しくしていないが、
信
 し
 乃
 の

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 にはとても
親
 しん
 切
 せつ

 でやさしく、
村
 むら
 人
 びと

 に
見
 み

 つからないように
気
 き

 をつけながら、いつも
魚
 さかな

 を
食
 た

 べさせてくれた。

「おじさん、かなり
悪
 わる

 いみたいです……
高
 こう
 熱
 ねつ

 が
出
 で

 る、よくない
流行
 はやり

 
病
 やまい

 で、しかもこの
夏
 なつ

 の
暑
 あつ

 さだから、どんどん
体
 からだ

 が
弱
 よわ

 って。
起
 お

 きあがれないって、
村
 むら

 の
人
 ひと

 たちがうわさしているのを、
耳
 みみ

 にしました。」

「だれも、
助
 たす

 けてあげないのか？」

「
流行
 はやり

 
病
 やまい

 ですから、うつるのをこわがってるんでしょう。」

　それに、
糠
 ぬか
 助
 すけ

 は、
仲
 なか
 間
 ま
 外
 はず

 れにあっていた。
村
 むら
 長
 おさ

 にしたがわないからだ。

「おれたちは
行
 い

 くぞ、そうだろう？　
荘
 そう
 助
 すけ

 ！」

「もちろんです！」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 はふところから、おにぎりの
包
 つつ

 みをのぞかせた。

「わけを
話
 はな

 したら、お
嬢
 じょう

 さんが、にぎってくださいました。」

「いいぞ。あとで
浜
 はま
 路
 じ

 にお
礼
 れい

 を
言
 い

 わなきゃ。よし、おれは
熱
 ねつ

 にきく
薬
 やく
 草
 そう

 を、とっていこう。」





　
薬
 やく
 草
 そう

 と
食
 た

 べものを
持
 も

 った
信
 し
 乃
 の

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 が、
糠
 ぬか
 助
 すけ

 のかたむいた
家
 いえ

 に
入
 はい

 ってみると──。

　
貧
 まず

 しくてたたみもござもしくことができない、
板
 いた

 だけのゆかにたおれた
糠
 ぬか
 助
 すけ

 は、すっかり
弱
 よわ

 って、
虫
 むし

 の
息
 いき

 だった。

「
糠
 ぬか
 助
 すけ

 おじさん、しっかりして！　
信
 し
 乃
 の

 が
来
 き

 たよ。
荘
 そう
 助
 すけ

 もいる。」

「
水
 みず

 です、
飲
 の

 んでください。」

「
薬
 くすり

 も、にぎり
飯
 めし

 もあるから。」

「にぎり
飯
 めし

 は、おかゆに
作
 つく

 りなおしましょうか？」

　
口
 くち

 ぐちに
言
 い

 って、
信
 し
 乃
 の

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 は、
糠
 ぬか
 助
 すけ

 を
支
 ささ

 えて
起
 お

 こそうとした。が、もう、
糠
 ぬか
 助
 すけ

 にはわずかな
力
 ちから

 も
残
 のこ

 っていなかった。
水
 みず

 を
飲
 の

 ませても、
口
 くち

 からこぼれるだけで、ほとんど
飲
 の

 めない。

　
糠
 ぬか
 助
 すけ

 は、かすれた
声
 こえ

 で
言
 い

 った。

「……ありがとう……
信
 し
 乃
 の

 、
荘
 そう
 助
 すけ

 ……。おじさんは、もう……だめだ。」

「そんなのいやだ、おじさん！　おれたちが、
助
 たす

 けるから、ほら。」

　
信
 し
 乃
 の

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 は、
浜
 はま
 路
 じ

 が
作
 つく

 ってくれたおそろいのお
守
 まも

 りぶくろをそれぞれとりだし、
中
 なか

 から
玉
 たま

 を
出
 だ

 して、
糠
 ぬか
 助
 すけ

 のほおやひたいに
当
 あ

 てた。けれど、
玉
 たま

 は
光
 ひか

 らない。

「なんでっ!?
 」

「おれたちの
命
 いのち

 しか……
助
 たす

 けてくれない
玉
 たま

 なのか？」

「そんなっ。」

　ふたりはくやしくて、ぐっと
玉
 たま

 をにぎり、くちびるをかんだ。

「……その
玉
 たま

 ……よく……
見
 み

 せて……くれ。」

「いいよ。」

　
糠
 ぬか
 助
 すけ

 に
見
 み

 えるように、ふたりが
玉
 たま

 をかざすと、
糠
 ぬか
 助
 すけ

 はわずかにほほえんだようだ。
弱
 よわ

 よわしい
声
 こえ

 で、
語
 かた

 りだす。

「……ふたりには……
牡
 ぼ
 丹
 たん

 の
花
 はな

 みたいな、あざがあったな……そうか、
玉
 たま

 も
持
 も

 っているのか……どうりで、
息
 むす
 子
 こ

 のように
思
 おも

 えた……わけだ。」

　ようよう
首
 くび

 をめぐらし、のぞきこむ
信
 し
 乃
 の

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 を
見
 み

 つめる。

「おじさんの……
最
 さい
 期
 ご

 のたのみを……
聞
 き

 いてくれ。じつは……わしには、
息
 むす
 子
 こ

 がひとり、いる。
生
 い

 きているとしたら、おまえさんたちふたりと……
同
 おな

 じくらいの
歳
 とし

 だ。
生
 う

 まれつき、おまえさんたちと
同
 おな

 じあざが、ここに……ある。」

　
糠
 ぬか
 助
 すけ

 は、やっとのことで、
自
 じ
 分
 ぶん

 の
顔
 かお

 ──
右
 みぎ

 ほおの
下
 した

 あたりを
指
 さ

 した。その
手
 て

 を、
信
 し
 乃
 の

 はぎゅっとにぎった。やせて、
骨
 ほね

 と
皮
 かわ

 ばかりの、ごつごつした
手
 て

 だ。

「
息
 むす
 子
 こ

 を……さがしてくれ。」

「おじさん、わかったよ。さがす。だから、
元
 げん
 気
 き

 を
出
 だ

 して。」

「なんて
名
 な
 前
 まえ

 の
人
 ひと

 ですか？」

「
玄
 げん
 吉
 きち

 ……ゲン……とよんでいた。
別
 わか

 れたときは、まだ
生
 う

 まれて
半
 はん
 年
 とし

 も、たっていなかった……。わしは、
安
 あ
 房
 わ

 にある……
（＊１）

 
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 の
漁
 りょう
 師
 し

 だった。ゲンが
生
 う

 まれたとき、おいわいの
席
 せき

 のごちそうにしようと……
鯛
 たい

 をつって……その
鯛
 たい

 を
料
 りょう
 理
 り

 しようとしたら、
腹
 はら

 の
中
 なか

 から、
玉
 たま

 が
出
 で

 てきた。それと、
同
 おな

 じような
玉
 たま

 ……だ。」

　
糠
 ぬか
 助
 すけ

 は、
信
 し
 乃
 の

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 が
見
 み

 せる
玉
 たま

 を
見
 み

 つめる。もう、
目
 め

 の
光
 ひかり

 がうすれてきている。けれど、
何
 なに

 かにせきたてられるようにして、
話
 はな

 しつづけた。

「それは、
神
 かみ

 さまがゲンにくれた、お
守
 まも

 りだろうと
思
 おも

 った。ゲンの
胸
 むね

 にのせたら、
光
 ひか

 ったのでなあ。けれど、ゲンを
産
 う

 んだ、わしの
女
 にょう
 房
 ぼう

 は
体
 からだ

 をこわし……
半
 はん
 年
 とし
 足
 た

 らずで、
死
 し

 んでしまった。
残
 のこ

 ったのは、
薬
 くすり

 を
買
 か

 った
借
 しゃっ
 金
 きん

 だけだった。

　わしは、
金
 かね

 をかせごうとあせって、
悪
 わる

 いこととは
知
 し

 りながらつい……そのあたりを
治
 おさ

 める
里
 さと
 見
 み

 の
殿
 との

 さまが、
立
 た

 ち
入
 い

 りを
禁
 きん

 じ、
神
 かみ

 さまにささげた
海
 うみ

 で、
魚
 さかな

 をとってしまった。わしは
牢
 ろう
 屋
 や

 に
入
 い

 れられたが、たまたまそのときは、
里
 さと
 見
 み

 の
殿
 との

 さまの
姫
 ひめ
 君
 ぎみ

 ……
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 さまが
亡
 な

 くなり、ちょうど二
年
 ねん

 めの
日
 ひ

 で、
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 さまのごめいふくをいのることで、
特
 とく
 別
 べつ

 にゆるしてもらった。

　だが、
金
 かね

 に
目
 め

 がくらんで、そんなはずかしいことをしては、
村
 むら

 にはいられない。

　わしとゲンは、
旅
 たび

 に
出
 で

 た……が、
赤
 あか

 んぼうのゲンは、まだ
乳
 ちち

 しか
飲
 の

 めない。
母
 はは
 親
 おや

 がいなくては、
乳
 ちち

 はない。
（＊２）

 
下
 しも
 総
 うさ

 の
（＊３）

 
行
 ぎょう
 徳
 とく
 村
 むら

 まで
来
 き

 たときには、
乳
 ちち

 のもらえないゲンは、もう
弱
 よわ

 りはて、
死
 し

 んでしまいそうだった。

　こうなったら、ふたりで、
死
 し

 んだ
女
 にょう
 房
 ぼう

 のところへ
行
 い

 こうと、
橋
 はし

 の
上
 うえ

 から
大
 おお

 きな
川
 かわ

 へ
飛
 と

 びこもうとしたら、
通
 とお

 りかかったお
侍
 さむらい

 がわしをひきとめ、ゲンをもらってくれたんだ。
自
 じ
 分
 ぶん

 には
男
 おとこ

 の
子
 こ

 がないので、だいじに
育
 そだ

 てると
言
 い

 ってなあ……。

　もう、十八
年
 ねん

 は、まえのことだ。

　……それから、
何
 なん
 年
 ねん

 も、
何
 なん
 年
 ねん

 も、あちこちではたらきながら、ゆくあてもない
旅
 たび

 をつづけていたわしは、この
村
 むら

 に
住
 す

 むことを
決
 き

 め……
息
 むす
 子
 こ

 と
同
 おな

 じ
歳
 とし

 ごろの
信
 し
 乃
 の

 をずっと、
息
 むす
 子
 こ

 のように
思
 おも

 ってきた。

　そして、
信
 し
 乃
 の

 が
村
 むら
 長
 おさ

 にひきとられ……
荘
 そう
 助
 すけ

 と
川
 かわ

 で
泳
 およ

 いでいるとき、ゲンとよく
似
 に

 たあざをふたりに
見
 み

 つけた。ああ、この
子
 こ

 たちは
本
 ほん
 当
 とう

 に、わしの……
息
 むす
 子
 こ

 のようなものだと、
知
 し

 った。

　しかも……なんと……ふたりとも、
同
 おな

 じ
玉
 たま

 を
持
 も

 っているとはなあ。

　ゲンは……
息
 むす
 子
 こ

 は……きっとおまえさんたちの、だいじな
仲
 なか
 間
 ま

 になるにちがいない。
顔
 かお

 のあざと、お
守
 まも

 りの
玉
 たま

 が
目
 め
 印
 じるし

 だ……どうか、さがして……
仲
 なか

 よくしてやってくれ……。」

　
長
 なが

 い
長
 なが

 い
話
 はなし

 だった。

　
聞
 き

 いたこともない
国
 くに

 の
名
 な
 前
 まえ

 や、お
姫
 ひめ

 さまの
名
 な
 前
 まえ

 が
出
 で

 てきた。

　けれど、その
話
 はなし

 のあいだ、ふしぎと、
玉
 たま

 はいつになく
強
 つよ

 く
光
 ひか

 りつづけていた。
光
 ひか

 るからには、そのゲンという
息
 むす
 子
 こ

 さんは、
仲
 なか
 間
 ま

 にまちがいないと、
信
 し
 乃
 の

 は
信
 しん

 じた。

「よくわかったよ、おじさん。
約
 やく
 束
 そく

 する。おれたちと
同
 おな

 じあざと
玉
 たま

 ……
他
 た
 人
 にん

 とは
思
 おも

 えないもの。
息
 むす
 子
 こ

 さんをさがして、
仲
 なか
 間
 ま

 になるよ。」

「おれも、
信
 し
 乃
 の

 さんとさがします。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 も
泣
 な

 きそうになりながら、ちかう。

「……ありがとう……
信
 し
 乃
 の

 、
荘
 そう
 助
 すけ

 ……ふたりに
会
 あ

 えて、よかった……。」

　
糠
 ぬか
 助
 すけ

 はほほえんで……
目
 め

 をとじ、
息
 いき

 が
止
 と

 まった。

「おじさんっ、
糠
 ぬか
 助
 すけ

 おじさんっ！」

「
死
 し

 なないでっ。」

　ふたりは
泣
 な

 きふした。

　
村
 むら

 でいじめられていたふたりにやさしかった
糠
 ぬか
 助
 すけ

 は、こうして
亡
 な

 くなった。
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糠
 ぬか
 助
 すけ

 の
葬
 そう
 式
 しき

 は、
村
 むら
 長
 おさ

 がお
坊
 ぼう

 さんをよんで、とりおこなってくれた。けれど、
葬
 そう
 式
 しき

 が
終
 お

 わると、
真
 ま
 新
 あたら

 しい
糠
 ぬか
 助
 すけ

 の
墓
 はか

 の
前
 まえ

 で、
村
 むら
 長
 おさ

 は
信
 し
 乃
 の

 に
言
 い

 った。

「さあて、
信
 し
 乃
 の

 、
糠
 ぬか
 助
 すけ

 にはずいぶん
世
 せ
 話
 わ

 になっていたようだなあ。
糠
 ぬか
 助
 すけ

 の
葬
 そう
 式
 しき

 にかかった
金
 かね

 、おまえがはらったらどうだ？」

「それもそうですよね。
今
 いま

 ならちょっとは、たくわえもありますから。」

　
村
 むら
 長
 おさ

 は、ばかにしたように
笑
 わら

 った。

「おまえのかせぎで、
足
 た

 りると
思
 おも

 ってるのか??
 　
特
 とく
 別
 べつ

 に、
由
 ゆい
 緒
 しょ

 ある
寺
 てら

 から、
徳
 とく

 の
高
 たか

 い
坊
 ぼう

 さんをよんでやったんだ、
代
 だい
 金
 きん

 はとんでもなく
高
 たか

 いぞ。そうだな、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をわたせば、
足
 た

 りるかもなあ。」

「えっ……。」

　
由
 ゆい
 緒
 しょ

 ある
寺
 てら

 の、
徳
 とく

 の
高
 たか

 い
坊
 ぼう

 さんだって？

　どう
見
 み

 ても、
旅
 たび

 の
貧
 まず

 しい
僧
 そう

 だった。しかも、たいした
金
 かね

 もはらわず、
追
 お

 いはらっていた。

（
糠
 ぬか
 助
 すけ

 おじさんまで、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をおどしとる
理
 り
 由
 ゆう

 にされるなんて。おじさんはそんなこと、のぞんでいないはず。）

「いやです。お
金
 かね

 は、おれがはたらいて、かならずはらいます。」

「ふん、
一
 いっ
 生
 しょう

 かかっても、はらえるもんか。だったら、
今
 いま

 までの三
倍
 ばい

 、
畑
 はたけ

 をたがやせ。
召
 め

 し
使
 つか

 いとしてな。」

　
信
 し
 乃
 の

 と
村
 むら
 長
 おさ

 はにらみあった。そこへ、

「
村
 むら
 長
 おさ

 さん、
新
 あたら

 しくこの
地
 ち

 を
治
 おさ

 めることになった
代
 だい
 官
 かん

 さまが、おいでになっております。ご
視
 し
 察
 さつ

 だとか。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 がよびに
来
 き

 た。

「
代
 だい
 官
 かん

 ？　それはそれは、ご
無
 ぶ
 礼
 れい

 があってはいかんな。
信
 し
 乃
 の

 、おぼえとけ。」

　
捨
 す

 てぜりふとともに、
村
 むら
 長
 おさ

 は
帰
 かえ

 っていった。
代
 だい
 官
 かん

 は、ここらを
領
 りょう
 地
 ち

 とする
大
 おお
 石
 いし

 の
殿
 との

 さまが、
豊
 と
 嶋
 しまの
 郡
 こおり

 をまかせている
者
 もの

 だ。

　
荘
 そう
 助
 すけ

 も
糠
 ぬか
 助
 すけ

 の
墓
 はか

 に
手
 て

 を
合
 あ

 わせると、
信
 し
 乃
 の

 に
言
 い

 った。

「
信
 し
 乃
 の

 さん、その
代
 だい
 官
 かん

 さまなんですが、
浜
 はま
 路
 じ

 お
嬢
 じょう

 さんが、お
茶
 ちゃ

 を
運
 はこ

 んでいったら、なんだかいやらしい
目
 め

 つきで
見
 み

 ていたらしいんですよ……。」

　そう
話
 はな

 しているところへ、
浜
 はま
 路
 じ

 がにげるように
走
 はし

 ってきた。

「
荘
 そう
 助
 すけ

 さん、
助
 たす

 けて……あ、
信
 し
 乃
 の

 さまも。よかった、こわかったわ。」

　
浜
 はま
 路
 じ

 は
青
 あお

 ざめて、おびえていた。

「
新
 あたら

 しい
代
 だい
 官
 かん

 は、
簸
 ひ
 上
 かみ
 宮
 きゅう
 六
 ろく

 さまと、おっしゃるかたなの。そのかたが、わたしに、となりにすわれとか、お
酒
 さけ

 のおしゃくをしろとか、おっしゃって。それにしたがったら、いきなりわたしの
手
 て

 をにぎって、
肩
 かた

 をだきよせようとするのよ。
義
 か
 母
 あ

 さまは、『
娘
 むすめ

 がお
気
 き

 に
召
 め

 しましたか。』と、にこにこしてるだけで、
助
 たす

 けてくれないし。」

「ひどいやつだな。
浜
 はま
 路
 じ

 、こわかったろう。」

　
信
 し
 乃
 の

 は、
浜
 はま
 路
 じ

 の
手
 て

 をとって
包
 つつ

 んだ。

「まだ、こんなにふるえている。」

「
信
 し
 乃
 の

 さまにお
会
 あ

 いしたから、もう
平
 へい
 気
 き

 。わすれるわ、いやなことは。」

　
見
 み

 つめあうふたりから、そっと
視
 し
 線
 せん

 を
外
 はず

 しつつ、
荘
 そう
 助
 すけ

 がつぶやく。

「でも
代
 だい
 官
 かん

 さまにさからったら、どんな
無
 む
 理
 り
 難
 なん
 題
 だい

 を
言
 い

 われるか。さからう
者
 もの

 はみんな、
牢
 ろう
 屋
 や

 に
入
 い

 れて、
罰
 ばつ

 をあたえる
権
 けん
 力
 りょく

 がありますからね、
代
 だい
 官
 かん

 さまには。」

　三
人
 にん

 は、ため
息
 いき

 をついたのだった。

「……
浜
 はま
 路
 じ

 を
育
 そだ

 てたのは、
花
 はな
 嫁
 よめ

 として
権
 けん
 力
 りょく
 者
 しゃ

 にさしだすためだったのか。まるで、
物
 もの

 みたいじゃないか。ゆるせない。」

　
信
 し
 乃
 の

 は
怒
 いか

 りをおぼえた。
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 も、
刀
 かたな

 をうまく
使
 つか

 えない
村
 むら
 長
 おさ

 には、たいして
必
 ひつ
 要
 よう

 がないものだ。なのに
毎
 まい
 日
 にち

 しつこくねらうわけは……。

（きっと、えらい
殿
 との

 さまにさしだして、ごほうびをたっぷりもらうためなんだ。
村
 むら
 長
 おさ

 には、
浜
 はま
 路
 じ

 も
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 も、お
金
 かね

 の
山
 やま

 にしか、
見
 み

 えてないんだ。）





　
愛
 あい

 らしい
浜
 はま
 路
 じ

 をねらう
男
 おとこ

 は、ほかにもいた。

　
代
 だい
 官
 かん

 が
帰
 かえ

 ったと、ようすを
見
 み

 に
行
 い

 った
荘
 そう
 助
 すけ

 に
知
 し

 らされ、
信
 し
 乃
 の

 が
浜
 はま
 路
 じ

 とふたりで、
村
 むら
 長
 おさ

 の
屋
 や
 敷
 しき

 へ
帰
 かえ

 るとちゅうでのこと。

　
信
 し
 乃
 の

 や
浜
 はま
 路
 じ

 と、すれちがった
旅
 たび

 の
男
 おとこ

 がいた。二十五
歳
 さい

 くらいだろうか。
着
 き
 物
 もの

 をだらしなく
着
 き

 くずし、きらきらした
刀
 かたな

 と、
短
 たん
 刀
 とう

 とを
腰
 こし

 にさしている。

「やあ、きれいなお
嬢
 じょう

 さん、いいお
天
 てん
 気
 き

 だね。どちらへ？　そんな、
女
 おんな

 みたいな
顔
 かお

 の、なよなよした
男
 おとこ

 より、あっしといっしょに
遊
 あそ

 ばない？」

　すれちがいざま、
真
 ま

 っ
昼
 ぴる
 間
 ま

 から、いきなり
浜
 はま
 路
 じ

 をさそう。

「
無
 ぶ
 礼
 れい

 な。
村
 むら
 長
 おさ

 のお
嬢
 じょう

 さんだ、
口
 くち

 のききかたに
気
 き

 をつけろ。」

　
信
 し
 乃
 の

 が
浜
 はま
 路
 じ

 を
背
 せ

 にかばいながら、
男
 おとこ

 をにらむと、
男
 おとこ

 はへらへらと
笑
 わら

 った。

「へえ？　にいちゃん、あっしとやりあおうっての？　いいねえ。」
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刀
 かたな

 をぬこうとするので、それよりも
早
 はや

 く、
信
 し
 乃
 の

 は
男
 おとこ

 の
顔
 かお

 を一
発
 ぱつ

 なぐってやった。

（
村
 むら
 人
 びと

 みたいに、おれをいじめるのはかまわない。でも、
浜
 はま
 路
 じ

 に
手
 て

 を
出
 だ

 すのだけは、ゆるせない。）

　すばやく
男
 おとこ

 の
手
 て
 首
 くび

 をとらえ、
後
 うし

 ろ
手
 で

 にひねりあげる。

「い、いでで、わかったわかった。
手
 て

 は
出
 だ

 さねぇよ、せっかくきれいなお
嬢
 じょう

 さんだって、ほめてやったのにさ。ま、いいか、この
村
 むら

 に
住
 す

 めば、またお
嬢
 じょう

 さんと
会
 あ

 うこともあるだろ。」

　
言
 こと
 葉
 ば

 どおり、
男
 おとこ

 はうまいこと
村
 むら
 長
 おさ

 にとりいったらしく、
村
 むら
 外
 はず

 れの
空
 あ

 き
家
 や

 ──
糠
 ぬか
 助
 すけ

 の
家
 いえ

 を
借
 か

 り、
住
 す

 みついた。

　
名
 な
 前
 まえ

 を
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 といい、
字
 じ

 が
上
 じょう
 手
 ず

 で、
歌
 うた

 や
笛
 ふえ

 も
得
 とく
 意
 い

 だった。なので、それを
教
 おし

 えるという
看
 かん
 板
 ばん

 を
出
 だ

 し、
口
 くち

 がうまくて
調
 ちょう
 子
 し

 がいいから、あっというまに、
村
 むら

 になじんでしまった。





　それから、ひと
月
 つき

 。
夏
 なつ

 の
終
 お

 わりが
近
 ちか

 づいた。でもまだまだ、
暑
 あつ

 い
毎
 まい
 日
 にち

 だ。

　ある
日
 ひ

 の
夕
 ゆう
 方
 がた

 、
畑
 はたけ
 仕
 し
 事
 ごと

 のふりをして、けいこからもどってきた
信
 し
 乃
 の

 に、
庭
 にわ
 先
 さき

 で
待
 ま

 ちかまえていた
村
 むら
 長
 おさ

 が、
作
 つく

 り
笑
 え
 顔
 がお

 で
話
 はな

 しかけた。

「
信
 し
 乃
 の

 、あしたは
滝
 たき
 野
 の
 川
 がわ

 につりに
行
 い

 こう。」

「つり……ですか？」

「そうそう。たまには
女
 にょう
 房
 ぼう

 と
浜
 はま
 路
 じ

 に、うまい
魚
 さかな
 料
 りょう
 理
 り

 を
作
 つく

 ってもらって、みんなで
食
 た

 べようじゃないか。」

「ええ、いいですよ。」

　とつぜんのさそいが
気
 き

 にはなったが、ことわる
理
 り
 由
 ゆう

 もないので、
信
 し
 乃
 の

 は
承
 しょう
 知
 ち

 した。





　
翌
 よく
 日
 じつ

 、
待
 ま

 ちあわせ
場
 ば
 所
 しょ

 の
滝
 たき
 野
 の
 川
 がわ

 のほとりに
行
 い

 くと、
村
 むら
 長
 おさ

 は
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 に、
小
 こ
 舟
 ぶね

 のさおを
持
 も

 たせて
待
 ま

 っていた。

「
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 に、
舟
 ふね

 をあやつってくれるようにたのんだ。
川
 かわ

 の
真
 ま

 ん
中
 なか

 へ
出
 で

 て、わしらふたりで、
魚
 さかな

 をつろう。」

　
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 とは、
信
 し
 乃
 の

 が一
発
 ぱつ

 ぶんなぐってやった
因
 いん
 縁
 ねん

 があったが、
字
 じ

 を
教
 おし

 える
評
 ひょう
 判
 ばん

 は
悪
 わる

 くない。
信
 し
 乃
 の

 は
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 をうたがわないことにした。

　
村
 むら
 長
 おさ

 の
言
 い

 うなりに
小
 こ
 舟
 ぶね

 に
乗
 の

 り、
信
 し
 乃
 の

 は
滝
 たき
 野
 の
 川
 がわ

 の
真
 ま

 ん
中
 なか

 へ
出
 で

 た。
村
 むら
 長
 おさ

 と
背
 せ
 中
 なか
 合
 あ

 わせになり、つり
糸
 いと

 をたらしていると、やがて
村
 むら
 長
 おさ

 が
大
 おお
 声
 ごえ

 をあげた。

「やあ、
大
 おお

 きな
当
 あ

 たりだ。これはでかい
魚
 さかな

 だ！　うわあ、ひっぱられるうっ！」

　
信
 し
 乃
 の

 がふりかえると、
村
 むら
 長
 おさ

 は、どぼん、と
大
 おお

 きな
水
 みず
 柱
 ばしら

 を
上
 あ

 げて、
川
 かわ

 に
落
 お

 っこちるところだった。

「た、
助
 たす

 けてくれぇっ。」

　
村
 むら
 長
 おさ

 が
川
 かわ

 の
中
 なか

 でじたばたともがきながら、
助
 たす

 けをよぶ。

「た、たいへんだっ。
信
 し
 乃
 の

 さん、
助
 たす

 けてください。あっしは、
小
 こ
 舟
 ぶね

 が
流
 なが

 されて、
村
 むら
 長
 おさ

 さんからはなれていかないようにするのが、せいいっぱいで。」

　
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 もあわててたのむので、
信
 し
 乃
 の

 は「もちろん！」と
腰
 こし

 を
上
 あ

 げた。だいじな
宝
 ほう
 刀
 とう
 村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を、なくさないように
小
 こ
 舟
 ぶね

 に
残
 のこ

 すと、
川
 かわ

 へ
飛
 と

 びこむ。

「た、
助
 たす

 けろ、
信
 し
 乃
 の

 ！　
今
 いま

 までこんなにめんどうみたんだ、
恩
 おん
 人
 じん

 のわしを
助
 たす

 けるんだ！」

　しがみついてくる
村
 むら
 長
 おさ

 を、
信
 し
 乃
 の

 は
小
 こ
 舟
 ぶね

 にひきあげようとする。ところが
小
 こ
 舟
 ぶね

 はどんどん
流
 なが

 され、はなれていってしまう。

「まずい、
岸
 きし

 へ
泳
 およ

 いだほうが
早
 はや

 いな。」

　しかし、
村
 むら
 長
 おさ

 がしがみつくので、うまく
泳
 およ

 げない。

「
村
 むら
 長
 おさ

 さん、そんなにしがみつかないで。だいじょうぶで……ごぼっ、ごふっ。」

　
村
 むら
 長
 おさ

 が
信
 し
 乃
 の

 の
頭
 あたま

 をつかんでおさえ、
自
 じ
 分
 ぶん

 がうきあがろうとするので、
信
 し
 乃
 の

 の
顔
 かお

 は
水
 すい
 中
 ちゅう

 にしずんでしまう。
息
 いき

 ができず、
大
 たい
 量
 りょう

 に
水
 みず

 を
飲
 の

 んだ。

「げほっごほっ、やめて……
落
 お

 ちついて、くだ……さいっ。」

「わあ、わああっ、
助
 たす

 けて
助
 たす

 けてーっ。」

　
村
 むら
 長
 おさ

 は
信
 し
 乃
 の

 にのしかかり、
大
 おお

 さわぎだ。

（ううっ、
村
 むら
 長
 おさ

 もろとも、おぼれてしまうっ……。）

　ようやくのことで、もつれあいながらも、
信
 し
 乃
 の

 と
村
 むら
 長
 おさ

 は
岸
 きし

 に
上
 あ

 がった。
見
 み
 回
 まわ

 すと、
小
 こ
 舟
 ぶね

 はずいぶん
下
 か
 流
 りゅう

 へ
流
 なが

 れついていた。

「もうしわけない、
流
 なが

 された。」

　へらへらとした
態
 たい
 度
 ど

 であやまりながら、
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 がもどってくる。

「
村
 むら
 長
 おさ

 さん、だいじょうぶでしたかねえ。」と、
悪
 わる

 びれもせず、
頭
 あたま

 をかいている。

「ああ、ひどい
目
 め

 にあった。
信
 し
 乃
 の

 が、
助
 たす

 けるどころか、わしにつかまろうとして、
頭
 あたま

 をしずめてくる。
助
 たす

 けられるほど
泳
 およ

 ぐことができないなら、
飛
 と

 びこむな。」

　
村
 むら
 長
 おさ

 はあいかわらず、
意
 い
 地
 じ

 の
悪
 わる

 いことを
言
 い

 って、
信
 し
 乃
 の

 をにらむ。
信
 し
 乃
 の

 はくやしかったけれど、だまっていた。
言
 い

 い
返
 かえ

 せば、もっとひどいことを
言
 い

 われる。

「……すみません。
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 さん、おれの
刀
 かたな

 、
舟
 ふね

 にありましたよね？」

「え？　そうだっけ？」

「……いいです、
自
 じ
 分
 ぶん

 でとりに
行
 い

 きます。」

　
全
 ぜん
 身
 しん

 から、しずくを
雨
 あめ

 のようにしたたらせながら、
信
 し
 乃
 の

 が
立
 た

 ちあがると、
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 は、あわてたように、
背
 せ
 中
 なか

 にかくしていた
刀
 かたな

 をちらつかせた。

「あ、ああ、はいはい、もしかして、これのことかな？」

　
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 だ。その
刀
 かたな

 を、
信
 し
 乃
 の

 はうばうように
受
 う

 けとり、
腰
 こし

 にさした。

　しかしそのとき、
村
 むら
 長
 おさ

 と
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 が
目
 め

 で
合
 あい
 図
 ず

 しあうのを、
信
 し
 乃
 の

 は
見
 み

 てしまったのだ。

（まさか……わざと
落
 お

 ちて、おれをおぼれさせようと？　
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
舟
 ふね

 に
置
 お

 いて
飛
 と

 びこむのも、
予
 よ
 想
 そう

 していたのでは？　
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 は、やとわれたのか。）

　そんなにおれがじゃまで、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 がほしいのか……
信
 し
 乃
 の

 は
胸
 むね

 が
苦
 くる

 しくなり、
悲
 かな

 しくてしかたがなく、くちびるをかむと
無
 む
 言
 ごん

 で
足
 あし
 早
 ばや

 に
立
 た

 ち
去
 さ

 った。







＊１
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 　
現
 げん
 在
 ざい

 の
千
 ち
 葉
 ば
 県
 けん
 南
 みなみ
 房
 ぼう
 総
 そう
 市
 し

 ・
館
 たて
 山
 やま
 市
 し
 付
 ふ
 近
 きん

 。






＊２
下
 しも
 総
 うさ

 　
現
 げん
 在
 ざい

 の
千
 ち
 葉
 ば
 県
 けん
 北
 ほく
 部
 ぶ

 と
東
 とう
 京
 きょう
 都
 と

 ・
茨
 いばら
 城
 き
 県
 けん

 の
一
 いち
 部
 ぶ

 。






＊３
行
 ぎょう
 徳
 とく
 村
 むら

 　
現
 げん
 在
 ざい

 の
千
 ち
 葉
 ば
 県
 けん
 市
 いち
 川
 かわ
 市
 し
 行
 ぎょう
 徳
 とく

 。








四　
父
 ちち

 の
形
 かた
 見
 み

 、
宝
 ほう
 刀
 とう
 村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
守
 まも

 れ









　
滝
 たき
 野
 の
 川
 がわ

 でおぼれかけた
日
 ひ

 の
夜
 よる

 、
信
 し
 乃
 の

 はねむれなかった。

（とうとう
村
 むら
 長
 おさ

 は、おれを、
水
 みず

 にしずめて
殺
 ころ

 そうとした……。）

　
怒
 いか

 りよりも、
悲
 かな

 しみが
勝
 まさ

 った。そんなにも
自
 じ
 分
 ぶん

 は、いらない
存
 そん
 在
 ざい

 なのだろうか。
生
 い

 きていては、いけないのだろうか。

（でも……おれは、
浜
 はま
 路
 じ

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 を
悲
 かな

 しませないよう、
生
 い

 きるって、
約
 やく
 束
 そく

 したんだ。）

　ひと
晩
 ばん

 じゅう
考
 かんが

 え、
信
 し
 乃
 の

 は
決
 けつ
 意
 い

 した。

（
二
 は
 十
 た
 歳
 ち

 になったらと
思
 おも

 っていたけど、
一
 いち
 日
 にち

 も
早
 はや

 く、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
足
 あし
 利
 かが

 の
殿
 との

 さまへ
返
 かえ

 しに
行
 い

 こう。そのまま
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 を
出
 で

 て、どこか
知
 し

 らない
遠
 とお

 くへ
行
 い

 こう。）

　
生
 い

 きていける
場
 ば
 所
 しょ

 を、さがそう。

（……
浜
 はま
 路
 じ

 と、はなれたくない。だけど、
見
 み
 知
 し

 らぬ
土
 と
 地
 ち

 への
長
 なが

 い
旅
 たび

 に
出
 で

 て、
浜
 はま
 路
 じ

 に
苦
 く
 労
 ろう

 させたくもないし……。）





　ねむれないまま
翌
 よく
 朝
 あさ

 になり、けいこの
時
 じ
 間
 かん

 を
待
 ま

 って、
信
 し
 乃
 の

 は、
村
 むら

 を
出
 で

 る
決
 けつ
 意
 い

 をしたと、
荘
 そう
 助
 すけ

 と
浜
 はま
 路
 じ

 にうちあけた。

「まず、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
足
 あし
 利
 かが

 の
殿
 との

 さまへ
返
 かえ

 し、ゲンさん──
糠
 ぬか
 助
 すけ

 おじさんの
息
 むす
 子
 こ

 さんをさがす
旅
 たび

 をしながら、
生
 い

 きていける
場
 ば
 所
 しょ

 をさがそうと
思
 おも

 うんだ。」

「わたしを、
連
 つ

 れていってください！」

　
信
 し
 乃
 の

 がまよっているのを、ひとみのゆれでさっし、
浜
 はま
 路
 じ

 が
先
 せん
 手
 て

 を
打
 う

 ってさけんだ。

「わたし、
信
 し
 乃
 の

 さまのおそばから、はなれたくありません。どんな
旅
 たび

 でも、
弱
 よわ
 音
 ね

 なんてはきません。だから
連
 つ

 れていって！」

「……この
村
 むら

 で
待
 ま

 っていてくれ、と
言
 い

 うつもりだった。
苦
 く
 労
 ろう

 をさせたくないから。」

「いやです！」

　とまどう
信
 し
 乃
 の

 に、
浜
 はま
 路
 じ

 はきっぱりと
言
 い

 いきった。

「
信
 し
 乃
 の

 さま、わたしは、はなれて
待
 ま

 つほうが、よっぽどつらいです。ひとりにしないで。」

　
浜
 はま
 路
 じ

 のその
言
 こと
 葉
 ば

 を、どこかでのぞんでいたと、
信
 し
 乃
 の

 はさとった。ほっとして、うれしくて、
泣
 な

 きそうになる。

「わかった、
行
 い

 こう。いっしょに。」

「どこか
遠
 とお

 くで、
強
 つよ

 く
生
 い

 きていきましょうね、
何
 なに

 があっても。」

　
信
 し
 乃
 の

 は
浜
 はま
 路
 じ

 をだきよせた。

「……
信
 し
 乃
 の

 さん、おれも
行
 い

 きますよ。
糠
 ぬか
 助
 すけ

 おじさんに、いっしょに
息
 むす
 子
 こ

 さんをさがすって、
約
 やく
 束
 そく

 したじゃないですか。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 が
真
 しん
 剣
 けん

 な
顔
 かお

 で
言
 い

 う。

「もちろん、
荘
 そう
 助
 すけ

 もいっしょだ。いいよな、
浜
 はま
 路
 じ

 。」

「はい、うれしいわ。」

　いつもの
滝
 たき
 野
 の
 川
 がわ

 の
河原
 かわら

 の、やぶの
中
 なか

 で、
見
 み

 つめあい、三
人
 にん

 はかたく
手
 て

 をとりあった。

「……でも、三
人
 にん

 とも
同
 どう
 時
 じ

 にいなくなったら、
村
 むら
 長
 おさ

 に
気
 き

 づかれ、さがされてしまう。おれがまず、
先
 さき

 に
村
 むら

 を
出
 で

 よう。
理
 り
 由
 ゆう

 は……そうだな、
母
 かあ

 さんの
故
 こ
 郷
 きょう

 の
（＊１）

 
信
 しな
 濃
 の

 の
寺
 てら

 へ、
母
 かあ

 さんの
遺
 い
 髪
 はつ

 をおさめに
行
 い

 く、でいいかな。

　それから四、五
日
 にち

 して、
荘
 そう
 助
 すけ

 も
村
 むら
 長
 おさ

 にたのんで、
故
 こ
 郷
 きょう

 の
伊
 い
 豆
 ず

 へ、
先
 せん
 祖
 ぞ

 の
墓
 はか
 参
 まい

 りに
行
 い

 かせてもらう。それは
口
 こう
 実
 じつ

 で、かくれて、
待
 ま

 っていてくれ。かくれ
場
 ば
 所
 しょ

 は、
滝
 たき
 野
 の
 川
 がわ

 の
上
 じょう
 流
 りゅう

 の
山
 やま

 にしよう。

　それで、
来
 らい
 月
 げつ

 の
朔日
 ついたち

 、
浜
 はま
 路
 じ

 と三
人
 にん

 で、そのかくれ
場
 ば
 所
 しょ

 で
落
 お

 ちあおう。三
人
 にん

 が
間
 ま

 をおいてばらばらに
村
 むら

 を
出
 で

 れば、すぐには
気
 き

 づかれない。さがされるまでの
時
 じ
 間
 かん

 をかせげる。」

「けれど、
村
 むら

 から
出
 で

 る
理
 り
 由
 ゆう

 のないわたしが、ひとりでいなくなると、さすがに
義
 と
 父
 う

 さまや
義
 か
 母
 あ

 さまからうたがわれる……この
滝
 たき
 野
 の
 川
 がわ

 に
落
 お

 ちたふりをよそおうわ。
川
 かわ
 縁
 べり

 にぞうりを
落
 お

 として。」

「よし、
決
 き

 まりだ。」

　さっそく、その
日
 ひ

 のうちに、
信
 し
 乃
 の

 は「
信
 しな
 濃
 の

 の
寺
 てら

 から
来
 き

 た」にせ
手
 て
 紙
 がみ

 を
村
 むら
 長
 おさ
 夫
 ふ
 妻
 さい

 に
見
 み

 せて、
翌
 よく
 日
 じつ
 旅
 たび
 立
 だ

 った。

　
最
 さい
 初
 しょ

 の
目
 もく
 的
 てき
 地
 ち

 は、
足
 あし
 利
 かが

 の
殿
 との

 さまの
城
 しろ

 だ。
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信
 し
 乃
 の

 が
出
 で

 かけるのを、
門
 もん

 の
前
 まえ

 で
見
 み
 送
 おく

 った
村
 むら
 長
 おさ

 と
妻
 つま

 の
亀
 かめ
 篠
 ざさ

 は、いっしょに
見
 み
 送
 おく

 っていた
浜
 はま
 路
 じ

 をふりかえった。
村
 むら
 長
 おさ

 がにやにやする。

「さて、これでよし。なあ、
浜
 はま
 路
 じ

 。ゆうべ
女
 にょう
 房
 ぼう

 と
相
 そう
 談
 だん

 したんだが、さっそくあした、
代
 だい
 官
 かん

 の
簸
 ひ
 上
 かみ
 宮
 きゅう
 六
 ろく

 さまとおまえの、
婚
 こん
 礼
 れい

 の
式
 しき

 をあげようと
思
 おも

 うんだよ。」

「おまえは、
代
 だい
 官
 かん

 さまの
奥
 おく
 方
 がた

 になるんだ。」

「えっ……あした……どうして、わたしが!?
 」

「
代
 だい
 官
 かん

 さまがおまえを
気
 き

 に
入
 い

 って、
一
 いち
 日
 にち

 でも
早
 はや

 く、
花
 はな
 嫁
 よめ

 にしたくてしかたがない、
待
 ま

 ちきれないとおっしゃる。けれど
信
 し
 乃
 の

 がいると、じゃまをするので、いなくなるのを
待
 ま

 っていたのさ。どうせ、うそをついて、
足
 あし
 利
 かが

 の
城
 しろ

 へむかったんだろう？」

　
村
 むら
 長
 おさ

 の
答
 こた

 えに、
浜
 はま
 路
 じ

 は
目
 め

 の
前
 まえ

 が
暗
 くら

 くなった。たおれそうになる。

「ああ、そうそう。さっき、
代
 だい
 官
 かん

 さまのところへ、あしたおまえを
花
 はな
 嫁
 よめ

 にさしあげるという
手
 て
 紙
 がみ

 をとどけに
荘
 そう
 助
 すけ

 をむかわせたから。
荘
 そう
 助
 すけ

 は、なんの
手
 て
 紙
 がみ

 か、
知
 し

 るよしもないがな。」

「どうせ、
荘
 そう
 助
 すけ

 も
婚
 こん
 礼
 れい

 の
式
 しき

 のじゃまをするだろうから、ついでに、『この
召
 め

 し
使
 つか

 いは、
家
 いえ

 のものをぬすんだので、とらえて
牢
 ろう
 屋
 や

 に
入
 い

 れてください。』と
書
 か

 いておいたのよね。」

「……ひどい……。」

　
浜
 はま
 路
 じ

 がやっとそれだけを
言
 い

 うと、
村
 むら
 長
 おさ
 夫
 ふ
 妻
 さい

 が
高
 たか
 笑
 わら

 いした。

「あきらめろ、
浜
 はま
 路
 じ

 。おまえは、
赤
 あか

 の
他
 た
 人
 にん

 の
子
 こ

 。十五
年
 ねん

 も
育
 そだ

 てたわしらに、
恩
 おん

 がある。それを
裏
 うら
 切
 ぎ

 れば、もう、
世
 せ
 間
 けん

 では
生
 い

 きていけないんだよ。
裏
 うら
 切
 ぎ

 り
者
 もの

 に、
親
 しん
 切
 せつ

 にしてくれる
者
 もの

 はどこにもいない。」

「
花
 はな
 嫁
 よめ
 衣
 い
 装
 しょう

 は、
用
 よう
 意
 い

 してあるからね。さぞ、きれいだろうねえ。」

「い……いやです！　ぜったいにいや!!
 」

　
浜
 はま
 路
 じ

 がさけぶと、
亀
 かめ
 篠
 ざさ

 が
目
 め

 をつりあげた。

「ばかな
娘
 むすめ

 ！　
代
 だい
 官
 かん

 さまの
奥
 おく
 方
 がた

 になれば、いばり
放
 ほう
 題
 だい

 で、ぜいたくなくらしができるんだよ、あんたもあたしたちも。よく
考
 かんが

 えてごらんな、
何
 なに

 が
得
 とく

 か。」

「でも
義
 か
 母
 あ

 さま、
義
 と
 父
 う

 さま、わたしは
信
 し
 乃
 の

 さまのお
嫁
 よめ

 さんになればいいって、
子
 こ

 どものときから、
言
 い

 っていたじゃないの。」

「ふん。」と、
村
 むら
 長
 おさ

 が
鼻
 はな

 で
笑
 わら

 った。

「
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
持
 も

 っていない
男
 おとこ

 の
嫁
 よめ

 にして、どうする。どうしても
信
 し
 乃
 の

 が、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
足
 あし
 利
 かが

 に
返
 かえ

 すというから、こうなるんだ。
悪
 わる

 いのは、
信
 し
 乃
 の

 だ。」

「そうよ、うらむなら、
信
 し
 乃
 の

 にしなさい。おまえは
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 の
代
 か

 わりなのよ。」

「そんな……っ。」

　
浜
 はま
 路
 じ

 は
家
 いえ

 に
飛
 と

 びこみ、
自
 じ
 分
 ぶん

 の
部
 へ
 屋
 や

 にとじこもった。

　
助
 たす

 けをよぼうにも、
信
 し
 乃
 の

 も
荘
 そう
 助
 すけ

 も、この
家
 いえ

 にいない。

　もう、
生
 い

 きているのぞみがない。

（
信
 し
 乃
 の

 さま
以
 い
 外
 がい

 の
男
 おとこ

 に、
体
 からだ

 をふれられるくらいなら、
死
 し

 んだほうがまし。
信
 し
 乃
 の

 さま、どうかわかってください……
悲
 かな

 しまないで、
遠
 とお

 いところで
幸
 しあわ

 せになってください。）

　ぼろぼろと
泣
 な

 きながら、
着
 き
 物
 もの

 をしばる
細
 ほそ

 い
帯
 おび

 を
持
 も

 ちだし、
障
 しょう
 子
 じ

 を
開
 あ

 けて
中
 なか
 庭
 にわ

 へ
出
 で

 ると、
浜
 はま
 路
 じ

 は
松
 まつ

 の
木
 き

 の
枝
 えだ

 にそれをかけた。
首
 くび

 をつろうというのだ。

「さようなら、
信
 し
 乃
 の

 さま……。」

　
台
 だい

 にした
庭
 にわ
 石
 いし

 をけろうとした、まさにそのとき、

「
待
 ま

 て！　
早
 はや

 まるなよ、お
嬢
 じょう

 さん。」

　
浜
 はま
 路
 じ

 をだきとめ、ひきずりおろした
男
 おとこ

 がいた。

「いやっ、
放
 はな

 して！」

「しっ、さわぐな。あっしだよ、
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 だってば。おまえさんを
助
 たす

 けてやるよ。あっしにさらわれたことにしな。」

　
着
 き
 物
 もの

 を
着
 き

 くずした
若
 わか

 い
男
 おとこ

 ──
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 は、にやりとした。

「……なぜ、わたしを
助
 たす

 けると？」

「この
村
 むら

 にいちゃ、まずいことができてね。さっさと
消
 き

 えようと
思
 おも

 ってるんだ。まあ、ついてこいよ、
代
 だい
 官
 かん

 の
嫁
 よめ

 になりたくないんだろ？」

　
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 を
信
 しん
 用
 よう

 していいものか、
浜
 はま
 路
 じ

 はまよった。

「
村
 むら

 にいるとまずいこと？　
何
 なに

 をしたの？」

「
村
 むら
 長
 おさ

 が、いちばんほしがっているものを、いただいたのさ。」

（
義
 と
 父
 う

 さまがいちばんほしがっているもの……それは、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 ……。）

「まさか。」と、
浜
 はま
 路
 じ

 は
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 の
腰
 こし

 の
刀
 かたな

 に
目
 め

 をやった。はでなこしらえのきらきらした
刀
 かたな

 で、
地
 じ
 味
 み

 な
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 とは、
似
 に

 ても
似
 に

 つかない……が。

「お、するどいね。さすが、かしこいと
評
 ひょう
 判
 ばん

 のお
嬢
 じょう

 さんだ。」

　
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 は、
刀
 かたな

 のつかに
手
 て

 を
置
 お

 いて、ますますにやりとする。

「ちょっとした
策
 さく
 略
 りゃく

 でね、
手
 て

 に
入
 い

 れた。」

（
本
 ほん
 当
 とう

 ……かしら？　もし、
本
 ほん
 当
 とう

 だったら、
信
 し
 乃
 の

 さまは、にせものの
刀
 かたな

 を
持
 も

 っていったことになる。）

　
刀
 かたな

 から
目
 め

 をはなせない
浜
 はま
 路
 じ

 に、
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 はささやいた。

「ここじゃ、
村
 むら
 長
 おさ

 に
見
 み

 つかるぜ。
見
 み

 せてやるから、たしかめたければ、ついてこいよ。」

　
浜
 はま
 路
 じ

 はますますまよった。

「いいのかい？　あっしは
早
 はや

 く
立
 た

 ち
去
 さ

 りたいんだ。おまえさん、ここにいたって、
死
 し

 ぬか、
代
 だい
 官
 かん

 の
嫁
 よめ

 になるか。にげたところで、
女
 おんな

 の
身
 み

 、
追
 お

 っ
手
 て

 と
戦
 たたか

 うこともできやしない。あっしなら、あんたを
守
 まも

 って
刀
 かたな

 をふりまわすくらい、へっちゃらだぜ？」

　いばったって、
信
 し
 乃
 の

 にあっさり
負
 ま

 けたくせに……というのはともかく。

（
信
 し
 乃
 の

 さまが、にせものを
持
 も

 っていったとしたら、うそつきよばわりされ、ひどい
目
 め

 にあうかもしれないわ。）

「なあ、あっしとにげようぜ？」

　
浜
 はま
 路
 じ

 は、
決
 けっ
 心
 しん

 した。この
男
 おとこ

 の
刀
 かたな

 が
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 かどうかたしかめる。

「……いいわ、あなたと
行
 い

 きます。」





　
浜
 はま
 路
 じ

 は
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 について、となりの
（＊２）

 
本
 ほん
 郷
 ごう
 村
 むら

 の
外
 はず

 れにある、
円
 まる
 塚
 つか
 山
 やま

 という
小
 ちい

 さな
丘
 おか

 まで
走
 はし

 った。
幸
 さいわ

 い、だれにも
見
 み

 つからなかった。

「ここまで
来
 く

 れば、いいでしょう。
約
 やく
 束
 そく

 です、
刀
 かたな

 を
見
 み

 せてください。」

「お
嬢
 じょう

 さん、あっしとにげてくれるんだよな？」

「
刀
 かたな

 が
本
 ほん
 物
 もの

 の
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 なら。
見
 み

 せてくれないかぎり、わたしは
動
 うご

 きません。」

　
浜
 はま
 路
 じ

 はしげみのかげにすわりこんだ。

　ちっ、しかたねえな、と
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 は
刀
 かたな

 のつかに
手
 て

 をかけた。

「
見
 み

 ろ、これが
本
 ほん
 物
 もの

 の
宝
 ほう
 刀
 とう
 村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 だ。うそじゃないさ、ぬけば
水
 みず

 がしたたるから、すぐにわかる。」

　
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 は
得
 とく
 意
 い

 げに、
刃
 は

 をさやからぬきはなった。きらりと
光
 ひか

 る
銀
 しろがね
 色
 いろ

 の
刃
 は

 、その
光
 ひかり

 はたちまち、
水
 みず

 と
変
 か

 わって、たらたらと
刀
 とう
 身
 しん

 を
流
 なが

 れ
落
 お

 ちる。

「こないだ
村
 むら
 長
 おさ

 から、お
礼
 れい

 におまえさんをやるから、
信
 し
 乃
 の

 をおぼれさせているすきに、
外
 がい
 見
 けん

 はそのままで
刀
 かたな

 の
刃
 は

 だけを
入
 い

 れかえろ、と
言
 い

 われてね。おんぼろの
刃
 は

 をした
刀
 かたな

 をあずけられた。

　だけど、おぼれてるすきに、
信
 し
 乃
 の

 の
刀
 かたな

 をぬいてみたら、その
刀
 かたな

 、
有
 ゆう
 名
 めい

 な
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 じゃないか。
水
 みず

 がふきだすふしぎな
刀
 かたな

 の
話
 はなし

 くらい、
知
 し

 ってるさ。だから、
信
 し
 乃
 の

 の
刀
 かたな

 はおんぼろの
刃
 は

 に
入
 い

 れかえ、
村
 むら
 長
 おさ

 には、あっしの
刀
 かたな

 の
刃
 は

 をつけかえて、
水
 みず

 をふく
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 に
見
 み

 えるよう、
川
 かわ

 の
水
 みず

 をさやにたっぷり
入
 い

 れてわたした。そして、あっしの
刀
 かたな

 に、
本
 ほん
 物
 もの

 の
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 の
刃
 は

 をつけたってわけさ。

　
村
 むら
 長
 おさ

 はただのびしょぬれの
刀
 かたな

 が、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 だと
信
 しん

 じてるぜ、お
笑
 わら

 いだね。」

　どうだ、
頭
 あたま

 いいだろ、とじまんされ、
浜
 はま
 路
 じ

 は
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 のずるさにぞっとした。しかも、

「わたしを、お
礼
 れい

 にやるって……
義
 と
 父
 う

 さまが？」

「どうせ、うそだろうけど、これで、おまえさんをさらっても、
罪
 つみ

 にはならねえ。
村
 むら
 長
 おさ

 の
口
 くち
 約
 やく
 束
 そく

 を
信
 しん

 じただけだって
言
 い

 えばいい。さ、
立
 た

 てよ。」

　ぐいっと、
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 に
手
 て

 をひっぱられ、
浜
 はま
 路
 じ

 はくやしくてならなかった。
村
 むら
 長
 おさ

 は、
浜
 はま
 路
 じ

 を
都
 つ
 合
 ごう

 のよい
道
 どう
 具
 ぐ

 としか
思
 おも

 っていないのだ。

「……
本
 ほん
 当
 とう

 に、その
刀
 かたな

 、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 なの？」

「うたがうなら、
自
 じ
 分
 ぶん

 でたしかめてみろよ。」

　にやにやしながら
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 が
刀
 かたな

 をわたしてくるので、
立
 た

 ちあがった
浜
 はま
 路
 じ

 は
刀
 かたな

 のつかをにぎった。したたる
水
 みず

 で
手
 て

 がぬれる。

（やはり
本
 ほん
 物
 もの

 。ついてきてよかった。……では、
信
 し
 乃
 の

 さまはにせものの
刀
 かたな

 を
持
 も

 って、
足
 あし
 利
 かが

 の
殿
 との

 さまのところへ？　どうりで、
信
 し
 乃
 の

 さまのうそに
気
 き

 づいていても、
義
 と
 父
 う

 さまが
落
 お

 ちついているはずだわ。それより、どうしたらいいの？　……
信
 し
 乃
 の

 さまが、うそをついたと、
足
 あし
 利
 かが

 の
殿
 との

 さまから
罰
 ばつ

 を
受
 う

 けることになったら。）

　
浜
 はま
 路
 じ

 はまよわなかった。

「これを、
信
 し
 乃
 の

 さまにおとどけします！」

　ぬき
身
 み

 の
刀
 かたな

 をにぎったまま、
浜
 はま
 路
 じ

 はかけだそうとした。

「あっ、この
女
 おんな

 、
何
 なに

 しやがる！」

　
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 は
帯
 おび

 にさしていたもう一
本
 ぽん

 の
短
 たん
 刀
 とう

 をぬき、
浜
 はま
 路
 じ

 の
前
 まえ

 に
回
 まわ

 ってつきつけた。
浜
 はま
 路
 じ

 は
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
大
 おお

 きくなぎはらった。

「てめえっ。」

　しぶきの
散
 ち

 る
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 の
刃
 は

 の
下
 した

 をかいくぐり、かっとなった
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 が、
浜
 はま
 路
 じ

 の
左
 ひだり
 胸
 むね

 に
短
 たん
 刀
 とう

 をつきさした。

「ああっ。」と
悲
 ひ
 鳴
 めい

 をあげ、
浜
 はま
 路
 じ

 がたおれる。

「
悪
 わる

 く
思
 おも

 うなよ。ちぇ、こんな
気
 き

 の
強
 つよ

 い
女
 おんな

 だと
知
 し

 ってたら、さらったりするんじゃなかったぜ。
宝
 ほう
 刀
 とう

 だけにしとけば。」

　
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 は、うめく
浜
 はま
 路
 じ

 の
手
 て

 から
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をもぎとり、さやにおさめた。

「
待
 ま

 って、
返
 かえ

 して……
信
 し
 乃
 の

 さまが……おしおきを
受
 う

 けてしまう……
返
 かえ

 して。」

　
足
 あし

 にとりすがる
浜
 はま
 路
 じ

 に、「うるせえな、
息
 いき

 の
根
 ね
 止
 と

 めてほしいのかよ。」と
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 が、また
短
 たん
 刀
 とう

 をむけたとき──。

　その
手
 て
 首
 くび

 に、
真
 ま

 っ
赤
 か

 な
炎
 ほのお

 をまとい、
空
 くう

 をさいて
飛
 と

 んできた
手
 しゅ
 裏
 り
 剣
 けん

 が、ばしっと、つきたった。
短
 たん
 刀
 とう

 が
地
 じ
 面
 めん

 に
落
 お

 ち、はずむ。

「あちちっ、ううううっ、だ、だれだ！」

「わははははっ、おまえのような
悪
 あく
 人
 にん

 に、
名
 な

 のる
名
 な

 はない！」

　たくましい
体
 からだ

 つきの、
二
 は
 十
 た
 歳
 ち

 くらいの
男
 おとこ

 が、
不
 ふ
 敵
 てき

 な
笑
 え

 みをうかべて、かけよってくるところだった。
赤
 あか

 いさやの
大
 たい
 剣
 けん

 をさし、ずいぶんとはでな
色
 いろ

 の
着
 き
 物
 もの

 を
着
 き

 ている。
色
 いろ
 白
 じろ

 で、
目
 め
 元
 もと

 すずしく、なかなかの
色
 いろ
 男
 おとこ

 だ。

「やろうっ。」

　
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 は
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をぬこうとしたが、
燃
 も

 える
手
 しゅ
 裏
 り
 剣
 けん

 にやられた
手
 て

 では
力
 ちから

 が
入
 はい

 らない。たちまち、
男
 おとこ

 に
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をさやごとうばいとられ、するどく
打
 う

 ちこまれたこぶしでなぐりたおされて、
気
 き
 絶
 ぜつ

 してしまった。

　ふふん、と
鼻
 はな
 先
 さき

 で
笑
 わら

 うと、
男
 おとこ

 はさやを
腰
 こし

 にさし、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をぬいてみた。

「
水
 みず

 がしたたる
刀
 かたな

 ……
宝
 ほう
 刀
 とう
 村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 にまちがいない。おい、
娘
 むすめ

 さん、しっかりしたまえ。」

　
男
 おとこ

 は
浜
 はま
 路
 じ

 をだきおこした。はたしてこの
男
 おとこ

 、
善
 ぜん

 か
悪
 あく

 か。

「
娘
 むすめ

 さん、もしや、
浜
 はま
 路
 じ

 という
名
 な

 ではないか？　
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 で、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
守
 まも

 ろうとするなら、
村
 むら
 長
 おさ

 の
身
 み
 内
 うち

 では？」

　しかし、
浜
 はま
 路
 じ

 の
左
 ひだり
 胸
 むね

 からは
多
 おお

 くの
血
 ち

 が
流
 なが

 れ、
息
 いき

 もたえだえだった。

「……お
願
 ねが

 い……
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を……
信
 し
 乃
 の

 さまに……。」

「
浜
 はま
 路
 じ

 なのだな!?
 」

「…………はい……。」

　よゆうたっぷりだった
男
 おとこ

 の
顔
 かお
 色
 いろ

 が
変
 か

 わった。

「オレは、おまえの
兄
 あに

 だ！　
生
 い

 き
別
 わか

 れた
兄
 あに

 の
犬
 いぬ
 山
 やま
 道
 どう
 節
 せつ

 だ！　
赤
 あか

 んぼうのとき
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 にあずけられた
妹
 いもうと

 を、さがしに
来
 き

 たのだ。」

　もう、
浜
 はま
 路
 じ

 の
目
 め

 には、
何
 なに

 も
見
 み

 る
力
 ちから

 は
残
 のこ

 っていなかった。
消
 き

 えそうな
声
 こえ

 を、ふりしぼる。

「お
兄
 にい

 ……さま？」
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「そうだ、わかるか？」

「お
兄
 にい

 ……ど……なたか……、お
願
 ねが

 い……しま…………
信
 し
 乃
 の

 ……さまに…………。」

「
浜
 はま
 路
 じ

 ！　
浜
 はま
 路
 じ

 ！」

　けれど。
浜
 はま
 路
 じ

 は
目
 め

 をとじ、
二
 に
 度
 ど

 と
応
 こた

 えることはなかった。

「……
浜
 はま
 路
 じ

 ……やっと、
会
 あ

 えたというのに……。」





　そこへかけつけたのは、
犬
 いぬ
 川
 かわ
 荘
 そう
 助
 すけ

 だ。
代
 だい
 官
 かん

 の
屋
 や
 敷
 しき

 へむかうとちゅうで、
不
 ふ
 安
 あん

 をおぼえてひき
返
 かえ

 し、
浜
 はま
 路
 じ

 がいなくなった、
男
 おとこ

 がさらったようだ、と
村
 むら
 長
 おさ
 夫
 ふ
 妻
 さい

 がさわいでいるのを
聞
 き

 いた。さらわれた
浜
 はま
 路
 じ

 をさがし、
追
 お

 いかけてきたのだ。

「
浜
 はま
 路
 じ

 お
嬢
 じょう

 さん！　あああっ!!
 」

　
見
 み

 つけたのは、たおれている
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 と、
血
 ち

 まみれの
浜
 はま
 路
 じ

 をだきしめている
二
 は
 十
 た
 歳
 ち

 ほどの
見
 み
 知
 し

 らぬ
男
 おとこ

 だった。

「おまえっ、お
嬢
 じょう

 さんを！」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 は、
男
 おとこ

 が、
手
 て

 にしている
刀
 かたな

 で
浜
 はま
 路
 じ

 を
傷
 きず

 つけたのだと
思
 おも

 いこみ、
自
 じ
 分
 ぶん

 の
刀
 かたな

 をぬいておどりかかった。

　すぱんっ、と
刀
 かたな

 をふりおろすと、
男
 おとこ

 は
浜
 はま
 路
 じ

 を
置
 お

 いて、すばやく
飛
 と

 びすさる。そのはずみで、
男
 おとこ

 が
手
 て

 にしていた
刀
 かたな

 の
刃
 は

 から、しゃっと
水
 みず

 しぶきが
飛
 と

 びちった。

「それは！　
信
 し
 乃
 の

 さんの
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 ！　このどろぼうめっ、
返
 かえ

 せっ。」

「
何
 なに

 やつ！」

「
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 の
持
 も

 ち
主
 ぬし

 で、なおかつ
浜
 はま
 路
 じ

 お
嬢
 じょう

 さんの
婚
 こん
 約
 やく
 者
 しゃ
 犬
 いぬ
 塚
 づか
 信
 し
 乃
 の

 さん、その
大
 だい
 親
 しん
 友
 ゆう

 、
犬
 いぬ
 川
 かわ
 荘
 そう
 助
 すけ

 だっ。」

「ややこしいことを
言
 い

 うやつだな。オレは
浜
 はま
 路
 じ

 の
生
 い

 き
別
 わか

 れた
兄
 あに

 、
犬
 いぬ
 山
 やま
 道
 どう
 節
 せつ

 。
妹
 いもうと

 に
会
 あ

 いに
来
 き

 た。オレは
女
 おんな

 を
傷
 きず

 つけない
主
 しゅ
 義
 ぎ

 、
妹
 いもうと

 をやったのは、そこでのびている
者
 もの

 だ。」

「な、
何
 なに

 っ。」

　
男
 おとこ

 が
指
 ゆび

 さすほうへ
荘
 そう
 助
 すけ

 が
気
 き

 をとられたすきに、
男
 おとこ

 ──
犬
 いぬ
 山
 やま
 道
 どう
 節
 せつ

 は、

「この
刀
 かたな

 、お
借
 か

 りしたい。オレがりっぱに
役
 やく
 立
 だ

 てよう。」

と、さらりと
言
 い

 いはなち、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をさやにおさめて、
立
 た

 ち
去
 さ

 ろうとした。

「
待
 ま

 ちなさい！　
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
返
 かえ

 せ！」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 が
斬
 き

 りかかる
刀
 かたな

 を
右
 みぎ

 に
左
 ひだり

 にとかわし、
赤
 あか

 いさやからぬいた
大
 たい
 剣
 けん

 で
受
 う

 けながら、
道
 どう
 節
 せつ

 はすました
顔
 かお

 で
語
 かた

 る。

「オレはこれから、
親
 おや

 のかたきうちに
行
 い

 く。オレがおさないころ、
父
 ちち

 は
仕
 つか

 える
殿
 との

 さまを
守
 まも

 って、ある
者
 もの

 に
殺
 ころ

 された。
母
 はは

 は
亡
 な

 く、
赤
 あか

 んぼうだった
妹
 いもうと

 は、
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 へあずけられたのだ。

　
二
 は
 十
 た
 歳
 ち

 になったらはたすと
決
 き

 めた、
親
 おや

 のかたきうちのそのまえに、
妹
 いもうと

 にひと
目
 め
 会
 あ

 いたかっただけだ。なのに、
妹
 いもうと

 は……。」

　ふっと、
道
 どう
 節
 せつ

 の
顔
 かお

 が
曇
 くも

 った。

「
妹
 いもうと

 は……。やっと、
会
 あ

 えたのに。わすれたことなど、なかったのに……
笑
 わら

 って、
名
 な

 のりあいたかったというのに。」

　
道
 どう
 節
 せつ

 の
動
 うご

 きがみだれたすきに、
荘
 そう
 助
 すけ

 は
間
 ま
 合
 あ

 いをつめて、ふところ
深
 ふか

 くへと、ふみこむ。

　もみあううちに、ふたりの
着
 き
 物
 もの

 がみだれる。ふみこむ
足
 あし

 もとから
小
 こ
 石
 いし

 がはね、
青
 あお
 草
 くさ

 がちぎれて
風
 かぜ

 に
舞
 ま

 う。

「お
嬢
 じょう

 さんのお
身
 み
 内
 うち

 ならば、お
嬢
 じょう

 さんが
守
 まも

 ろうとした
刀
 かたな

 を
返
 かえ

 してください。お
嬢
 じょう

 さんの
気
 き
 持
 も

 ちがわかるでしょう！」

「いや、これほどの
宝
 ほう
 刀
 とう

 、かたきうちの
強
 つよ

 い
味
 み
 方
 かた

 。
妹
 いもうと

 が
守
 まも

 った
刀
 かたな

 ならば、
親
 おや

 のかたきうちに
貸
 か

 してくれたまえ。オレなら
使
 つか

 いこなせる。」

「だめです！　それは
信
 し
 乃
 の

 さんの
大
 たい
 切
 せつ

 な
刀
 かたな

 なんだ！」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 が
大
 おお

 きく
刀
 かたな

 をふると、はずみでふところから、
玉
 たま

 を
入
 い

 れたお
守
 まも

 りぶくろが
飛
 と

 びだした。きん、かきん、とするどい
音
 おと

 を
立
 た

 て、
白
 しら
 刃
 は

 が
当
 あ

 たる。

　
刃
 は

 と
刃
 は

 をぶつけあい、
大
 たい
 剣
 けん

 の
刃
 は

 が
足
 あし

 をはらえば、
荘
 そう
 助
 すけ

 、それをひらりと
飛
 と

 びこえる。たっ、と
地
 じ
 面
 めん

 をけって、
刀
 かたな

 をつきこめば、
道
 どう
 節
 せつ

 、さっと
体
 たい

 をかわす。

　きん、きん、きん、かきぃん、まばたきをする
間
 ま

 もあたえない
連
 れん
 続
 ぞく
 攻
 こう
 撃
 げき

 で、ぶつかるふたりの
刃
 は

 から
火
 ひ
 花
 ばな

 が
散
 ち

 りそうだ。はげしいつばぜりあいで、お
守
 まも

 りぶくろのひもが
道
 どう
 節
 せつ

 の
大
 たい
 剣
 けん

 のつかにからみ、ぶちっ、と
切
 き

 れる。

　ふくろの
口
 くち

 がゆるみ、
玉
 たま

 が
白
 しろ

 く
光
 ひか

 りながら
飛
 と

 びだした。ああっ、と
荘
 そう
 助
 すけ

 は
手
 て

 をのばしたが、いち
早
 はや

 く
道
 どう
 節
 せつ

 がそれをつかむ。

「なんだ、これは……。」

「おれの
玉
 たま

 ！　
何
 なに

 をする！」

　
怒
 いか

 りにまかせ、
荘
 そう
 助
 すけ

 が
刀
 かたな

 を、びゅっ、といきおいよく
横
 よこ

 になぐと、
道
 どう
 節
 せつ

 の
左
 ひだり
 肩
 かた

 に
当
 あ

 たった。ぱっ、と
血
 ち

 しぶきが
飛
 と

 び、
赤
 あか

 い
血
 ち

 の
中
 なか

 から、これまた
白
 しろ

 い
光
 ひかり

 が、ひゅんっ、と
飛
 と

 びだした。

「ええっ!?
 」

　
白
 しろ

 い
光
 ひかり

 は、
荘
 そう
 助
 すけ

 の
手
 て

 の
中
 なか

 へ、すいこまれるように
飛
 と

 びこんできた。

「……
何
 なに

 ？」
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　そのすきに。

　どぉん、と
爆
 ばく
 音
 おん

 を
立
 た

 て、
道
 どう
 節
 せつ

 のいた
場
 ば
 所
 しょ

 に
真
 ま

 っ
赤
 か

 な
火
 ひ
 柱
 ばしら

 が
燃
 も

 えあがった。
荘
 そう
 助
 すけ

 が
急
 いそ

 いで
飛
 と

 びのくと、
火
 ひ

 は
消
 き

 え、
道
 どう
 節
 せつ

 はどこにもいなかった。

「……
火
 ひ

 の
術
 じゅつ
 師
 し

 ……。にげられたっ。」

　
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 の『
義
 ぎ

 』の
玉
 たま

 を
持
 も

 ち、
道
 どう
 節
 せつ

 が
消
 き

 えた。

「あの
男
 おとこ

 ……。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 がくやしくてこぶしをぎゅっとにぎると、あたたかな
玉
 たま

 の
感
 かん
 触
 しょく

 がある。

「まさか。」

　
手
 て

 をひらいて
見
 み

 ると……。

「
玉
 たま

 ……おれのじゃない。
字
 じ

 が……『
忠
 ちゅう

 』？」

『
忠
 ちゅう

 』の
字
 じ

 があわく
光
 ひか

 る
玉
 たま

 の
中
 なか

 にうかび、ゆっくりと
光
 ひかり

 がしずまる。
字
 じ

 も
消
 き

 えた。

「……
浜
 はま
 路
 じ

 お
嬢
 じょう

 さんの
兄
 あに

 というあの
男
 おとこ

 ……おれと
信
 し
 乃
 の

 さんの……
仲
 なか
 間
 ま

 ？　でも、
糠
 ぬか
 助
 すけ

 おじさんの
息
 むす
 子
 こ

 さんじゃないですね。
顔
 かお

 に、
花
 はな

 の
形
 かたち

 のあざが、ありませんでしたから。」

　
犬
 いぬ
 山
 やま
 道
 どう
 節
 せつ

 ……
本
 ほん
 当
 とう

 に
仲
 なか
 間
 ま

 なのだろうか。

「……あ、そうです、お
嬢
 じょう

 さんは？　……お……じょう……さん……そんな……。」

　ふり
返
 かえ

 ってかけよると、
息
 いき
 絶
 た

 えた
浜
 はま
 路
 じ

 をだきしめ、
荘
 そう
 助
 すけ

 はうわああっと
号
 ごう
 泣
 きゅう

 した。







＊１
信
 しな
 濃
 の

 　
現
 げん
 在
 ざい

 の
長
 なが
 野
 の
 県
 けん

 。






＊２
本
 ほん
 郷
 ごう
 村
 むら

 　
現
 げん
 在
 ざい

 の
東
 とう
 京
 きょう
 都
 と
 文
 ぶん
 京
 きょう
 区
 く
 本
 ほん
 郷
 ごう

 。








五　
塔
 とう

 の
上
 うえ

 での
決
 けっ
 闘
 とう











　
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 で、とんでもないことが
起
 お

 きているとも
知
 し

 らず、
犬
 いぬ
 塚
 づか
 信
 し
 乃
 の

 は、
下
 しも
 総
 うさ

 の
（＊１）

 
滸
 こ
 我
 が

 へやってきた。ここには、
足
 あし
 利
 かが

 の
殿
 との

 さまの
城
 しろ

 がある。

「さすが、りっぱな
城
 しろ

 だなあ。
高
 たか

 い
物
 もの
 見
 み

 の
塔
 とう

 があるぞ。あれが、
芳
 ほう
 流
 りゅう
 閣
 かく

 とよばれている
塔
 とう

 かな。」

　
感
 かん
 心
 しん

 しながら、
信
 し
 乃
 の

 は
城
 しろ

 にむかった。

　あずかった
宝
 ほう
 刀
 とう
 村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
返
 かえ

 したい、と
城
 しろ

 の
門
 もん
 番
 ばん

 に
告
 つ

 げると、「そこで
待
 ま

 っていろ。」と
言
 い

 われた。

　
門
 もん

 のとびらのかげで、
信
 し
 乃
 の

 はだいじな
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を、
腰
 こし

 からさやごとぬきとった。どこかに
傷
 きず

 がないか、
最
 さい
 後
 ご

 の
点
 てん
 検
 けん

 をしようと、
刃
 は

 をひきぬく。

「あれっ……どういうことだ？」

　さやから
出
 で

 てきたのは、さびて、ぼろぼろの
刃
 は

 だった。ふしぎな
力
 ちから

 をもつ
宝
 ほう
 刀
 とう
 村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 の
刃
 は

 が、こんなぼろぼろになるはずがない。

（……まさか、
村
 むら
 長
 おさ

 が……にせものとすりかえた？）

　あんなにこの
刀
 かたな

 をほしがっていた
村
 むら
 長
 おさ

 だ。そのくらいのことはしても、ふしぎではない。

（でも、いつ？　
村
 むら
 長
 おさ

 にとられないよう、ずっと
身
 み

 につけていたのに……あ、わかった、あのときだ！）

　いっしょにつりに
行
 い

 って、
村
 むら
 長
 おさ

 が
川
 かわ

 に
落
 お

 ちたのを
助
 たす

 けたときに、ちがいない。
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をなくさないように、
身
 み

 からはなして、
舟
 ふね

 に
残
 のこ

 した。

（
舟
 ふね

 をこいでいた
男
 おとこ

 ──
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 が、
村
 むら
 長
 おさ

 にたのまれて、すりかえたんだ……どうしよう、にせものを
返
 かえ

 すなんて、できない。）

　どうしよう、どうしよう、こまった、と
信
 し
 乃
 の

 が
頭
 あたま

 をかかえたとき、「
殿
 との

 さまがお
会
 あ

 いになるそうだ、
来
 こ

 い。」と、いきなり、りっぱな
身
 み

 なりの
家
 け
 来
 らい

 によばれた。

「え、あ、あの……たいへんもうしわけありません、じつは──。」

　
信
 し
 乃
 の

 があわてふためくと、
家
 け
 来
 らい

 はしぶい
顔
 かお

 をした。

「
何
 なに

 をわけのわからないことを
言
 い

 っている。
早
 はや

 く
来
 こ

 い。
殿
 との

 がお
待
 ま

 ちかねだ。
殿
 との

 は、いささか
気
 き

 が
短
 みじか

 い。ぶじでいたければ、おとなしく
刀
 かたな

 をさしだし、たくさんほうびがほしいなどと、ねばらないことだな。」

　ほかにも
何
 なん
 人
 にん

 もの
家
 け
 来
 らい

 がやってきて、
信
 し
 乃
 の

 をとりかこむ。

　
信
 し
 乃
 の

 はにげることもできず、
城
 しろ

 の
奥
 おく

 へと
連
 つ

 れていかれてしまった。
歩
 ある

 いているうちに、くやしくてたまらなくなる。

（
父
 とう

 さんの
願
 ねが

 いのため、ずっと
守
 まも

 りとおした
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 だったのに……どうしてっ。ゆだんしていた。ちょっとでも
村
 むら
 長
 おさ

 を
信
 しん

 じたりして、ばかだった……。）

　
本
 ほん
 物
 もの

 の
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を、なんとしても、とりかえさないと。

　そう
決
 き

 めたとき、ちょうど、
面
 めん
 会
 かい

 のための
大
 おお
 広
 ひろ
 間
 ま

 についた。
入
 い

 り
口
 ぐち

 のいちばんはじにすわらされ、たたみに
手
 て

 をついて
頭
 あたま

 を
下
 さ

 げていると、
殿
 との

 さま──
足
 あし
 利
 かが
 成
 なり
 氏
 うじ

 が二
段
 だん

 も
高
 たか

 い
席
 せき

 についた。

「そのほうであるか、かつての
戦
 いくさ

 の
折
 おり

 、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をわが
父
 ちち

 よりあずかった
大
 おお
 塚
 つか
 番
 ばん
 作
 さく

 の、
息
 むす
 子
 こ

 ともうす
者
 もの

 は。」

　
殿
 との

 さまの
問
 と

 いに、
信
 し
 乃
 の

 は
刀
 かたな

 をさやごと
頭
 ず
 上
 じょう

 にかかげ、
大
 おお
 声
 ごえ

 で
答
 こた

 えた。

「はい。しかし、この
刀
 かたな

 は、にせものなのです。」

「……はあ!?
 　しかし、さやも、つかのこしらえも、
元
 もと

 のままに
見
 み

 えるぞ。」

「
刃
 は

 だけ、すりかえられたのです。もうしわけございません、
本
 ほん
 物
 もの

 をとりかえしてきます。だれのしわざか、わかっていますので。」

　
殿
 との

 さまは、ばしっ、と
手
 て

 にしていたおうぎを、たたみにたたきつけた。

「ふざけたことを、ぬかしおって！　
本
 ほん
 物
 もの

 をぬすまれたという
証
 しょう
 拠
 こ

 があるのかっ。」

「さやもつかも
元
 もと

 のままなのですから、おれが
本
 ほん
 物
 もの

 を
持
 も

 っていたことになると
思
 おも

 います。」

「いやいや、ふしぎな
力
 ちから

 をもち、
水
 みず

 をふきだす
刃
 は

 の
部
 ぶ
 分
 ぶん

 だけが、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 とよべるもの。どのさやにおさまっていようが、
刃
 は

 がなければ、
本
 ほん
 物
 もの

 もにせものもあるかっ。」

　
家
 け
 来
 らい

 の
言
 い

 うとおり、
足
 あし
 利
 かが

 の
殿
 との

 さまは
気
 き

 が
短
 みじか

 かった。
真
 ま

 っ
赤
 か

 になって
怒
 おこ

 りだし、
信
 し
 乃
 の

 の
話
 はなし

 など、まったく
聞
 き

 いてくれない。

「こやつ、
敵
 てき

 の
回
 まわ

 し
者
 もの

 にちがいない！　とっととつかまえて、
死
 し
 刑
 けい

 にしろ！」

　
殿
 との

 さまの
命
 めい
 令
 れい

 に、まわりでひかえていた
家
 け
 来
 らい

 たちが二、三十
人
 にん

 、
刀
 かたな

 をぬいて、うわっと
声
 こえ

 をあげ、
信
 し
 乃
 の

 に
飛
 と

 びかかってきた。

「や、やめろっ。」

　とっさに、
信
 し
 乃
 の

 がたたみをけりあげて
盾
 たて

 にすると、
家
 け
 来
 らい

 たちの
刀
 かたな

 が、ぐさぐさぐさっ、とつきささった。そのすきに、ひらっと、
後
 うし

 ろへ
飛
 と

 びのく。

　すると、
横
 よこ

 からひとり、
斬
 き

 りかかってきたので、この
家
 け
 来
 らい

 を
投
 な

 げとばし、
反
 はん
 対
 たい
 側
 がわ

 からつっこんできたもうひとりをよけ、その
刀
 かたな

 をうばってから、
背
 せ
 中
 なか

 をけっとばした。

「
冗
 じょう
 談
 だん

 じゃない……。」

　にせ
刀
 がたな

 と、うばった
刀
 かたな

 との
双
 そう
 刀
 とう

 を
使
 つか

 って、
信
 し
 乃
 の

 は
十
 じゅう
 数
 すう
 人
 にん

 と
次
 つぎ

 つぎに
斬
 き

 り
結
 むす

 びながら、
大
 おお
 広
 ひろ
 間
 ま

 を
飛
 と

 びだし、
城
 しろ

 の
中
 なか

 をにげまどった。





　
廊
 ろう
 下
 か

 で八、九
人
 にん

 と
戦
 たたか

 ってうちたおし、
広
 ひろ
 庭
 にわ

 におどりでて、
松
 まつ

 の
木
 き

 に
登
 のぼ

 り、そこから
信
 し
 乃
 の

 はひらりと、
屋
 や
 根
 ね

 へと
飛
 と

 びあがる。
高
 たか

 いところから、にげ
道
 みち

 をさがそうと
思
 おも

 ったのだ。

　しかし、
行
 ゆ

 く
手
 て

 にも
後
 うし

 ろにも、
右
 みぎ

 にも
左
 ひだり

 にも、
灰
 はい
 色
 いろ

 の
瓦
 かわら
 屋
 や
 根
 ね

 が
折
 お

 り
重
 かさ

 なり、まるで
迷
 めい
 路
 ろ

 だった。

（だめだ……
建
 た

 てものが
入
 い

 り
組
 く

 んでいて、
遠
 とお

 くまで
見
 み

 えない。）

「
射
 い
 落
 お

 とせ！」

　その
声
 こえ

 とともに、ひゅん、ひゅっ、ひゅっ、と
空
 くう

 を
切
 き

 り、
矢
 や

 がたばになって
飛
 と

 んできた。それをかたっぱしから
斬
 き

 って
捨
 す

 てる。
斬
 き

 る、
斬
 き

 る、
斬
 き

 る。
斬
 き

 りながら、
走
 はし

 ってにげる。
足
 あし

 の
下
 した

 で
瓦
 かわら

 がわれる。

「ええい、
鉄
 てっ
 砲
 ぽう

 を
持
 も

 ってこいっ。」

「ははっ、ただいま！　
撃
 う

 て
撃
 う

 て
撃
 う

 てーっ。」

　ばきゅーん、ごう
音
 おん

 とともに
放
 はな

 たれた
弾
 たま

 が、
信
 し
 乃
 の

 の
足
 あし

 もとの
瓦
 かわら

 に
命
 めい
 中
 ちゅう

 し、われて
破
 は
 片
 へん

 が
飛
 と

 ぶ。とっさに
反
 はん
 対
 たい
 側
 がわ

 の
斜
 しゃ
 面
 めん

 に
身
 み

 をふせるが、
屋
 や
 根
 ね

 のてっぺんの
棟
 むな
 瓦
 がわら

 が、ばんばんばんと
次
 つぎ

 つぎわられていく。

（どっちへ
行
 い

 ったらいいのか、わからない！）

　
矢
 や

 と
弾
 たま

 が
降
 ふ

 るなか、
屋
 や
 根
 ね

 から
屋
 や
 根
 ね

 へと、
飛
 と

 びうつりながらにげる。ふと
見
 み

 ると、すぐそばの
高
 たか

 い
物
 もの
 見
 み

 の
塔
 とう

 ──
芳
 ほう
 流
 りゅう
 閣
 かく

 が
目
 め

 に
入
 はい

 った。

（これがいちばん
高
 たか

 い
建
 た

 てものだ。あの
上
 うえ

 に
登
 のぼ

 れば
見
 み
 通
 とお

 しがいいし、
高
 たか

 すぎて、
真
 ま
 下
 した

 からねらいにくい。）

　はうようにして、
信
 し
 乃
 の

 は
芳
 ほう
 流
 りゅう
 閣
 かく

 の
裏
 うら
 側
 がわ

 に
近
 ちか

 より、よじのぼった。
最
 さい
 上
 じょう
 階
 かい

 の
屋
 や
 根
 ね

 のふちに
手
 て

 をかけ、
体
 からだ

 を
一
 いっ
 気
 き

 に
持
 も

 ちあげる。

　この
建
 た

 てもののすぐ
下
 した

 に、
大
 おお

 きな
川
 かわ

 が
流
 なが

 れているのがわかった。
舟
 ふね

 がいくそうか、
岸
 きし
 辺
 べ

 につながれている。

　
後
 うし

 ろをうかがうと、
数
 すう
 百
 ひゃく

 の
家
 け
 来
 らい

 たちが、
鉄
 てっ
 砲
 ぽう

 でねらえる
位
 い
 置
 ち

 をさがそうと、
走
 はし

 りまわっている。
屋
 や
 根
 ね

 に
登
 のぼ

 ろうとする
者
 もの

 も
少
 すく

 なくない。

（うっ、
川
 かわ

 かよ！　にげられないじゃないかっ。でも、
後
 うし

 ろからはもう、
鉄
 てっ
 砲
 ぽう

 をかついだ
侍
 さむらい

 が、どんどん
屋
 や
 根
 ね

 に
登
 のぼ

 ってくる！）

「ええい、
足
 あし
 利
 かが
 家
 け

 じまんの
芳
 ほう
 流
 りゅう
 閣
 かく

 に、きたない
足
 あし

 で
登
 のぼ

 ったなあ！　そやつをとらえた
者
 もの

 に、
（＊２）

 
黄
 おう
 金
 ごん
 千
 せん
 貫
 がん
 文
 もん

 をあたえる!!
 　
生
 せい
 死
 し

 は
問
 と

 わぬ！」

　
庭
 にわ

 で、
声
 こえ

 をかぎりに、
殿
 との

 さまがどなっている。どうやら、だいじな
建
 た

 てものに
登
 のぼ

 ったことで、ますます
怒
 おこ

 らせてしまったらしい。
信
 し
 乃
 の

 は
首
 くび

 に
賞
 しょう
 金
 きん

 をかけられた、おたずね
者
 もの

 になってしまった。

「
黄
 おう
 金
 ごん
 千
 せん
 貫
 がん
 文
 もん

 だって？」

「
好
 す

 き
放
 ほう
 題
 だい
 遊
 あそ

 んでくらせるぞっ。」

　
家
 け
 来
 らい

 たちが
色
 いろ

 めきたち、われもわれもと、ほぼ
全
 ぜん
 員
 いん

 が、
弓
 ゆみ
 矢
 や

 や
鉄
 てっ
 砲
 ぽう

 をかついで
屋
 や
 根
 ね

 に
登
 のぼ

 りだした。
家
 け
 来
 らい

 たちで、たくさんある
城
 しろ

 の
建
 た

 てものの
屋
 や
 根
 ね

 の
上
 うえ

 はぎゅうぎゅうづめ、
鈴
 すず

 なりの
目
 め
 白
 じろ
 押
 お

 しで、にげられるすきまはどこにもない。

　しかし、
信
 し
 乃
 の

 のいる
高
 たか

 い
高
 たか

 いてっぺんには、みんなこわくて
登
 のぼ

 れないらしく、はなれたところで、
次
 つぎ

 から
次
 つぎ

 へと、
鉄
 てっ
 砲
 ぽう

 や
弓
 ゆみ

 をかまえだす。

　もはや、
信
 し
 乃
 の

 はどうにもならなくなってしまった。

　そのとき、

「
撃
 う

 つな！　
殿
 との

 のご
命
 めい
 令
 れい

 だ。オレが
一
 いっ
 発
 ぱつ

 でとらえる。」

　よくひびく
低
 ひく

 い
声
 こえ

 で
指
 さし
 図
 ず

 しつつ、
芳
 ほう
 流
 りゅう
 閣
 かく

 の二
階
 かい

 のまどから
飛
 と

 びだした
男
 おとこ

 がいた。
屋
 や
 根
 ね

 の
上
 うえ

 に
体
 からだ

 をふりあげると、いなずまのような
速
 はや

 さで
高
 たか

 いところへと
登
 のぼ

 ってくる。

　
信
 し
 乃
 の

 ほどではないが、すらりと
背
 せ

 が
高
 たか

 く、
右
 みぎ
 手
 て

 には
鉄
 てつ

 の
棒
 ぼう

 でできた
武
 ぶ
 器
 き

 ──
長
 なが
 十
 じっ
 手
 て

 を
持
 も

 っていた。
悪
 あく
 人
 にん

 を
斬
 き

 らずに、
打
 う

 つだけでやっつける
武
 ぶ
 器
 き

 だ。そのうえ、やたらと
長
 なが

 い
刀
 かたな

 を
腰
 こし

 にさしている。

　
男
 おとこ

 は
顔
 かお

 の
下
 した
 半
 はん
 分
 ぶん

 を
黒
 くろ

 い
覆
 ふく
 面
 めん

 でおおい、
前
 まえ
 髪
 がみ

 のすきまから
切
 き

 れ
長
 なが

 の
目
 め

 がわずかにのぞく。まだ
若
 わか

 そう……
信
 し
 乃
 の

 とそれほど
歳
 とし

 は
変
 か

 わらなそうに
思
 おも

 えた。
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（あいつ……ひとりで
来
 き

 た。よっぽど、うでに
自
 じ
 信
 しん

 があるにちがいない。）

　
信
 し
 乃
 の

 は
気
 き

 をひきしめ、ふんばって、
双
 そう
 刀
 とう

 をかまえなおした。ひとつ
下
 した

 の
階
 かい

 の
屋
 や
 根
 ね

 まで
来
 き

 た
男
 おとこ

 も、
信
 し
 乃
 の

 を
見
 み

 あげて
長
 なが
 十
 じっ
 手
 て

 をかまえ、
冷
 れい
 静
 せい

 な
声
 こえ

 で
名
 な

 のる。

「
覚
 かく
 悟
 ご

 しな、
悪
 あく
 党
 とう

 。オレは
犬
 いぬ
 飼
 かい
 現
 げん
 八
 ぱち

 、
悪
 あく
 人
 にん

 をとらえるのが
役
 やく
 目
 め

 だ、おぼえておけ。」

　ぎっと、
男
 おとこ

 がにらむ
目
 め

 の
光
 ひかり

 は、とてもするどい。

　その
目
 め

 に、う、と
信
 し
 乃
 の

 が
気
 け
 圧
 お

 されたとき、
男
 おとこ

 は
無
 む
 言
 ごん

 で、つむじ
風
 かぜ

 のごとくかけあがり、てっぺんに
信
 し
 乃
 の

 が
陣
 じん
 取
 ど

 る
最
 さい
 上
 じょう
 階
 かい

 の
屋
 や
 根
 ね

 の、はじに
立
 た

 っていた。

「はっ。」

　
気
 き
 合
 あい

 を
発
 はっ

 し、
男
 おとこ

 が
長
 なが
 十
 じっ
 手
 て

 をひらめかす。
鉄
 てつ

 の
色
 いろ

 がにぶく
光
 ひかり

 をはねかえしつつ、
大
 おお

 きくつきだされたしゅんかん、
男
 おとこ

 は
信
 し
 乃
 の

 の
片
 かた
 手
 て

 の
刀
 かたな

 をたたき
落
 お

 として、
後
 うし

 ろに
立
 た

 っていた。

（……え……。）

　
目
 め

 にもとまらぬ
速
 はや

 さだった、と
考
 かんが

 える
間
 ま

 もなく、ふたたび
長
 なが
 十
 じっ
 手
 て

 がふりおろされる。とっさに
信
 し
 乃
 の

 は
身
 み

 をしずめて、
男
 おとこ

 の
足
 あし

 をはらった。
転
 ころ

 ばされた
男
 おとこ

 が、くるりと
宙
 ちゅう

 を一
回
 かい
 転
 てん

 して
起
 お

 きるその
場
 ば

 へ、
信
 し
 乃
 の

 は
飛
 と

 びかかる。

「やぁっ。」

　かけ
声
 ごえ

 もろとも、
信
 し
 乃
 の

 は
男
 おとこ

 のひたいへ
残
 のこ

 る
刀
 かたな

 をふりおろした。
体
 たい
 勢
 せい

 をくずしつつも、
男
 おとこ

 が
長
 なが
 十
 じっ
 手
 て

 で、ばしっと
刀
 かたな

 を
受
 う

 けとめる。

　きん、とするどい
音
 おと

 、
信
 し
 乃
 の

 の
刀
 かたな

 ──あのおんぼろにせ
刀
 がたな

 は
根
 ね
 元
 もと

 から
折
 お

 れて、
刃
 は

 がはるか
遠
 とお

 くへ
飛
 と

 んでいってしまった。

「よし、
今
 いま

 だ。」

と、
男
 おとこ

 が、
信
 し
 乃
 の

 をつかまえようと
右
 みぎ
 手
 て

 を
出
 だ

 した。それを
左
 ひだり
 手
 て

 ではらいのけ、
同
 どう
 時
 じ

 に
信
 し
 乃
 の

 は
折
 お

 れた
刀
 かたな

 を
捨
 す

 てつつ、
右
 みぎ
 手
 て

 で
男
 おとこ

 をねじふせる。

　
男
 おとこ

 も
負
 ま

 けずに
体
 たい

 をかわし、ふたりはつかみあって、もみにもみあった。

　
力
 ちから

 まかせにどうにか
相
 あい
 手
 て

 をおさえこもうと、たがいに
足
 あし
 場
 ば

 をさぐるうち──てっぺんの
屋
 や
 根
 ね

 の
縁
 ふち

 をふみはずす。

　
下
 した

 は
川
 かわ

 だ。

　ふたりはとっくみあったまま、ころころころころと
米
 こめ
 俵
 だわら

 を
坂
 さか

 へ
落
 お

 としたように、
高
 たか

 くて
急
 きゅう

 な
瓦
 かわら
 屋
 や
 根
 ね

 を
転
 ころ

 がり
落
 お

 ちていく。三
階
 がい

 から二
階
 かい

 の
屋
 や
 根
 ね

 へ、二
階
 かい

 から一
階
 かい

 の
屋
 や
 根
 ね

 へ、
割
 わ

 れた
瓦
 かわら

 のかけらを
飛
 と

 びちらしながら、いきおいよく。

　
止
 と

 まるためには、
相
 あい
 手
 て

 をつかんでいる
手
 て

 を
放
 はな

 さなければならない。それはできない
相
 そう
 談
 だん

 と、つかんだ
手
 て

 をゆるめないまま、ふたりとも、
川
 かわ

 へ
転
 てん
 落
 らく

 する。

　ああ、なんて
高
 たか

 さ！

　
深
 ふか

 い
水
 みず

 の
底
 そこ

 へ
落
 お

 ちた……のではなかった。
運
 うん

 よくつないであった
小
 こ
 舟
 ぶね

 に
落
 お

 ち、ゆれてざぶーんと
波
 なみ

 が
立
 た

 つ。そのはずみで、
小
 こ
 舟
 ぶね

 のつながぴんと
張
 は

 り、
切
 き

 れた。

　
矢
 や

 のように
速
 はや

 い
川
 かわ

 の
流
 なが

 れに
乗
 の

 って、
小
 こ
 舟
 ぶね

 はたちまち
流
 なが

 れだす。

　
頭
 あたま

 を
小
 こ
 舟
 ぶね

 の
底
 そこ

 で
打
 う

 ち、
信
 し
 乃
 の

 の
目
 め

 の
前
 まえ

 が、
真
 ま

 っ
暗
 くら

 になった。
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「──もし、お
若
 わか

 いかた、しっかりしてください。」

　
聞
 き

 きなれない
男
 おとこ

 の
声
 こえ

 に、
信
 し
 乃
 の

 が
意
 い
 識
 しき

 をとりもどすと、そこは
部
 へ
 屋
 や

 の
中
 なか

 だった。
天
 てん
 井
 じょう
 板
 いた

 が
見
 み

 える。
土
 つち
 色
 いろ

 のぬりかべにひらいた
明
 あ

 かり
取
 と

 りまどの
外
 そと

 から、ざーざーと
大
 おお

 きな
川
 かわ

 の
流
 なが

 れる
音
 おと

 が、やや
遠
 とお

 く
聞
 き

 こえる。

　
体
 からだ

 つきのふっくらした、五十
歳
 さい

 すぎの
見
 み
 知
 し

 らぬ
男
 おとこ

 が、
信
 し
 乃
 の

 の
目
 め

 をのぞきこんでいた。

「……あ……あの……ここは？　あなたは……。」

「ここは、
下
 しも
 総
 うさ

 の
行
 ぎょう
 徳
 とく
 村
 むら

 。わしはこの
宿
 やど
 屋
 や
 古
 こ
 那
 な
 屋
 や

 の
主
 あるじ

 で、
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 ともうします。わしの
息
 むす
 子
 こ

 の
友
 ゆう
 人
 じん

 といっしょに、
小
 こ
 舟
 ぶね

 で
流
 なが

 れてきなすって、そこの
岸
 きし

 に
流
 なが

 れついたのを
見
 み

 つけたので、お
助
 たす

 けしました。」

「
宿
 やど
 屋
 や

 ……
行
 ぎょう
 徳
 とく
 村
 むら

 ？」

　
村
 むら

 の
名
 な
 前
 まえ

 を、
聞
 き

 いたことがある
気
 き

 がする。

「ええ、
宿
 やど
 屋
 や

 です。ほかには、お
坊
 ぼう

 さまのお
客
 きゃく

 さまがおひとりだけですから、えんりょなく、こちらで
休
 やす

 んでいってください。」

　
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 という、
清
 せい
 潔
 けつ

 な
紺
 こん
 色
 いろ

 の
着
 き
 物
 もの

 を
身
 み

 につけた
主
 あるじ

 は、にこにこしている。

「はい……ありがとうございます。おれは、
武蔵
 むさし

 の
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 の
住
 じゅう
 人
 にん

 で、
犬
 いぬ
 塚
 づか
 信
 し
 乃
 の

 といいます。
足
 あし
 利
 かが

 の
殿
 との

 さまの
城
 しろ

 の
屋
 や
 根
 ね

 から、
男
 おとこ

 ともみあって
落
 お

 ちて……あっ！」

　
横
 よこ

 を
見
 み

 た
信
 し
 乃
 の

 は、ならんでねかされている
若
 わか

 い
男
 おとこ

 に
気
 き

 がつき、
飛
 と

 び
起
 お

 きた。
信
 し
 乃
 の

 をとらえようと
屋
 や
 根
 ね

 に
登
 のぼ

 ってきた、あの
男
 おとこ

 だ。

「こ、この
人
 ひと

 だ、
犬
 いぬ
 飼
 かい

 とか
名
 な

 のった……この
人
 ひと

 の
顔
 かお

 ！　
花
 はな

 の
形
 かたち

 の
赤
 あか

 いあざ！」

　
黒
 くろ

 い
覆
 ふく
 面
 めん

 が
首
 くび

 までずり
落
 お

 ちた、
犬
 いぬ
 飼
 かい

 という
男
 おとこ

 の
右
 みぎ

 のほおの
下
 した

 には、
牡
 ぼ
 丹
 たん

 の
花
 はな

 の
形
 かたち

 をした、
赤
 あか

 いあざがあった。
信
 し
 乃
 の

 の
左
 ひだり

 うでにあるのと、そっくり
同
 おな

 じあざだ。

　
信
 し
 乃
 の

 のふところで、お
守
 まも

 りぶくろの
中
 なか

 の
玉
 たま

 が
熱
 ねつ

 をもつ。

「……
仲
 なか
 間
 ま

 ……だ。この
人
 ひと

 が、
糠
 ぬか
 助
 すけ

 おじさんの、
息
 むす
 子
 こ

 さんだ！」

「おや、
現
 げん
 八
 ぱち

 さんをごぞんじで？」

「げんぱち……ゲン……まちがいない！　もし！　おれ、あなたをさがしてたんだ。
目
 め

 をさましてくれ！」

　
信
 し
 乃
 の

 はあせって、
男
 おとこ

 の
体
 からだ

 をゆすった。しかし、
男
 おとこ

 は
目
 め

 を
開
 あ

 けない。

「もし！　もし！　
起
 お

 きて！」

　けれど、
男
 おとこ

 はぐったりしたままだ。

「わあぁ、どうしよう。おれと
戦
 たたか

 ったせいで、ゲンさんが
死
 し

 んでしまった。
糠
 ぬか
 助
 すけ

 おじさんに
死
 し

 んでおわびするしかないっ。」

　
信
 し
 乃
 の

 は
自
 じ
 分
 ぶん

 の
刀
 かたな

 をさがしたけれど、そうだ、
城
 しろ

 で
折
 お

 れて、
捨
 す

 ててしまったのだった。それなら、と
男
 おとこ

 の
腰
 こし

 の
刀
 かたな

 に
手
 て

 をのばす。とにかく
長
 なが

 い
刀
 かたな

 で、ふりまわすのには、こつがいりそうだ。

　とたんに。

　がばっと
男
 おとこ

 が
起
 お

 きて、
信
 し
 乃
 の

 の
手
 て
 首
 くび

 をつかんだ。

「あわてるな、
犬
 いぬ
 塚
 づか

 どの。」

「わ……っ。」

「そなたが
何
 なに
 者
 もの

 か
見
 み
 定
 さだ

 めようとして、だまってじっとしていたのだ。」

「……
死
 し

 んだふりか……よかった……。」

「わしもびっくりしましたよ、
現
 げん
 八
 ぱち

 さん。」

と、
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 も
言
 い

 う。

「
失
 しつ
 礼
 れい

 。」

　
男
 おとこ

 は
姿
 し
 勢
 せい

 を
正
 ただ

 して
一
 いち
 礼
 れい

 した。もの
静
 しず

 かにたずねる。

「あらためて。
犬
 いぬ
 飼
 かい
 現
 げん
 八
 ぱち

 という。
犬
 いぬ
 塚
 づか

 どの、オレをだれかの
息
 むす
 子
 こ

 と
言
 い

 ったが？」

「うん。おれをかわいがってくれた、
糠
 ぬか
 助
 すけ

 おじさんの……そうだ、こういうものを
持
 も

 っているだろう？」

　
着
 き
 物
 もの

 のあわせめに
手
 て

 を
入
 い

 れ、
信
 し
 乃
 の

 は
浜
 はま
 路
 じ

 の
作
 つく

 ってくれたお
守
 まも

 りぶくろをさぐった。いつも
首
 くび

 からさげて、
肌
 はだ
 身
 み

 はなさず
身
 み

 につけている
自
 じ
 分
 ぶん

 の
玉
 たま

 を、お
守
 まも

 りぶくろからとりだして、
現
 げん
 八
 ぱち

 に
見
 み

 せた。
玉
 たま

 が
白
 しろ

 くあわい
光
 ひかり

 を
放
 はな

 ちはじめる。

「もちろん。
育
 そだ

 ての
親
 おや

 に、じつの
父
 ちち

 の
唯
 ゆい
 一
 いつ

 の
形
 かた
 見
 み

 と
教
 おし

 えられた。」

　
現
 げん
 八
 ぱち

 もふところからお
守
 まも

 りぶくろを
出
 だ

 し、
中
 なか

 から
玉
 たま

 をつまみだす。ふたつつきあわされた
玉
 たま

 は、いっそうかがやいた。

「これは！　ここまでかがやくのを、
見
 み

 たことがない。」

　
現
 げん
 八
 ぱち

 が
目
 め

 をみはる。じきに、ふたつの
玉
 たま

 に、それぞれ
字
 じ

 がうかんできた。

「
現
 げん
 八
 ぱち

 さんの
玉
 たま

 は『
信
 しん

 』か。おれは『
孝
 こう

 』だ。おれたち、
仲
 なか
 間
 ま

 なんだよ！」

　
信
 し
 乃
 の

 が
着
 き
 物
 もの

 の
左
 ひだり

 そでをめくって、あざを
見
 み

 せたので、
現
 げん
 八
 ぱち

 と
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 は
目
 め

 を
見
 み

 ひらいた。

「
同
 おな

 じ
玉
 たま

 に、
同
 おな

 じあざ。このようにめずらしいことが、なんと三
人
 にん

 におこるとは。」

　
現
 げん
 八
 ぱち

 が
自
 じ
 分
 ぶん

 の
右
 みぎ

 ほおをなでる。

　おだやかにほほえむと
現
 げん
 八
 ぱち

 は、さっきはするどいと
感
 かん

 じた
目
 め

 つきも、
整
 ととの

 った
顔
 かお
 立
 だ

 ちも、まことにすずやかで、
男
 おとこ
 前
 まえ

 なのだった。

「三
人
 にん

 ？」

　
信
 し
 乃
 の

 はききかえした。

「はい、
犬
 いぬ
 塚
 づか

 さま。わしの
息
 むす
 子
 こ

 にも、このあざがあって、やはり、
玉
 たま

 を
持
 も

 ってるんですよ。
息
 むす
 子
 こ

 が
生
 う

 まれて百
日
 にち
 目
 め

 に、
初
 はじ

 めて
飯
 めし

 を
食
 た

 べるまねをするお
食
 く

 い
初
 ぞ

 めの
席
 せき

 で、
息
 むす
 子
 こ

 の
赤
 せき
 飯
 はん

 の
中
 なか

 からとつぜん
出
 で

 てきた
玉
 たま

 なんです。」

　
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 が
言
 い

 うので、
信
 し
 乃
 の

 は
本
 ほん
 当
 とう

 におどろいた。

「なんだって！　じつは、おれもひとりじゃないんだ。
故
 こ
 郷
 きょう

 の
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 に
犬
 いぬ
 川
 かわ
 荘
 そう
 助
 すけ

 という
親
 しん
 友
 ゆう

 がいて、やはり、あざがあり、
玉
 たま

 を
持
 も

 っている。その
玉
 たま

 には『
義
 ぎ

 』の
字
 じ

 がうかぶんだ。」

「まさか！　
牡
 ぼ
 丹
 たん

 の
花
 はな

 のあざと、
合
 あ

 わせると
字
 じ

 のうかぶ
玉
 たま

 を
持
 も

 つ
親
 しん
 友
 ゆう

 は、オレたちだけではないのか。」

　
落
 お

 ちついた
口
 く
 調
 ちょう

 だった
現
 げん
 八
 ぱち

 も、さすがに
声
 こえ

 を
高
 たか

 くした。
信
 し
 乃
 の

 は
玉
 たま

 ごと、
現
 げん
 八
 ぱち

 の
手
 て

 を
包
 つつ

 んでにぎった。
指
 ゆび

 のすきまからもれる
白
 しろ

 い
光
 ひかり

 があたたかい。

「
糠
 ぬか
 助
 すけ

 おじさんに
約
 やく
 束
 そく

 したんだ。
息
 むす
 子
 こ

 さんをさがし、
仲
 なか
 間
 ま

 になるって。」

「その
人
 ひと

 が、おれのじつの
父
 ちち

 なのか……？」

　とまどう
現
 げん
 八
 ぱち

 に、
信
 し
 乃
 の

 は
糠
 ぬか
 助
 すけ

 の
話
 はなし

 をした。
親
 しん
 切
 せつ

 にしてくれたこと、
死
 し

 んでしまう
間
 ま
 際
 ぎわ

 に
息
 むす
 子
 こ

 がいるとうちあけられ、
仲
 なか

 よくしてくれとたのまれたこと。

「……そうか……じつの
父
 ちち

 は、もうこの
世
 よ

 の
人
 ひと

 ではないのか……。」

　だまってうつむく
現
 げん
 八
 ぱち

 に
代
 か

 わり、
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 が、
説
 せつ
 明
 めい

 してくれた。

「十八……もうそろそろ十九
年
 ねん

 になりますか。すぐそこの
橋
 はし

 の
上
 うえ

 で、
妻
 つま

 を
亡
 な

 くし、
飢
 う

 えて
死
 し

 のうとした
父
 ちち
 親
 おや

 から、
男
 おとこ

 の
赤
 あか
 子
 ご

 をひきとった、と、
犬
 いぬ
 飼
 かい

 さまと
名
 な

 のる
旅
 たび

 のお
侍
 さむらい

 が、
乳
 ちち

 を
求
 もと

 めてわが
家
 や

 においでになったのです。ちょうどうちも、
息
 むす
 子
 こ

 が
同
 おな

 じような
赤
 あか

 んぼうでしたからね。

　お
侍
 さむらい

 さまは
用
 よう
 事
 じ

 があるというので、ひと
月
 つき

 ほどそのゲンとよばれる
赤
 あか
 子
 ご

 をおあずかりし、
息
 むす
 子
 こ

 と
双
 ふた
 子
 ご

 のように
乳
 ちち

 をあたえて
育
 そだ

 てました。
同
 おな

 じ
玉
 たま

 と
同
 おな

 じあざ、
本
 ほん
 当
 とう

 に
双
 ふた
 子
 ご

 のようでした。

　それが、
現
 げん
 八
 ぱち

 さんです。
数
 すう
 年
 ねん

 まえ、
足
 あし
 利
 かが

 の
城
 しろ

 にお
仕
 つか

 えするようになりまして、
育
 そだ

 ての
親
 おや

 に
聞
 き

 いたと、わが
家
 や

 と
息
 むす
 子
 こ

 をたずねてきてくださり、
息
 むす
 子
 こ

 とも
親
 しん
 友
 ゆう

 になって、その
後
 ご

 もたびたび、こちらにおいでになるのです。」

「そうだったんだ。
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 に
帰
 かえ

 ったら、
糠
 ぬか
 助
 すけ

 おじさんのお
墓
 はか

 に
知
 し

 らせるよ。いつかきっと、
荘
 そう
 助
 すけ

 にも
会
 あ

 わせよう。」

「うむ。」

　
信
 し
 乃
 の

 と
現
 げん
 八
 ぱち

 がうなずきあったそこへ、

「ただいま。おや、
新
 あたら

 しいお
客
 きゃく

 さんかい？　って、
現
 げん
 八
 ぱち

 もいるじゃないか、どうもおいらの
玉
 たま

 がさわぐと
思
 おも

 ったら。」

　
陽
 よう
 気
 き

 な
声
 こえ

 とともに、
大
 おお

 きな
若
 わか
 者
 もの

 が
部
 へ
 屋
 や

 へ
入
 はい

 ってきた。

　とにかく
大
 おお

 きい。
背
 せ

 が
高
 たか

 い
信
 し
 乃
 の

 よりもさらに
高
 たか

 くて、
頭
 あたま

 を
下
 さ

 げないと
戸
 と
 口
 ぐち

 がくぐれない。それに、
肉
 にく

 づきもよく、うでが
太
 ふと

 くて、とても
力
 ちから

 がありそうだ。そして、にこにこと、
楽
 たの

 しそうな
笑
 え
 顔
 がお

 をうかべている。

「
息
 むす
 子
 こ

 の
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 です。すもうとりをしています。
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 、あいさつをなさい。」

「どうも、
犬
 いぬ
 田
 た
 小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 です。いらっしゃいませ。」

　
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 に
言
 い

 われ、
大
 おお
 男
 おとこ

 ──
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 は
床
 ゆか

 に
正
 せい
 座
 ざ

 して、
大
 おお

 きな
体
 からだ

 を
折
 お

 り
曲
 ま

 げ、あいさつした。

　
信
 し
 乃
 の

 と
現
 げん
 八
 ぱち

 は
目
 め

 を
見
 み
 交
 か

 わすと、だまって、それぞれの
玉
 たま

 を
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 にさしだした。
信
 し
 乃
 の

 は
左
 ひだり

 そでもめくってみせる。

「えっ??
 　ああ……！」

　
深
 ふか

 くうなずいた
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 はにやりとし、
立
 た

 ちあがって、
着
 き
 物
 もの

 のすそを、ばっと
大
 おお

 きくめくりあげた。
尻
 しり

 の
右
 みぎ
 横
 よこ

 に、
牡
 ぼ
 丹
 たん

 の
花
 はな

 の
形
 かたち

 のあざがあった。

「そこか！」

　
信
 し
 乃
 の

 が
笑
 わら

 うと、やはり
笑
 わら

 った
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 は、
自
 じ
 分
 ぶん

 の
玉
 たま

 を、ふところのお
守
 まも

 りぶくろから
出
 だ

 して、ふたりに
近
 ちか

 づけた。
大
 おお

 きな
手
 て

 にのせた
玉
 たま

 は
白
 しろ

 く
光
 ひか

 り、
字
 じ

 がうかぶ。

「『
悌
 てい

 』か……みんな、ちがう
字
 じ

 なんだな。」

　
信
 し
 乃
 の

 が
感
 かん
 心
 しん

 する。
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 はもっとおもしろがっていた。

「へえ、お
客
 きゃく

 さんのは『
孝
 こう

 』だ。おいらたち、
友
 とも

 だちになろうぜ。きっと
何
 なに

 かの
仲
 なか
 間
 ま

 なんだよ。
名
 な
 前
 まえ

 、なんていうんだ？」

「
武蔵
 むさし

 の
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 から
来
 き

 た
犬
 いぬ
 塚
 づか
 信
 し
 乃
 の

 、十八
歳
 さい

 だ。」

　
信
 し
 乃
 の

 は、
自
 じ
 分
 ぶん

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 のくわしい
話
 はなし

 を、
現
 げん
 八
 ぱち

 と
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 にした。
母
 はは

 が
犬
 いぬ

 に
乗
 の

 った
女
 め
 神
 がみ

 さまに
出
 で
 会
 あ

 ったことに
始
 はじ

 まり──。

「そりゃあ……たしかに、
仲
 なか
 間
 ま

 だ。四
人
 にん

 の
仲
 なか
 間
 ま

 ……。」と、
感
 かん
 動
 どう

 した
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 が、
目
 め

 をかがやかせたときだった。

　がらり、と、となりの
部
 へ
 屋
 や

 と、この
部
 へ
 屋
 や

 とをしきる
障
 しょう
 子
 じ

 が、ひらいた。

「…………やっと……やっと、お
会
 あ

 いできた……わたしがさがしていたのは、あなたがた……です。まさか、四
人
 にん

 も
一
 いち
 度
 ど

 に、
見
 み

 つかるとは……。」

　
水
 すい
 晶
 しょう

 の
数
 じゅ
 珠
 ず

 をにぎりしめた、つかれはてたようすのお
坊
 ぼう

 さんが、なみだを
流
 なが

 して
声
 こえ

 をふるわせながら
立
 た

 っていた。
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「お
客
 きゃく

 さま……どうなさいました？　
犬
 いぬ
 塚
 づか

 さま、
現
 げん
 八
 ぱち

 さん、となりのお
部
 へ
 屋
 や

 に、きのうからおとまりのお
客
 きゃく

 さまです。」

と、
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 が
紹
 しょう
 介
 かい

 する。

　どうも、と、とまどいつつあいさつする
信
 し
 乃
 の

 と
現
 げん
 八
 ぱち

 、そして
一
 いち
 礼
 れい

 する
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 の
前
 まえ

 に、よろめく
足
 あし

 で
進
 すす

 みでた、四十
歳
 さい

 すぎくらいのお
坊
 ぼう

 さんは、「
玉
 たま

 を……
玉
 たま

 を
見
 み

 せてください。」とたのんだ。

　三
人
 にん

 が、それぞれの
手
 て

 のひらにのせて
玉
 たま

 をさしだすと、お
坊
 ぼう

 さんの
数
 じゅ
 珠
 ず

 と、
字
 じ

 のうかんだ三つの
玉
 たま

 が、いっせいに
白
 しろ

 い
光
 ひかり

 でかがやく。

「まちがいない！　
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 さまの
玉
 たま

 ！　あなたがたこそ、さがし
求
 もと

 めていた、
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 を
守
 まも

 る
剣
 けん
 士
 し

 です。お
話
 はなし

 を
立
 た

 ち
聞
 ぎ

 きしてしまい、
失
 しつ
 礼
 れい

 しました。けれど、どうしても、だまってはいられず……二十
年
 ねん

 あまりも、さがしていたので。」

　すわってなみだをぬぐうと、三
人
 にん

 にふかぶかとおじぎをし、お
坊
 ぼう

 さんは
光
 ひか

 る
数
 じゅ
 珠
 ず

 をもんで、おがんだ。

「どういうことですか？」

　三
人
 にん

 で
顔
 かお

 を
見
 み

 あわせてから、
信
 し
 乃
 の

 がお
坊
 ぼう

 さんにたずねた。

「わたしは、
丶
 ちゅ
 大
 だい

 という
名
 な

 の、
旅
 たび

 の
法
 ほう
 師
 し

 です。では、
長
 なが

 い
長
 なが

 い
物
 もの
 語
 がたり

 になりますが……すべてお
話
 はな

 しいたしましょう。」

　お
坊
 ぼう

 さん──
丶
 ちゅ
 大
 だい
 法
 ほう
 師
 し

 は、
天
 てん

 をおがんでから、
語
 かた

 りはじめた。

　おそろしい
魔
 ま
 女
 じょ

 に
呪
 のろ

 われてしまったある
国
 くに

 と、
美
 うつく

 しい
姫
 ひめ

 と、その
愛
 あい
 犬
 けん

 の
物
 もの
 語
 がたり

 を。







＊１
滸
 こ
 我
 が

 　
現
 げん
 在
 ざい

 の
茨
 いばら
 城
 き
 県
 けん
 古
 こ
 河
 が
 市
 し

 。






＊２
黄
 おう
 金
 ごん
 千
 せん
 貫
 がん
 文
 もん

 　百
万
 まん
 文
 もん

 。
一
 いっ
 説
 せつ

 によると、
現
 げん
 在
 ざい

 の
金
 きん
 額
 がく

 で
約
 やく

 二千
万
 まん

 ～二千五百
万
 まん
 円
 えん

 くらい。








六　
姫
 ひめ

 と
愛
 あい
 犬
 けん

 と、八つの
玉
 たま

 の
物
 もの
 語
 がたり











　さかのぼること、四十
年
 ねん

 ほどの
昔
 むかし

 。

　
若
 わか

 い
武
 ぶ
 将
 しょう

 が、
戦
 いくさ

 に
敗
 やぶ

 れて
父
 ちち

 の
国
 くに

 を
失
 うしな

 い、あらたな
居
 い
 場
 ば
 所
 しょ

 を
求
 もと

 めて、
大
 たい
 海
 かい

 につきだした
半
 はん
 島
 とう

 の
先
 さき

 にある
安
 あ
 房
 わ

 に
流
 なが

 れついた。

　その
名
 な

 を、
里
 さと
 見
 み
 義
 よし
 実
 ざね

 。

　
義
 よし
 実
 ざね

 は、
知
 ち
 恵
 え

 と
勇
 ゆう
 気
 き

 で、
意
 い
 地
 じ
 悪
 わる

 な
殿
 との

 さまに
苦
 くる

 しめられていた
農
 のう
 民
 みん

 たちを
救
 すく

 って、
味
 み
 方
 かた

 につけ、
殿
 との

 さまをたおして
小
 ちい

 さな
城
 しろ

 を
手
 て

 に
入
 い

 れた。

　
義
 よし
 実
 ざね

 が
守
 まも

 る
土
 と
 地
 ち

 と
民
 たみ

 、この
場
 ば
 所
 しょ

 を、
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 という。

　
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 のとなりに、
神
 じん
 余
 よ

 という
殿
 との

 さまの
治
 おさ

 める
国
 くに

 があった。ところが、その
国
 くに

 には
山
 やま
 下
 した
 定
 さだ
 包
 かね

 という
悪
 わる

 い
家
 け
 来
 らい

 がいた。いつか、
殿
 との

 さまを
暗
 あん
 殺
 さつ

 し、この
国
 くに

 をのっとろうと
考
 かんが

 えていたのだ。

　そのとき
神
 じん
 余
 よ

 の
殿
 との

 さまには、とても
美
 うつく

 しい
奥
 おく
 方
 がた

 がいた。
名
 な

 を
玉
 たま
 梓
 ずさ

 という。

　しかし、この
玉
 たま
 梓
 ずさ

 、そもそも、どこで
生
 う

 まれたのか、まったくわからない
旅
 たび

 の
女
 おんな

 だった。
城
 しろ

 で
歌
 うた

 やおどりを
見
 み

 せ、すっかり
気
 き

 に
入
 い

 られて
城
 しろ

 ではたらくようになり、
殿
 との

 さまの
奥
 おく
 方
 がた

 が
病
 びょう
 気
 き

 で
亡
 な

 くなると、
新
 あたら

 しい
奥
 おく
 方
 がた

 におさまったのだ。

　じつは、
玉
 たま
 梓
 ずさ

 はおそろしい
魔
 ま
 女
 じょ

 だった。
魚
 さかな

 がたくさんとれ、あたたかくて、
冬
 ふゆ

 でも
花
 はな

 が
咲
 さ

 き、
土
 と
 地
 ち

 の
実
 みの

 りも
豊
 ゆた

 かな
安
 あ
 房
 わ

 を、
人
 にん
 間
 げん

 の
手
 て

 からうばい、
自
 じ
 分
 ぶん

 ひとりのものにしようとやってきたのだ。

　
玉
 たま
 梓
 ずさ

 は、その
美
 うつく

 しさで
定
 さだ
 包
 かね

 をとりこにすると、あやつって、
殿
 との

 さまの
暗
 あん
 殺
 さつ

 を
成
 せい
 功
 こう

 させた。そして、
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 へ、
定
 さだ
 包
 かね

 が
動
 うご

 かす
軍
 ぐん

 を
送
 おく

 りこんできたのだ。





　しかし、
殿
 との

 さまが
死
 し

 んだのは
玉
 たま
 梓
 ずさ

 の
計
 けい
 画
 かく

 のためと
気
 き

 がついた、
神
 じん
 余
 よ

 の
家
 け
 来
 らい

 たちがおおぜい
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 に
味
 み
 方
 かた

 し、この
戦
 いくさ

 は、
里
 さと
 見
 み

 の
勝
 しょう
 利
 り

 に
終
 お

 わった。

　とらえられた
定
 さだ
 包
 かね

 と
玉
 たま
 梓
 ずさ

 を、
義
 よし
 実
 ざね

 は
神
 じん
 余
 よ

 の
家
 け
 来
 らい

 たちの
言
 い

 うとおり、
死
 し
 刑
 けい

 にしようとした。

　
処
 しょ
 刑
 けい
 場
 じょう

 で、まず、
定
 さだ
 包
 かね

 に
死
 し
 刑
 けい

 をもうしわたし、
次
 つぎ

 にひきだされたのは、なわでぐるぐる
巻
 ま

 きにしばられた
玉
 たま
 梓
 ずさ

 だった。

　しくしく
泣
 な

 きながら、ひきずってこられた
玉
 たま
 梓
 ずさ

 が、
義
 よし
 実
 ざね

 の
前
 まえ

 で
顔
 かお

 を
上
 あ

 げると、なみだでぐしゃぐしゃなのに、
息
 いき

 をのむほど
美
 うつく

 しい。

　ほっそりとした
体
 からだ

 、
白
 しろ

 い
顔
 かお

 、ぬれた
黒
 くろ

 いひとみと、
赤
 あか

 いくちびる、
風
 かぜ

 に
散
 ち

 らされそうな
大
 たい
 輪
 りん

 の
花
 はな

 のようにふるえながら、
義
 よし
 実
 ざね

 をじっと
見
 み

 つめる。

「これほど
美
 うつく

 しい
女
 おんな

 が、そのようなひどい
罪
 つみ

 を
犯
 おか

 すものだろうか……。」

　まよった
義
 よし
 実
 ざね

 は、つい、

「かよわい
女
 おんな

 を
殺
 ころ

 すのは、どうかと
思
 おも

 う……。
命
 いのち

 だけはゆるそう。」

と、
言
 い

 ってしまった。

　しかしすぐさま、その
場
 ば

 にいた
神
 じん
 余
 よ

 の
家
 け
 来
 らい

 たちが、
抗
 こう
 議
 ぎ

 した。

「だまされてはなりません！　この
悪
 あく
 女
 じょ

 が、すべての
原
 げん
 因
 いん

 です。
魔
 ま
 女
 じょ

 なのです！」

　
義
 よし
 実
 ざね

 は、はっとした。
黒
 くろ

 いひとみに
宿
 やど

 る、
心
 こころ

 をあやつる
魔
 ま
 術
 じゅつ

 に、あやうく
自
 じ
 分
 ぶん

 もあやつられるところだった。

「そうだった。この
女
 おんな

 も、
今
 いま

 すぐ
死
 し
 刑
 けい

 にせよ。」

　とたんに、
玉
 たま
 梓
 ずさ

 の
口
 くち

 が
真
 ま

 っ
赤
 か

 にさけ、ひとみは
青
 あお
 白
 じろ

 くらんらんと
光
 ひか

 り、ぞっとするほどおそろしい
顔
 かお

 に
変
 か

 わった。

「おのれ、
里
 さと
 見
 み
 義
 よし
 実
 ざね

 。
一
 いち
 度
 ど

 ゆるすとしておきながら、
家
 け
 来
 らい

 に
言
 い

 われて、やはり
殺
 ころ

 すと、
人
 ひと

 の
命
 いのち

 をもてあそぶとは。
聞
 き

 きしに
勝
 まさ

 る、おろかな
武
 ぶ
 将
 しょう

 だわ。おまえも、
子
 こ

 も
孫
 まご

 も、
里
 さと
 見
 み

 にかかわる
者
 もの

 はみんな、
呪
 のろ

 ってやる。

　
犬
 いぬ

 になれ、
呪
 のろ

 いの
命
 めい

 じるまま、
犬
 いぬ

 のように
走
 はし

 りまわれ！」

　
義
 よし
 実
 ざね

 をにらみつけ、
呪
 のろ

 いの
言
 こと
 葉
 ば

 をはいた
玉
 たま
 梓
 ずさ

 は、四、五
人
 にん

 の
家
 け
 来
 らい

 たちにおさえつけられて、
首
 くび

 を
斬
 き

 られた。





　その
次
 つぎ

 の
年
 とし

 の
真
 ま
 夏
 なつ

 。

　
義
 よし
 実
 ざね
 夫
 ふ
 妻
 さい

 に、
女
 おんな

 の
子
 こ

 が
生
 う

 まれた。
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 と
名
 な

 づけられたこの
姫
 ひめ
 君
 ぎみ

 、
夜
 よる

 も
昼
 ひる

 も、いつまでたっても
泣
 な

 くばかりで、まったく
笑
 わら

 おうとしない。

　三
歳
 さい

 になっても、
笑
 わら

 いもせず、
言
 こと
 葉
 ば

 もしゃべらず、いつもぐずぐず、めそめそ、
泣
 な

 いてばかりいる。

「これが、
魔
 ま
 女
 じょ
 玉
 たま
 梓
 ずさ

 の
呪
 のろ

 いなのか……。」

　
義
 よし
 実
 ざね

 と
奥
 おく
 方
 がた

 は、
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 を
何
 なん
 人
 にん

 もの
医
 い
 者
 しゃ

 に
診
 み

 せ、あれこれ
薬
 くすり

 を
飲
 の

 ませたり、あちこちのお
寺
 てら

 や
神
 じん
 社
 じゃ

 にお
参
 まい

 りをして、
呪
 のろ

 いをといてくださいといのったりしたが、まるで
効
 こう
 果
 か

 がなかった。

　
安
 あ
 房
 わ

 には、
洲
 す
 崎
 さき
 大
 だい
 明
 みょう
 神
 じん

 という
神
 じん
 社
 じゃ

 があった。

　ある
日
 ひ

 、
奥
 おく
 方
 がた

 が
言
 い

 った。

「
殿
 との

 、
洲
 す
 崎
 さき
 大
 だい
 明
 みょう
 神
 じん

 さまにも、なんどもお
参
 まい

 りしましたが、わたくしたちのいのりは
聞
 き

 きとどけてはもらえませんでした。もう
姫
 ひめ

 も三
歳
 さい

 、
自
 じ
 分
 ぶん

 の
足
 あし

 で
歩
 ある

 けます。
姫
 ひめ

 とて、
泣
 な

 いてばかりのわが
身
 み

 がつらいはず。
今
 いま

 まではわたしたちがお
参
 まい

 りしていましたが、
姫
 ひめ

 が
自
 みずか

 らお
参
 まい

 りして、いのれば、
通
 つう

 じるかもしれません。」

「そうだな。
泣
 な

 いてばかりでも、ここまでぶじに
育
 そだ

 ったのだ。
神
 かみ

 さまにお
礼
 れい

 をもうしあげに
行
 い

 かせよう。」

　
義
 よし
 実
 ざね

 も
賛
 さん
 成
 せい

 し、
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 は
乳
 う
 母
 ば

 や
家
 け
 来
 らい

 たちに
連
 つ

 れられ、
自
 じ
 分
 ぶん

 でお
参
 まい

 りすることになった。

　
洲
 す
 崎
 さき
 大
 だい
 明
 みょう
 神
 じん

 にぶじお
参
 まい

 りをして、その
帰
 かえ

 り
道
 みち

 。

　
人
 ひと

 がかつぐ
輿
 こし

 という
乗
 の

 り
物
 もの

 の
中
 なか

 で、
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 がまた、えーん、えーん、と
泣
 な

 きはじめた。

　
何
 なに

 をしても
泣
 な

 きやまず、どうして
泣
 な

 いているのかがわからないので、
家
 け
 来
 らい

 たちがこまっているときだった。

　八十
歳
 さい

 くらいの、
白
 はく
 髪
 はつ

 で
白
 しろ

 い
八
 はち

 の
字
 じ

 まゆ
毛
 げ

 の
老
 ろう
 人
 じん

 が、
杖
 つえ

 にすがりつつ、
近
 ちか

 よってきた。

「これは、
里
 さと
 見
 み

 の
姫
 ひめ

 さまではございませぬかな。いかがなされた。」

　じつは、と
乳
 う
 母
 ば

 が
説
 せつ
 明
 めい

 すると、
老
 ろう
 人
 じん

 はうなずいた。

「それは
不
 ふ
 幸
 こう

 な
子
 こ

 。これをさしあげましょう。お
守
 まも

 りになさい。」

　
老
 ろう
 人
 じん

 はふところから、
水
 すい
 晶
 しょう

 の
数
 じゅ
 珠
 ず

 をとりだした。

　
数
 じゅ
 珠
 ず

 といっても、とても
大
 おお

 きな
輪
 わ

 になっていて、百八つの
透
 とう
 明
 めい

 な
玉
 たま

 が
連
 つら

 なっている。
玉
 たま

 のうち、百
個
 こ

 は
小
 ちい

 さいが、
残
 のこ

 り八つは
大
 おお

 きめの
玉
 たま

 だった。

「この八つの
玉
 たま

 は、
本
 ほん
 当
 とう

 の
持
 も

 ち
主
 ぬし

 に
会
 あ

 えば、
文
 も
 字
 じ

 がうかぶ。それは、
人
 ひと

 が
守
 まも

 るべきだいじな
言
 こと
 葉
 ば

 である。そしてまた、
言
 こと
 葉
 ば

 を
守
 まも

 る
人
 ひと

 は、
玉
 たま

 に
守
 まも

 られる。やがてこの八つの
玉
 たま

 は、
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 を
魔
 ま
 女
 じょ

 の
呪
 のろ

 いから
守
 まも

 る、八
人
 にん

 の
剣
 けん
 士
 し

 を
生
 う

 むであろう。」

　
予
 よ
 言
 げん

 のようにつぶやくと、
数
 じゅ
 珠
 ず

 を、
乳
 う
 母
 ば

 がだく
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 の
首
 くび

 にかけてくれた。

「さあ、これでもう
姫
 ひめ

 さまが
泣
 な

 くことはない。
安
 あん
 心
 しん

 してお
帰
 かえ

 りなさい。」

　なるほど、ぴたり、と
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 が
泣
 な

 きやんだ。びっくりした
顔
 かお

 をしている。

　
城
 しろ

 にもどり、
義
 よし
 実
 ざね

 と
奥
 おく
 方
 がた

 にむかえられたとたん、
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 は
笑
 わら

 った。そして「お
父
 ちち
 上
 うえ

 、お
母
 はは
 上
 うえ

 、もどりました。」としゃべる。

「なんとまあ！　いったいどのようなお
参
 まい

 りを……。」

　
乳
 う
 母
 ば

 にたずねた
義
 よし
 実
 ざね

 は、その
老
 ろう
 人
 じん

 こそ、
洲
 す
 崎
 さき

 の
神
 かみ

 さまにちがいないと
思
 おも

 った。

「では、
神
 じん
 社
 じゃ

 の
前
 まえ

 にある
海
 うみ

 に
立
 た

 ち
入
 い

 り
魚
 さかな

 をとるのは、この
先
 さき

 ずっと
禁
 きん
 止
 し

 しよう。あの
海
 うみ

 はお
礼
 れい

 として
神
 かみ

 さまにささげるのだ。」





　それからの
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 は、だれよりもかしこく、だれよりも
美
 うつく

 しく
育
 そだ

 った。
義
 よし
 実
 ざね

 は「
犬
 いぬ

 になれ。」と
言
 い

 われた
玉
 たま
 梓
 ずさ

 の
呪
 のろ

 いなど、わすれてしまった。

　
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 が十二
歳
 さい

 のとき。
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 の、とある
農
 のう
 家
 か

 にふしぎな
犬
 いぬ

 がいると
聞
 き

 いて、
義
 よし
 実
 ざね

 はその
犬
 いぬ

 を
城
 しろ

 に
連
 つ

 れてこさせた。

「これか……
母
 はは
 犬
 いぬ

 がオオカミにおそわれて
死
 し

 んだというのに、なぜかタヌキが
乳
 ちち

 を
飲
 の

 ませに
通
 かよ

 ってきて、ここまで
大
 おお

 きくなった
犬
 いぬ

 、というのは。」

　まだ
若
 わか
 犬
 いぬ

 だというのに、
大
 おお

 きさが
子
 こ
 牛
 うし

 ほどもある。
白
 しろ

 い
毛
 け

 で、
牡
 ぼ
 丹
 たん

 の
花
 はな

 のような
形
 かたち

 をした
黒
 くろ

 いぶちが、
体
 からだ

 のあちこちに八つあった。おすの
犬
 いぬ

 だ。

「このように
大
 おお

 きく、
強
 つよ

 そうな
犬
 いぬ

 は
見
 み

 たことがないぞ。」

「まあ、なんと
勇
 いさ

 ましく、かしこそうな
目
 め

 をした
犬
 いぬ

 。
父
 ちち
 上
 うえ

 、この
犬
 いぬ

 を、わたくしにくださいませ。」

　
犬
 いぬ

 を
見
 み

 て、ひと
目
 め

 で
気
 き

 に
入
 い

 った
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 のたのみで、
義
 よし
 実
 ざね

 はその
犬
 いぬ

 を
城
 しろ

 の
奥
 おく
 庭
 にわ

 で
飼
 か

 うことにした。八つのぶちがあるので、
八
 やつ
 房
 ふさ

 、と
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 が
名
 な

 をつけた。

　
八
 やつ
 房
 ふさ

 はいつも、お
出
 で

 かけする
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 のおともをして、あぶないことから
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 を
守
 まも

 った。
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 が
奥
 おく
 庭
 にわ

 に
面
 めん

 した
縁
 えん
 側
 がわ

 に
出
 で

 て「
八
 やつ
 房
 ふさ

 、
八
 やつ
 房
 ふさ

 。」とよべば、いつでも、
何
 なに

 をしていても、
真
 ま

 っ
先
 さき

 にかけつけるのだった。





　それから五
年
 ねん

 ……
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 が十七
歳
 さい

 、
弟
 おとうと

 の
義
 よし
 成
 なり

 が十六
歳
 さい

 になった
年
 とし

 の、
秋
 あき

 の
終
 お

 わり。

　
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 のとなり、
安
 あん
 西
 ざい

 という
殿
 との

 さまが
治
 おさ

 める
国
 くに

 と、
戦
 いくさ

 になった。

　まえの
年
 とし

 、
安
 あん
 西
 ざい

 の
国
 くに

 では
米
 こめ

 がとれず、
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 から
米
 こめ

 五千
俵
 びょう

 を
借
 か

 りて、
飢
 う

 えをしのいだ。

「かならず、お
礼
 れい

 をそえて、
来
 らい
 年
 ねん

 、
米
 こめ

 五千
俵
 びょう

 を
返
 かえ

 します。」という
約
 やく
 束
 そく

 だったのだが……。

　この
年
 とし

 、
今
 こん
 度
 ど

 は
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 で
米
 こめ

 がとれなかった。となりの
安
 あん
 西
 ざい

 の
国
 くに

 は
豊
 ほう
 作
 さく

 だ。
去
 きょ
 年
 ねん
 貸
 か

 した
米
 こめ

 を
返
 かえ

 してくれ、と
安
 あん
 西
 ざい

 の
殿
 との

 さまにたのみに
行
 い

 くと……「そんなものは
知
 し

 らん」。

　これで、
戦
 いくさ

 になった、というわけだ。

　しかし、
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 には
食
 た

 べものが
足
 た

 りない。
兵
 へい

 はみんな
力
 ちから

 つき、
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 は
攻
 せ

 めこまれて、
城
 しろ

 をかこまれた。にげることはできそうもない。

「
全
 ぜん
 員
 いん
 死
 し

 ぬしかないのか。」

　
夕
 ゆう
 暮
 ぐ

 れ、
奥
 おく
 庭
 にわ

 に
布
 し

 いた
陣
 じん

 の
中
 なか

 、
義
 よし
 実
 ざね

 は、くやしくてくやしくて、たまらなかった。そばで、
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 や
奥
 おく
 方
 がた

 がいる
城
 しろ

 の
一
 いっ
 室
 しつ

 を、
守
 まも

 るようにかまえている
八
 やつ
 房
 ふさ

 を
見
 み

 つめる。

　
食
 た

 べものがないので、
八
 やつ
 房
 ふさ

 もやせおとろえていたが、
目
 め

 だけは
光
 ひか

 り、どの
兵
 へい

 よりも
気
 き
 合
 あい

 が
入
 はい

 っている。

　
犬
 いぬ

 だから
何
 なに

 もわかっていないのだな、と、つい、
義
 よし
 実
 ざね

 は
八
 やつ
 房
 ふさ

 をなで、
冗
 じょう
 談
 だん

 を
言
 い

 った。

「なあ、
八
 やつ
 房
 ふさ

 。おまえも
腹
 はら

 がへっているのか。
敵
 てき
 将
 しょう
 安
 あん
 西
 ざい

 をおまえが
喰
 く

 い
殺
 ころ

 せば、みんなの
命
 いのち

 が
助
 たす

 かるんだ。そうしたら、なんでも
好
 す

 きなものをやろう。
魚
 さかな

 の
肉
 にく

 がいいか？」

　くぅん、と
鼻
 はな

 を
鳴
 な

 らし、
八
 やつ
 房
 ふさ

 はそっぽをむいた。

「なら、
高
 たか

 い
身
 み
 分
 ぶん

 の
職
 しょく

 をやろうか。それとも、
領
 りょう
 地
 ち

 をやろうか。いや、
犬
 いぬ

 はそんなものなどいらないな。よし、
大
 だい
 好
 す

 きな
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 を、おまえの
嫁
 よめ

 にやろう。」

　とたんに、
義
 よし
 実
 ざね

 をまっすぐに
見
 み

 て、わんっ！　とほえ、
八
 やつ
 房
 ふさ

 は
陣
 じん

 の
外
 そと

 へと、
一
 いち
 目
 もく
 散
 さん

 にかけだしていった。
家
 け
 来
 らい

 が
止
 と

 めようとするのを、
義
 よし
 実
 ざね

 は
制
 せい

 した。

「よしよし、
八
 やつ
 房
 ふさ

 だけでも、
助
 たす

 かればよい。」

　やがて、
夜
 よる

 になった。

　もはや、これまで、と
全
 ぜん
 員
 いん

 、
死
 し

 の
覚
 かく
 悟
 ご

 を
決
 き

 め、
奥
 おく
 方
 がた

 や
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 など
女
 おんな

 たちや、
老
 ろう
 人
 じん

 まで
武
 ぶ
 器
 き

 を
手
 て

 にして、
最
 さい
 後
 ご

 の
戦
 たたか

 いに
討
 う

 って
出
 で

 ようとしたとき。

「
殿
 との

 ！　
敵
 てき

 が、
敵
 てき

 が
総
 そう

 くずれとなり、しりぞいていきます！」

「いったい、なぜ？」

「わかりません。」

　そこへ、
八
 やつ
 房
 ふさ

 が
何
 なに

 かをくわえて、
走
 はし

 ってもどってきた。くわえていたものを、
縁
 えん
 側
 がわ

 に
置
 お

 いて
前
 まえ
 足
 あし

 をかけ、わぉーんっ、と
高
 たか

 だかとほえる。

「こ、これは……
敵
 てき
 将
 しょう
 安
 あん
 西
 ざい

 の
首
 くび

 ！」

　
本
 ほん
 当
 とう

 に
敵
 てき

 の
大
 たい
 将
 しょう

 を
喰
 く

 い
殺
 ころ

 してきたのだ。





　こうして
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 は
守
 まも

 られ、みんな
命
 いのち
 拾
 びろ

 いした。
安
 あん
 西
 ざい

 の
国
 くに

 も、
里
 さと
 見
 み

 の
領
 りょう
 地
 ち

 になった。

　
義
 よし
 実
 ざね

 は
八
 やつ
 房
 ふさ

 に、たくさんのごちそうをあたえたが、
八
 やつ
 房
 ふさ

 は
見
 み
 向
 む

 きもしない。
何
 なに

 も
食
 た

 べず、ねむりもせず、
義
 よし
 実
 ざね

 を
見
 み

 かけるたび、うったえるように
鳴
 な

 いてあばれるばかりだ。

　まもなく
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 と、
婚
 こん
 約
 やく
 者
 しゃ

 である、
第
 だい

 一の
家
 け
 来
 らい

 の
息
 むす
 子
 こ
 金
 かな
 碗
 まり
 大
 だい
 輔
 すけ

 との、
結
 けっ
 婚
 こん

 の
儀
 ぎ
 式
 しき

 の
日
 ひ

 が
近
 ちか

 づいた。

　けれど、
八
 やつ
 房
 ふさ

 のようすがおかしいので、ある
夜
 よ

 、
姫
 ひめ

 は
気
 き

 になり、
義
 よし
 実
 ざね

 にたずねた。

「
父
 ちち
 上
 うえ

 、
八
 やつ
 房
 ふさ

 は、
戦
 いくさ

 でもっとも
活
 かつ
 躍
 やく

 したというのに、
元
 げん
 気
 き

 がないようです。
何
 なに

 かごぞんじではございませんか？　
犬
 いぬ

 とはいえ、みんなを
救
 すく

 ったのです。ちゃんとごほうびをあげたのでしょうか。」

「それが……。」

　
義
 よし
 実
 ざね

 の
告
 こく
 白
 はく

 を
聞
 き

 いて、
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 はなみだをこぼした。

「それはひどいことを……。たとえ、
相
 あい
 手
 て

 が
犬
 いぬ

 とはいえ、
冗
 じょう
 談
 だん

 だとしても、
約
 やく
 束
 そく

 したのです。
約
 やく
 束
 そく

 は
守
 まも

 らなくてはなりません。」

　
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 は、
用
 よう
 意
 い

 してあった
真
 ま

 っ
白
 しろ

 な
花
 はな
 嫁
 よめ
 衣
 い
 装
 しょう

 を、そばにひきよせた。

「わたくしは、
父
 ちち
 上
 うえ

 に
代
 か

 わり、
約
 やく
 束
 そく

 を
守
 まも

 ります。
大
 だい
 輔
 すけ

 には、
心
 こころ

 からおわびを……
大
 だい
 輔
 すけ

 のことが、きらいになったのではありません。
今
 いま

 も、
大
 だい
 好
 す

 きです……でも、みんなの
命
 いのち

 を
救
 すく

 うために、
八
 やつ
 房
 ふさ

 とした
約
 やく
 束
 そく

 は、
守
 まも

 らないと。」

　
義
 よし
 実
 ざね

 はがっくりと
肩
 かた

 を
落
 お

 とし、なげいた。

「
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 ！　ああ、これが
玉
 たま
 梓
 ずさ

 の
呪
 のろ

 いなのか……だいじなひとり
娘
 むすめ

 を、
犬
 いぬ

 の
嫁
 よめ

 にしてしまうとは。
考
 かんが

 えてみれば、
伏
 ふせ

 という
名
 な

 は、
人
 ひと

 が
犬
 いぬ

 のそばにいると
書
 か

 く。
名
 な

 をつけるときから、
呪
 のろ

 われていたのか。」

「
玉
 たま
 梓
 ずさ

 の
呪
 のろ

 い……とは？」

　
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 に
重
 かさ

 ねてたずねられ、
義
 よし
 実
 ざね

 は
昔
 むかし

 のことを
語
 かた

 った。

「『
犬
 いぬ

 になれ。』ですか……。では、わたくしは、
一
 いっ
 生
 しょう

 、その
呪
 のろ

 いが、わたくしひとりの
身
 み

 のみに
受
 う

 けて
消
 き

 えるよう、いのりつづけましょう。」

　いつも
首
 くび

 にかけている百八つの
水
 すい
 晶
 しょう

 の
玉
 たま

 の
数
 じゅ
 珠
 ず

 に、
手
 て

 をふれていのる。そして
花
 はな
 嫁
 よめ
 衣
 い
 装
 しょう

 をまとい、いのるとき
読
 よ

 むためのお
経
 きょう

 を一
巻
 かん
 持
 も

 つと、
縁
 えん
 側
 がわ

 に
出
 で

 て、
八
 やつ
 房
 ふさ

 をよんだ。

　
八
 やつ
 房
 ふさ

 がぱっと
走
 はし

 ってきて、
目
 め

 をきらきらさせ、
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 にしっぽをふる。

「さあ、
父
 ちち
 上
 うえ

 。」

　
決
 けつ
 意
 い

 をかため、ゆるがない
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 の
声
 こえ

 に、
義
 よし
 実
 ざね

 は
泣
 な

 く
泣
 な

 く、
命
 めい

 じた。

「
八
 やつ
 房
 ふさ

 。おまえの
武
 ぶ
 功
 こう

 に、ほうびとして、
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 をあたえる。」

　わん！　
八
 やつ
 房
 ふさ

 がよろこびいさんでほえた。

「
父
 ちち
 上
 うえ

 、
母
 はは
 上
 うえ

 、
勝
 かっ
 手
 て

 を
言
 い

 い、
親
 おや
 不
 ふ
 孝
 こう

 をしたこと、おゆるしください。
行
 い

 きましょう、
八
 やつ
 房
 ふさ

 、どこへでも、おまえの
好
 す

 きなところへ。」

　
八
 やつ
 房
 ふさ

 は
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 を
背
 せ

 に
乗
 の

 せ、
城
 しろ

 を
飛
 と

 びだし、
暗
 くら

 い
中
 なか

 をかなたへかけていった。

「……ああ、
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 ！　だれかいないかっ。
追
 お

 え！　どこへ
行
 い

 くか、
追
 お

 うのだ！」





　
家
 け
 来
 らい

 たちがひと
晩
 ばん

 じゅう、
馬
 うま

 でけんめいに
追
 お

 いかけ、
富
 と
 山
 やま

 という、
安
 あ
 房
 わ

 で二
番
 ばん

 めに
高
 たか

 い
山
 やま

 の
奥
 おく

 の、どうくつへ
入
 はい

 ったことを、
義
 よし
 実
 ざね

 に
報
 ほう
 告
 こく

 した。

「では、
富
 と
 山
 やま

 は、
何
 なに
 人
 びと

 たりとも、
立
 た

 ち
入
 い

 り
禁
 きん
 止
 し

 だ。
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 がぶじにすごせるよう……。もし、
入
 はい

 った
者
 もの

 がいたら、
理
 り
 由
 ゆう

 を
問
 と

 わず、
死
 し
 刑
 けい

 にする。」





　それから一
年
 ねん

 。

　
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 の
婚
 こん
 約
 やく
 者
 しゃ
 金
 かな
 碗
 まり
 大
 だい
 輔
 すけ

 は、どうしてもあきらめきれずにいた。しかも、
急
 きゅう

 に
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 がいなくなったことを
悲
 かな

 しみつづけた
義
 よし
 実
 ざね

 の
奥
 おく
 方
 がた

 が、とうとう
病
 びょう
 気
 き

 になってしまった。

「
死
 し
 刑
 けい

 になってもいい。わたしは、
奥
 おく
 方
 がた

 さまのためにも、
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 をとりもどす。」

　
富
 と
 山
 やま

 の
奥
 おく

 のどうくつまで
登
 のぼ

 っていくと、はたして、どうくつの
前
 まえ

 で
白
 しろ

 い
衣
 い
 装
 しょう

 の
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 が、
八
 やつ
 房
 ふさ

 に
守
 まも

 られるようにして、お
経
 きょう

 を
読
 よ

 んでいた。

　
八
 やつ
 房
 ふさ

 が
気
 け
 配
 はい

 をさっし、
大
 だい
 輔
 すけ

 がかくれているほうをにらんで、ううう、とうなる。

（あの
犬
 いぬ

 がいるかぎり、
姫
 ひめ

 さまはもどってきてくれない。）

　よし、と
大
 だい
 輔
 すけ

 は
鉄
 てっ
 砲
 ぽう

 をかまえ、
八
 やつ
 房
 ふさ

 をねらって、だんっ、と
撃
 う

 った。

　ぎゃうんっ。

　
八
 やつ
 房
 ふさ

 がはじけとび、たおれる。しかしまた、
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 も、
悲
 ひ
 鳴
 めい

 をあげてたおれてしまった。

「
姫
 ひめ

 さまぁっ！」

　
大
 だい
 輔
 すけ

 がかけより、
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 をだきおこすと、
弾
 たま

 は
八
 やつ
 房
 ふさ

 を
貫
 かん
 通
 つう

 し、
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 の
右
 みぎ
 胸
 むね

 に
当
 あ

 たっていたのだ。

「……そ、そんな……。」

「……
大
 だい
 輔
 すけ

 ……あなたは、
悪
 わる

 くない……
自
 じ
 分
 ぶん

 を
責
 せ

 めてはなりません……あなたは、
母
 はは
 上
 うえ

 がわたくしに
会
 あ

 いたがったので、
連
 つ

 れもどしに
来
 き

 た……のですね？」

「はい……いえ、わたしは、
姫
 ひめ

 さまを
幸
 しあわ

 せにしたくて……こんな
山
 やま

 の
奥
 おく

 でおひとりで
生
 い

 きるのではなく、ふたりで……わたしの
手
 て

 で
幸
 しあわ

 せに……。」

　
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 は、
苦
 くる

 しい
息
 いき

 の
下
 した

 、
大
 だい
 輔
 すけ

 を
見
 み

 つめて、とぎれとぎれにささやく。

「…………そう、のぞんで、くれただけで、わたくしは、
幸
 しあわ

 せ……です。だから、あなたは、
何
 なに

 も
悪
 わる

 くない……
悪
 わる

 くないの……。」

　
大
 だい
 輔
 すけ

 はかぶりをふるのがせいいっぱいだった。すべて、
自
 じ
 分
 ぶん

 が
悪
 わる

 い。

　そのとき、もやもやとした
黒
 くろ

 い
霧
 きり

 が、あたりからわいてきた。

『あはははははっ。
呪
 のろ

 いよ。これが、
呪
 のろ

 い。』

　
黒
 くろ

 い
霧
 きり

 の
中
 なか

 に、おそろしい
顔
 かお

 をした
女
 おんな

 の
首
 くび

 がういていた。
血
 ち
 走
 ばし

 った
目
 め

 をかっと
見
 み

 ひらき、
真
 ま

 っ
赤
 か

 な
口
 くち

 が
耳
 みみ

 までさけている。
女
 おんな

 の
首
 くび

 はしわがれた
声
 こえ

 でしゃべった。

『
呪
 のろ

 いをかけてやった。
姫
 ひめ

 の
首
 くび

 に
呪
 のろ

 いよけの
数
 じゅ
 珠
 ず

 がかけられたので、より
深
 ふか

 い
呪
 のろ

 いを。

　
魔
 ま
 術
 じゅつ

 であやつるオオカミに
母
 はは
 犬
 いぬ

 を
喰
 く

 い
殺
 ころ

 させ、
魔
 ま
 術
 じゅつ

 をかけたメスダヌキに
子
 こ
 犬
 いぬ

 を
育
 そだ

 てさせて、
魔
 ま
 犬
 けん

 にしたてて
里
 さと
 見
 み

 の
城
 しろ

 へ
送
 おく

 りこんだ。
敵
 てき

 の
首
 くび

 をかみ
切
 き

 らせ、
姫
 ひめ

 を
山
 やま

 へと
連
 つ

 れだして、
恋
 こい
 人
 びと

 から
殺
 ころ

 されるようにしてやったわ。

　
呪
 のろ

 いはこれで
終
 お

 わらない。
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 は、もっともっと
呪
 のろ

 われる。あはははははっ。』

「おまえは……っ。」

「
玉
 たま
 梓
 ずさ

 ！」

　
大
 だい
 輔
 すけ

 の
後
 うし

 ろで、
声
 こえ

 があがった。ふりむくと、
殿
 との

 さま──
義
 よし
 実
 ざね

 だ。
大
 だい
 輔
 すけ

 が
山
 やま

 へむかったと
知
 し

 らされ、
止
 と

 めるために
追
 お

 いかけてきたのだ。

『
里
 さと
 見
 み
 義
 よし
 実
 ざね

 、これは
呪
 のろ

 いなのだ。すべて、おまえがまねいた、この
玉
 たま
 梓
 ずさ

 の
呪
 のろ

 い。』

　
女
 おんな

 ──
玉
 たま
 梓
 ずさ

 の
首
 くび

 は
義
 よし
 実
 ざね

 をにらみつけ、
呪
 のろ

 いの
言
 こと
 葉
 ば

 をはいた。

『あと
何
 なん
 十
 じゅう
 年
 ねん

 、おまえが
生
 い

 きているかぎり、
呪
 のろ

 いはつづく。いやいや、おまえが
死
 し

 んでも、おまえの
息
 むす
 子
 こ

 の
代
 だい

 になれば、さらに
呪
 のろ

 いは
強
 つよ

 く、
孫
 まご

 の
代
 だい

 になれば、さらにさらにはげしい
呪
 のろ

 いで、
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 を
苦
 くる

 しめてやる。その
先
 さき

 も、また
先
 さき

 の
世
 よ

 も！』

　ぎゃはははははっ、と
玉
 たま
 梓
 ずさ

 の
首
 くび

 が
高
 たか
 笑
 わら

 いしながら、
黒
 くろ

 い
霧
 きり

 をふきだして
飛
 と

 びまわる。

　あまりのおそろしさに、
大
 だい
 輔
 すけ

 も
義
 よし
 実
 ざね

 も
体
 からだ

 がこわばり、
刀
 かたな

 をかまえるのがせいいっぱいで、
攻
 こう
 撃
 げき

 などできなかった。

　そのとき、
大
 だい
 輔
 すけ

 のうでの
中
 なか

 で
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 が
目
 め

 をひらき、
声
 こえ

 をふりしぼった。

「わたくしは、けっして
呪
 のろ

 いに……
負
 ま

 けません！　八
人
 にん

 の
剣
 けん
 士
 し

 よ、
来
 き

 たれ!!
 」

　とたんに、
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 の
首
 くび

 にかかっていた、百八つの
玉
 たま

 の
数
 じゅ
 珠
 ず

 の
糸
 いと

 が
切
 き

 れた。
黒
 くろ

 い
霧
 きり

 を
追
 お

 いはらうように
玉
 たま

 が
飛
 と

 びちり、まばゆい
白
 しろ

 い
光
 ひかり

 を
放
 はな

 った。

『ぎゃあぁぁぁっ、お、おぼえておれっ、
何
 なに

 をしても、
呪
 のろ

 いはけっして
消
 き

 えぬぞーっ。』

　さけぶ
玉
 たま
 梓
 ずさ

 の
首
 くび

 と
黒
 くろ

 い
霧
 きり

 は、
玉
 たま

 の
白
 しろ

 い
光
 ひかり

 によって、ちりぢりにされ、
消
 け

 し
去
 さ

 られた。

　ぱらぱらと
小
 ちい

 さな百の
玉
 たま

 が
地
 じ
 面
 めん

 に
落
 お

 ちるなか、八つの
大
 おお

 きめの
玉
 たま

 だけは、かがやきながら
頭
 ず
 上
 じょう

 で
輪
 わ

 になり、ぐるぐると
回
 まわ

 る。それぞれの
玉
 たま

 の
中
 なか

 に、
文
 も
 字
 じ

 がうかんでいた。

『
仁
 じん

 』『
義
 ぎ

 』『
礼
 れい

 』『
智
 ち

 』『
忠
 ちゅう

 』『
信
 しん

 』『
孝
 こう

 』『
悌
 てい

 』。
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大
 だい
 輔
 すけ

 がその
文
 も
 字
 じ

 を、たしかに
目
 め

 に
焼
 や

 きつけたとき、八つの
玉
 たま

 は
流
 なが

 れ
星
 ぼし

 のように
光
 ひかり

 の
尾
 お

 をひきながら、
天
 てん

 の
八
 はっ
 方
 ぽう

 へと、ばらばらに
飛
 と

 びちっていった。

「……
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 さま、
今
 いま

 のを、ごらんになりましたか？」

　しかし
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 は、かすかなほほえみをうかべたまま、
亡
 な

 くなっていた。

「
姫
 ひめ

 さまーっ、ああぁぁぁっ。」

　
大
 だい
 輔
 すけ

 は
死
 し

 んでおわびをしようと、
刀
 かたな

 をぬいて、
自
 じ
 分
 ぶん

 の
首
 くび

 に
当
 あ

 てた。しかし、
後
 うし

 ろから
手
 て
 首
 くび

 をつかまれる。
義
 よし
 実
 ざね

 だ。

「よせ、
大
 だい
 輔
 すけ

 。これは
呪
 のろ

 いのせいだ。
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 の
言
 こと
 葉
 ば

 どおり、おまえは
悪
 わる

 くない。」

「いいえ、
殿
 との

 ！　
立
 た

 ち
入
 い

 り
禁
 きん
 止
 し

 の
山
 やま

 に
入
 はい

 り、
鉄
 てっ
 砲
 ぽう

 を
撃
 う

 ったのはわたしです。どうか
死
 し

 なせてください。」

「……わかった。では、わたしが
手
 て

 にかけよう。
覚
 かく
 悟
 ご

 せよ。」

「ありがとうございます。」

　
大
 だい
 輔
 すけ

 が
手
 て

 を
合
 あ

 わせると、
義
 よし
 実
 ざね

 が
刀
 かたな

 をふりおろし……ばさっ。





　はっと
気
 き

 づくと、
大
 だい
 輔
 すけ

 の
髪
 かみ

 のまげが、
切
 き

 り
落
 お

 とされていた。

「……
殿
 との

 ……？」

　おどろいてふりかえる。

「これで
死
 し
 刑
 けい

 はすんだ。
金
 かな
 碗
 まり
 大
 だい
 輔
 すけ

 という
武
 ぶ
 士
 し

 は、この
世
 よ

 にいなくなった。

　
生
 う

 まれ
変
 か

 わったおまえに
命
 めい

 ずる。八つの
玉
 たま

 が
生
 う

 みだすと
神
 かみ

 が
予
 よ
 言
 げん

 し、
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 の
最
 さい
 期
 ご

 の
願
 ねが

 いでもある、八
人
 にん

 の
剣
 けん
 士
 し

 をさがせ。
見
 み

 つけるまで、
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 にもどってくるでないぞ。」

　
義
 よし
 実
 ざね

 の
目
 め

 から、なみだがひとすじ、こぼれて
大
 だい
 輔
 すけ

 の
前
 まえ

 に、ぽたり、と
落
 お

 ちた。

「……ははっ、いただいたこの
新
 あたら

 しい
命
 いのち

 にかえましても、かならず！」

　
大
 だい
 輔
 すけ

 は、
散
 ち

 らばった
百
 ひゃく

 の
玉
 たま

 を
拾
 ひろ

 い
集
 あつ

 め、
数
 じゅ
 珠
 ず

 につないで、
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 の
形
 かた
 見
 み

 にした。そして、あてどない
旅
 たび

 に
出
 で

 たのだった。





七　
新
 あたら

 しい
仲
 なか
 間
 ま

 たちを
見
 み

 つけた









　──「その
大
 だい
 輔
 すけ

 が、わたしです。」

　
水
 すい
 晶
 しょう

 の
数
 じゅ
 珠
 ず

 をにぎりしめて、
丶
 ちゅ
 大
 だい
 法
 ほう
 師
 し

 は
長
 なが

 い
長
 なが

 い
話
 はなし

 の
最
 さい
 後
 ご

 に、そううちあけた。

　
信
 し
 乃
 の

 は……
現
 げん
 八
 ぱち

 と
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 もそうだろうが、
自
 じ
 分
 ぶん

 と、
自
 じ
 分
 ぶん

 たちの
求
 もと

 める「
仲
 なか
 間
 ま

 」が、
呪
 のろ

 われた
運
 うん
 命
 めい

 のために
生
 う

 まれ、
呪
 のろ

 いと
戦
 たたか

 わなければならないと
知
 し

 って、
言
 こと
 葉
 ば

 が
出
 で

 なかった。

　ひとりでここにいてはならない、
仲
 なか
 間
 ま

 と
遠
 とお

 い
旅
 たび

 に
出
 で

 ろ、と、ずん、と
重
 おも

 たい
荷
 に
 物
 もつ

 をわたされたようで……。

　けれど、
同
 どう
 時
 じ

 に、わくわくしてくるのだった。
見
 み
 知
 し

 らぬ
世
 せ
 界
 かい

 へ、
仲
 なか
 間
 ま

 とともに
行
 い

 ける、
自
 じ
 分
 ぶん

 たちを
待
 ま

 つ
人
 ひと

 がいる。

　
丶
 ちゅ
 大
 だい

 の
語
 かた

 りは
終
 お

 わりに
近
 ちか

 づいていた。

「わたしは
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 さまのごめいふくをいのるため、
僧
 そう

 となりました。
亡
 な

 くなった
姫
 ひめ

 さまに
代
 か

 わって、『
犬
 いぬ

 になれ。』という
呪
 のろ

 いを、わが
身
 み

 ひとつに
受
 う

 けようと、
犬
 いぬ

 という
字
 じ

 をふたつに
分
 わ

 け、
丶
 ちゅ
 大
 だい

 と
名
 な

 のることにしました。そして、きょうまで、
里
 さと
 見
 み

 の
殿
 との

 のご
命
 めい
 令
 れい

 にしたがい、
旅
 たび

 をつづけていたのです。

　どれだけさがしても、まったく
手
 て

 がかりのない、はてしない
旅
 たび

 でした。なんど、やはり
死
 し

 んでおわびしようと
思
 おも

 ったことか。

　しかし、さきごろようやく、
下
 しも
 総
 うさ

 の
行
 ぎょう
 徳
 とく
 村
 むら

 に、
尻
 しり

 に
牡
 ぼ
 丹
 たん

 の
花
 はな

 のようなあざがあり、お
守
 まも

 りに
玉
 たま

 を
持
 も

 つすもうとりがいると、うわさを
聞
 き

 いて、ここまで
来
 き

 たのです。

　ああ、まさか、
一
 いち
 度
 ど

 に四
人
 にん

 の
剣
 けん
 士
 し

 がいると
知
 し

 り、そのうち三
人
 にん

 にめぐり
会
 あ

 えるとは。そして、
犬
 いぬ
 塚
 づか

 さま、さきほど
耳
 みみ

 にしたお
話
 はなし

 では、
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 さまは
女
 め
 神
 がみ

 となられ、
八
 やつ
 房
 ふさ

 に
乗
 の

 って
信
 し
 乃
 の

 どののご
母
 ぼ
 堂
 どう

 の
前
 まえ

 にあらわれたのですね。
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 さまは、わたしたちを
見
 み
 守
 まも

 っていてくださる……。

　これらを
知
 し

 ることができたのも、
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 さまのおみちびきでしょう。」

　
丶
 ちゅ
 大
 だい

 は
数
 じゅ
 珠
 ず

 をもみ、
安
 あ
 房
 わ

 のある
南
 なん
 東
 とう

 の
方
 ほう
 角
 がく

 をおがんだ。

　しばらく、
無
 む
 言
 ごん

 の
時
 じ
 間
 かん

 が
流
 なが

 れた。

「……すると、おれたちのこの
玉
 たま

 は、その
数
 じゅ
 珠
 ず

 とつながっていた、八つの
大
 おお
 玉
 だま

 ？」

　ようやくそれだけ、つぶやいて、
信
 し
 乃
 の

 は
自
 じ
 分
 ぶん

 の
玉
 たま

 を
見
 み

 つめた。

　
白
 しろ

 くあわい
光
 ひかり

 はまだともったまま、『
孝
 こう

 』の
字
 じ

 もうかんだままだ。
現
 げん
 八
 ぱち

 と
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 の
玉
 たま

 も
同
 おな

 じだった。

　
丶
 ちゅ
 大
 だい

 が
答
 こた

 える。

「はい。あなたがたは、
数
 じゅ
 珠
 ず

 をくださった
神
 かみ

 さまが
予
 よ
 言
 げん

 された『
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 を
魔
 ま
 女
 じょ

 の
呪
 のろ

 いから
守
 まも

 る、八
人
 にん

 の
剣
 けん
 士
 し

 』なのです。あなたがたの
体
 からだ

 のあざは、
八
 やつ
 房
 ふさ

 の
体
 からだ

 に八つあった、
牡
 ぼ
 丹
 たん

 の
花
 はな

 のような
黒
 くろ

 いぶちと、ひとつずつ
同
 おな

 じ
場
 ば
 所
 しょ

 にあるのです。いわば
八
 やつ
 房
 ふさ

 に
由
 ゆ
 来
 らい

 する『
八
 はっ
 犬
 けん
 士
 し

 』と、もうせましょうか。」

「
八
 はっ
 犬
 けん
 士
 し

 ……。」

　
信
 し
 乃
 の

 はその
言
 こと
 葉
 ば

 をじっくりとかみしめた。

「……
生
 う

 まれついて、
魔
 ま
 女
 じょ

 が
放
 はな

 った
犬
 いぬ

 の
呪
 のろ

 いにかかっているとも、
言
 い

 えるな。」

　
現
 げん
 八
 ぱち

 が
苦
 く
 笑
 しょう

 する。
反
 はん
 対
 たい

 に、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 はいきおいこんで
言
 い

 った。

「
呪
 のろ

 いだって？　はっ、だったら、
張
 は

 り
手
 て

 ではねかえし、それでもつかみかかってきたら、がっぷり
組
 く

 んで
投
 な

 げとばしてやればいいさ。おいらのこの
怪
 かい
 力
 りき

 、
何
 なに

 に
使
 つか

 えば
役
 やく

 に
立
 た

 つか、わからなかった。すもうとりになっても、
豪
 ごう
 快
 かい

 に
勝
 か

 てば
見
 み

 ている
人
 ひと

 がよろこぶくらいで、だれかの
命
 いのち

 を
救
 すく

 えるわけじゃない。

　けどよぉ、
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 ってのは、どんどん
呪
 のろ

 いがひどくなるんだろ？　おいらは、
救
 すく

 うために
生
 う

 まれたんだろ？　だったらおいらは、この
力
 ちから

 を
役
 やく

 に
立
 た

 てたいぜ。
生
 う

 まれて、
生
 い

 きるあかしにさ。」

　すると、
現
 げん
 八
 ぱち

 がつぶやく。

「
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 はいつも、
前
 まえ

 むきだな。」

「
現
 げん
 八
 ぱち

 、おまえが
冷
 れい
 静
 せい

 すぎるんだよ。ちっとは
熱
 あつ

 くなれよ、たまにはさぁ。」

「これでも、にげるつもりは、これっぽっちもないのだが？　
城
 しろ
 勤
 づと

 めより、よほどおもしろそうだ。」

「だろ？」

　
現
 げん
 八
 ぱち

 と
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 が
軽
 かる
 口
 くち

 をたたきあって、
笑
 わら

 う。
生
 う

 まれた
意
 い
 味
 み

 がわかった、
呪
 のろ

 いになんて、
負
 ま

 けない、それがふたりの
目
 め

 のかがやきから
伝
 つた

 わり、
信
 し
 乃
 の

 も
勇
 ゆう
 気
 き

 づけられた。

　そして、
荘
 そう
 助
 すけ

 の
笑
 え
 顔
 がお

 を
思
 おも

 う。

（
荘
 そう
 助
 すけ

 も、
言
 こと
 葉
 ば

 も
態
 たい
 度
 ど

 もひかえめだけれど、きっと、
後
 うし

 ろむきなことは
言
 い

 わない。『
信
 し
 乃
 の

 さん、おれたちも
行
 い

 きましょうよ。』と
言
 い

 ってくれるはず。）

「
現
 げん
 八
 ぱち

 さん、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 さん、おれも
仲
 なか
 間
 ま

 にしてください。」

「なんだよ、とっくに
仲
 なか
 間
 ま

 だろ？　
生
 う

 まれるまえからの
仲
 なか
 間
 ま

 だぜ。」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 が
笑
 わら

 う。
現
 げん
 八
 ぱち

 も
静
 しず

 かに
問
 と

 いかける。

「
仲
 なか
 間
 ま

 なんだ、と
先
 さき

 に
告
 つ

 げたのは、
犬
 いぬ
 塚
 づか

 どの、そなただろう？」

「それは……
糠
 ぬか
 助
 すけ

 おじさんにたのまれたから、おじさんの
願
 ねが

 いをかなえたくて……でも、
今
 いま

 は、だれのたのみでもなく、おれ
自
 じ
 身
 しん

 が
仲
 なか
 間
 ま

 になりたい。
現
 げん
 八
 ぱち

 、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 、おれのことは、
信
 し
 乃
 の

 とよんでくれ。」

「ああ。」

「おう。」

　三
人
 にん

 は
玉
 たま

 をにぎったまま、かたく
手
 て

 をとりあった。

「おれ、
村
 むら

 ではいつもいじめられていた。
自
 じ
 分
 ぶん

 が、なんの
役
 やく

 に
立
 た

 つのかと
思
 おも

 っていた。
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 の
呪
 のろ

 いから、
人
 ひと

 を
救
 すく

 う……おれがその
役
 やく

 に
立
 た

 つのなら、おれは
行
 い

 くよ。

　
荘
 そう
 助
 すけ

 も、きっと、いっしょに
来
 き

 てくれる。
今
 いま

 まで、おれを
前
 まえ

 へ
進
 すす

 めてくれたのは、
荘
 そう
 助
 すけ

 なんだ。
荘
 そう
 助
 すけ

 に、この『
八
 はっ
 犬
 けん
 士
 し

 』の
話
 はなし

 を
語
 かた

 りに、
仲
 なか
 間
 ま

 ができたと
伝
 つた

 えに
行
 い

 こう。それから、
残
 のこ

 る
仲
 なか
 間
 ま

 をさがしに！　
丶
 ちゅ
 大
 だい
 法
 ほう
 師
 し

 さま、いっしょに
旅
 たび

 をさせてください。」

「オレももう、
足
 あし
 利
 かが

 の
城
 しろ

 に
用
 よう

 はない。
丶
 ちゅ
 大
 だい

 さま、おともを、おゆるしあれ。」

「……え？　
現
 げん
 八
 ぱち

 、いいのかよ？」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 がおどろくと、
現
 げん
 八
 ぱち

 はまた
苦
 く
 笑
 しょう

 した。

「じつは、あの
城
 しろ

 には、ずるをしたり、
民
 たみ

 に
乱
 らん
 暴
 ぼう

 をはたらく
悪
 わる

 い
侍
 さむらい

 が
多
 おお

 くて、がまんがならなかったんだ。
殿
 との

 にうったえでたら、
逆
 ぎゃく

 に、オレが
悪
 わる

 いことにされて、
牢
 ろう
 屋
 や

 に
入
 い

 れられてしまった。
殿
 との

 は、まじめで
口
 くち

 うるさいやつが、
気
 き

 に
入
 い

 らないらしい。

　
城
 しろ

 に
入
 はい

 りこんだ
悪
 あく
 人
 にん

 ……つまり
信
 し
 乃
 の

 をつかまえたら、ゆるしてやると
言
 い

 われ、とつぜん
牢
 ろう
 屋
 や

 から
出
 だ

 されたんだが……
信
 し
 乃
 の

 こそが、オレの
仲
 なか
 間
 ま

 だ。」

　せいせいした、と
現
 げん
 八
 ぱち

 はほほえんだ。

「よし、
行
 い

 こうぜ！」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 がこぶしをつきあげる。
丶
 ちゅ
 大
 だい

 がふかぶかと三
人
 にん

 をおがんだ。

「
行
 い

 きなさい。わしが、
足
 あし
 利
 かが

 の
城
 しろ

 の
追
 お

 っ
手
 て

 を、ごまかしておきましょう。さあ
早
 はや

 く。」

　
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 がうながし、四
人
 にん

 が
腰
 こし

 を
上
 あ

 げた、そこへ。





「
父
 とう

 さん、たいへん！　
現
 げん
 八
 ぱち

 さんをさがして、
殺
 さっ
 気
 き

 だったお
侍
 さむらい

 がたくさん……。」

と、
部
 へ
 屋
 や

 にかけこんできた
若
 わか

 い
女
 おんな

 の
人
 ひと

 がいた。四
歳
 さい

 くらいの
男
 おとこ

 の
子
 こ

 を、
重
 おも

 そうにかかえあげている。

「まあ、
現
 げん
 八
 ぱち

 さん、ここにいたの？」

「おお、おぬい！　
犬
 いぬ
 塚
 づか

 さま、
法
 ほう
 師
 し

 さま、わしの
娘
 むすめ

 のおぬいと、その
子
 こ

 ども──わしの
孫
 まご

 の
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 です。
娘
 むすめ

 は、
近
 ちか

 くの
犬
 いぬ
 江
 え

 という
家
 いえ

 に
嫁
 とつ

 いでいるのです。」

　
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 が
紹
 しょう
 介
 かい

 し、おぬいが
頭
 あたま

 を
下
 さ

 げる。

「
現
 げん
 八
 ぱち

 さんが、
城
 しろ

 に
入
 はい

 りこんだ
悪
 あく
 人
 にん

 をにがしたんじゃないか、ちっとも
川
 かわ

 から
悪
 あく
 人
 にん

 の
死
 し
 体
 たい

 が
上
 あ

 がらないって……。それで、その
悪
 あく
 人
 にん

 と
現
 げん
 八
 ぱち

 さんの
首
 くび

 に、
足
 あし
 利
 かが

 の
殿
 との

 さまが、
賞
 しょう
 金
 きん

 をかけたという
話
 はなし

 が、
聞
 き

 こえたの。もう、
人
 にん
 相
 そう
 書
 が

 きの
手
 て
 配
 はい
 書
 しょ

 も、あちこち
貼
 は

 ってあるそうよ。」

「ははは、どうやら
本
 ほん
 当
 とう

 に、
城
 しろ

 にはもどれないようだな。」

　
現
 げん
 八
 ぱち

 が
笑
 わら

 いとばした。

「おぬいどの、
心
 しん
 配
 ぱい

 するな。
悪
 あく
 人
 にん

 なのは
城
 しろ

 の
連
 れん
 中
 ちゅう

 だとわかった、ゆえに
縁
 えん

 を
切
 き

 る。
悪
 あく
 人
 にん

 と
連
 れん
 中
 ちゅう

 にまちがわれているのはこの
犬
 いぬ
 塚
 づか
 信
 し
 乃
 の

 、オレと
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 の
大
 たい
 切
 せつ

 な
仲
 なか
 間
 ま

 だ。」

「なら、いいけど……。」

　おぬいがほっとした
顔
 かお

 になる。

　すると、
丶
 ちゅ
 大
 だい

 が
数
 じゅ
 珠
 ず

 を
自
 じ
 分
 ぶん

 の
首
 くび

 にかけなおし、
立
 た

 ちあがった。

「では、みなさんはその
犬
 いぬ
 川
 かわ

 さまに、
会
 あ

 いに
行
 い

 くのですね？　わたしは、ひと
足
 あし
 先
 さき

 に、ほかのお
仲
 なか
 間
 ま

 を、さがしに
行
 い

 きたいと
思
 おも

 います。ここまで、なんのあてもなくさがした二十
年
 ねん

 あまりを
思
 おも

 えば、なんと
楽
 らく

 な
道
 みち

 でしょう。」

「いっしょに
荘
 そう
 助
 すけ

 のところへは、
行
 い

 かないんですか？」

　
信
 し
 乃
 の

 がたずねると、
丶
 ちゅ
 大
 だい

 はにっこりした。

「ええ、いるとわかっていれば、よいのです。」

　
丶
 ちゅ
 大
 だい

 は、つかれきっていたはずだったのに、十
年
 ねん

 も二十
年
 ねん

 も
若
 わか
 返
 がえ

 ったように、
元
 げん
 気
 き

 をとりもどしていた。

「
八
 はっ
 犬
 けん
 士
 し

 の
由
 ゆ
 来
 らい

 は、みなさんがお
話
 はな

 しください。すこしでも
早
 はや

 く、
残
 のこ

 る四
人
 にん

 の
犬
 けん
 士
 し

 を
見
 み

 つけ、
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 と
殿
 との

 にかけられた
呪
 のろ

 いが
進
 すす

 むのを、
止
 と

 めたいのです。わたしもあれから
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 に
帰
 かえ

 っていませんので、どうなっているのか……まだ、
悪
 わる

 いうわさは
聞
 き

 きませんが。」

　三
人
 にん

 はなっとくした。

　こうして、すべてを
語
 かた

 りおえた
丶
 ちゅ
 大
 だい

 は、ひと
足
 あし
 先
 さき

 に
古
 こ
 那
 な
 屋
 や

 を
出
 しゅっ
 発
 ぱつ

 した。

　──
彼
 かれ

 らはまだ、
荘
 そう
 助
 すけ

 が、『
忠
 ちゅう

 』の
玉
 たま

 を
持
 も

 つ
男
 おとこ

 、
犬
 いぬ
 山
 やま
 道
 どう
 節
 せつ

 に
会
 あ

 ったことを
知
 し

 らない。
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翌
 よく
 日
 じつ

 、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 と三
人
 にん

 で、
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 に
行
 い

 くことにして、その
晩
 ばん

 は
古
 こ
 那
 な
 屋
 や

 にとまった
信
 し
 乃
 の

 と
現
 げん
 八
 ぱち

 だった。おぬいと、
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 もとまった。

　
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 はおとなしい
子
 こ

 で、あまりはしゃいだり、
泣
 な

 いたり、いたずらしたり、しない。それに、ほとんどしゃべらなかった。

　
信
 し
 乃
 の

 は、
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 が、ずっと
左
 ひだり
 手
 て

 をにぎったままなのに
気
 き

 がついた。どうかしたのか、とおぬいにきく。

「ええ。この
子
 こ

 ……
生
 う

 まれつき、
左
 ひだり
 手
 て

 がひらかないんです。ぎゅっとにぎったままで。いつも
左
 ひだり
 手
 て

 をかばうようにしていて、おとなしいの。」

　そのとき、ああっ、と
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 が
思
 おも

 いだした。

「
玉
 たま

 だ！　
玉
 たま

 はもうひとつあった！　そうだ、おぬい、おまえが
赤
 あか

 んぼうのとき、わしが
魚
 さかな

 とりから
帰
 かえ

 ってきて、ぬれたあみを
干
 ほ

 そうと
広
 ひろ

 げたときだ。ころん、とあみから
落
 お

 ちた
何
 なに

 かを、はいはいしてきたおまえが
飲
 の

 みこんでしまい、わしがあわてて
口
 くち

 に
指
 ゆび

 を
入
 い

 れたけれど、とりだせなくて、そのままになったことがあったぞ。

　あれもたしか、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 のと
同
 おな

 じくらいの
玉
 たま

 だった
気
 き

 がする。
小
 こ
 石
 いし

 かと
思
 おも

 っていたが……。」

「まさか……。
父
 とう

 さん、
玉
 たま

 の
話
 はなし

 を
聞
 き

 いたから、そんな
気
 き

 がしているだけよ。ふたつも、
玉
 たま

 がうちにあるなんて。きっと
小
 こ
 石
 いし

 だったのよ。」

「そうだよなあ。」と
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 が
笑
 わら

 い、
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 も
笑
 わら

 って、
信
 し
 乃
 の

 もつられて
笑
 わら

 い、その
話
 はなし

 はそこまでになった。





　ところが。

　
夜
 よ
 中
 なか

 になって、
信
 し
 乃
 の

 が
急
 きゅう

 にひどい
熱
 ねつ

 を
出
 だ

 した。
息
 いき

 が
苦
 くる

 しく、ひどい
寒
 さむ
 気
 け

 がして、
意
 い
 識
 しき

 がもうろうとなる。

　
気
 き

 がついた
現
 げん
 八
 ぱち

 に
知
 し

 らされて、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 はあせった。
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 が、しぶい
顔
 かお

 になる。

「これは……
足
 あし
 利
 かが

 の
城
 しろ

 で
家
 け
 来
 らい

 たちと
戦
 たたか

 ったとき、
受
 う

 けた
傷
 きず

 に、
土
 つち

 の
毒
 どく

 が
入
 はい

 ったのでしょう。こうなると、
命
 いのち

 があやうい。」

「
医
 い
 者
 しゃ

 をよぼう」と、
現
 げん
 八
 ぱち

 が
出
 で

 ていきかけるのを、
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 が
止
 と

 めた。

「
犬
 いぬ
 塚
 づか

 さまは、
賞
 しょう
 金
 きん
 首
 くび

 のおたずね
者
 もの

 です。ここで
病
 びょう
 気
 き

 になっていると、
足
 あし
 利
 かが

 の
城
 しろ

 の
方
 かた

 がたに
知
 し

 られたら……
殺
 ころ

 されてしまいます。」

　ああ……と、
現
 げん
 八
 ぱち

 がくちびるをかんだ。

「せっかく
仲
 なか
 間
 ま

 になれたのに！　どうすりゃいいんだよ、おやじどの。」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 がきくと、
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 はつぶやいた。

「
亡
 な

 くなったわしの
兄
 あに

 から
聞
 き

 いた
話
 はなし

 なのだが……
若
 わか

 い
男
 おとこ

 と、
若
 わか

 い
女
 おんな

 の、
生
 い

 き
血
 ち

 をまぜて
傷
 きず

 にぬると、一
日
 にち

 で
治
 なお

 るくらい、
土
 つち

 の
毒
 どく

 によくきくらしい。しかし、その
血
 ち

 は、その
男
 だん
 女
 じょ

 が
死
 し

 ぬほど、
大
 たい
 量
 りょう

 にいるとか？」

「それじゃ、
手
 て

 に
入
 はい

 るわけない！」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 がくやしがる。
考
 かんが

 えていた
現
 げん
 八
 ぱち

 が
冷
 れい
 静
 せい

 に
言
 い

 った。

「いくらよくきいても、
人
 ひと

 が
死
 し

 んでしまうような
薬
 くすり

 では、いけない。オレが
知
 し

 っている
薬
 くすり
 屋
 や

 があって、そこの
薬
 くすり

 で、
以
 い
 前
 ぜん

 この
病
 やまい

 が
治
 なお

 った
人
 ひと

 もいる。ここから五、六
里
 り

 （
約
 やく

 二十
数
 すう

 キロメートル）のところだ。
大
 おお
 急
 いそ

 ぎで
薬
 くすり

 を
買
 か

 ってくるから、
待
 ま

 っていてくれ。」

「
犬
 いぬ
 飼
 かい

 さま、あなたもおたずね
者
 もの

 です。この
笠
 かさ

 をお
貸
 か

 ししますから、
顔
 かお

 をかくしていってください。」

「
気
 き

 をつけろよ。」

　
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 と
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 は、
夜
 よ
 明
 あ

 けまえの
薄
 うす
 闇
 やみ

 に、
現
 げん
 八
 ぱち

 を
送
 おく

 りだした。





　
信
 し
 乃
 の

 は
苦
 くる

 しむばかりで、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 と
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 は、けんめいに
看
 かん
 病
 びょう

 した。おぬいも
心
 しん
 配
 ぱい

 する。

　
明
 あか

 るくなったころ、
古
 こ
 那
 な
 屋
 や

 の
戸
 と

 を、どんどんとたたく
者
 もの

 がいた。

「
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 さん、いるかっ。
村
 むら
 長
 おさ

 がおよびだ。」

　
男
 おとこ

 のどなる
声
 こえ

 がする。

「
父
 とう

 さん、もしかしたら、
犬
 いぬ
 塚
 づか

 さまと
犬
 いぬ
 飼
 かい

 さまがここにいるって、わかってしまったんじゃない？」

　おぬいが
青
 あお

 ざめ、
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 をだきしめる。
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 も
心
 しん
 配
 ぱい

 そうになった。

「お
母
 かあ

 ちゃん、おじいちゃん……。」

「ああ、だいじょうぶだよ、おぬい、
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 。わしがちゃんと、
話
 はなし

 をしてくるから。
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 、たのんだよ。」

「わかった。」

　
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 が
出
 で

 ていった。すると、よびに
来
 き

 た
男
 おとこ

 が、
入
 い

 れかわりに
古
 こ
 那
 な
 屋
 や

 へ
入
 はい

 ってきて、
帳
 ちょう
 場
 ば

 で
大
 おお
 声
 ごえ

 を
出
 だ

 す。

「へっ、ちょうどいいや。おい、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご
 出
 で

 てこい。」

「だれなの、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 ？」

　おぬいがたずねる。

「あれは……
山
 やま
 林
 ばやし
 房
 ふさ
 八
 はち

 だな。こないだ、すもうで、おいらに
負
 ま

 けたやつさ。ひきょうな
手
 て

 ばかり、
使
 つか

 うやつなんだ。」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 は、
奥
 おく

 の
部
 へ
 屋
 や

 から、
帳
 ちょう
 場
 ば

 へと
出
 で

 ていった。
房
 ふさ
 八
 はち

 は
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 をにらみつけた。
信
 し
 乃
 の

 と
同
 おな

 じくらい
背
 せ

 が
高
 たか

 い
男
 おとこ

 で、
長
 なが

 くのびた
前
 まえ
 髪
 がみ

 が
顔
 かお

 を
半
 はん
 分
 ぶん

 かくしている。

「やいやい、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 。
村
 むら
 長
 おさ

 が
言
 い

 ってたが、この
家
 いえ

 に
賞
 しょう
 金
 きん
 首
 くび

 がいるんだってな。そいつをわたしてもらおうか。ちょいと、
金
 かね

 がいるんだ。」

　
房
 ふさ
 八
 はち

 はいきなり
刀
 かたな

 をぬいた。
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 に
斬
 き

 りかかる。

「うわっ、よせっ。」

　おどろいてしりもちをついた
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 の
胸
 むね

 に、
房
 ふさ
 八
 はち

 が
刃
 やいば

 をつきつけた。

「さあ、
命
 いのち

 がおしけりゃ、
早
 はや

 くわたせよ。」

　
仲
 なか
 間
 ま

 をわたすなんて、できるはずがない。
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 は
首
 くび

 を
横
 よこ

 にふった。

「し、
知
 し

 らないぜ、そんな
話
 はなし

 ……。」

「とぼけんじゃねえっ。」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 ののどに、つき
立
 た

 てられようとした
刃
 やいば

 の
前
 まえ

 に、
飛
 と

 びだした
人
 ひと

 がいた。

「
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 、あぶないっ。」

　おぬいだった。おおいかぶさって、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 をかばったおぬいの
背
 せ
 中
 なか

 から、
刃
 は

 がぬかれて、
血
 ち

 が
流
 なが

 れる。

「お
母
 かあ

 ちゃん！」

　
母
 はは
 親
 おや

 にすがりついた
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 を、
房
 ふさ
 八
 はち

 は
思
 おも

 いっきりけっとばした。
左
 ひだり

 のわき
腹
 ばら

 をけられた
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 はふっとび、かべに
背
 せ
 中
 なか

 を
打
 う

 ちつけて、
気
 き
 絶
 ぜつ

 してしまう。

「お、おのれ……っ、
姉
 ねえ

 さんと
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 をっ！」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 が、
刀
 かたな

 をおそれず、
体
 からだ

 を
起
 お

 こして
立
 た

 ちむかおうとしたとき、おぬいが
立
 た

 ちあがった。

「よくも……
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 を……ゆるさないっ。」

　おぬいは
房
 ふさ
 八
 はち

 に
体
 たい
 当
 あ

 たりし、
刀
 かたな

 がはずみではじかれて、
房
 ふさ
 八
 はち

 ののどもとにささる。その
上
 うえ

 におぬいがたおれたので、
刃
 は

 がつき
立
 た

 ち、
房
 ふさ
 八
 はち

 からどっと
血
 ち

 が
流
 なが

 れた。ふたりは、
重
 かさ

 なりあってたおれ、もがいている。

「
姉
 ねえ

 さんっ。」

「
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 っ、
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 を……
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 を、
守
 まも

 って。こっち、
来
 き

 ちゃだめ！」

　ひっしになったおぬいの
言
 こと
 葉
 ば

 に、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 はかべぎわへ
走
 はし

 り、
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 をだきかかえてかばった。

　このさわぎに、
体
 からだ

 をひきずって、
寝
 ね
 間
 ま
 着
 き

 すがたの
信
 し
 乃
 の

 が、
奥
 おく

 の
部
 へ
 屋
 や

 から
出
 で

 てきていた。おぬいがやられたのを、
見
 み

 てしまったらしい。

「……
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 ……おれを……そいつにわたして……くれ。おぬいさんを……
助
 たす

 けて……。」

　いや、だめだっ、と
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 はさけぼうとした。だが、はいずってでも
房
 ふさ
 八
 はち

 に
近
 ちか

 づこうとする、
信
 し
 乃
 の

 の
覚
 かく
 悟
 ご

 をかためたようすに、
声
 こえ

 にならない。

「おれのせいで……だれかが
傷
 きず

 つくのは……もう、いや……なんだ。」

「よ、よせっ、
信
 し
 乃
 の

 ……っ。」

　けれど、
信
 し
 乃
 の

 は
力
 ちから

 をふりしぼり、
房
 ふさ
 八
 はち

 に
飛
 と

 びかかった。

「さあ、おれを、
連
 つ

 れていけっ。」

　しかし、ふらふらの
信
 し
 乃
 の

 は、
足
 あし

 がもつれ、おぬいと
房
 ふさ
 八
 はち

 が
流
 なが

 した
血
 ち

 がまざりあった、
血
 ち

 だまりの
上
 うえ

 にたおれてしまった。

「
信
 し
 乃
 の

 っ。」

　すると、ゆっくりと
信
 し
 乃
 の

 が
起
 お

 きあがった。

「……
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 ……
体
 からだ

 が、
楽
 らく

 になった……なぜ？」

　あっ、と
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 は
気
 き

 がついた。
若
 わか

 い
男
 おとこ

 と、
若
 わか

 い
女
 おんな

 の
血
 ち

 が、
薬
 くすり

 になったのだ。

　そのとき、うわぁぁぁんっ、と、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 がかばっている
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 が
泣
 な

 きだした。

「おお、
気
 き

 がついたか。
痛
 いた

 かったな、よしよし。ここが
痛
 いた

 いか？」

　あわてて
着
 き
 物
 もの

 をぬがせ、けっとばされた
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 の
左
 ひだり

 わき
腹
 ばら

 を、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 はたしかめる。

「あーっ！　あざがっ。
牡
 ぼ
 丹
 たん

 の
花
 はな

 のあざができてるっ。」

　そのとき、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 はふところで
玉
 たま

 が
熱
 ねつ

 を
持
 も

 ったのを
感
 かん

 じた。
信
 し
 乃
 の

 もそうらしく、
胸
 むね

 をおさえて、まだちょっとふらつきながらも
近
 ちか

 よってくる。

「なぜ……。」

　
玉
 たま

 をつかんで、ふたりが
顔
 かお

 を
見
 み

 あわせたとたん、
白
 しろ

 い
光
 ひかり

 が
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 の
左
 ひだり
 手
 て

 から
放
 はな

 たれ、
手
 て

 がひらいた。

　
玉
 たま

 があった。

　ふたりの
玉
 たま

 も
手
 て

 の
中
 なか

 で
光
 ひか

 る。
信
 し
 乃
 の

 がさけんだ。

「あっ、この
子
 こ

 にも
玉
 たま

 が、『
仁
 じん

 』の
文
 も
 字
 じ

 が！　やっぱりこの
子
 こ

 も、
八
 はっ
 犬
 けん
 士
 し

 のひとりにまちがいない！」

「ええーっ、じゃあさっきのおやじどのの
話
 はなし

 は、
本
 ほん
 当
 とう

 だったのかっ。うちに
玉
 たま

 がふたつ
来
 き

 ていた……びっくりだなあ、こんな
身
 み
 近
 ぢか

 に
仲
 なか
 間
 ま

 がいるなんて！」

　
赤
 あか

 んぼうのとき、おぬいが
飲
 の

 みこんだ
玉
 たま

 は、ずっとお
腹
 なか

 の
中
 なか

 にあったらしい。それを
持
 も

 って、
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 は
生
 う

 まれてきたのだ。

「ずっと
玉
 たま

 を
守
 まも

 っていたんだな！」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 は
信
 し
 乃
 の

 と
顔
 かお

 を
見
 み

 あわせ……「やったな！　五
人
 にん
 目
 め

 の
仲
 なか
 間
 ま

 だ!!
 」

　
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 を
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 はだきしめた。

　すると、ふいに
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 のうでの
中
 なか

 で、
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 が
大
 おお
 笑
 わら

 いした。さっきまでとちがい、
生
 い

 き
生
 い

 きとした
表
 ひょう
 情
 じょう

 で、ほっぺたがつやつやと
赤
 あか

 くそまっている。

「やっと、
会
 あ

 えたよ！　ぼくが、
待
 ま

 っていた、
大
 たい
 切
 せつ

 な
人
 ひと

 たちに！　ずっと、
待
 ま

 ってた！　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 おじちゃん、
信
 し
 乃
 の

 にいちゃん！」
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　その
声
 こえ

 を
聞
 き

 いて、おぬいが
力
 ちから

 をふりしぼり、
顔
 かお

 を
起
 お

 こした。

「
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 ……しゃべった……
笑
 わら

 った……こんなにも
笑
 わら

 うなんて、
初
 はじ

 めて。……よかった。」

「
姉
 ねえ

 さん、だいじょうぶなんだな？　よかったあ。」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 が
明
 あか

 るい
顔
 かお

 になる。

「でも、おいら、おじちゃんかよ……
信
 し
 乃
 の

 はにいちゃんなのに。」

「だって、
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 はおまえの
甥
 おい

 っ
子
 こ

 だろう？」

　
信
 し
 乃
 の

 が
言
 い

 うと、「あははっ、そっかぁ。」と、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 が
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 を
高
 たか

 く
持
 も

 ちあげて、ぐるぐると
回
 まわ

 る。
玉
 たま

 をにぎり、
光
 ひか

 らせたまま、
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 は、きゃっきゃとはしゃいだ。

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 が
手
 て

 を
止
 と

 めて、だいた
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 の
頭
 あたま

 をなでつつ、つぶやく。

「でも、こんなに
小
 ちい

 さい
子
 こ

 じゃ……
仲
 なか
 間
 ま

 って、みんな、おいらたちくらいの
歳
 とし

 だとばかり。」

「おれたちがきたえて、
剣
 けん
 士
 し

 に
育
 そだ

 てればいいよ。」

「そうだな、
信
 し
 乃
 の

 。
姉
 ねえ

 さん、いいよね？」

　おぬいがなみだをうかべ、うなずいた。

「だまってうずくまっているより……
生
 い

 き
生
 い

 きと、
定
 さだ

 めに
立
 た

 ちむかって、
強
 つよ

 く
生
 い

 きる
子
 こ

 こそ……
産
 う

 んだかいがあると、いうもの。ほこらしいわ……。」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 が
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 をおろすと、
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 はたおれているおぬいに
走
 はし

 りよって、だきついた。

「お
母
 かあ

 ちゃん！　けがをして、
痛
 いた

 かったよね、
大
 だい
 好
 す

 きなお
母
 かあ

 ちゃん。」

「
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 ……いい
子
 こ

 ……
大
 だい
 好
 す

 きよ。……
仲
 なか
 間
 ま

 のみなさんと、いっしょに、
生
 い

 きていってね……。
犬
 いぬ
 塚
 づか

 さま……あなたの
命
 いのち

 を、
助
 たす

 けられて……よかった。どうか、
気
 き

 にしないでください……。」

　ぱたり、とおぬいから
力
 ちから

 がぬけた。
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 がきょとん、としてから、
何
 なに

 が
起
 お

 きたのかをさとって、うわあっ、と
泣
 な

 きだす。

「うっ、うそだろっ、
姉
 ねえ

 さん！」

「おぬいさんっ。」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 がかけより、おぬいをだきおこしたが……もう、
息
 いき

 をひきとっていた。

「……おれは……また……だれかの
命
 いのち

 によって、
救
 すく

 われた……。その
命
 いのち

 の
分
 ぶん

 まで、
強
 つよ

 く
生
 い

 きろ、と……。」

　
信
 し
 乃
 の

 はなみだをこらえた。

　もう、
泣
 な

 かない。
強
 つよ

 くなると、ちかったのだから。

「
牡
 ぼ
 丹
 たん

 の……
花
 はな

 の
形
 かたち

 の……あざ？　
光
 ひか

 る……
玉
 たま

 ……。」

　
顔
 かお

 を
起
 お

 こし、
苦
 くる

 しそうにうめきながらも、そう
言
 い

 ったのは、
房
 ふさ
 八
 はち

 だ。

「それは……
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 の……。」

「
房
 ふさ
 八
 はち

 、
何
 なに

 か
知
 し

 ってるのかよっ。」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 は
房
 ふさ
 八
 はち

 のえりもとをつかみ、たずねた。
房
 ふさ
 八
 はち

 はうす
目
 め

 を
明
 あ

 け、
弱
 よわ

 よわしい
声
 こえ

 で
答
 こた

 えた。

「ああ……あっしの
死
 し

 んだじいさんは、
昔
 むかし

 、
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 で、
大
 おお
 殿
 との
 義
 よし
 実
 ざね

 さまに、お
仕
 つか

 えしてた。
八
 やつ
 房
 ふさ

 という、
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 さまがかわいがっていた
犬
 いぬ

 の、
世
 せ
 話
 わ

 をしていた。
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 さまと、
八
 やつ
 房
 ふさ

 が、
山
 やま

 に
入
 はい

 ったとき、どこの
山
 やま

 か、あとを
追
 お

 って
見
 み

 てきたのは、じいさんだ……。

　
八
 やつ
 房
 ふさ

 という
犬
 いぬ

 には、
牡
 ぼ
 丹
 たん

 の
花
 はな

 みたいな、ぶちがあったと、
聞
 き

 いた。
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 さまが
亡
 な

 くなったとき……八つの
玉
 たま

 が……
光
 ひか

 って、
宙
 ちゅう

 に
消
 き

 えた、と、じいさんは……
大
 おお
 殿
 との

 さまから、うかがったそうだ……
予
 よ
 言
 げん

 された、八
人
 にん

 の
剣
 けん
 士
 し

 の
話
 はなし

 も……。

　あっしの、
房
 ふさ
 八
 はち

 って
名
 な
 前
 まえ

 は、
八
 やつ
 房
 ふさ

 にちなんで、つけられたんだ。もしかしたら、あっしも、
剣
 けん
 士
 し

 になれるのかも……なんて、
子
 こ

 どものころは、
思
 おも

 ってた。
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 、おまえには、
牡
 ぼ
 丹
 たん

 の
花
 はな

 のあざも、お
守
 まも

 りの
玉
 たま

 も、あるんだってな……うわさが……。」

「ああ、おいらは、その八
人
 にん

 の
剣
 けん
 士
 し

 のひとりさ。この
犬
 いぬ
 塚
 づか
 信
 し
 乃
 の

 も。おまえの
血
 ち

 が
薬
 くすり

 になって、
信
 し
 乃
 の

 は
命
 いのち

 が
助
 たす

 かったんだよ。」

　
房
 ふさ
 八
 はち

 は、
信
 し
 乃
 の

 を
見
 み

 つめ、
小
 ちい

 さく
笑
 わら

 った。

「…………じゃあ、あっしも、
里
 さと
 見
 み

 の
国
 くに

 の、お
役
 やく

 に
立
 た

 ったって、あの
世
 よ

 でじいさんに
言
 い

 える……よかった……。

　……
最
 さい
 期
 ご

 にあっしも……
剣
 けん
 士
 し

 になろうと……
思
 おも

 うんだ。
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 、あっしの
前
 まえ
 髪
 がみ

 ……
犬
 いぬ
 塚
 づか

 さんと
同
 おな

 じくらいまで、
切
 き

 ってくれ……。」

　
房
 ふさ
 八
 はち

 が
何
 なに

 をいいたいのか、わからなかったが、ともかく、
死
 し

 にかけた
人
 ひと

 の
最
 さい
 期
 ご

 の
望
 のぞ

 みだ。
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 は
刀
 かたな

 を
拾
 ひろ

 って、
房
 ふさ
 八
 はち

 の
前
 まえ
 髪
 がみ

 を
切
 き

 った。

「えっ……なんで……!?
 」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 は
言
 こと
 葉
 ば

 を
失
 うしな

 った。
信
 し
 乃
 の

 も
房
 ふさ
 八
 はち

 の
顔
 かお

 を
見
 み

 て、あっけにとられている。

「おれにそっくり……。」

　
房
 ふさ
 八
 はち

 は、
信
 し
 乃
 の

 にそっくりな
美
 び
 青
 せい
 年
 ねん

 だった。

「……ははは……すもうとりには
全
 ぜん
 然
 ぜん
 似
 に

 あわねえ、この
女
 おんな

 みてぇにきれいな
顔
 かお

 が……あっしは
大
 だい

 っきらいでさ。いつも、
髪
 かみ

 でかくしてたんだ。
村
 むら

 のいたずらこぞうたちに、
顔
 かお

 をからかわれ……いじめられた。だから……けんかもすもうも、
強
 つよ

 くなろうとした……だめだったけどな。でも
今
 いま

 こそ、この
顔
 かお

 が
使
 つか

 えるぜ。」

「
房
 ふさ
 八
 はち

 さん、しゃべるなっ。
血
 ち

 が
止
 と

 まらなくなる。
生
 い

 きるんだ、
生
 い

 きろよ、
房
 ふさ
 八
 はち

 さん！」

　
信
 し
 乃
 の

 が
房
 ふさ
 八
 はち

 の
手
 て

 をにぎって、ひっしによびかける。

「いいんだ……あんたの
役
 やく

 に
立
 た

 ちたいんだ……
剣
 けん
 士
 し

 の
仲
 なか
 間
 ま

 にしてくれよ……。
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 、
賞
 しょう
 金
 きん
 首
 くび

 をやっつけた、と、あっしの
首
 くび

 を
切
 き

 って
持
 も

 っていき、
足
 あし
 利
 かが

 の
城
 しろ

 へさしだせば、
犬
 いぬ
 塚
 づか

 さんは……
助
 たす

 か……る……。」

「……まさか、
最
 さい
 初
 しょ

 からそのつもりで……。
人
 にん
 相
 そう
 書
 が

 きの
手
 て
 配
 はい
 書
 しょ

 を
見
 み

 たのか。
刀
 かたな

 をぬいてみせ、おいらたちに、わざとやられようと……。」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 が
青
 あお

 ざめた。
信
 し
 乃
 の

 もだ。

「やめてくれ！　
房
 ふさ
 八
 はち

 さん！　おれは──。」

「いいだろ、
犬
 いぬ
 塚
 づか

 さん、
剣
 けん
 士
 し

 のあんたには……
生
 い

 きてほしいんだ。じいさんに……じまん
話
 ばなし

 ……させてくれよ……さあ、
早
 はや

 く……にげろ！」





　そこへ、
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 があわてたようすで、もどってきた。おぬいと
房
 ふさ
 八
 はち

 を
見
 み

 つけ、
青
 あお

 ざめる。
血
 ち

 だまりがあるのと、
苦
 くる

 しんでのたうちまわっていた
信
 し
 乃
 の

 が、
起
 お

 きあがっていることで、
何
 なに

 があったのか、さっしたようだ。

　ぼうぜんとしている
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 と
信
 し
 乃
 の

 を、どなりつける。

「
犬
 いぬ
 塚
 づか

 さま、
早
 はや

 くおにげください！　
犬
 いぬ
 飼
 かい

 さまにも、ここへもどってはいけないと、
伝
 つた

 えて！　
村
 むら
 長
 おさ

 が
知
 し

 らせたので、
足
 あし
 利
 かが

 の
城
 しろ

 の
者
 もの

 たちが、すぐそこまで
来
 き

 ています！」

　
村
 むら
 長
 おさ

 に
痛
 いた

 めつけられたのか、
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 はけがをしていた。

「
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 さん、あっしを……
犬
 いぬ
 塚
 づか

 さんの
身
 み
 代
 が

 わりに……
首
 くび

 を
切
 き

 ってくれ……。」

　かすれて
消
 き

 えそうな
房
 ふさ
 八
 はち

 の
声
 こえ

 に、
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 は「わかった」と
力
 ちから
 強
 づよ

 く
言
 い

 った。すばやく、
刀
 かたな

 を
拾
 ひろ

 い、
首
 くび

 すじに
当
 あ

 てる。

「……
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 さん……すまねえ……。」

　
礼
 れい

 を
言
 い

 うと、
房
 ふさ
 八
 はち

 は
目
 め

 をとじ……
二
 に
 度
 ど

 とひらかなかった。

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 と
信
 し
 乃
 の

 がぼうぜんとしていると、
刀
 かたな

 を
手
 て

 にしたまま、
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 がおどろくほどきびしい
声
 こえ

 で、しかりつけた。

「
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 は、わしがかくして
守
 まも

 る。
房
 ふさ
 八
 はち

 の
命
 いのち

 をむだにするな！　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 、
犬
 いぬ
 塚
 づか

 さまをおぶって、さっさとにげろ！」

「おやじどの……でも……。」

「わしのことはかまうなっ。
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 、
仲
 なか
 間
 ま

 を
大
 たい
 切
 せつ

 にしろっ。」

　どなられるまま、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 は、まだ
完
 かん
 全
 ぜん

 に
力
 ちから

 がもどっていない
信
 し
 乃
 の

 をかついで、
信
 し
 乃
 の

 の
着
 き

 がえを
持
 も

 ち、
外
 そと

 へ
走
 はし

 りでた。





　
現
 げん
 八
 ぱち

 が
走
 はし

 ってもどってきたのと、すぐに
出
 で
 会
 あ

 えたのは
幸
 さいわ

 いだった。

　
事
 じ
 情
 じょう

 を
話
 はな

 して、
川
 かわ

 のほとりの
草
 くさ

 むらにかくれる。
血
 ち

 でよごれていた
信
 し
 乃
 の

 の
顔
 かお

 をあらい、
着
 き

 がえさせるころには、
信
 し
 乃
 の

 ももとどおり
元
 げん
 気
 き

 になっていた。

「
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 が
仲
 なか
 間
 ま

 だったとは。」

　
現
 げん
 八
 ぱち

 もおどろいたが、

「それは
先
 さき

 が
楽
 たの

 しみだ。」

と、なっとくする。

「
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 、
文
 ぶん
 五
 ご
 兵
 べ
 衛
 え

 どのと
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 を、
助
 たす

 けよう。」

　けんめいにそう
言
 い

 う
信
 し
 乃
 の

 に、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 はきっぱりと
首
 くび

 をふった。

「おやじどのはさ、
言
 い

 うこと
聞
 き

 かないと、ものすっごく、こわいんだぜ。」

「しかし……。」と、
現
 げん
 八
 ぱち

 も
心
 しん
 配
 ぱい

 する。

「いいんだ。
姉
 ねえ

 さんも、
気
 き

 にしないでって……
行
 い

 こうぜ、
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 に。
仲
 なか
 間
 ま

 に
会
 あ

 いに。」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 は、
古
 こ
 那
 な
 屋
 や

 のあるほうを
見
 み

 やった。

（さよなら……おやじどの、
信
 しん

 じてるぜ。また、
心
 しん
 配
 ぱい

 かけたくないから、おいら、
先
 さき

 に
進
 すす

 むよ。）

　でも、とまだ
言
 い

 う
信
 し
 乃
 の

 を、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 はいきなり
投
 な

 げとばした。

「ぐだぐだ
言
 い

 うなよっ。」

　
草
 くさ

 むらの
中
 なか

 にひっくりかえったまま、
信
 し
 乃
 の

 が
目
 め

 をみはる。そして、つぶやいた。

「……そうだよな。いちばんつらいのは、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 だ。」

　
信
 し
 乃
 の

 は、くちびるをかんで、
立
 た

 ちあがった。
現
 げん
 八
 ぱち

 が
静
 しず

 かにうなずく。

「
進
 すす

 もう、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 、
信
 し
 乃
 の

 。」

　
歩
 ある

 きだしたものの、

「
仲
 なか
 間
 ま

 なんて、すぐに
見
 み

 つかるのかな……。」と
弱
 よわ
 気
 き

 だった
信
 し
 乃
 の

 が、「あ、そうか。」と
気
 き

 づいた。

「
全
 ぜん
 員
 いん

 、
犬
 いぬ

 がつく
名
 みょう
 字
 じ

 じゃないか。おれは
犬
 いぬ
 塚
 づか

 、
現
 げん
 八
 ぱち

 は
犬
 いぬ
 飼
 かい

 、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 は
犬
 いぬ
 田
 た

 、
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 は
犬
 いぬ
 江
 え

 、そして
荘
 そう
 助
 すけ

 は
犬
 いぬ
 川
 かわ

 。
残
 のこ

 り三
人
 にん

 も、たぶん
犬
 いぬ

 がつくはず。」

「
玉
 たま

 とあざのほかに、三つめの
目
 め
 印
 じるし

 か。
名
 な
 前
 まえ

 の
一
 いち
 部
 ぶ

 がわかれば、
人
 ひと

 にたずねやすい。それに、
玉
 たま

 が、
必
 ひつ
 要
 よう

 なときは
熱
 ねつ

 を
持
 も

 ってあわく
光
 ひか

 るなど、
何
 なに

 かの
合
 あい
 図
 ず

 をするようだ。そして
残
 のこ

 る
玉
 たま

 の
文
 も
 字
 じ

 は『
礼
 れい

 』『
智
 ち

 』『
忠
 ちゅう

 』。」

　
現
 げん
 八
 ぱち

 が
言
 い

 い、三
人
 にん

 そろって
目
 め

 を
見
 み
 交
 か

 わしてうなずいた。





八　
絶
 ぜっ
 体
 たい
 絶
 ぜつ
 命
 めい

 、
荘
 そう
 助
 すけ

 を
救
 すく

 いだせ









　さらに
次
 つぎ

 の
日
 ひ

 。
信
 し
 乃
 の

 、
現
 げん
 八
 ぱち

 、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 は、
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 の
近
 ちか

 くまでやってきた。

「あと
（＊１）

 一
里
 り

 くらいだけど、そこに
滝
 たき
 野
 の
 川
 がわ

 っていう、
大
 おお

 きな
川
 かわ

 があるんだ。どうやってわたろうか？　
橋
 はし

 をさがすと、ずいぶん
遠
 とお
 回
 まわ

 りになるし。」

　
信
 し
 乃
 の

 がふたりにそう
告
 つ

 げて、とりあえず
川
 かわ
 岸
 ぎし

 まで
行
 い

 ってみると。

　
岸
 きし
 辺
 べ

 にひとりの
老
 お

 いた
男
 おとこ

 が
立
 た

 って、
小
 こ
 舟
 ぶね

 を
杭
 くい

 につないでいた。六十
歳
 さい

 くらいで、
旅
 たび
 人
 びと

 のようなしたくをしている。

　
男
 おとこ

 は、
小
 こ
 舟
 ぶね

 をうらやましそうに
見
 み

 る
信
 し
 乃
 の

 に、
笑
 え
 顔
 がお

 をむけてきた。
悪
 わる

 い
人
 ひと

 ではなさそうだ。

「おや？　あなたは……
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 で
昔
 むかし
 村
 むら
 長
 おさ

 をしていた
人
 ひと

 のお
若
 わか

 いころに
似
 に

 ている。もしかして、
血
 けつ
 縁
 えん

 のあるおかたですかな？」

「はい。それはきっとおれの
祖
 そ
 父
 ふ

 です。おれが
生
 う

 まれるまえに
亡
 な

 くなって、
会
 あ

 ったことはないんだけど。
祖
 そ
 父
 ふ

 のお
知
 し

 りあいですか？」

「それはそれは。わしは
姥
 おば
 雪
 ゆき
 世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 という、あなたのおじいさまに、
昔
 むかし
 世
 せ
 話
 わ

 になった
者
 もの

 です。」

（よしろう？　
同
 おな

 じ
名
 な
 前
 まえ

 ……。）

　
信
 し
 乃
 の

 は、
犬
 いぬ

 のよしろうを
思
 おも

 いだした。よしろうも、おぬいも、
房
 ふさ
 八
 はち

 も
信
 し
 乃
 の

 に
生
 い

 きろとのぞんで、
自
 じ
 分
 ぶん

 の
命
 いのち

 をくれた。
母
 かあ

 さんも、
父
 とう

 さんも。

（おれは……
強
 つよ

 く
生
 い

 きる。
今
 こん
 度
 ど

 こそ、だれかの
命
 いのち

 を
守
 まも

 るんだ。）

　
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 は、
決
 けつ
 意
 い

 の
表
 ひょう
 情
 じょう

 の
信
 し
 乃
 の

 に
目
 め

 を
細
 ほそ

 めてから、こう
言
 い

 った。

「
用
 よう

 があって、
川
 かわ

 の
上
 じょう
 流
 りゅう

 からこの
小
 こ
 舟
 ぶね

 をこぎ、ひさしぶりに
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 をたずねてきたのですが……ひどいことになっているようです。」

　
男
 おとこ

 ──
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 が
顔
 かお

 を
曇
 くも

 らせたので、
信
 し
 乃
 の

 は
不
 ふ
 安
 あん

 をおぼえた。

「
何
 なに

 か……あったんですか？　おれ、きのうまで
下
 しも
 総
 うさ

 にいて、
今
 いま
 帰
 かえ

 ってきたところなんで、
何
 なに

 も
聞
 き

 いてなくて。
教
 おし

 えてください。」

　
現
 げん
 八
 ぱち

 と
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 も、
信
 し
 乃
 の

 が
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 と
話
 はな

 しているのを
見
 み

 て、そばにやってきた。

「
信
 し
 乃
 の

 、どうした？」

　
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 は
声
 こえ

 をひそめた。

「お
連
 つ

 れさんですか。ここでは
目
 め
 立
 だ

 ちますから、
人
 ひと
 目
 め

 につかないところで
話
 はな

 しましょう。」

　そう
言
 い

 われて、三
人
 にん

 は
顔
 かお

 を
見
 み

 あわせた。
信
 し
 乃
 の

 はますます
不
 ふ
 安
 あん

 になってきた。





　
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 は
小
 こ
 屋
 や

 のかげに、三
人
 にん

 をさそい、ひそひそと
語
 かた

 りはじめた。

「
数
 すう
 日
 じつ

 まえの
真
 ま
 夜
 よ
 中
 なか

 に、
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 の
村
 むら
 長
 おさ
 夫
 ふ
 妻
 さい

 が、
代
 だい
 官
 かん

 の
簸
 ひ
 上
 かみ
 宮
 きゅう
 六
 ろく

 さまに、
斬
 き

 り
殺
 ころ

 されたということなのです。」

「えええっ!?
 」

　うそだろ、と
目
 め

 をむく
信
 し
 乃
 の

 に、
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 は、
静
 しず

 かに、と
目
 め

 で
合
 あい
 図
 ず

 して、
話
 はなし

 をつづけた。

「そこへ、
召
 め

 し
使
 つか

 いの
荘
 そう
 助
 すけ

 という
若
 わか
 者
 もの

 が、『
主
 しゅ
 人
 じん

 のかたき！』と
飛
 と

 びこんできて、
代
 だい
 官
 かん

 さまを
斬
 き

 りつけ、
代
 だい
 官
 かん

 さまも
亡
 な

 くなった、と。」

「な……なんで……そんなことに……。」

　ふるえる
信
 し
 乃
 の

 に、
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 が
教
 おし

 える。

「
村
 むら
 長
 おさ

 の
娘
 むすめ

 さんを、
急
 きゅう

 に
代
 だい
 官
 かん

 さまの
花
 はな
 嫁
 よめ

 にすることになりまして。
嫁
 よめ
 入
 い

 りじたくのとちゅうで、
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 という
遊
 あそ

 び
人
 にん

 が、
娘
 むすめ

 さん……
浜
 はま
 路
 じ

 さんをさらったのだそうです。
代
 だい
 官
 かん

 さまは、『わしに
娘
 むすめ

 を
嫁
 よめ

 にやりたくないから、わざとさらわせたのだろう。』と
怒
 いか

 りまくり、
村
 むら
 長
 おさ
 夫
 ふ
 妻
 さい

 を──。」

「そ、そんな……おれのいないあいだに、
浜
 はま
 路
 じ

 を、
他
 ひ
 人
 と

 の
花
 はな
 嫁
 よめ

 に……。」

　
衝
 しょう
 撃
 げき

 で
頭
 あたま

 をかかえた
信
 し
 乃
 の

 に
代
 か

 わり、
現
 げん
 八
 ぱち

 がたずねた。

「オレたちは、その
荘
 そう
 助
 すけ

 という
男
 おとこ

 に
会
 あ

 いに
来
 き

 たのだが、どうしている？」

「はい。その
場
 ば

 で、
代
 だい
 官
 かん

 さまについてきた
家
 け
 来
 らい

 たちにとらえられ、
牢
 ろう
 屋
 や

 につながれました。ここらを
治
 おさ

 める
大
 おお
 石
 いし

 の
殿
 との

 さまにうかがいをたてましたところ、さきほど、
即
 そっ
 刻
 こく
 死
 し
 刑
 けい

 というご
命
 めい
 令
 れい

 が。」

「
死
 し
 刑
 けい

 !?
 」

　
信
 し
 乃
 の

 はがばっと
顔
 かお

 を
起
 お

 こし、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 と
現
 げん
 八
 ぱち

 をふりかえった。

「どうして……??
 」

　ふたりも、
言
 こと
 葉
 ば

 につまっていた。
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 が、
信
 し
 乃
 の

 の
肩
 かた

 に
手
 て

 を
置
 お

 いた。

「まあ、
待
 ま

 ってください。どうか、
落
 お

 ちついて。こんな、かくれた
場
 ば
 所
 しょ

 で
話
 はな

 したりするのには、わけがあるのです。

　
代
 だい
 官
 かん

 さまに
荘
 そう
 助
 すけ

 さんが
斬
 き

 りつけたのはたしかなようです。しかも、
家
 け
 来
 らい

 から
事
 じ
 情
 じょう

 を
聞
 き

 いた
代
 だい
 官
 かん

 さまの
弟
 おとうと

 が、
代
 だい
 官
 かん

 さまの
罪
 つみ

 をかくすため、
大
 おお
 石
 いし

 の
殿
 との

 さまに、
荘
 そう
 助
 すけ

 さんが
代
 だい
 官
 かん

 さまだけでなく、
村
 むら
 長
 おさ
 夫
 ふ
 妻
 さい

 も
殺
 ころ

 したとうったえたんです。その
理
 り
 由
 ゆう

 は、いやがる
浜
 はま
 路
 じ

 さんをむりやり
花
 はな
 嫁
 よめ

 にされ、
親
 しん
 友
 ゆう

 の
持
 も

 つ
宝
 ほう
 刀
 とう
 村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をうばわれたくなかったからだと……。それで
世
 よ

 の
中
 なか

 では、
村
 むら
 長
 おさ
 夫
 ふ
 妻
 さい

 も
荘
 そう
 助
 すけ

 さんが
殺
 ころ

 したことになってしまっているのです。」

「そ……そうだったのか。しかし、なぜ、あなたはそれを
知
 し

 っているのです？」

　
信
 し
 乃
 の

 の
問
 と

 いに、
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 は
意
 い
 味
 み

 ありげに
目
 め
 配
 くば

 せした。

「ふふふ、くわしいことはお
聞
 き

 きにならないほうが、
身
 み

 のためですよ。」

「ちょっとちょっと、おじさん。」

と、がまんできなそうに、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 が
話
 はなし

 に
割
 わ

 りこんだ。

「そんなの、めちゃくちゃだ、ひどいや。
主
 しゅ
 人
 じん

 のかたきうちだけなら、
罪
 つみ

 にならないはずだぞ。なのに
殺
 ころ

 してもいない
村
 むら
 長
 おさ
 夫
 ふ
 妻
 さい

 を、
殺
 ころ

 した
罪
 つみ

 まで
負
 お

 わされるなんて。
荘
 そう
 助
 すけ

 を
助
 たす

 けなきゃ。
即
 そっ
 刻
 こく
 死
 し
 刑
 けい

 っていつだよ。」

「
本
 ほん
 日
 じつ

 の
正
 しょう
 午
 ご

 と、おふれが
回
 まわ

 って。」

「ええーっ、もうすぐじゃないか。
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 へ
急
 いそ

 ごう！」

　
着
 き
 物
 もの

 をぬぎながら
川
 かわ

 に
飛
 と

 びこもうとした
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 を、
現
 げん
 八
 ぱち

 が
止
 と

 めた。

「
待
 ま

 て、このご
老
 ろう
 人
 じん

 は
小
 こ
 舟
 ぶね

 をお
持
 も

 ちだった。
乗
 の

 せていただこう。」

「おれからもお
願
 ねが

 いする、
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 さん、
舟
 ふね

 を
貸
 か

 してください。」

「ええ、いいですとも。それと、もしにげかくれるのでしたら、わしの
家
 いえ

 においでなさい。わしは
用
 よう

 がすんでいないので、まだ
帰
 かえ

 れませんが、
家
 いえ

 には
妻
 つま

 の
音
 おと
 音
 ね

 がおります。
妻
 つま

 に
説
 せつ
 明
 めい

 の
手
 て
 紙
 がみ

 を
書
 か

 きますので、
持
 も

 っていきなさい。
場
 ば
 所
 しょ

 は、
（＊２）

 
上
 こう
 野
 ずけ

 の
荒
 あら
 芽
 め
 山
 やま

 という
山
 やま

 の
中
 なか

 です。」

　
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 はふところから
紙
 かみ

 と
筆
 ふで

 を
出
 だ

 し、さらさらと
手
 て
 紙
 がみ

 を
書
 か

 いた。
信
 し
 乃
 の

 にわたす。

「ご
親
 しん
 切
 せつ

 に……
本
 ほん
 当
 とう

 にありがとうございます、
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 さん。」

「いえいえ。あなたのおじいさまに、わしはとても
世
 せ
 話
 わ

 になりましたので。」





　
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 に
小
 こ
 舟
 ぶね

 で
反
 はん
 対
 たい

 の
岸
 きし

 へわたしてもらうと、三
人
 にん

 は
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 へと
走
 はし

 った。

「おばさんと
村
 むら
 長
 おさ

 が……
殺
 ころ

 されてしまったなんて……。
浜
 はま
 路
 じ

 はどうなったんだ？　ぶじだよな？」

　
信
 し
 乃
 の

 は
浜
 はま
 路
 じ

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 が
心
 しん
 配
 ぱい

 で、
村
 むら
 長
 おさ
 夫
 ふ
 妻
 さい

 が
死
 し

 んだことを、
悲
 かな

 しく
思
 おも

 うよゆうはなかった。いくらひどい
目
 め

 にあわされていたとはいえ、もちろんよろこぶことはできず、とても
重
 おも
 苦
 くる

 しい
気
 き
 持
 も

 ちではあったが。

「
荘
 そう
 助
 すけ

 ……どうか、ぶじでいてくれ、まにあってくれ。」

「
信
 し
 乃
 の

 、おいらだって、
同
 おな

 じ
気
 き
 持
 も

 ちだぜ。まだ
会
 あ

 ったことないけど、
同
 おな

 じ
玉
 たま

 とあざをもつ
仲
 なか
 間
 ま

 だもんな。」

「ああ。
荘
 そう
 助
 すけ

 、
会
 あ

 うまえに
死
 し

 ぬな。ぜったいに
助
 たす

 ける。」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 と
現
 げん
 八
 ぱち

 が
声
 こえ

 をそろえて
言
 い

 うので、
信
 し
 乃
 の

 はうれしかった。

　
刀
 かたな

 をなくしていたので、
戦
 たたか

 いにそなえ、とちゅう、
武
 ぶ
 器
 き

 の
店
 みせ

 で
弓
 ゆみ
 矢
 や

 を
買
 か

 う。

（
荘
 そう
 助
 すけ

 を
守
 まも

 るんだ！　もう、だれも
失
 うしな

 いたくない。）

　
村
 むら
 外
 はず

 れまで
来
 く

 ると、
墓
 ぼ
 地
 ち

 があった。ひときわ
新
 あたら

 しい
糠
 ぬか
 助
 すけ

 のお
墓
 はか

 に
視
 し
 線
 せん

 をやり、
信
 し
 乃
 の

 は、いのった。

（
糠
 ぬか
 助
 すけ

 おじさん、
約
 やく
 束
 そく

 どおり、おれはゲンさんと
仲
 なか
 間
 ま

 になり、ここに
連
 つ

 れてきたよ。あとでちゃんと
紹
 しょう
 介
 かい

 するから、お
願
 ねが

 い、
今
 いま

 は
荘
 そう
 助
 すけ

 を
守
 まも

 って。）

　
村
 むら

 からすこしはなれたところで、なわでしばられた
荘
 そう
 助
 すけ

 が
木
 き

 につるされていた。
顔
 かお

 は
土
 つち

 のような
色
 いろ

 に
黒
 くろ

 くはれ、
目
 め

 をとじて
歯
 は

 をくいしばっている。

　ここは
行
 い

 きだおれの
旅
 たび
 人
 びと

 や、
罪
 つみ

 を
負
 お

 って
亡
 な

 くなった
人
 ひと

 がうめられる
場
 ば
 所
 しょ

 で、
大
 たい
 切
 せつ

 にされる
村
 むら

 の
墓
 ぼ
 地
 ち

 とは
異
 こと

 なる。
荒
 あ

 れはて、
草
 くさ

 ぼうぼうの
中
 なか

 に、こけむした
碑
 いしぶみ

 がいくつか、かしいでいた。

　
死
 し
 刑
 けい
 執
 しっ
 行
 こう

 の
役
 やく
 人
 にん

 がふたり、するどくとがらせた
青
 あお
 竹
 だけ

 の
先
 さき

 を、
荘
 そう
 助
 すけ

 のわき
腹
 ばら

 に
両
 りょう
 側
 がわ

 から
当
 あ

 てている。それを、
代
 だい
 官
 かん

 の
弟
 おとうと

 や
家
 け
 来
 らい

 たちがかこんで、
見
 み
 守
 まも

 っていた。

「やい、
極
 ごく
 悪
 あく
 人
 にん

 の
荘
 そう
 助
 すけ

 、
兄
 あに
 者
 じゃ

 のかたき、
覚
 かく
 悟
 ご

 せよ。」

　
代
 だい
 官
 かん

 の
弟
 おとうと

 がそうさけんで、こしかけから
立
 た

 ちあがる。

「おれは、
殺
 ころ

 してない……お
日
 ひ

 さまが、
見
 み

 てますよ……おまえのついた、うそを……。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 がうめくように
言
 い

 ったが、
代
 だい
 官
 かん

 の
弟
 おとうと

 は
無
 む
 視
 し

 した。

「こいつにものを
言
 い

 わすなっ。やれっ。」

　
合
 あい
 図
 ず

 に、
役
 やく
 人
 にん

 ふたりが
竹
 たけ
 槍
 やり

 をかまえ、つきだそうとすると──しゅっ、ぐさっ、
役
 やく
 人
 にん

 の
肩
 かた

 に、
矢
 や

 がつき
立
 た

 った。

「だれだっ、とらえよ！」

　
代
 だい
 官
 かん

 の
弟
 おとうと

 の
命
 めい
 令
 れい

 に、
家
 け
 来
 らい

 たちが
矢
 や

 の
飛
 と

 んできたほうへ
走
 はし

 っていくと、
木
 き

 の
後
 うし

 ろからふたりの
若
 わか
 者
 もの

 が
飛
 と

 びだした。ひとりが
弓
 ゆみ

 を
投
 な

 げすて、
高
 たか

 らかに
言
 い

 う。
夏
 なつ

 の
終
 お

 わりの
青
 あお

 い
空
 そら

 に、さわやかな
声
 こえ

 がひびきわたった。

「おれは、
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 の
犬
 いぬ
 塚
 づか
 信
 し
 乃
 の

 だ！　
主
 あるじ

 のかたきうちは、みとめられているはずだ。
荘
 そう
 助
 すけ

 にどんな
罪
 つみ

 があるんだ！　
殺
 ころ

 してもいない
罪
 つみ

 まで、おしつけるなんて。」

　そして、もうひとりが、
長
 なが
 十
 じっ
 手
 て

 をかまえる。

「オレは、
下
 しも
 総
 うさ
 滸
 こ
 我
 が

 の
犬
 いぬ
 飼
 かい
 現
 げん
 八
 ぱち

 。
仲
 なか
 間
 ま

 を
助
 たす

 けに
来
 き

 た。」
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家
 け
 来
 らい

 たちが
何
 なん
 十
 じゅう
 人
 にん

 も、
棒
 ぼう

 や
竹
 たけ
 槍
 やり

 をふりまわして、わっ、とおどりかかってきた。

「なんか、すごいことになってるなあ。」

　
苦
 にが
 笑
 わら

 いしつつ、
信
 し
 乃
 の

 も
現
 げん
 八
 ぱち

 も、
右
 みぎ

 に
左
 ひだり

 にすばやくかわし、たちまち、七、八
人
 にん

 まとめてなぐりたおしてしまった。

「
罪
 ざい
 人
 にん

 をうばわれるなっ。」

　
代
 だい
 官
 かん

 の
弟
 おとうと

 の
命
 めい
 令
 れい

 で、
残
 のこ

 る
家
 け
 来
 らい

 が十
人
 にん

 ほど、あわてて
荘
 そう
 助
 すけ

 をかこんだが、そこにはもう、
大
 おお
 男
 おとこ

 が
立
 た

 ちはだかって
待
 ま

 っていた。

「やい、でたらめ
役
 やく
 人
 にん

 ども。おいらは
信
 し
 乃
 の

 と
現
 げん
 八
 ぱち

 の
大
 だい
 親
 しん
 友
 ゆう

 、
下
 しも
 総
 うさ

 は
行
 ぎょう
 徳
 とく
 村
 むら

 の
犬
 いぬ
 田
 た
 小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 。おいらたちは、
犬
 いぬ
 川
 かわ
 荘
 そう
 助
 すけ

 の
仲
 なか
 間
 ま

 だ！　
仲
 なか
 間
 ま

 を
返
 かえ

 せ！」

　
飛
 と

 びかかる五、六
人
 にん

 を、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 は、ちょい、と
片
 かた
 手
 て

 でひねりたおしてしまった。その
迫
 はく
 力
 りょく

 に、あっ、とおどろいて
飛
 と

 びあがり、
代
 だい
 官
 かん

 の
弟
 おとうと

 はよろよろとあとじさった。

「ええい、この
大
 おお
 男
 おとこ

 をなんとかしろっ。」

　しかし、
代
 だい
 官
 かん

 の
弟
 おとうと

 を
助
 たす

 けに
来
 く

 る
家
 け
 来
 らい

 はいない。
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 があとの四、五
人
 にん

 を、ひょいひょいとほうりなげるあいだに、
信
 し
 乃
 の

 と
現
 げん
 八
 ぱち

 は、おそってくる
敵
 てき

 を
思
 おも

 いのままに、ぼっかんどっかん、
次
 つぎ

 から
次
 つぎ

 へと、
四
 し
 方
 ほう
 八
 はっ
 方
 ぽう

 へなぐり
飛
 と

 ばしていた。

「へ？　
家
 け
 来
 らい

 ども……だれも
残
 のこ

 っていないのか！　……まずい、にげよう……。」

と、なさけない
顔
 かお

 になり、
代
 だい
 官
 かん

 の
弟
 おとうと

 は
刀
 かたな

 をぬいてふりまわしつつ、それっと、にげようとした。が、
後
 うし

 ろから
信
 し
 乃
 の

 と
現
 げん
 八
 ぱち

 が、まっしぐらに
走
 はし

 ってくる。

　
刀
 かたな

 で三
人
 にん

 をたおそうとした
代
 だい
 官
 かん

 の
弟
 おとうと

 だが、たちまち
信
 し
 乃
 の

 に「おばさんのかたきっ。」と、
気
 き
 絶
 ぜつ

 させられてしまった。

「
荘
 そう
 助
 すけ

 、ぶじか。」

　
代
 だい
 官
 かん

 の
弟
 おとうと

 の
刀
 かたな

 を
使
 つか

 って、
信
 し
 乃
 の

 は、
荘
 そう
 助
 すけ

 をつるしているなわを
切
 き

 った。
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 が
荘
 そう
 助
 すけ

 を
背
 せ
 負
 お

 って、とっととその
場
 ば

 からにげる。





　
荘
 そう
 助
 すけ

 を
助
 たす

 けた三
人
 にん

 は、
墓
 ぼ
 地
 ち

 までやってきて、
木
 き

 のかげにかくれた。

「あぶなかったな、
荘
 そう
 助
 すけ

 。この
人
 ひと

 が、
糠
 ぬか
 助
 すけ

 おじさんの
息
 むす
 子
 こ

 さん、ゲンさんだよ。」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 に
背
 せ
 負
 お

 われたままの
荘
 そう
 助
 すけ

 に、
信
 し
 乃
 の

 が
現
 げん
 八
 ぱち

 を
紹
 しょう
 介
 かい

 する。

「……ああ……
本
 ほん
 当
 とう

 だ……
顔
 かお

 にあざが……。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 は
苦
 くる

 しげながらも、にっこりした。

「
犬
 いぬ
 川
 かわ
 荘
 そう
 助
 すけ

 どの、
初
 はじ

 めてお
目
 め

 にかかる。
犬
 いぬ
 飼
 かい
 現
 げん
 八
 ぱち

 という。そなたもごぞんじの
糠
 ぬか
 助
 すけ

 の、じつの
子
 こ

 で、そなたの
仲
 なか
 間
 ま

 だ。」

「そして、
荘
 そう
 助
 すけ

 を
背
 せ
 負
 お

 っている
彼
 かれ

 は、
現
 げん
 八
 ぱち

 の
親
 しん
 友
 ゆう

 で、
犬
 いぬ
 田
 た
 小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 。」

「よろしくな！　おいらもあざがあるんだぜ。それに、
玉
 たま

 も
持
 も

 ってる。
荘
 そう
 助
 すけ

 、おまえを
助
 たす

 けることができて、
最
 さい
 高
 こう

 にうれしいぜ。」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 は
荘
 そう
 助
 すけ

 を
草
 くさ

 の
上
 うえ

 に
下
 お

 ろしてねかせ、
着
 き
 物
 もの

 のすそをめくってあざを
見
 み

 せた。

「
本
 ほん
 当
 とう

 だ……
仲
 なか
 間
 ま

 ですね。」

　
顔
 かお

 をはらしたままだが、
荘
 そう
 助
 すけ

 が
満
 まん
 面
 めん

 の
笑
 え

 みになった。

「
現
 げん
 八
 ぱち

 、ここが
糠
 ぬか
 助
 すけ

 おじさんのお
墓
 はか

 だよ。」

「そうか……。」

　
信
 し
 乃
 の

 に
教
 おし

 えられ、
現
 げん
 八
 ぱち

 は
野
 の

 の
花
 はな

 をそなえると、
糠
 ぬか
 助
 すけ

 の
墓
 はか

 に
長
 なが

 いこと
手
 て

 を
合
 あ

 わせていた。

「……おじさん、きっと、よろこんでますよ……。」

　そう
言
 い

 いながら、
荘
 そう
 助
 すけ

 は
体
 からだ

 を
起
 お

 こした。三
人
 にん

 は
荘
 そう
 助
 すけ

 をかこんで、
輪
 わ

 になってしゃがむ。

「
信
 し
 乃
 の

 さん、
仲
 なか
 間
 ま

 を
見
 み

 つけたんですね。」

「ああ。もうひとり、まだ四
歳
 さい

 の
子
 こ

 どもだけど、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 の
甥
 おい

 の
親
 しん
 兵
 べ
 衛
 え

 という
仲
 なか
 間
 ま

 もいるんだ。おれたち、
女
 め
 神
 がみ

 さまから
選
 えら

 ばれた
剣
 けん
 士
 し

 なんだ。」

　
信
 し
 乃
 の

 は、
丶
 ちゅ
 大
 だい

 から
聞
 き

 いた「
八
 はっ
 犬
 けん
 士
 し

 」の
物
 もの
 語
 がたり

 を、
荘
 そう
 助
 すけ

 にした。





「そうだったんですか！　おれたちには、そんな
定
 さだ

 めが。八
人
 にん

 も
仲
 なか
 間
 ま

 がいるなんて、おどろきです。
玉
 たま

 のなぞがとけたのも、うれしいですね。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 は、
信
 し
 乃
 の

 の
話
 はなし

 を
聞
 き

 きおえ、
目
 め

 をかがやかせた。

「
現
 げん
 八
 ぱち

 さん、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 さん、おれもいっしょに
行
 い

 きます、
呪
 のろ

 いと
戦
 たたか

 います！　
戦
 たたか

 わなくちゃならない、おれは！」

「いい
覚
 かく
 悟
 ご

 だ。」

「おう、
仲
 なか

 よくしようぜ、
荘
 そう
 助
 すけ

 。」

　
現
 げん
 八
 ぱち

 と
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 がにっこりした。

「はい！」

　四
人
 にん

 でこぶしをつきあわせる。そして
荘
 そう
 助
 すけ

 は、
信
 し
 乃
 の

 をうかがった。

「じつは……おれにも、
話
 はなし

 があるんです。まずひとつは、
玉
 たま

 をなめると、
傷
 きず

 の
治
 なお

 りが、びっくりするくらい
早
 はや

 いってことです。」

「でも、
荘
 そう
 助
 すけ

 は、もともと、『
命
 いのち

 の
玉
 たま

 』だって、
言
 い

 ってたよな？　
吹雪
 ふぶき

 で
死
 し

 にそうになったとき、
救
 すく

 われたって。」

「ええ、
信
 し
 乃
 の

 さん。でも、
糠
 ぬか
 助
 すけ

 おじさんを
助
 たす

 けられなかったとき、それは
気
 き

 のせいだったんだって、あきらめてました。ですが、やっぱり、この
玉
 たま

 は、おれの……おれたち『
八
 はっ
 犬
 けん
 士
 し

 』の
命
 いのち

 だけは、
守
 まも

 れる
力
 ちから

 をもっているみたいですね。」

「どういうことだ？」

　
信
 し
 乃
 の

 は
荘
 そう
 助
 すけ

 にたずねた。

「
牢
 ろう
 屋
 や

 で、
罪
 つみ

 をみとめろと、さんざん
役
 やく
 人
 にん

 からなぐられたんです。そのとき、ふところに
入
 い

 れていた
玉
 たま

 があたたかくなって、
光
 ひかり

 がもれ……
役
 やく
 人
 にん

 に
気
 き

 づかれて、とられたらまずい、とこっそり
口
 くち

 の
中
 なか

 にかくしたら、
急
 きゅう

 に
傷
 きず

 の
痛
 いた

 みが
消
 き

 えました。

　あれっと、
傷
 きず

 をさわると、きれいに
治
 なお

 っていたんです。
今
 いま

 、おれの
顔
 かお

 がはれてるのは、さっき
木
 き

 につるされたあと、またなぐられたからなんですよ。」

　
玉
 たま

 で
治
 なお

 る。それを
知
 し

 っていたら、おぬいたちは
守
 まも

 れたかも……、と
言
 い

 いかけた
信
 し
 乃
 の

 の
肩
 かた

 に、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 が
手
 て

 を
置
 お

 いた。
目
 め

 が
合
 あ

 うと、
小
 ちい

 さくかぶりをふる。

　
悲
 かな

 しんだり、くやんだりする
代
 か

 わりに、
前
 まえ

 に
進
 すす

 め、ほかのだれかを
救
 すく

 え、
強
 つよ

 く
生
 い

 きろ……きっとおぬいたちは、そうのぞんでいる。

　
荘
 そう
 助
 すけ

 が
話
 はなし

 をつづけている。

「それで、その
玉
 たま

 なんですが……これ、
見
 み

 てください。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 がお
守
 まも

 りぶくろから
出
 だ

 し、
手
 て

 のひらにのせた
玉
 たま

 には……『
忠
 ちゅう

 』の
字
 じ

 がうかんでいた。

「おいらの
玉
 たま

 、あたたかくなってきたぞ。」

「うむ、オレもだ。」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 と
現
 げん
 八
 ぱち

 が
胸
 むな
 元
 もと

 をおさえる。
信
 し
 乃
 の

 も、あたたかさを
感
 かん

 じた。

「でもこれ……
荘
 そう
 助
 すけ

 の
玉
 たま

 じゃないよな。」

　
信
 し
 乃
 の

 が
首
 くび

 をかしげると、
荘
 そう
 助
 すけ

 は、おずおずと
語
 かた

 りはじめた。

「ええ。ほかの
犬
 けん
 士
 し

 のものですが、これでもききめは
同
 おな

 じでした。おれの
玉
 たま

 は、この
玉
 たま

 の
持
 も

 ち
主
 ぬし

 が
持
 も

 っていってしまったんです。

　
今
 いま

 、
信
 し
 乃
 の

 さんが
教
 おし

 えてくれたような、そんなふしぎな
由
 ゆ
 来
 らい

 の
玉
 たま

 なら、きっと
本
 ほん
 来
 らい

 の
持
 も

 ち
主
 ぬし

 のところへみちびいてくれると
思
 おも

 うし、おれの
玉
 たま

 もおれのもとへ、もどってこようとすると
思
 おも

 うんです。」

「へえ。で、この『
忠
 ちゅう

 』の
玉
 たま

 の
持
 も

 ち
主
 ぬし

 って？　どんなやつ？」

「六
人
 にん

 めの
仲
 なか
 間
 ま

 にちがいない。」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 と
現
 げん
 八
 ぱち

 も
身
 み

 をのりだす。

「この
玉
 たま

 を
持
 も

 っていたのは、
二
 は
 十
 た
 歳
 ち

 くらいの
火
 ひ

 の
術
 じゅつ
 師
 し

 で、
大
 たい
 剣
 けん

 をふるう
技
 わざ

 も、すばらしいものでした。それで……
浜
 はま
 路
 じ

 お
嬢
 じょう

 さんの、じつの
兄
 あに

 の
犬
 いぬ
 山
 やま
 道
 どう
 節
 せつ

 だと
名
 な

 のりまして……。」

「
浜
 はま
 路
 じ

 ！　
浜
 はま
 路
 じ

 はどうした？　
荘
 そう
 助
 すけ

 が、どこかにかくまってるんだろ？」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 がうつむき……くちびるをかんだので、
信
 し
 乃
 の

 は
胸
 むね

 が
痛
 いた

 くなった。いやな
予
 よ
 感
 かん

 がする。

「……
荘
 そう
 助
 すけ

 、
本
 ほん
 当
 とう

 のことを、
教
 おし

 えてくれ。」

「はい……。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 は、
浜
 はま
 路
 じ

 の
身
 み

 におきたことを、
信
 し
 乃
 の

 にうちあけた。





「……
死
 し

 んだ……。」

　
信
 し
 乃
 の

 はぼうぜんとなった。
信
 しん

 じられない。
目
 め

 の
前
 まえ

 が
暗
 くら

 くなる。

　とても
信
 しん

 じられない。

「もうしわけございません、
信
 し
 乃
 の

 さん。おれがついていながら……こんなことに。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 が
土
 ど
 下
 げ
 座
 ざ

 する。
現
 げん
 八
 ぱち

 と
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 も
無
 む
 言
 ごん

 だった。
来
 く

 るとちゅう、
浜
 はま
 路
 じ

 が
信
 し
 乃
 の

 の
恋
 こい
 人
 びと

 だと、
聞
 き

 いていたからだ。

「もうしわけございません、
本
 ほん
 当
 とう

 にもうしわけございません。ゆるしてくださいなんて、ぜったいに
言
 い

 えません。
信
 し
 乃
 の

 さん、おれをにくんで、
二
 に
 度
 ど

 と
口
 くち

 をきかなくてもいいです。なぐるならなぐり、
殺
 ころ

 したいなら
殺
 ころ

 して……いっそ、
殺
 ころ

 してください！」

　
歯
 は

 をくいしばり、
荘
 そう
 助
 すけ

 がなみだをこらえている。
信
 し
 乃
 の

 よりも
先
 さき

 に
泣
 な

 いてはいけないと、
決
 き

 めているようだった。

「……
殺
 ころ

 せるわけ……ないだろっ。」

　
信
 し
 乃
 の

 は
荘
 そう
 助
 すけ

 の
肩
 かた

 をだきしめた。

「なあ、
荘
 そう
 助
 すけ

 、
浜
 はま
 路
 じ

 はおれに、
何
 なに

 があっても
強
 つよ

 く
生
 い

 きてほしいとのぞんでいた。もちろん、おまえにも、そうのぞんでいるよ。」

「…………はい……。」

「だから、
殺
 ころ

 せなんて
言
 い

 うなよっ！」

　
信
 し
 乃
 の

 は、わっと
泣
 な

 きふした。
荘
 そう
 助
 すけ

 も
泣
 な

 きだす。

　ひとしきり、ふたりでだきあって
号
 ごう
 泣
 きゅう

 してから、
信
 し
 乃
 の

 はそででなみだをぬぐって、
言
 こと
 葉
 ば

 をしぼりだした。

「……
呪
 のろ

 いだよ、
荘
 そう
 助
 すけ

 。おまえは
何
 なに

 も
悪
 わる

 くない。おれたち、
呪
 のろ

 われた
運
 うん
 命
 めい

 だったんだ。おぬいさんたちのこと──まわりの
人
 ひと

 たちが、
次
 つぎ

 つぎに
死
 し

 んでしまうのも、きっと
魔
 ま
 女
 じょ
 玉
 たま
 梓
 ずさ

 の
呪
 のろ

 いだ。だから、
浜
 はま
 路
 じ

 のかたきうちは、
魔
 ま
 女
 じょ
 玉
 たま
 梓
 ずさ

 をたおすしかないんだ。

　
呪
 のろ

 いのせい……
伏
 ふせ
 姫
 ひめ

 さまのお
父
 ちち
 上
 うえ

 も、そう
言
 い

 って
丶
 ちゅ
 大
 だい
 法
 ほう
 師
 し

 さまをゆるした。これは、
呪
 のろ

 いだ。
負
 ま

 けるわけにいかない、
呪
 のろ

 いなんだ。

　
悲
 かな

 しんだり、
人
 ひと

 をうらんだり、にくんだりして、
前
 まえ

 に
進
 すす

 まなかったら、
呪
 のろ

 いに
負
 ま

 けたことになる。だから、
前
 まえ

 へ
進
 すす

 もう。」

　
自
 じ
 分
 ぶん

 に
言
 い

 いきかせるように、ひとこと、ひとこと、
言
 こと
 葉
 ば

 を
選
 えら

 んで
説
 と

 く
信
 し
 乃
 の

 に、
荘
 そう
 助
 すけ

 もすがって、まだまだあふれそうになるなみだをこらえる。

「はい、
信
 し
 乃
 の

 さん。お
嬢
 じょう

 さんのためにも、おれは
戦
 たたか

 います、
負
 ま

 けません。ぜったいに
負
 ま

 けません。いっしょに、
進
 すす

 みましょう。
信
 し
 乃
 の

 さんがいれば、おれは
何
 なに

 もこわくないです。」

「それは、おれが
言
 い

 いたいことだ。
荘
 そう
 助
 すけ

 がそばにいてくれたら、おれは、どんな
運
 うん
 命
 めい

 にでも
立
 た

 ちむかえる。」

「おいおい、おいらたちのこと、わすれないでくれよ。」

「オレたちは、ともに
進
 すす

 む
仲
 なか
 間
 ま

 だ。」

　
信
 し
 乃
 の

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 の
肩
 かた

 に、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 と
現
 げん
 八
 ぱち

 の
手
 て

 が
置
 お

 かれた。
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 はもらい
泣
 な

 きしたようで、
鼻
 はな

 の
頭
 あたま

 も
目
 め

 も
真
 ま

 っ
赤
 か

 だし、
現
 げん
 八
 ぱち

 もなみだぐんでいた。

「ああ、ありがとう。そうだ、おれたちは、
仲
 なか
 間
 ま

 だ。」

　
信
 し
 乃
 の

 はふところから、
浜
 はま
 路
 じ

 が
作
 つく

 ってくれたお
守
 まも

 りぶくろをあらためて
出
 だ

 し、ふくろごと
玉
 たま

 をぎゅっとにぎった。

「
糠
 ぬか
 助
 すけ

 おじさんと
浜
 はま
 路
 じ

 にちかおう、おれと
荘
 そう
 助
 すけ

 、
糠
 ぬか
 助
 すけ

 おじさんの
息
 むす
 子
 こ

 の
現
 げん
 八
 ぱち

 、
現
 げん
 八
 ぱち

 の
親
 しん
 友
 ゆう

 の
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 は、ぜったいに
裏
 うら
 切
 ぎ

 らない、
命
 いのち

 をかけて
呪
 のろ

 いと
戦
 たたか

 う
仲
 なか
 間
 ま

 だと。」

「おう！」

「もちろんです。」

「オレも、
父
 ちち

 の
墓
 ぼ
 前
 ぜん

 にちかう。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 、
現
 げん
 八
 ぱち

 が
信
 し
 乃
 の

 のこぶしに
片
 かた
 手
 て

 をのせ、ちかいあった。





　そのとき、
遠
 とお

 くから、どなり
声
 ごえ

 が
聞
 き

 こえてきた。

「
死
 し
 刑
 けい

 になるはずの
悪
 あく
 人
 にん

 がにげたぞ。」

「さがせ、さがせ！」

「やい
村
 むら
 人
 びと

 ども、
悪
 あく
 人
 にん

 どもをかくしたら、おまえらもひどい
目
 め

 にあわせるぞ。」

　どうやら、
気
 き
 絶
 ぜつ

 させた
連
 れん
 中
 ちゅう

 が
目
 め

 をさまし、
助
 たす

 けをよんだらしい。はっとなり、
信
 し
 乃
 の

 が
気
 き

 をとりなおす。

「まずいな、
村
 むら
 人
 びと

 に
迷
 めい
 惑
 わく

 がかかる。にげた、とわかるように、はでにさわいで、にげよう。」

「って、
信
 し
 乃
 の

 、どこへ？　おいらんちにもどるかい？」

「いや
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 、
足
 あし
 利
 かが

 の
城
 しろ

 の
者
 もの

 が、まだオレたち──すくなくともオレをさがしているのではないか？」

「あー、そっかー。」

「って、みなさんも、
何
 なに

 かやらかしてきたんですか？」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 があきれる。

「まあね。」と
信
 し
 乃
 の

 は
荘
 そう
 助
 すけ

 に
事
 じ
 情
 じょう

 を
説
 せつ
 明
 めい

 した。

「おぬいさんたちって、そういうことだったんですか。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 が
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 に
頭
 あたま

 を
下
 さ

 げる。

「
気
 き

 にするなって。」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 が
大
 おお

 らかに
言
 い

 った。

「
気
 き

 にかけるだけの
思
 おも

 いが、
失
 うしな

 われた
人
 ひと

 に
対
 たい

 してあるなら、その
思
 おも

 いの
力
 ちから

 で
呪
 のろ

 いと
戦
 たたか

 おう。」

　
現
 げん
 八
 ぱち

 が
信
 し
 乃
 の

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 に
力
 ちから
 強
 づよ

 く
言
 い

 った。

「たぶん、ここの
大
 おお
 石
 いし

 の
殿
 との

 さまが、
荘
 そう
 助
 すけ

 の
首
 くび

 にも
賞
 しょう
 金
 きん

 をかけるだろうな。」

　
信
 し
 乃
 の

 がにやりとするので、
荘
 そう
 助
 すけ

 も、にやりとうなずいた。

「……まあ、そうでしょうね。しかたないですね。……
信
 し
 乃
 の

 さん、
笑
 わら

 えるんですね。」

「
笑
 わら

 えって、
浜
 はま
 路
 じ

 が
言
 い

 ってる
気
 き

 がするからな。
笑
 わら

 えば
力
 ちから

 がわくって。」

　ぽん、と
信
 し
 乃
 の

 の
肩
 かた

 をたたき、
現
 げん
 八
 ぱち

 が
立
 た

 ちあがる。

「さて、すぐそこまで
追
 お

 っ
手
 て

 が。さきほど、
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 どのがくれた
手
 て
 紙
 がみ

 があった。
助
 たす

 けてもらおうと
思
 おも

 うが、いかがか。」

「そうしようぜ、
信
 し
 乃
 の

 、
荘
 そう
 助
 すけ

 。
荘
 そう
 助
 すけ

 、
走
 はし

 れるか？」

「はい、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 さん。」

「よし！」

　四
人
 にん

 はいっせいに
墓
 ぼ
 地
 ち

 を
飛
 と

 びだした。





　
走
 はし

 る
者
 もの

 は
道
 みち

 を
選
 えら

 ばず。
飢
 う

 えた
者
 もの

 は
食
 た

 べものを
選
 えら

 ばず。そのときのいきおいで、四
人
 にん

 はとにもかくにも、
上
 こう
 野
 ずけ

 の
荒
 あら
 芽
 め
 山
 やま

 をめざして、めちゃくちゃに、
走
 はし

 った
走
 はし

 った、ひと
晩
 ばん

 じゅう
走
 はし

 りとおした。

　
走
 はし

 るのがじつは
苦
 にが
 手
 て

 だった
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 を
助
 たす

 けつつ、とちゅうで
腹
 はら

 がへってふらふらだと
言
 い

 いだした
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 をこれまたなだめつつ……
武蔵
 むさし

 
野
 の

 のどこまでも
平
 たい

 らな
野
 の
 原
 はら

 をすぎ、ちょっとした
山
 やま

 にさしかかった。

「ちょ、ちょ、ちょっとぉ……もう、ここらで、
休
 やす

 もうぜぇ、はあ、ぜぇ、はぁはぁ。」

　
息
 いき

 を
切
 き

 らし、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 が
道
 みち

 ばたにへたりこんでしまったので、しかたなく、三
人
 にん

 も
足
 あし

 を
止
 と

 めた。
夜
 よ
 明
 あ

 けの
光
 ひかり

 がさしてきていた。

　ここまで
走
 はし

 れば、もうだいじょうぶだろう。
追
 お

 っ
手
 て

 は
見
 み

 あたらない。

　
玉
 たま

 をなめたおかげで、
荘
 そう
 助
 すけ

 のはれた
顔
 かお

 は、すっかりもとどおりになっていた。

「ここ、どこだろう？」

　
信
 し
 乃
 の

 があたりを
見
 み
 回
 まわ

 した。
遠
 とお

 くのふもとに、さびれた
人
 ひと
 里
 ざと

 が
見
 み

 える。

「そこの
林
 はやし

 に、
神
 じん
 社
 じゃ

 があるな。」

　
現
 げん
 八
 ぱち

 がそう
言
 い

 って、
鳥
 とり
 居
 い

 に
歩
 あゆ

 みより、
見
 み

 あげた。ああそうか、とうなずく。





「
鳥
 とり
 居
 い

 の
額
 がく

 に、
雷
 らい
 電
 でん
 神
 じん
 社
 じゃ

 と
書
 か

 かれている。するとここは、
（＊３）

 
桶
 おけ
 川
 がわ

 の
里
 さと

 の
外
 はず

 れだ。この
山
 やま

 は
雷
 らい
 電
 でん
 山
 やま

 だろう。
神
 じん
 社
 じゃ

 の
境
 けい
 内
 だい

 に、きれいな
泉
 いずみ

 がある。
神
 かみ

 の
助
 たす

 けだ、これでのどをうるおし、
汗
 あせ

 にまみれた
顔
 かお

 をあらおうではないか。」

「や、やった！　
水
 みず

 ……
水
 みず

 ……。」

　よろよろとやってきて、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 は
水
 みず

 をすくって
飲
 の

 むと、
鼻
 はな

 でくんくんとかいだ。

「
食
 た

 べもの……いいにおい……。」

　ふらり、と
神
 じん
 社
 じゃ

 の
建
 た

 てものの
裏
 うら

 へむかう。
大
 おお
 声
 ごえ

 が
聞
 き

 こえてきた。

「おっ、ナツメがなってる！　ヤマモモとグミも。いっただきまーす！　あまいっ、うまいっ。」

　これで
腹
 はら

 を
満
 み

 たし、
元
 げん
 気
 き

 になった
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 が、にこにこ
顔
 がお

 でもどってきた。
両
 りょう
 手
 て

 いっぱいにあまい
実
 み

 をかかえている。

「やあ、みんな。
食
 く

 えよ。
元
 げん
 気
 き
 出
 で

 るぞ。」

「……
食
 た

 べものを
見
 み

 つけるのは、いつも
本
 ほん
 当
 とう

 に
早
 はや

 い。」

　
現
 げん
 八
 ぱち

 が
小
 ちい

 さく
笑
 わら

 って、その
実
 み

 をつまむ。
信
 し
 乃
 の

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 も、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 からすすめられるままに、
実
 み

 を
食
 た

 べた。あまくて、おいしくて、たちまちつかれがふきとび、
心
 こころ

 が
晴
 は

 れ
晴
 ば

 れとしてきた。

　ここで
信
 し
 乃
 の

 は、
宝
 ほう
 刀
 とう
 村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 が
浜
 はま
 路
 じ

 のそばにあったのはなぜだと
思
 おも

 うか、
荘
 そう
 助
 すけ

 たちにたずねた。

「
村
 むら
 長
 おさ

 さんは、
大人
 おとな

 になってきた
信
 し
 乃
 の

 さんが、
足
 あし
 利
 かが

 の
殿
 との

 さまのところへ
行
 い

 くのをおそれて、こっそり
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 と、べつの
刀
 かたな

 をすりかえようとしたんでしょうね。ところが、
浜
 はま
 路
 じ

 お
嬢
 じょう

 さんをさらおうとした
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 が、そのことに
気
 き

 がつき、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 も
手
 て

 に
入
 い

 れようと、
自
 じ
 分
 ぶん

 の
刀
 かたな

 と
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をすりかえた、ということですか。
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をとりかえすため、
浜
 はま
 路
 じ

 お
嬢
 じょう

 さんは、あえて
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 についていった、と。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 がなっとくする。

「おそらく。……
浜
 はま
 路
 じ

 、おれのために、そんな
危
 き
 険
 けん

 な……。」

　
浜
 はま
 路
 じ

 の
一
 いち
 途
 ず

 さを
思
 おも

 って、
信
 し
 乃
 の

 はまた
泣
 な

 きたい
気
 き
 分
 ぶん

 になった。

「
犬
 いぬ
 山
 やま
 道
 どう
 節
 せつ

 という
火
 ひ

 の
術
 じゅつ
 師
 し

 が、
今
 いま

 、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
持
 も

 っているのはたしかです。」

「でもなあ。
道
 どう
 節
 せつ

 の
親
 おや

 のかたきって、どこのだれなんだろう。そいつ、どこに
住
 す

 んでるんだ？　
玉
 たま

 がみちびいてくれるって、
本
 ほん
 当
 とう

 かなあ。」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 が、
残
 のこ

 った
実
 み

 をむしゃむしゃとほおばりながら、つぶやく。

「……八つの
玉
 たま

 は、この
夏
 なつ

 、
目
 め

 ざめたんだ。
実
 じっ
 際
 さい

 、おれたちは、
丶
 ちゅ
 大
 だい
 法
 ほう
 師
 し

 さまの
前
 まえ

 に
集
 あつ

 まった。かならず、もうすぐ、八
人
 にん

 の
仲
 なか
 間
 ま

 がめぐり
会
 あ

 うはず。」

　
信
 し
 乃
 の

 が
言
 い

 うと、
荘
 そう
 助
 すけ

 と
現
 げん
 八
 ぱち

 がうなずいた。

「それで、
思
 おも

 うんだけど、おれたちが
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 さんに
会
 あ

 ったのも、
玉
 たま

 のみちびきというか、
運
 うん
 命
 めい

 なんじゃないかな。だから、ここはやはり、
荒
 あら
 芽
 め
 山
 やま

 の
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 さんの
家
 いえ

 に
行
 い

 くべきだ。にげかくれるというよりも、
運
 うん
 命
 めい

 の
教
 おし

 えるもの、
運
 うん
 命
 めい

 が
見
 み

 せてくれる
場
 ば
 面
 めん

 に、
会
 あ

 いに。」

「オレも
信
 し
 乃
 の

 に
賛
 さん
 成
 せい

 だ。しかし
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 、おまえだけは
行
 ぎょう
 徳
 とく
 村
 むら

 の
古
 こ
 那
 な
 屋
 や

 に
帰
 かえ

 れ。……いやな
予
 よ
 感
 かん

 がする。
荘
 そう
 助
 すけ

 はもう、
救
 すく

 いだしたのだ。おまえは
首
 くび

 に
賞
 しょう
 金
 きん

 がかかっているわけでもないのだし。」

と、
現
 げん
 八
 ぱち

 が
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 を
見
 み

 た。

「そう？　でも、おいらも、その
運
 うん
 命
 めい

 が
見
 み

 せてくれる
場
 ば
 面
 めん

 とやらに、ぜひ
立
 た

 ち
会
 あ

 いたいから、
荒
 あら
 芽
 め
 山
 やま

 までは
行
 い

 くよ。それから、
帰
 かえ

 る。だいじょうぶさ。」

「うーむ……。」

　
現
 げん
 八
 ぱち

 はまよっていたが、
信
 し
 乃
 の

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 が、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 も
仲
 なか
 間
 ま

 だと
言
 い

 いはったので、しぶしぶ、みとめた。





　こうして四
人
 にん

 は
旅
 たび

 をつづけ、
信
 し
 乃
 の

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 は、とちゅうの
店
 みせ

 で
武
 ぶ
 器
 き

 を
見
 み

 つけたので、
買
 か

 っておいた。

　
信
 し
 乃
 の

 は
刀
 かたな

 を二
本
 ほん

 、
荘
 そう
 助
 すけ

 は
刀
 かたな

 一
本
 ぽん

 のほかに、
小
 こ

 がらなので、
敵
 てき

 にとどきやすいよう、
柄
 え

 の
長
 なが

 い
槍
 やり

 も一
本
 ぽん

 だ。
現
 げん
 八
 ぱち

 はもともと
持
 も

 っていた
長
 なが
 十
 じっ
 手
 て

 と、やたら
長
 なが

 い
刀
 かたな

 ──
大
 おお
 太
 だ
 刀
 ち

 を
武
 ぶ
 器
 き

 にしていた。
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 は、
武
 ぶ
 器
 き

 を
使
 つか

 うのは
苦
 にが
 手
 て

 なので、
持
 も

 ち
前
 まえ

 の
怪
 かい
 力
 りき

 ひとつで
充
 じゅう
 分
 ぶん

 だと
言
 い

 う。

　
数
 すう
 日
 じつ
 後
 ご

 、
上
 こう
 野
 ずけ

 の
（＊４）

 
甘
 かん
 楽
 らの
 郡
 こおり

 の
妙
 みょう
 義
 ぎ
 山
 さん

 のふもとに四
人
 にん

 はついた。
荒
 あら
 芽
 め
 山
 やま

 とむかいあう
山
 やま

 だ。

　ちょうど、おやつの
刻
 こく

 になったので、四
人
 にん

 は
山
 やま

 の
茶
 さ
 店
 てん

 で、ひと
休
 やす

 みすることにした。この
茶
 さ
 店
 てん

 には、
（＊５）

 
遠
 とお

 
眼鏡
 めがね

 が
置
 お

 いてあった。

「おもしろそうなものが、ありますね。」

　こしかけにすわって、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 がぱくぱくと
団
 だん
 子
 ご

 を
食
 た

 べている
横
 よこ

 で、
荘
 そう
 助
 すけ

 は、
遠
 とお

 
眼鏡
 めがね

 を
借
 か

 りて、のぞいてみた。

「わあ、よく
見
 み

 えます。むこうの
荒
 あら
 芽
 め
 山
 やま

 へ
登
 のぼ

 る
道
 みち

 を
行
 い

 く
人
 ひと

 も。……あ、あれ？　あの、
急
 いそ

 ぎ
足
 あし

 で
歩
 ある

 く
男
 おとこ

 ……
道
 どう
 節
 せつ

 さんです！　ほら、あの、はでな
着
 き
 物
 もの

 の、
赤
 あか

 いさやの
大
 たい
 剣
 けん

 の
人
 ひと

 。」

　ええっ、と三
人
 にん

 も
代
 か

 わる
代
 が

 わる、
遠
 とお

 
眼鏡
 めがね

 をのぞいてみた。

「
本
 ほん
 当
 とう

 だ……もう一
本
 ぽん

 、
刀
 かたな

 をさしている。あれはまちがいなく、おれの
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 だ。
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 が
持
 も

 っていた、きらきらした
刀
 かたな

 だから。」

「あれが
犬
 いぬ
 山
 やま

 どのか。」

「うひゃっ、こいつが
運
 うん
 命
 めい

 ってやつかよ、すげえっ。」

　四
人
 にん

 はうなずきあい、
立
 た

 ちあがった。

「
追
 お

 いつこう！」







＊１一
里
 り

 　
約
 やく

 四キロメートル。






＊２
上
 こう
 野
 ずけ

 　
現
 げん
 在
 ざい

 の
群
 ぐん
 馬
 ま
 県
 けん

 。






＊３
桶
 おけ
 川
 がわ

 　
現
 げん
 在
 ざい

 の
埼
 さい
 玉
 たま
 県
 けん
 桶
 おけ
 川
 がわ
 市
 し

 。






＊４
甘
 かん
 楽
 らの
 郡
 こおり

 　
現
 げん
 在
 ざい

 の
群
 ぐん
 馬
 ま
 県
 けん
 甘
 かん
 楽
 ら
 郡
 ぐん

 。






＊５
遠
 とお

 
眼鏡
 めがね

 　
望
 ぼう
 遠
 えん
 鏡
 きょう

 のこと。








九　
炎
 ほのお

 に
包
 つつ

 まれ、
生
 い

 きるための
戦
 たたか

 い









　
荒
 あら
 芽
 め
 山
 やま

 のふもとの、
林
 はやし

 の
中
 なか

 の
道
 みち

 を、かざりたてた
馬
 うま

 に
乗
 の

 り、百
人
 にん

 をこえるおおぜいの
家
 け
 来
 らい

 をしたがえて、
身
 み
 分
 ぶん

 の
高
 たか

 そうな
武
 ぶ
 将
 しょう

 が
歩
 ある

 いていた。
狩
 か

 りに
出
 で

 た
帰
 かえ

 りで、
鉄
 てっ
 砲
 ぽう

 を
持
 も

 った
家
 け
 来
 らい

 たちは、イノシシやシカなどの
獲
 え
 物
 もの

 を、たくさんかついでいる。

　その
行
 ぎょう
 列
 れつ

 へ、はでな
着
 き
 物
 もの

 の
男
 おとこ

 ──
犬
 いぬ
 山
 やま
 道
 どう
 節
 せつ

 が
近
 ちか

 より、
松
 まつ

 の
木
 き

 の
下
 した

 にひざまずくと、
声
 こえ

 をかけた。

「おそれいります。
管
 かん
 領
 れい
 扇
 おうぎが
 谷
 やつ
 定
 さだ
 正
 まさ

 さまのご
一
 いっ
 行
 こう

 でしょうか。」

　
管
 かん
 領
 れい

 というのは、
京
 きょう
 都
 と

 にある
室
 むろ
 町
 まち
 幕
 ばく
 府
 ふ

 の
将
 しょう
 軍
 ぐん

 の
家
 か
 臣
 しん

 で、
各
 かく
 地
 ち
 方
 ほう

 にたくさんいる
殿
 との

 さまたちの
上
 うえ

 に
立
 た

 つ
管
 かん
 理
 り
 官
 かん

 だ。
上
 こう
 野
 ずけ

 ・
信
 しな
 濃
 の

 ・
（＊１）

 
越
 えち
 後
 ご

 をまとめる
管
 かん
 領
 れい

 が、この
扇
 おうぎが
 谷
 やつ
 定
 さだ
 正
 まさ

 だった。

　
家
 け
 来
 らい

 のひとりがあやしみ、
刀
 かたな

 のつかに
手
 て

 をかけながら、
道
 どう
 節
 せつ

 に
近
 ちか

 づいた。

「
何
 なに

 やつ？　
剣
 けん

 や
刀
 かたな

 を
腰
 こし

 にさしたまま、いきなり
声
 こえ

 をかけるとは、
無
 ぶ
 礼
 れい

 であるぞ。」

「おゆるしください。わたしは
下
 しも
 総
 うさ

 の
浪
 ろう
 人
 にん
 大
 おお
 出
 いで
 太
 た
 郎
 ろう

 という
者
 もの

 。
父
 ちち

 を
亡
 な

 くし、
母
 はは

 が
病
 やまい

 となりまして、
親
 おや

 ひとり
子
 こ

 ひとり、
母
 はは

 の
世
 せ
 話
 わ

 をするため、どこの
殿
 との

 さまにも
仕
 つか

 えることができず、
食
 く

 うにこまっております。」

　
道
 どう
 節
 せつ

 は
考
 かんが

 えてきたうそをついた。

「それがなんだというのだ？」

「わが
父
 ちち

 が、かつて
先
 せん
 代
 だい

 の
足
 あし
 利
 かが

 の
殿
 との

 さまより
戦
 いくさ

 の
折
 おり

 、おあずかりした
宝
 ほう
 刀
 とう

 が、ここにございます。」

「それは……
宝
 ほう
 刀
 とう
 村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 のことか？」

　
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を、
先
 せん
 代
 だい

 の
足
 あし
 利
 かが

 の
殿
 との

 さまが、
戦
 いくさ

 のときにだれかにあずけた、というのはとても
有
 ゆう
 名
 めい

 な
話
 はなし

 だった。しかし、だれがあずかったのか、
知
 し

 っている
者
 もの

 はいない。

「いかにも。
先
 せん
 日
 じつ

 、
足
 あし
 利
 かが

 の
城
 しろ

 へ
行
 い

 きましたが、
信
 しん

 じていただけませんでした。
証
 しょう
 拠
 こ

 を
見
 み

 せることもかなわず、
門
 もん
 番
 ばん

 に
追
 お

 いはらわれてしまったのです。

　ですので、
海
 うみ

 のように
心
 こころ

 が
広
 ひろ

 く、ふたりとない
名
 めい
 将
 しょう

 と
聞
 き

 こえる
管
 かん
 領
 れい

 さまなら、もしやお
目
 め

 にとめていただけませぬかと、
無
 ぶ
 礼
 れい

 を
承
 しょう
 知
 ち

 で
声
 こえ

 をおかけいたしました。」

「……ほうびが
目
 め
 当
 あ

 てか。」

「おそれながら……
母
 はは

 の
命
 いのち

 を
救
 すく

 うため、
薬
 くすり

 を
買
 か

 いたいのです。このような
名
 めい
 刀
 とう

 、
手
 て
 放
 ばな

 したくはなかったのですが。」

「ふん、どうせにせものだ。
帰
 かえ

 れ
帰
 かえ

 れ。」

　
家
 け
 来
 らい

 が
冷
 つめ

 たく
言
 い

 ったとき、「
待
 ま

 て。」と
声
 こえ

 がした。かざりたてた
馬
 うま

 に
乗
 の

 った、ひげの
武
 ぶ
 将
 しょう

 ──
管
 かん
 領
 れい
 扇
 おうぎが
 谷
 やつ

 が
近
 ちか

 づいてきて、
道
 どう
 節
 せつ

 を
見
 み
 下
 お

 ろしていた。

「
見
 み

 るだけなら、かまわぬ。にせものならば、そのうそつきを、この
場
 ば

 で
斬
 き

 ればよかろう。」

　さすが、よくばりで
知
 し

 られた
扇
 おうぎが
 谷
 やつ

 だ。
狩
 か

 りに
出
 で

 て、
食
 た

 べきれないほどの
獲
 え
 物
 もの

 をとって
帰
 かえ

 り、
地
 じ
 元
 もと

 の
狩人
 かりゅうど

 には
何
 なに

 も
残
 のこ

 さない、これがよくばりのあかしだ。

　やっぱり
宝
 ほう
 刀
 とう

 がほしいのだな、と、
道
 どう
 節
 せつ

 は
心
 こころ

 の
中
 なか

 でにんまりした。

「にせものなどと、とんでもない。たしかに
本
 ほん
 物
 もの

 でございます。」

「
本
 ほん
 物
 もの

 ならば、さやからぬけば、
雨
 あめ

 が
降
 ふ

 るように
刃
 は

 から
水
 みず

 がふきだすと
聞
 き

 く。ぬいてみよ。」

　
扇
 おうぎが
 谷
 やつ

 が
命
 めい

 じたので、
道
 どう
 節
 せつ

 は
腰
 こし

 から
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をぬき、
刃
 は

 をひとふりした。しゃあっ、と
水
 みず

 がふきだす。
日
 ひ

 の
光
 ひかり

 に
刃
 は

 がきらめき、
降
 ふ

 り
注
 そそ

 ぐ
水
 みず

 に、
小
 ちい

 さなにじができた。

「おお、みごと！　これぞ
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 。」

　
水
 みず

 しぶきをあびて、はかまのすそをぬらしながら、
扇
 おうぎが
 谷
 やつ

 は
手
 て

 をたたいてよろこんだ。

「どれ、もっとよく
見
 み

 せよ。こしかけを
持
 も

 て。」

　
家
 け
 来
 らい

 にこしかけを
持
 も

 ってこさせると、
扇
 おうぎが
 谷
 やつ

 が
馬
 うま

 から
降
 お

 り、こしかけにすわって
待
 ま

 つ。
道
 どう
 節
 せつ

 は
扇
 おうぎが
 谷
 やつ

 に
近
 ちか

 づいて、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をうやうやしくさしだした。
扇
 おうぎが
 谷
 やつ

 が
手
 て

 をのばしたそのしゅんかん、

「ええ、もっとよく
見
 み

 てください、こうやって！」

　
道
 どう
 節
 せつ

 は、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 の
刃
 は

 を、
扇
 おうぎが
 谷
 やつ

 の
胸
 むね

 に
斬
 き

 りつけた。
扇
 おうぎが
 谷
 やつ

 はのけぞり、こしかけから
落
 お

 ちてしりもちをついた。そののどもとに、
刀
 かたな

 の
刃
 は

 をぴたりと
当
 あ

 てる。
水
 みず

 が、ぽたり、ぽたり、としたたって、
扇
 おうぎが
 谷
 やつ

 のえりをぬらした。

「ひいぃぃぃ。」

「やい、よく
聞
 き

 け。
下
 しも
 総
 うさ

 の
大
 おお
 出
 いで
 太
 た
 郎
 ろう

 なんて
名
 な

 は、でたらめだ。オレの
本
 ほん
 当
 とう

 の
名
 な

 は
犬
 いぬ
 山
 やま
 道
 どう
 節
 せつ

 、十五
年
 ねん

 まえ、おまえがだまして
殺
 ころ

 した、
犬
 いぬ
 山
 やま
 道
 どう
 策
 さく

 のひとり
息
 むす
 子
 こ

 だ！」

「く、
曲
 くせ
 者
 もの

 めっ。」

　
家
 け
 来
 らい

 たちが
刀
 かたな

 をいっせいにぬきはなち、
道
 どう
 節
 せつ

 におそいかかろうとしたが……どぉんっ。

　
道
 どう
 節
 せつ

 の
周
 しゅう
 囲
 い

 に、
真
 ま

 っ
赤
 か

 な
火
 ひ
 柱
 ばしら

 が
立
 た

 った。
炎
 ほのお

 の
輪
 わ

 が
道
 どう
 節
 せつ

 と
扇
 おうぎが
 谷
 やつ

 をかこみ、
家
 け
 来
 らい

 たちは
近
 ちか

 づけない。

「
管
 かん
 領
 れい

 さま！」

「ええい、
撃
 う

 てぇ、
撃
 う

 てぇーっ。」

　ばんっ、ばんばんっ、
爆
 ばく
 音
 おん

 をともない、
炎
 ほのお

 の
輪
 わ

 の
外
 そと

 から、
鉄
 てっ
 砲
 ぽう

 の
弾
 たま

 が
飛
 と

 んでくる。

　それを、
道
 どう
 節
 せつ

 があやつる
炎
 ほのお

 の
玉
 たま

 が、はじいて
落
 お

 とすが、
数
 かず

 が
多
 おお

 くてやりきれない。いくつかが
輪
 わ

 の
中
 なか

 に
飛
 と

 びこみ、
道
 どう
 節
 せつ

 の
着
 き
 物
 もの

 のそでに
穴
 あな

 を
開
 あ

 けた。
扇
 おうぎが
 谷
 やつ

 の
体
 からだ

 をかすめて
地
 じ
 面
 めん

 に
当
 あ

 たり、ぱしっ、とかわいた
音
 おと

 とともに
土
 つち

 ぼこりが
上
 あ

 がる。

「ばっ、ばかもの！　わしを
殺
 ころ

 す
気
 き

 かーっ。」

　
腰
 こし

 をぬかしていたはずの
扇
 おうぎが
 谷
 やつ

 が、かっとなって
自
 じ
 分
 ぶん

 の
太
 た
 刀
 ち

 をぬき、めちゃくちゃにふりまわしはじめた。それを
道
 どう
 節
 せつ

 は
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 の
刃
 は

 で
受
 う

 け、かきん、ちぃん、とつばぜりあいになる。

　ところが、
使
 つか

 えば
使
 つか

 うほど、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 からは
水
 みず

 がふきだし、
道
 どう
 節
 せつ

 の
火
 ひ

 の
術
 じゅつ

 のじゃまになってしまった。
炎
 ほのお

 を
消
 け

 してしまうのだ。
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「ちっ、やはり、
火
 ひ

 と
水
 みず

 は
相
 あい
 性
 しょう

 が
悪
 わる

 かったか。
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 は、
近
 ちか

 づく
口
 こう
 実
 じつ

 にするだけにしておくつもりだったが……さすがの
宝
 ほう
 刀
 とう

 、
使
 つか

 え
使
 つか

 えと
手
 て

 からはなれない。」

　それでも
道
 どう
 節
 せつ

 は
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をさやにおさめ、
自
 じ
 分
 ぶん

 の
大
 たい
 剣
 けん

 をぬこうとした。そのあいだに、
火
 ひ

 が
消
 き

 えたすきまから、いっせいに
鉄
 てっ
 砲
 ぽう

 の
弾
 たま

 と
矢
 や

 が
飛
 と

 んできた。

「まずいっ。」

　
道
 どう
 節
 せつ

 は
大
 おお

 きな
火
 ひ
 柱
 ばしら

 を
立
 た

 て、その
場
 ば

 から
消
 き

 えることにした。
矢
 や

 と
弾
 たま

 は、
火
 ひ
 柱
 ばしら

 の
中
 なか

 でとけた。

　あとには、ふたたび
腰
 こし

 をぬかし、ひげと
着
 き
 物
 もの

 がちりちりにこげた
扇
 おうぎが
 谷
 やつ

 だけが
残
 のこ

 されたのだった。





　
一
 いっ
 方
 ぽう

 。
道
 どう
 節
 せつ

 を
追
 お

 いかけてきた
信
 し
 乃
 の

 ・
荘
 そう
 助
 すけ

 ・
現
 げん
 八
 ぱち

 ・
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 の四
人
 にん

 は、
村
 むら
 外
 はず

 れで、
人
 ひと

 びとがさわぎながらにげてくるのに
出
 で
 会
 あ

 った。

「たいへんだ、
浪
 ろう
 人
 にん
 者
 もの

 が、
管
 かん
 領
 れい

 さまをおそったらしいぞ。」

「
家
 け
 来
 らい

 たちが、にげた
浪
 ろう
 人
 にん

 をさがしてるらしいよ。」

「
村
 むら

 の
家
 いえ

 に
火
 ひ

 をつけて、あぶりだすって！」

「
火
 ひ

 を
使
 つか

 うのは、
浪
 ろう
 人
 にん
 者
 もの

 のほうだってば。」

「とにかく、にげろ。」

　みんな、おおあわてだ。

「
管
 かん
 領
 れい

 さまをおそった？」

と、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 がつぶやく。

「ここらの
管
 かん
 領
 れい

 は、
扇
 おうぎが
 谷
 やつ
 定
 さだ
 正
 まさ

 という、あまり
評
 ひょう
 判
 ばん

 のよくない
武
 ぶ
 将
 しょう

 のはずだ。」

　
現
 げん
 八
 ぱち

 が
答
 こた

 えた。

「それが、
道
 どう
 節
 せつ

 さんのかたきってことですね。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 がうなずく。

「おい、こっちに
鉄
 てっ
 砲
 ぽう
 隊
 たい

 が
来
 く

 るぞ。」

　
信
 し
 乃
 の

 がさけぶと
同
 どう
 時
 じ

 に、
鉄
 てっ
 砲
 ぽう

 をかついだ
扇
 おうぎが
 谷
 やつ

 の
家
 け
 来
 らい

 たちも、四
人
 にん

 に
気
 き

 がついた。

「ややや、こんなのどかな
農
 のう
 村
 そん

 で、にげることなくこちらへむかってくる、
刀
 かたな

 や
槍
 やり

 を
持
 も

 ったあやしい
連
 れん
 中
 ちゅう

 ！　さては、さっきの
犬
 いぬ
 山
 やま

 とかいうやつの
仲
 なか
 間
 ま

 だな！」

「そ、それは……。」

「
言
 い

 われてみれば、そう……ですが。」

「まちがいじゃないけど、まちがいだよぉっ。」

「なぜ、そうなる！」

　四
人
 にん

 それぞれが、あせって
同
 どう
 時
 じ

 に
口
 くち

 にしたとたん、

「
撃
 う

 て、
撃
 う

 て、
撃
 う

 ちまくれ！」

　ばん、ばんばん、ばんばんばんっ。
鉄
 てっ
 砲
 ぽう

 の
弾
 たま

 が
雨
 あめ

 あられとおそってきた。

「いきなり、うそだろーっ。」

と、四
人
 にん

 は
四
 し
 方
 ほう

 へと
飛
 と

 びすさり、ちりぢりになってにげた。





　にげまどった
荘
 そう
 助
 すけ

 は、みんなとはぐれたまま、
夜
 よる

 をむかえてしまい、かくれるところをさがすことにした。

　
半
 はん
 月
 げつ

 のわずかな
明
 あ

 かりをたよりに、
山
 やま

 すその
道
 みち

 を
行
 い

 くと、
人
 ひと

 ひとりやっと
入
 はい

 れるような、
小
 ちい

 さなお
堂
 どう

 があった。

「ああ、
助
 たす

 かった。ここで
朝
 あさ

 を
待
 ま

 つことにしましょう。」

　お
堂
 どう

 のとびらを
開
 あ

 けて
中
 なか

 にもぐりこみ、じっとしていると……ざっ、ざっ、と
草
 くさ

 をふみわける
足
 あし
 音
 おと

 がしてきた。

（まずい……
追
 お

 っ
手
 て

 かも。）

　そっととびらのすきまからのぞくと、
男
 おとこ

 がひとり、お
堂
 どう

 のわきのお
地
 じ
 蔵
 ぞう

 さまに
手
 て

 を
合
 あ

 わせている。あれは──。

（
道
 どう
 節
 せつ

 さん！）

　
荘
 そう
 助
 すけ

 は
道
 どう
 節
 せつ

 をよびとめようと、とびらを
開
 あ

 けた。

　ぎいいぃぃぃぃ。

　きしんだ
音
 おと

 におどろいたのか、
道
 どう
 節
 せつ

 は、ぼんっ、と
火
 ひ
 柱
 ばしら

 を
立
 た

 てて、
消
 き

 えてしまった。

「しまった……。」

　けれど、その
火
 ひ
 柱
 ばしら

 が
残
 のこ

 した
火
 ひ

 で、たいまつを
作
 つく

 ることができた。

「いくらなんでも、
空
 そら

 を
飛
 と

 んだり、
地
 ち

 にもぐったり、とんでもなく
遠
 とお

 くへ
移
 い
 動
 どう

 できるわけがないですよね。
火
 ひ
 柱
 ばしら

 でおどろかせているあいだに、
木
 き

 の
上
 うえ

 とかに、かくれただけ。
道
 どう
 節
 せつ

 さんはすぐ
近
 ちか

 くにいるはずです。このたいまつで、おれの
顔
 かお

 を
照
 て

 らしながら
行
 い

 けば、
気
 き

 がついて
出
 で

 てくるかもしれません。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 は、たいまつを
片
 かた
 手
 て

 に、
槍
 やり

 をもう
片
 かた
 手
 て

 に
持
 も

 って、ふたたび
道
 みち

 を
歩
 ある

 きはじめた。





　しかし。
道
 どう
 節
 せつ

 には
会
 あ

 えないまま、
山
 やま

 の
中
 なか

 の、
草
 くさ

 むらの
奥
 おく

 に、ぽつん、と
建
 た

 つ
一
 いっ
 軒
 けん
 家
 や

 を
見
 み

 つけた。
明
 あ

 かりがまどからもれている。

「もしかして……あれが、
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 さんとかいう
人
 ひと

 の
家
 いえ

 でしょうか。とにかく、きいてみましょう。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 は、
家
 いえ

 の
戸
 と

 を、とんとんとん、とたたいた。

「すみません。」

「どなたでしょうか？」と、やや
老
 ふ

 けた
女
 おんな

 の
人
 ひと

 の
声
 こえ

 が、
中
 なか

 から
聞
 き

 こえてきた。

「
旅
 たび

 の
者
 もの

 です。
姥
 おば
 雪
 ゆき
 世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 さんのおたくは、こちらでしょうか。
武蔵
 むさし

 で
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 さんから、
音
 おと
 音
 ね

 さんに
手
 て
 紙
 がみ

 をあずかった、四
人
 にん
 連
 づ

 れの
者
 もの

 なのですが、さきほど
仲
 なか
 間
 ま

 とはぐれてしまいまして、
今
 いま

 はおれひとりなんです。
手
 て
 紙
 がみ

 は
仲
 なか
 間
 ま

 が
持
 も

 っているので、ここで
待
 ま

 たせてはもらえませんか。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 が
言
 い

 うと、
戸
 と

 がひらいた。五十七か八くらいに
見
 み

 えるが、しゃんと
背
 せ

 すじののびた
女
 おんな

 の
人
 ひと

 が、
出
 で

 てきた。とりあえず、うたがったようすではなく、
笑
 え
 顔
 がお

 をうかべているので、
荘
 そう
 助
 すけ

 はほっとした。

　
女
 おんな

 の
人
 ひと

 がやさしく
言
 い

 った。

「そうですか。
音
 おと
 音
 ね

 はわたしです。ええ、お
仲
 なか
 間
 ま

 はまだ
来
 き

 てませんよ。お
仲
 なか
 間
 ま

 が
来
 く

 るまで、ここで
休
 やす

 んでください。」

　
音
 おと
 音
 ね

 は
荘
 そう
 助
 すけ

 を
家
 いえ

 に
入
 い

 れてくれた。
木
 き
 組
 ぐ

 みの
小
 こ
 屋
 や

 みたいな
家
 いえ

 で、
板
 いた

 の
間
 ま

 にいろりがあって、
火
 ひ

 が
燃
 も

 えていた。

　ぞうりをぬいで、いろりのそばにすわった
荘
 そう
 助
 すけ

 に、
音
 おと
 音
 ね

 は、「さあ、どうぞ。」と、
番
 ばん
 茶
 ちゃ

 を
出
 だ

 してくれる。

「ありがとうございます。」

「それでお
若
 わか

 いかた、あしたの
食
 しょく
 事
 じ

 の
用
 よう
 意
 い

 ができていないのです。
谷
 たに
 川
 がわ

 まで
行
 い

 って、
米
 こめ

 をといで
水
 みず

 をくんできますから、
留
 る
 守
 す
 番
 ばん

 をしていてくれませんかね？」

「それはお
安
 やす

 いご
用
 よう

 ですが、
通
 とお

 りがかりの
旅
 たび
 人
 びと

 のおれで、いいんですか？」

「ええ。」

　おかまと
手
 て

 おけを
持
 も

 ち、
音
 おと
 音
 ね

 が
出
 で

 ていったのと
入
 い

 れかわりに、
若
 わか

 い
男
 おとこ

 が
入
 はい

 ってきた。
道
 どう
 節
 せつ

 だった。
無
 む
 言
 ごん

 で、
大
 たい
 剣
 けん

 をぬき、みがまえる。

「わ、
早
 はや

 まらないでください、
道
 どう
 節
 せつ

 さん！」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 はあわてた。
道
 どう
 節
 せつ

 が
先
 さき

 に
来
 き

 て、
音
 おと
 音
 ね

 にこうしてくれと、たのんだにちがいない。
音
 おと
 音
 ね

 を
戦
 たたか

 いにまきこまないよう、
家
 いえ

 の
外
 そと

 へ
出
 だ

 したのだ。

「おまえ、あのときの！　オレをつけて、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 をとりかえそうとしてるな。」

　
道
 どう
 節
 せつ

 は、
荘
 そう
 助
 すけ

 をにらみつけた。そして、
悲
 かな

 しげに
顔
 かお

 を
曇
 くも

 らせる。

「
返
 かえ

 さない……いや、
返
 かえ

 せない。オレと
妹
 いもうと

 との、
大
 たい
 切
 せつ

 なきずななんだ。」

「そうじゃなくて！　これ
見
 み

 てくださいっ。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 は、ふところから
玉
 たま

 をつかみだして
示
 しめ

 す。
玉
 たま

 は
白
 しろ

 くかがやいていた。

「これと
同
 おな

 じものを、
持
 も

 っていったでしょう？」

「う……な、なんだ？　ふところが……あたたかい。」

　
道
 どう
 節
 せつ

 もあわてたように、ふところをさぐり、
浜
 はま
 路
 じ

 が
作
 つく

 ってくれた
荘
 そう
 助
 すけ

 のお
守
 まも

 りぶくろごと、
玉
 たま

 をつかみだした。ふくろから
光
 ひかり

 がもれている。

「
捨
 す

 てようとしたが、どうしても
胸
 むね

 がざわついて……
捨
 す

 てられなかった。それが、いきなり
熱
 ねつ

 をもって……しかも、
光
 ひか

 っている！　なぜ
光
 ひか

 る？」

「
道
 どう
 節
 せつ

 さん、こういうあざが、
体
 からだ

 にありませんか？」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 は、
自
 じ
 分
 ぶん

 の
右
 みぎ

 のえり
首
 くび

 をぐいと
開
 あ

 け、
後
 うし

 ろをむいた。

「
牡
 ぼ
 丹
 たん

 の
花
 はな

 のあざ！　なぜそれを
知
 し

 っている。……ああ、おまえにこぶを
斬
 き

 られたところ……
左
 ひだり
 肩
 かた

 の
前
 まえ
 側
 がわ

 にある。
数
 すう
 年
 ねん

 まえ、こぶができてからは、
形
 かたち

 がくずれてはっきりしなかったが、
今
 いま

 はまた、
傷
 きず

 あとはあれど、はっきりと。」

　
道
 どう
 節
 せつ

 がとまどいながら、
左
 ひだり

 のえりをひらいた。
牡
 ぼ
 丹
 たん

 の
花
 はな

 の
形
 かたち

 をした、
赤
 あか

 いあざがあった。

　
荘
 そう
 助
 すけ

 はうれしさで
飛
 と

 びあがりそうになった。えりもとをみだしたまま、
道
 どう
 節
 せつ

 にかけよる。

「おれたち、
仲
 なか
 間
 ま

 なんです！」

「……
仲
 なか
 間
 ま

 ？」

「こうすればわかります。ほら、そっくりな
玉
 たま

 でしょう、よく
見
 み

 ててください。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 は、
手
 て

 のひらにのせた
玉
 たま

 を、
道
 どう
 節
 せつ

 が
手
 て

 の
上
 うえ

 に
出
 だ

 した
玉
 たま

 に、
近
 ちか

 づけた。ふたつの
玉
 たま

 がほんのりと
光
 ひか

 り、
荘
 そう
 助
 すけ

 の
手
 て

 の
玉
 たま

 には『
忠
 ちゅう

 』、
道
 どう
 節
 せつ

 の
手
 て

 の
玉
 たま

 には『
義
 ぎ

 』の
文
 も
 字
 じ

 がうかんだ。

「
字
 じ

 が！　ふしぎだ……。」

「その『
義
 ぎ

 』の
玉
 たま

 はおれので、この『
忠
 ちゅう

 』の
玉
 たま

 が、
道
 どう
 節
 せつ

 さんのです。
道
 どう
 節
 せつ

 さんの
玉
 たま

 は、こぶの
中
 なか

 にあったんですね。さあ、とりかえましょう。」

　
玉
 たま

 をとりかえ、お
守
 まも

 りぶくろをとりもどすと、
荘
 そう
 助
 すけ

 は、
八
 はっ
 犬
 けん
 士
 し

 の
由
 ゆ
 来
 らい

 を
道
 どう
 節
 せつ

 に
語
 かた

 った。





「……
聞
 き

 いたこともない、ふしぎな
話
 はなし

 だ……。」

　
聞
 き

 きおえて、
道
 どう
 節
 せつ

 は
感
 かん
 心
 しん

 しきったようなため
息
 いき

 をもらした。

「
信
 しん

 じてもらえますか？」

　
心
 しん
 配
 ぱい

 する
荘
 そう
 助
 すけ

 に、
道
 どう
 節
 せつ

 は
照
 て

 れたように
笑
 わら

 った。

「おさないころ、ずっと、
待
 ま

 っていた。いつか、ひとりぼっちのオレに、
信
 しん

 じあえる
仲
 なか
 間
 ま

 があらわれて、ここからどこか
遠
 とお

 くへ、
希
 き
 望
 ぼう

 をさがす
旅
 たび

 に
連
 つ

 れだしてくれないかって。

　いつしか、そんな
気
 き
 持
 も

 ちは
心
 こころ

 に
封
 ふう

 じこめ、
親
 おや

 のかたきをうつ、かたきうちは
自
 じ
 分
 ぶん

 しかやる
者
 もの

 がいない、ひとりでやりぬく……それだけを
考
 かんが

 えて
生
 い

 きてきた。
自
 じ
 分
 ぶん

 の
運
 うん
 命
 めい

 をひとりですべて
背
 せ
 負
 お

 いこんでいた。

　……でも、
運
 うん
 命
 めい

 をともに
分
 わ

 かちあう
仲
 なか
 間
 ま

 が、
本
 ほん
 当
 とう

 にいたなんて……
夢
 ゆめ

 のようだ。」

「じゃあ、
仲
 なか
 間
 ま

 になってくれるんですね！」

　
道
 どう
 節
 せつ

 はにっこりして、
胸
 むね

 を
張
 は

 る。

「もちろんだ。この
道
 どう
 節
 せつ

 が
仲
 なか
 間
 ま

 に
加
 くわ

 われば、
百
 ひゃく
 人
 にん
 力
 りき

 だぞ！」

　ふたりは
手
 て

 をとりあった。

「オレに
仲
 なか
 間
 ま

 を
見
 み

 ぬく
力
 ちから

 がないせいで、
仲
 なか
 間
 ま

 の
大
 たい
 切
 せつ

 な
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
持
 も

 ち
去
 さ

 ってしまったり、おまえを
敵
 てき

 だと
思
 おも

 ってしまったりして、
本
 ほん
 当
 とう

 に
悪
 わる

 かった。」

　
道
 どう
 節
 せつ

 はわびた。そして、
語
 かた

 る。

「
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 は、オレの
父
 ちち
 親
 おや

 に
仕
 つか

 えてくれた
者
 もの

 だ。そして、この
家
 いえ

 で、
音
 おと
 音
 ね

 とともに、オレを
育
 そだ

 ててくれた。オレが
二
 は
 十
 た
 歳
 ち

 になったら、
親
 おや

 のかたきうちの
旅
 たび

 に
出
 で

 ると、ひそかに
心
 こころ

 に
決
 き

 めていたことに
気
 き

 がつき、
助
 すけ
 太
 だ
 刀
 ち

 しようと、あとを
追
 お

 ってきていたのだろう。

　オレや
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 が
生
 い

 きているとわかると、かたきうちをさせないため、
扇
 おうぎが
 谷
 やつ

 の
刺
 し
 客
 かく

 が
来
 く

 るかもしれない。だから
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 は、オレと
浜
 はま
 路
 じ

 を
救
 すく

 いだしたとき、
浜
 はま
 路
 じ

 だけは、
何
 なに

 も
知
 し

 らずに
幸
 しあわ

 せに
生
 い

 きていってほしいと、
決
 き

 めたようだ。

　
浜
 はま
 路
 じ

 を
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 の
村
 むら
 長
 おさ

 の
家
 いえ

 にあずけたのは、
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 だ。けれど、
心
 こころ

 の
広
 ひろ

 い
好
 こう
 人
 じん
 物
 ぶつ

 だった
先
 せん
 代
 だい

 の
村
 むら
 長
 おさ

 は
亡
 な

 くなっていて、
娘
 むすめ

 とその
夫
 おっと

 ……
今
 いま

 の
村
 むら
 長
 おさ

 にあずけた。そのときに
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 は
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 が
大
 おお
 塚
 つか
 村
 むら

 にあると、うわさに
聞
 き

 いて、オレに
教
 おし

 えてくれたんだ。」

「そうでしたか……。」

「しかし、かたきの
扇
 おうぎが
 谷
 やつ

 は、
守
 まも

 りの
堅
 かた

 い
城
 しろ

 にいて、なかなか
近
 ちか

 づけず、
狩
 か

 りに
出
 で

 たときをねらったのだ。
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 はなぜ、
追
 お

 いついてこなかったのか……。」

　
道
 どう
 節
 せつ

 が
言
 こと
 葉
 ば

 を
切
 き

 ったとき。

「
今
 いま

 のお
話
 はなし

 、すべて
聞
 き

 かせていただきました。」

　
音
 おと
 音
 ね

 が、
戸
 と
 口
 ぐち

 から
入
 はい

 ってきた。

「
犬
 いぬ
 川
 かわ

 さまは、お
仲
 なか
 間
 ま

 なのですね。ずっとひとりぼっちだった
若
 わか

 さまに、お
仲
 なか
 間
 ま

 がいたなんて……どうか、
若
 わか

 さまをよろしくお
願
 ねが

 いもうしあげます。」

　ていねいに
頭
 あたま

 を
下
 さ

 げる。そして、
道
 どう
 節
 せつ

 の
手
 て

 をとった。

「
若
 わか

 さま、
幸
 しあわ

 せですこと、お
仲
 なか
 間
 ま

 が七
人
 にん

 もおいでだなんて。こちらへむかっているという三
人
 にん

 のかたが、
早
 はや

 くいらっしゃるとよいですね。そうそう、わたしはお
仲
 なか
 間
 ま

 のみなさんの、ご
飯
 はん

 のしたくを。いえ、お
茶
 ちゃ

 が
先
 さき

 かしら。」

　そわそわとしたとき。

「
音
 おと
 音
 ね

 さんも
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 さんも、
道
 どう
 節
 せつ

 さんのお
身
 み
 内
 うち

 だったんですね。」

「えっ、
信
 し
 乃
 の

 さんの
声
 こえ

 ？」

　ふたたび
戸
 と

 がひらいて、
信
 し
 乃
 の

 ・
現
 げん
 八
 ぱち

 ・
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 、そして
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 が
入
 はい

 ってきた。

「ただいまもどったぞ、
音
 おと
 音
 ね

 。」

「まあ、
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 さま。ごぶじで
何
 なに

 よりです。」

　
音
 おと
 音
 ね

 が
笑
 え

 みくずれる。

「こちらが、その三
人
 にん

 のお
仲
 なか
 間
 ま

 です、
若
 わか

 。」

　
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 が三
人
 にん

 を
道
 どう
 節
 せつ

 にひきあわせた。

「
犬
 いぬ
 塚
 づか
 信
 し
 乃
 の

 だ。」

「
犬
 いぬ
 飼
 かい
 現
 げん
 八
 ぱち

 という。」

「
犬
 いぬ
 田
 た
 小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 。よろしくなっ。」

「あらためて、
犬
 いぬ
 川
 かわ
 荘
 そう
 助
 すけ

 です。」

　四
人
 にん

 が
玉
 たま

 をさしだす。
今
 いま

 まで
見
 み

 たことがないほど、
玉
 たま

 はますますかがやいていた。まばゆい
光
 ひかり

 はまるで
日
 にっ
 光
 こう

 のようで、
夜
 よる

 とは
思
 おも

 えないほど、
室
 しつ
 内
 ない

 が
明
 あか

 るい。

「ああ、オレは
犬
 いぬ
 山
 やま
 道
 どう
 節
 せつ

 。
仲
 なか
 間
 ま

 か……
初
 はじ

 めて、
仲
 なか
 間
 ま

 に
会
 あ

 った。よろしくたのむ。オレのことは、ぜひともたよりにしてくれたまえ。とくに、
火
 ひ

 の
術
 じゅつ

 を。」

　にやりとした
道
 どう
 節
 せつ

 がさしだした
玉
 たま

 と、
合
 あ

 わせて五つ、
玉
 たま

 の
光
 ひかり

 がしずまるとそれぞれの
中
 なか

 に、ひとつずつ
文
 も
 字
 じ

 がうかんだ。

　──『
孝
 こう

 』『
義
 ぎ

 』『
忠
 ちゅう

 』『
信
 しん

 』『
悌
 てい

 』。
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「これで、まだ
見
 み

 ぬ
仲
 なか
 間
 ま

 はふたり、『
礼
 れい

 』と『
智
 ち

 』の
玉
 たま

 を
持
 も

 つ
者
 もの

 だ。」

　
信
 し
 乃
 の

 の
言
 こと
 葉
 ば

 に、四
人
 にん

 がうなずく。

「どんな
男
 おとこ

 だろうな。」

「
楽
 たの

 しみですね。」

「それはそうと、
犬
 いぬ
 塚
 づか

 どのに、これを
返
 かえ

 さなくては。」

　
道
 どう
 節
 せつ

 が、さやにおさまった
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を、さしだした。
目
 め
 立
 だ

 たないよう、
地
 じ
 味
 み

 なこしらえだったのが、
左
 さ
 母
 も
 二
 じ
 郎
 ろう

 の
刀
 かたな

 のさや・つかと
入
 い

 れかわったせいで、ずいぶんときらきらした、はでな
刀
 かたな

 になっていた。

「もうしわけなかった、ゆるしてくれ。……
妹
 いもうと

 のぬくもりが、
残
 のこ

 っているようでな、
手
 て
 放
 ばな

 せなかったのだ。」

　わびる
道
 どう
 節
 せつ

 を、
信
 し
 乃
 の

 は
笑
 わら

 ってゆるした。
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 はとてもよく
手
 て
 入
 い

 れされていた。

「おれも、
浜
 はま
 路
 じ

 の
心
 こころ

 が、ここに
残
 のこ

 っている
気
 き

 がする。この
刀
 かたな

 、とてもだいじにしてくれていたってわかるよ。」

　
信
 し
 乃
 の

 は
道
 どう
 節
 せつ

 の
肩
 かた

 に
手
 て

 を
置
 お

 いた。

「
信
 し
 乃
 の

 でいいよ。おれも
道
 どう
 節
 せつ

 ってよぶから。」

「そうか。
信
 し
 乃
 の

 の
大
 たい
 切
 せつ

 な
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
持
 も

 ち
去
 さ

 ってしまい、
本
 ほん
 当
 とう

 にすまなかった。
妹
 いもうと

 が
守
 まも

 ろうとしたのは、つい、
兄
 あに

 であるオレのためのような
気
 き

 がして……。
考
 かんが

 えてみたら、
浜
 はま
 路
 じ

 は、
親
 おや

 の
顔
 かお

 も、オレのことも、
知
 し

 らないんだった。……
信
 し
 乃
 の

 のために、
決
 き

 まってるよな、おさななじみの
大
 たい
 切
 せつ

 な……。」

「
若
 わか

 、
浜
 はま
 路
 じ

 お
嬢
 じょう

 さまは、わしがとむらってまいりました。」

　
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 がしみじみと
言
 い

 った。

「
村
 むら
 長
 おさ
 夫
 ふ
 妻
 さい

 が
殺
 ころ

 され、お
嬢
 じょう

 さまの
亡
 なき
 骸
 がら

 をとむらう
者
 もの

 は、だれもいなかったのです。いえ、
村
 むら
 長
 おさ
 夫
 ふ
 妻
 さい

 ですら、あの
村
 むら

 で、とむらいたがる
者
 もの

 はいなかった……。

　だから、
信
 し
 乃
 の

 さまたちと
荘
 そう
 助
 すけ

 さまをにがしたあと、わしが
旅
 たび

 の
僧
 そう

 になりすまし、
村
 むら

 の
者
 もの

 を
説
 と

 いて、三
人
 にん

 をとむらいました。

　そのとき、お
嬢
 じょう

 さまのご
遺
 い
 髪
 はつ

 をいただき、
犬
 いぬ
 山
 やま
 家
 け

 の
墓
 ぼ
 所
 しょ

 にもおさめてまいりました。それゆえ、
若
 わか

 のかたきうちの
助
 すけ
 太
 だ
 刀
 ち

 に、まにあわず、もうしわけございませんでした。
急
 いそ

 ぎ
若
 わか

 を
追
 お

 ううちに、
夕
 ゆう
 暮
 ぐ

 れになって、すぐそこで、
信
 し
 乃
 の

 さまたちと
再
 さい
 会
 かい

 したのです。」

「そうか、ありがとう、
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 。」

　
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 は、
道
 どう
 節
 せつ

 と
信
 し
 乃
 の

 に、
白
 しろ

 い
紙
 かみ

 に
包
 つつ

 んだ
黒
 くろ

 い
髪
 かみ

 をひとすじずつ、さしだした。

「お
嬢
 じょう

 さまです。おそばに
置
 お

 いてさしあげてください。」

「ありがとう……ございます、
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 さん……。」

　
信
 し
 乃
 の

 はぐっとくちびるをかみ、なみだをこらえた。あとで、ひとりになったら、たくさん
浜
 はま
 路
 じ

 に
語
 かた

 りかけ、ひとりで
泣
 な

 こうと
思
 おも

 った。

　
道
 どう
 節
 せつ

 も、じっと
髪
 かみ

 を
見
 み

 つめていたが、ぽつり、とつぶやいた。

「……なあ、
信
 し
 乃
 の

 、
荘
 そう
 助
 すけ

 、
妹
 いもうと

 のことを
教
 おし

 えてくれ。どんな
娘
 むすめ

 だったんだ？」

　
信
 し
 乃
 の

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 はうなずきあい、
浜
 はま
 路
 じ

 の
作
 つく

 ってくれたふたりのお
守
 まも

 りぶくろを、
道
 どう
 節
 せつ

 ににぎらせた。

「
浜
 はま
 路
 じ

 の
形
 かた
 見
 み

 の
品
 しな

 になってしまった。」

「
妹
 いもうと

 が
作
 つく

 ったのか。とてもていねいにできていて、まじめで、きちょうめんだったとわかるな。」

「……
浜
 はま
 路
 じ

 ……とてもやさしい
人
 ひと

 だった。おれをはげまし、しかり、いっしょに
笑
 わら

 ったり、いっしょに
泣
 な

 いたり、いっしょに
怒
 おこ

 ったりしてくれた。
大
 だい
 好
 す

 きだよ、おれ、
今
 いま

 も。」

「おれもです。お
嬢
 じょう

 さんは
心
 こころ
 立
 だ

 てがすばらしく、
尊
 そん
 敬
 けい

 できるかたでした。」

　
信
 し
 乃
 の

 は
道
 どう
 節
 せつ

 にほほえみかけた。

「
道
 どう
 節
 せつ

 は、
浜
 はま
 路
 じ

 の
兄
 あに

 だってことを、
何
 なに

 よりもほこりに
思
 おも

 ってほしい。」

　
信
 し
 乃
 の

 の
目
 め

 を
見
 み

 つめてから、
道
 どう
 節
 せつ

 は
深
 ふか

 くうなずいた。

「オレは……にげるためだけの
火
 ひ

 の
術
 じゅつ

 を、
捨
 す

 てることにする。」

「えっ？」

「
妹
 いもうと

 は、かよわい
女
 おんな

 の
身
 み

 で、にげることも
考
 かんが

 えず、
大
 たい
 切
 せつ

 な
人
 ひと

 のために、
命
 いのち

 を
投
 な

 げだして、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
守
 まも

 ろうとした。

　なのにオレはどうだ。
都
 つ
 合
 ごう

 が
悪
 わる

 くなると、
火
 ひ

 の
術
 じゅつ

 をたよりに、にげていた。
最
 さい
 後
 ご

 まで
戦
 たたか

 いぬこうとせず、
敵
 てき

 と
話
 はな

 しあうことも、
知
 ち
 恵
 え

 をしぼることもしていない。それは、
勇
 ゆう
 者
 しゃ

 とはいえない。こんな
兄
 あに

 にほこられても、
妹
 いもうと

 が
迷
 めい
 惑
 わく

 だろう。」

　お
守
 まも

 りぶくろをふたりに
返
 かえ

 すと、
道
 どう
 節
 せつ

 はふところから、
術
 じゅつ

 の
秘
 ひ
 伝
 でん

 を
書
 か

 いたとおぼしき
巻
 まき
 物
 もの

 をとりだした。ためらいなく、いろりの
火
 ひ

 にほうりこむ。ぱっと
火
 ひ

 の
粉
 こ

 が
散
 ち

 り、
巻
 まき
 物
 もの

 がめらめらと
燃
 も

 えだした。

「おい、いいのかよ？」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 があわてたが、
道
 どう
 節
 せつ

 はすがすがしい
笑
 え
 顔
 がお

 だった。

「これからは、
戦
 たたか

 うためにだけ、おぼえた
術
 じゅつ

 を
使
 つか

 う。でなければ、
八
 はっ
 犬
 けん
 士
 し

 の
仲
 なか
 間
 ま

 と、
胸
 むね

 を
張
 は

 って
名
 な

 のれないからな。」

　そして、
仲
 なか
 間
 ま

 たちを
見
 み
 回
 まわ

 し、にやり、とする。

「……さっそく、
戦
 たたか

 う
時
 とき

 がきているようだな。」

「ああ。」と
信
 し
 乃
 の

 がうなずき、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
腰
 こし

 にさしてみがまえる。

「そうらしい。」

「ちぇ、いいとこだったのにな、おいらも
浜
 はま
 路
 じ

 さんの
話
 はなし

 、もっと
聞
 き

 きたかったぁ。」

「あとでゆっくりと
話
 はな

 しますから、まずは、ひとはたらきですね。」

　
現
 げん
 八
 ぱち

 と
荘
 そう
 助
 すけ

 も、
武
 ぶ
 器
 き

 を
手
 て

 にする。
現
 げん
 八
 ぱち

 は
長
 なが
 十
 じっ
 手
 て

 、
荘
 そう
 助
 すけ

 は
槍
 やり

 だ。
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 は
怪
 かい
 力
 りき

 とこぶしがあれば
充
 じゅう
 分
 ぶん

 。

「
行
 い

 くぞ！」

　五
人
 にん

 は
家
 いえ

 の
外
 そと

 に
飛
 と

 びだした。
家
 いえ

 は、
何
 なん
 十
 じゅう
 人
 にん

 かの、しのびよってきた
侍
 さむらい

 たちにかこまれていた。
扇
 おうぎが
 谷
 やつ

 の
家
 け
 来
 らい

 たちだ。

「やれーっ。」

　
命
 めい
 令
 れい

 の
声
 こえ

 とともに、まず十
人
 にん

 くらいが
飛
 と

 びだしてきた。五
人
 にん

 は
立
 た

 ちむかい、たちまちたおしてしまう。

　しかし、
遠
 とお

 くから、おおぜいの
声
 こえ

 や、
合
 あい
 図
 ず

 のためのかねやたいこの
音
 おと

 が
聞
 き

 こえてくる。

「この
家
 いえ

 が、こんなに
早
 はや

 く
見
 み

 つかってしまうとは。」

　
道
 どう
 節
 せつ

 がくやしがる。

　
現
 げん
 八
 ぱち

 が
庭
 にわ

 の
松
 まつ

 の
木
 き

 の
枝
 えだ

 に、すっと
音
 おと

 もなく
飛
 と

 びのった。
上
 うえ

 へ
上
 うえ

 へと
枝
 えだ

 へ
飛
 と

 びうつり、
遠
 とお

 くを
見
 み

 る。そしてひらりと
飛
 と

 びおり、
不
 ふ
 敵
 てき

 にほほえんだ。

「
思
 おも

 ったよりも、できるやつらだ。三百
人
 にん

 はいる。が、オレたちが
力
 ちから

 を
合
 あ

 わせて、
打
 う

 ちやぶれば、
負
 ま

 けることもなかろう。おもしろい。」

「そうだ、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 。」と
信
 し
 乃
 の

 は、
刀
 かたな

 を一
本
 ぽん

 、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 にわたした。

「おれ、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 を
返
 かえ

 してもらったから、
刀
 かたな

 が三
本
 ぼん

 ある。一
本
 ぽん
 使
 つか

 えよ。
得
 とく
 意
 い

 じゃなくても、いざってときに
何
 なに

 かの
役
 やく

 に
立
 た

 つから。」

「おお、ありがとう。」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 はもらった
刀
 かたな

 を
腰
 こし

 にさした。

「あんまり、はでにやりたくないんだけどなあ。おいらも
賞
 しょう
 金
 きん
 首
 くび

 になったりして。」

「かもな。ここでは、
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 さんに
迷
 めい
 惑
 わく

 がかかる。
山
 やま

 のむこうへ、なんとかして
連
 れん
 中
 ちゅう

 を
連
 つ

 れていけないかな。」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 と
信
 し
 乃
 の

 がそう
話
 はな

 していると、

「そうできれば、よいがな。」と
現
 げん
 八
 ぱち

 が、ふたりにならんで
長
 なが
 十
 じっ
 手
 て

 をかまえた。

「
信
 し
 乃
 の

 さん、あぶないっ。」

　
背
 せ
 中
 なか
 合
 あ

 わせだった
荘
 そう
 助
 すけ

 が、ばしっ、と
槍
 やり

 で
何
 なに

 かをたたき
落
 お

 とし、それは
信
 し
 乃
 の

 の
肩
 かた
 口
 ぐち

 をかすめて
足
 あし

 もとに
落
 お

 ちた。ばっ、と
朱
 しゅ
 色
 いろ

 の
火
 ひ

 の
粉
 こ

 が
散
 ち

 った。

「
火
 ひ
 矢
 や

 かっ。」

　
現
 げん
 八
 ぱち

 が
長
 なが
 十
 じっ
 手
 て

 で
火
 ひ

 をたたき
消
 け

 す。しかし、それをきっかけに、
四
 し
 方
 ほう
 八
 はっ
 方
 ぽう

 から、ひょう、ひょう、ぼっぼっと
音
 おと

 を
立
 た

 て、
火
 ひ
 矢
 や

 がじゃんじゃん
飛
 と

 んできた。

　
家
 いえ

 のかやぶき
屋
 や
 根
 ね

 に
火
 ひ
 矢
 や

 が
何
 なん
 本
 ぼん

 も
当
 あ

 たり、
炎
 ほのお

 が
上
 あ

 がる。

「しまった！」

　
家
 いえ

 の
中
 なか

 から、
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 と
音
 おと
 音
 ね

 が
走
 はし

 りでてきた。
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 は、
杖
 つえ

 の
中
 なか

 に
刃
 やいば

 をかくした、しこみ
杖
 づえ

 、
音
 おと
 音
 ね

 は、なぎなたを
手
 て

 にしている。

「わしら
夫
 ふう
 婦
 ふ

 はこの
家
 いえ

 にこもって、
命
 いのち

 のかぎり
戦
 たたか

 います。さあ、
若
 わか

 とお
仲
 なか
 間
 ま

 のみなさまは、おにげください。」

「
歳
 とし
 老
 お

 いたふたりを
置
 お

 いてにげるなんて、そんなことできるか！　おろかな……いや、
悲
 かな

 しいことを
言
 い

 うなっ。」

　
大
 たい
 剣
 けん

 をぬき、
道
 どう
 節
 せつ

 がさけんだ。じっと、
老
 ろう
 夫
 ふう
 婦
 ふ

 と
見
 み

 つめあう。

「おれたちが
戦
 たたか

 います、さあ、おふたりこそ、にげてください！」

「こっちは、どうにかなるから、にげて！」

　
火
 ひ
 矢
 や

 を
切
 き

 り
落
 お

 としながら、
荘
 そう
 助
 すけ

 と
信
 し
 乃
 の

 も
口
 くち

 ぐちに
言
 い

 った。けれどふたりは
首
 くび

 をふる。

　そうしているうちにも、
火
 ひ
 矢
 や

 があたりにめったやたらと
降
 ふ

 り
注
 そそ

 ぐ。
道
 どう
 節
 せつ

 が
迎
 むか

 え
火
 び

 の
技
 わざ

 で、
火
 ひ

 を
打
 う

 ち
消
 け

 すが、とてもまにあわない。

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 と
現
 げん
 八
 ぱち

 も、
火
 ひ

 を
消
 け

 すので
手
 て

 いっぱいだ。
攻
 こう
 撃
 げき

 などできない。





　いつのまにか、あたりの
草
 くさ

 むらに
火
 ひ

 がついた。あちらからもこちらからも、
火
 ひ

 の
手
 て

 が
上
 あ

 がる。もう、
家
 いえ

 は
焼
 や

 けくずれる
寸
 すん
 前
 ぜん

 だ。

　
夜
 よる

 なのにあたりは
昼
 ひる
 間
 ま

 のように
明
 あか

 るい。そして、
熱
 あつ

 い。
着
 き
 物
 もの

 が
燃
 も

 えだしそうなくらい、ものすごく
熱
 あつ

 い。

　ごうごうと
音
 おと

 を
立
 た

 てて
炎
 ほのお

 が
燃
 も

 えさかり、七
人
 にん

 を
包
 つつ

 み、
熱
 あつ

 い
風
 かぜ

 がうずをまく。

　
火
 ひ

 に
追
 お

 われ、七
人
 にん

 は
谷
 たに
 川
 がわ

 のほうへと、かけくだってにげるしかなかった。

「
走
 はし

 れ、
走
 はし

 れ、
谷
 たに

 に
入
 はい

 れば、
火
 ひ

 にまかれる
心
 しん
 配
 ぱい

 はないっ。」

　
現
 げん
 八
 ぱち

 が
言
 い

 うので、みんなまとまって
走
 はし

 る……が、
走
 はし

 るのが
苦
 にが
 手
 て

 な
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 がおくれた。

「おいっ、だいじょうぶか？」

　
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 のすがたが、
黒
 くろ

 いけむりにまかれる。

　
落
 お

 ちてくる
火
 ひ

 の
粉
 こ

 がさらに
多
 おお

 くなった。
熱
 あつ

 さをがまんできず、
右
 みぎ

 へ
左
 ひだり

 へ
飛
 と

 びはねて
火
 ひ

 の
粉
 こ

 をよけながら、
信
 し
 乃
 の

 は「なんとかしなければ。」とけんめいに
考
 かんが

 えた。

　あっそうだ、と、
腰
 こし

 につけた
刀
 かたな

 「
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 」をひきぬく。

　
力
 ちから

 のかぎりふりまわすと、
刀
 かたな

 の
刃
 は
 先
 さき

 からふしぎな
光
 ひかり

 があふれた。たちまち
光
 ひかり

 は
水
 みず

 に
変
 か

 わってほとばしり、
雨
 あめ

 のようにあたりへ
散
 ち

 って、
道
 どう
 節
 せつ

 ・
現
 げん
 八
 ぱち

 ・
荘
 そう
 助
 すけ

 たちの
足
 あし

 もとの
火
 ひ

 を
消
 け

 す。
信
 し
 乃
 の

 の
思
 おも

 うままに、
自
 じ
 由
 ゆう

 に
水
 みず

 が
降
 ふ

 り
注
 そそ

 ぐ。

　やった！　
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 は、
信
 し
 乃
 の

 の
強
 つよ

 さをみとめてくれた。
信
 し
 乃
 の

 は
大
 おお
 声
 ごえ

 でさけんだ。

「
見
 み

 ろよ、この
刀
 かたな

 、すごいぞ。この
力
 ちから

 をわすれてたなんて。この
水
 みず

 で
草
 くさ

 の
火
 ひ

 を
消
 け

 して、
山
 やま

 のむこうへにげよう。おれについてこいよ。」

　ぶんぶん
刀
 かたな

 をふりまわすと、
水
 みず

 がじゃあじゃあふきだして、
火
 ひ

 をどんどん
消
 け

 していく。

「いいぞ、
信
 し
 乃
 の

 ！」と、
道
 どう
 節
 せつ

 がうれしそうに
応
 こた

 え、おくれてすがたが
見
 み

 えなくなった
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 の
名
 な

 をよぶ。

「おおい、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 どこだぁっ。」

　
走
 はし

 り、ふりかえりながら、なんどもなんどもよんだけれど、
小
 こ
 文
 ぶん
 吾
 ご

 の
返
 へん
 事
 じ

 はない。

　どうしよう、と
思
 おも

 う
間
 ま

 もなく、
追
 お

 っ
手
 て

 が百
人
 にん
 以
 い
 上
 じょう

 も、
手
 て

 に
手
 て

 に
槍
 やり

 をかまえて、「
待
 ま

 て、
待
 ま

 てぇっ。」とどなって、
燃
 も

 えていない
谷
 たに
 川
 がわ

 のほうからやってくる。

「
待
 ま

 ちかまえてやがった！」

　そして、
後
 うし

 ろからも。

「
待
 ま

 て
待
 ま

 て
待
 ま

 てえっ。」

　
火
 ひ

 が
消
 き

 えたところから、
声
 こえ

 が
聞
 き

 こえてくる。

　まずい、
火
 ひ

 を
消
 け

 したら、
追
 お

 っ
手
 て

 も
走
 はし

 りやすいだなんて！　
本
 ほん
 当
 とう

 にどうしたらいいんだ。

　四
犬
 けん
 士
 し

 は
顔
 かお

 を
見
 み

 あわせた。
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 と
音
 おと
 音
 ね

 も、じっと四
人
 にん

 を
見
 み

 つめている。

「ちっ、
待
 ま

 てと
言
 い

 われて、
待
 ま

 つばかがいるか。ええい、ひきょうな
手
 て

 だな、
火
 ひ

 をかけるとは。」と、
道
 どう
 節
 せつ

 がしぶい
顔
 かお

 になる。

「いや、
火
 ひ

 を
使
 つか

 うのは
道
 どう
 節
 せつ

 だって……。」

「それもそうか。じゃ、なかなかよい
手
 て

 だ、わはははは。」

「って、
笑
 わら

 ってる
場
 ば
 合
 あい

 かよっ。」

　そうしているうちに、
敵
 てき

 にかこまれかけた。
戦
 たたか

 わずにはにげられそうもない。

「しかたない、やってしまうしかないか。」

　つぶやいて、
現
 げん
 八
 ぱち

 が
長
 なが
 十
 じっ
 手
 て

 をかまえる。

「おおう、じゃまくさい
追
 お

 っ
手
 て

 ども、どけどけぇっ。」

と、
道
 どう
 節
 せつ

 が
大
 たい
 剣
 けん

 をかざした。

「
痛
 いた

 い
目
 め

 にあっても、うらまないでくださいね、こっちもひっしなんです。」

　
荘
 そう
 助
 すけ

 が
槍
 やり

 をふった。

「
世
 よ
 四
 し
 郎
 ろう

 さん、
音
 おと
 音
 ね

 さん、おれたちの
後
 うし

 ろからはなれないで！　
行
 い

 くぞっ。」

　
信
 し
 乃
 の

 が
片
 かた
 手
 て

 に
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 、もう
片
 かた
 手
 て

 にも
刀
 かたな

 をぬきはなち、
得
 とく
 意
 い

 の
双
 そう
 刀
 とう

 のかまえをくりだす。

　それを
合
 あい
 図
 ず

 に、みんないっせいに
敵
 てき

 へおどりかかった。
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　──
夜
 よ

 が
明
 あ

 けた。


はげしい
雨
 あめ

 が
降
 ふ

 っていた。




いつのまにか、
山
 やま

 を
下
 お

 りていた
信
 し
 乃
 の

 は、ぼうぜんと
後
 うし

 ろをふりかえった。






山
 やま

 の
火
 ひ

 は、
村
 むら
 雨
 さめ
 丸
 まる

 の
水
 みず

 と、いつのまにか
降
 ふ

 りだした
雨
 あめ

 で、
消
 き

 えていた。






灰
 はい
 色
 いろ

 のけむりだけが、
真
 ま

 っ
黒
 くろ

 になった
山
 やま

 から、いくすじも
立
 た

 ちのぼっている。








……
信
 し
 乃
 の

 は、ひとりだった。だれも、そばにいなかった……。








《二
巻
 かん

 へつづく》









＊１
越
 えち
 後
 ご

 　
現
 げん
 在
 ざい

 の
新
 にい
 潟
 がた
 県
 けん

 。
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あとがき





　この
物
 もの
 語
 がたり

 は、
今
 いま

 から
約
 やく

 二百
年
 ねん
 前
 まえ

 に
書
 か

 きはじめられた
小
 しょう
 説
 せつ

 『
南
 なん
 総
 そう
 里
 さと
 見
 み
 八
 はっ
 犬
 けん
 伝
 でん

 』を
原
 げん
 作
 さく

 として、おもしろいシーンや、
物
 もの
 語
 がたり

 にとってだいじなシーンだけを
選
 えら

 んでつなげ、
読
 よ

 みやすいように
書
 か

 きなおしたり、さらにオリジナルのシーンを
加
 くわ

 えて、
全
 ぜん

 三
巻
 かん

 にしたものです。

　二百
年
 ねん
 前
 まえ

 の
江
 え
 戸
 ど
 時
 じ
 代
 だい

 に、こんなにもおもしろい、
冒
 ぼう
 険
 けん

 ファンタジー
小
 しょう
 説
 せつ

 があったのです。いまの
少
 しょう
 年
 ねん

 マンガやゲームやアニメと、
変
 か

 わりなくおもしろいですよね。





　二百
年
 ねん
 前
 まえ

 に
原
 げん
 作
 さく

 を
書
 か

 いた
人
 ひと

 は、ペンネームを
曲
 きょく
 亭
 てい
 馬
 ば
 琴
 きん

 といいます。

　よく「
瀧
 たき
 澤
 ざわ

 （
滝
 たき
 沢
 ざわ

 ）
馬
 ば
 琴
 きん

 」とよばれていますが、
馬
 ば
 琴
 きん
 本
 ほん
 人
 にん

 がそう
名
 な

 のったことは、まだ
確
 かく
 認
 にん

 できていません。

　
本
 ほん
 名
 みょう

 が
瀧
 たき
 澤
 ざわ

 （
滝
 たき
 沢
 ざわ

 ）
解
 とく

 なので、
本
 ほん
 名
 みょう

 の
名
 みょう
 字
 じ

 と、ペンネームの
下
 した

 の
名
 な
 前
 まえ

 が、
明
 めい
 治
 じ
 時
 じ
 代
 だい
 以
 い
 降
 こう

 に、いつのまにかくっついてしまったようです。
実
 じっ
 際
 さい

 、
本
 ほん
 名
 みょう

 の
名
 みょう
 字
 じ

 にペンネームの
名
 な
 前
 まえ

 をくっつけてサインしたりしていた
江
 え
 戸
 ど
 時
 じ
 代
 だい

 の
小
 しょう
 説
 せつ
 家
 か

 もいましたので、そうなってしまったのかもしれません。





　
青
 あお

 い
鳥
 とり
 文
 ぶん
 庫
 こ

 『
南
 なん
 総
 そう
 里
 さと
 見
 み
 八
 はっ
 犬
 けん
 伝
 でん

 』の
第
 だい

 一
巻
 かん

 では、
作
 さく
 者
 しゃ

 ・
曲
 きょく
 亭
 てい
 馬
 ば
 琴
 きん

 について、
解
 かい
 説
 せつ

 したいと
思
 おも

 います。





　
曲
 きょく
 亭
 てい
 馬
 ば
 琴
 きん

 は一七六七
年
 ねん

 に、
江
 え
 戸
 ど

 で
武
 ぶ
 士
 し

 の
家
 いえ

 に
生
 う

 まれました。
武
 ぶ
 士
 し

 としての
名
 な
 前
 まえ

 は、
瀧
 たき
 澤
 ざわ
 興
 おき
 邦
 くに

 といいました。

　いったんは
武
 ぶ
 士
 し

 としてはたらきはじめるのですが、どうしても
仕
 し
 事
 ごと

 が
好
 す

 きになれなかったようです。じつは
馬
 ば
 琴
 きん

 は、
子
 こ

 どものころから、
俳
 はい
 句
 く

 を
作
 つく

 るのが
大
 だい
 好
 す

 きで、よく
本
 ほん

 を
読
 よ

 んでいました。

　二十二
歳
 さい

 のとき、
病
 びょう
 気
 き

 になったのを
機
 き
 会
 かい

 に
武
 ぶ
 士
 し

 をやめ、
医
 い
 者
 しゃ

 や
学
 がく
 者
 しゃ

 になろうとしてみたあげく、二十四
歳
 さい

 で、
当
 とう
 時
 じ

 の
大
 だい
 人
 にん
 気
 き
 小
 しょう
 説
 せつ
 家
 か

 、
山
 さん
 東
 とう
 京
 きょう
 伝
 でん

 に
弟
 で
 子
 し
 入
 い

 りします。やはり、
何
 なに

 かを
書
 か

 きたいという、
子
 こ

 どものころからの
夢
 ゆめ

 を、かなえたかったのでしょうか。

　
小
 しょう
 説
 せつ
 家
 か

 デビューを
果
 は

 たし、
名
 な
 前
 まえ

 も
武
 ぶ
 士
 し

 らしい
興
 おき
 邦
 くに

 から、
町
 ちょう
 人
 にん

 らしい
解
 とく

 に
変
 か

 え、ペンネームも
決
 き

 めて、二十七
歳
 さい

 で
下
 げ
 駄
 た
 屋
 や

 の
娘
 むすめ

 のお
百
 ひゃく

 と
結
 けっ
 婚
 こん

 し、むこになります。





　しかし、
馬
 ば
 琴
 きん

 は
下
 げ
 駄
 た
 屋
 や

 の
商
 しょう
 売
 ばい

 も
好
 す

 きにはなれず、
手
 て
 習
 なら

 いの
師
 し
 匠
 しょう

 、いまでいうと
塾
 じゅく

 の
先
 せん
 生
 せい

 をしながら、
小
 しょう
 説
 せつ
 家
 か

 としても
活
 かつ
 躍
 やく

 しはじめます。そして四十一
歳
 さい

 になったとき、『
椿
 ちん
 説
 せつ
 弓
 ゆみ
 張
 はり
 月
 づき

 』というヒット
作
 さく

 を
出
 だ

 すことができました。
人
 にん
 気
 き
 小
 しょう
 説
 せつ
 家
 か

 の
仲
 なか
 間
 ま
 入
 い

 りです。

　そして一八一四
年
 ねん

 、『
南
 なん
 総
 そう
 里
 さと
 見
 み
 八
 はっ
 犬
 けん
 伝
 でん

 』を
発
 はっ
 表
 ぴょう

 します。
大
 だい

 ヒット
作
 さく

 となり、それから二十八
年
 ねん

 をかけて
書
 か

 かれて、
全
 ぜん

 九十八
巻
 かん

 、
上
 じょう

 ・
下
 げ
 巻
 かん

 に
分
 わ

 かれている
巻
 かん

 もあるので、
本
 ほん

 にして百六
冊
 さつ

 の、
大
 だい
 長
 ちょう
 編
 へん

 になるのです。

　
現
 げん
 代
 だい

 の
文
 ぶん
 庫
 こ

 でも、一
巻
 かん
 平
 へい
 均
 きん

 四百ページくらいという
厚
 あつ

 さで十
巻
 かん
 分
 ぶん

 あります。













　
馬
 ば
 琴
 きん

 は
仕
 し
 事
 ごと

 のしすぎなのか、
目
 め

 を
悪
 わる

 くして、四十
歳
 さい

 を
何
 なん
 年
 ねん

 か
過
 す

 ぎるころから、めがねをかけていました。それでもよく
見
 み

 えなかったようです。

　ですので、
書
 か

 いた
原
 げん
 稿
 こう

 は、
息
 むす
 子
 こ

 がチェックしてまちがった
文
 も
 字
 じ

 をなおしてから、
印
 いん
 刷
 さつ

 ・
出
 しゅっ
 版
 ぱん

 する
店
 みせ

 にわたしていました。

　しかし
息
 むす
 子
 こ

 は
病
 びょう
 気
 き

 になり、「
八
 はっ
 犬
 けん
 伝
 でん

 」が
出
 しゅっ
 版
 ぱん

 されだしてから二十一
年
 ねん
 目
 め

 に、
亡
 な

 くなってしまいました。このころにはもう、
馬
 ば
 琴
 きん

 の
右
 みぎ
 目
 め

 は
何
 なに

 も
見
 み

 えなくなっていたのです。

　しかし、
八
 はっ
 犬
 けん
 伝
 でん

 は
芝
 しば
 居
 い

 になって
上
 じょう
 演
 えん

 されるほどの
人
 にん
 気
 き

 です。いまならドラマや
映
 えい
 画
 が

 になるようなものです。

　とちゅうで
物
 もの
 語
 がたり

 をやめることは、ファンをがっかりさせてしまいます。

　それに、
自
 じ
 分
 ぶん

 と
妻
 つま

 の
生
 せい
 活
 かつ

 だけでなく、
残
 のこ

 された
息
 むす
 子
 こ

 の
家
 か
 族
 ぞく

 の
生
 せい
 活
 かつ

 を
支
 ささ

 えないとなりませんし、なにより、
馬
 ば
 琴
 きん
 自
 じ
 身
 しん

 が、
最
 さい
 後
 ご

 まで
書
 か

 きあげたかったのだろうと
思
 おも

 います。





　
馬
 ば
 琴
 きん

 は
左
 ひだり
 目
 め

 だけをたよりに、ひとりで
書
 か

 きつづけます。

　ですが、
左
 ひだり
 目
 め

 もどんどん
見
 み

 えなくなり、
原
 げん
 稿
 こう
 用
 よう
 紙
 し

 に
印
 いん
 刷
 さつ

 された
行
 ぎょう

 の
中
 なか

 に、きっちりと
書
 か

 くこともできず、一
枚
 まい

 に十一
行
 ぎょう
 書
 か

 かなくてはならない
紙
 かみ

 に、四
行
 ぎょう

 だけ、
大
 おお

 きな
字
 じ

 で
書
 か

 く、ということになっていきます。

　それでも、あと一
巻
 かん

 だけでも、もうすこしだけ、もうすこしだけ、と
書
 か

 くのです。

　七十四
歳
 さい

 でとうとう、わずかに
昼
 ひる

 と
夜
 よる

 が
区
 く
 別
 べつ

 できるていどにしか
見
 み

 えなくなってしまい、
馬
 ば
 琴
 きん

 はとても
落
 お

 ちこみました。あとすこしで、
完
 かん
 結
 けつ

 だというのに。





　しかし、
何
 なに

 があっても
物
 もの
 語
 がたり

 を
最
 さい
 後
 ご

 まで
書
 か

 きたい。
最
 さい
 後
 ご

 まで
書
 か

 かないのは、
読
 どく
 者
 しゃ

 の
人
 ひと

 たちや
出
 しゅっ
 版
 ぱん

 している
店
 みせ

 にも、もうしわけない。そう
思
 おも

 いなおした
馬
 ば
 琴
 きん

 は、
息
 むす
 子
 こ

 のおよめさんのお
路
 みち

 に、
漢
 かん
 字
 じ

 を
教
 おし

 えながら、
物
 もの
 語
 がたり

 を
書
 か

 きとってもらうことにします。

　お
路
 みち

 は、ひらがなしか
知
 し

 らず、
漢
 かん
 字
 じ

 をほとんど
読
 よ

 み
書
 か

 きできなくて、むずかしい
文
 ぶん
 章
 しょう

 も
書
 か

 けませんでした。それが
当
 とう
 時
 じ

 の、
町
 ちょう
 人
 にん

 の
女
 おんな

 の
人
 ひと

 の「ふつう」だったのです。

　しかも、
馬
 ば
 琴
 きん

 は、お
路
 みち

 の
書
 か

 いた
文
 も
 字
 じ

 を
見
 み

 て
確
 かく
 認
 にん

 できません。

　
説
 せつ
 明
 めい

 しながら
書
 か

 きとらせた
一
 ひと

 つ
一
 ひと

 つの
漢
 かん
 字
 じ

 とできあがった
文
 ぶん
 章
 しょう

 、それを
声
 こえ

 に
出
 だ

 してお
路
 みち

 に
読
 よ

 み
返
 かえ

 させ、
漢
 かん
 字
 じ

 のへんやつくりを
言
 い

 わせて
正
 ただ

 しいか
確
 かく
 認
 にん

 する、とてもとても
手
 て
 間
 ま

 のかかる
作
 さ
 業
 ぎょう

 でした。

　はじめは
時
 じ
 間
 かん

 がかかりましたが、だんだんお
路
 みち

 もなれてきて、
漢
 かん
 字
 じ

 をおぼえ、スムーズに
書
 か

 きとれるようになり、八か
月
 げつ
 半
 はん

 かけて
完
 かん
 成
 せい

 させて、
残
 のこ

 り
全
 ぜん
 部
 ぶ

 を
出
 しゅっ
 版
 ぱん

 することができました。
馬
 ば
 琴
 きん

 七十五
歳
 さい

 、
第
 だい

 一
巻
 かん

 の
出
 しゅっ
 版
 ぱん

 から二十八
年
 ねん

 めのことでした。





　それでもまだ、
馬
 ば
 琴
 きん

 は
書
 か

 くことをやめず、いくつか
本
 ほん

 を
出
 だ

 してから、八十二
歳
 さい

 で
亡
 な

 くなりました。
小
 しょう
 説
 せつ

 を
書
 か

 くのが、
本
 ほん
 当
 とう

 に
好
 す

 きな
人
 ひと

 だったのだと
思
 おも

 います。









　
第
 だい

 二
巻
 かん

 では、
八
 はっ
 犬
 けん
 伝
 でん

 の
物
 もの
 語
 がたり

 そのものについて、お
話
 はな

 ししましょう。

　では、
第
 だい

 二
巻
 かん

 でまたお
会
 あ

 いできれば、うれしいです。





　いまにも
桜
 さくら

 が
咲
 さ

 きそうに、つぼみをふくらませている
春
 はる

 の
日
 ひ

 に
記
 しる

 す




時
 とき
 海
 うみ
 結
 ゆ
 以
 い
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